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第６２号 

 

執筆者 

＠短信 

 

 

田中 千晶  

７月 18 日からの３日間、京都国際福祉

センターにて家族療法講座を受講しました。

興味をもったきっかけは大学院での集中

講義。子どもを対象とした対人援助職を経

験してから心理専門職を目指すにあたり、

クライエント個人ではなくクライエントを取

り巻く家族全体を包括して支援していく必

要性、重要性を感じたことです。 

 講座では様々な年代、職種の方と合同

チームで活動しました。初日はなかなか

距離が縮まらずにメンバー全員がソワソ

ワ、ドキドキしていましたが、対話やディス

カッションを中心とした講義内容、グルー

プワークやお昼休憩を通して仕事の話、

暑さの話、それぞれの出身地の話などを

話す中で、３日目にはボケてつっこんで、

ワイワイ話すことができる仲になっていま

した。 

 大学院生活も２年目を迎え、同じ環境、

同じ人間関係、同じことを学ぶ同期付き合

いが続いていた中、さまざまなバックグラ

ウンドをもつ人々と仲良くなれたことが講

座の内容と同じくらい収穫でした。「次の

研修もこのメンバーで受けよう！」と仲良く

なった勢いで３日目の帰り道に STEP2 に

申し込んだことも良い思い出です。 

 

森で出会えば･･･ 

P301～ 

本林 友梨  

毎日が一瞬で過ぎていく毎日を送って

います。6 月頃に体調を崩し、仕事も一定

期間お休みを頂くことになってしまい、身

体もしんどかったですし、周囲に迷惑をお

かけすることになって申し訳ない気持ちで

いっぱいになりました。今は 1 日、1 週間、

1 か月と経つのが本当に早く感じられるぐ

らい充実した毎日ですが、いつも「あぁ、今

日もあれできなかったな・・・」と悔やまれる

日々でもあります。でも、こうやって過ごし

て行けることは当たり前ではないことだと

思いますので、悔やんでばかりいないで

日々感謝して過ごして行かなくてはいけな

いなと思います。 

 

心理臨床における多重関係を考え

る 

Ｐ297～ 

土元 哲平  

予告していた通り、今回はページ数が圧

倒的に少なくなりました（笑）詩を発想し、

ことばを選び、考えるプロセスからは学ん

だことも多かったですし、意外と長い時間

がかかりました。色々と伝えたい「作者の

思い」はありますが、意味づけは読者の

皆様にゆだねたいと思います。そして、つ

いに、『オートエスノグラフィー・マッピング』

（土元・桂・サトウ編, 新曜社）が刊行され

ました！！オートエスノグラフィーと出会っ

たのが修士課程のころ、2015 年です。10

年間このアプローチと付き合ってようやく

出したいものが出せた、と思うと感慨深い

です。 

 

 

地球と宇宙の文化心理学 

P303～ 

高名 祐美 

「暑いですね～」が挨拶代わりの今日この

ごろ。梅雨らしい時期もなく、6 月から暑い

日が続く。暑さに弱い私は、毎日半端ない

汗をかき、一日の終りにはだっくりくる。毎

日「熱中症警戒アラート」が出され、外に

出ることが苦痛になる。そんな暑さの中、

私の住む七尾市では地震で破損した道路

の修復工事や家屋の解体が進んでいる。 

能登半島地震から 1 年半。あちらこちら

に空き地が目立ち、「ここは何があったと

ころだろう」と思う場所が増えてきている。

我が家も先日車庫を解体した。もう少しし

たら、土蔵も近々公費解体する予定だ。

隣の家も納屋を解体している。暑い中で

の作業。屋外で仕事をする人々に頭が下

がる。自分には絶対にできない仕事だと

心から思う。 

 

スクールソーシャルワーカーの 

仕事 

P234～ 

水野 スウ 

暑い夏でした。って、まだ過去形じゃない

けども。それでも一年前の夏よりはすこや

かに過ごせてる気がします。我が家は涼

しい、という思い込みがあって水分をしっ

かりとらなかった去年、家で熱中症になっ

てしまった。夏をなめたらいかん、の猛反

省から、うんと慎重に過ごした今年の夏で

す。 

 暑いと腸も元気なくなるので、今年は野

菜をたくさん取れる、具沢山のデトックス

スープをしょっちゅう作りました。キャベツ

多めにして、トマト、にんじん、セロリ、たま

ねぎ、あればピーマン、いずれも細かく切

って、塩を鍋の底にパラパラ振ってから野

菜を敷き詰め、その上に塩をパラパラふっ

て、蓋して弱火でコトコトコト。水分が上が

ってきたら水を足し、さらにコトコトコト。味

付けはコンソメの素か醤油で。一度作って

おくと４、５回食べれます。味が薄くなった

らトマトを追加してまたコトコトコト。おかげ

で腸の調子もいい感じ。食べたらしっかり

出さないことには元気が出ないものね。 

 今年は参院選挙も暑かった、熱かった。

一気に議席数を増やした党のことが気に

なって、私なりに思ったことを今号マガジ

ンに書きました。締めのキーワードは、ぼ

ろぼろの民主主義を繕う、です。ちくちくち

くちく、と。 
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きもちは言葉をさがしている 

P87～ 

馬渡 徳子 

 8 月、石川県全域に停滞型の線状降水

帯が発生し、奥能登地域の一部にも三度

目の甚大な被害をもたらした。 

 夏休みに N-ASCAT(能登半島地震子ど

もの放課後支援チーム)で継続的にお付

き合いを重ねてきた認定こども園併設の

学童保育所からは、幹線道路から生活圏

につながる道路が複数個所寸断のため

復旧見込みが立たず、訪問日延期の申し

入れをいただき、鉄道が復旧する月末に

リベンジとなった。 

 この夏休みを機に、ようやく入居可能と

なった仮設住宅に移り、新学期を迎える

準備をしていた子育て世帯は故郷に帰れ

ることをとても喜んでいたことから、胸が痛

い。自然には抗えないが、お見舞いの言

葉に詰まってしまった。 

 さて、8 月末に輪島高校の文化祭にて団

士郎さんの漫画展を。9 月には珠洲市総

合病院とわくわく広場にて漫画展とトーク

ショーを行う。この一年半年のいしかわ家

族面接を学ぶ会でつながった被災地の支

援者仲間との共催企画だ。 

 次回の短信にて、ご報告させていただき

たいと思う。 

 

 

馬渡の眼 

Ｐ139～ 

乾 京子 

毎日の猛暑に、もう、よれよれ。一日、庭

の植物にお水をあげるのを忘れると、くた

～とみじめな姿に自分を重ねる。ついつい、

出かけるのも億劫になって、寝っ転がって

本を読む。取りためたビデオを見る。何と

もだらしない夏を過ごしている。今年の夏

は、戦後８０年。 

 昭和１６年、私の父は、金沢で高校生活

を送っていたところ、太平洋戦争勃発の為、

繰り上げ卒業、航空技術部隊へと配属さ

れて、飛行機の設計の仕事をしていた。

昭和２０年８月、「後一日、終戦が遅れて

いたら、南方に行っていて、お父ちゃんは

この世にいなかっただろうなァ」と、大尉の

軍服を着て、祖父がかろうじてそろえた振

り袖を着た母との結婚写真を眺めながら

話してくれたことがあった。「戦後８０年特

集番組」は、とても見ごたえのある番組が

多かった。一人ひとりにとっての戦争と、

その後の８０年と、今、現在進行形の戦争

とその戦火の元にある子どもたち、（現在、

この時が戦前だったんだなぁ）とならない

ようにしなければならない・・・いろんなこと

を考えている。そんな２０２５年の夏。 

 

じゃりんこ文庫 

Ｐ294～ 

中谷 陽輔 

今回でようやく連載１０回目です。休載し

た号（第５９&６０号）もありましたが、なん

とか二桁に到達しました。前回の著者短

信で述べたように、父の介護・逝去という

やんごとなき事情があったとはいえ、休載

がなければ第６０号でちょうど１０回目とわ

かりやすかったりしたのに、と思う野暮っ

たい自分は、そっと神棚にしまっておきま

す。 

ところで、万博があと 1 か月ほどで終了し

ますね。実は父が定年まで勤めあげた企

業のパビリオンが開催されており、抽選も

運よく当たったので家族で万博に馳せ参

じていました。父も 55 年前の万博に行っ

たと聞いていたので、二世代での万博参

加となりました。 

偶然にも、前回の対人援助マガジン（61

号）が発刊された、2025 年 6 月 15 日に行

ってきました。さらに縁深いことに、いわゆ

る「父の日」でもあり、父の満中陰（四十九

日）の法要を終えた翌日でもありました。 

・・・抽選に当たったのも、仏に成った父が

あの世で、ちょいとばかし細工をしてくれ

たんだと、割と本気で思っています。という

のも、いくらその日に万博にいく予定をし

て、抽選を狙った自分はいたにせよ、「父

が成仏した翌日の 6/15 父の日に、父にと

っても縁深い万博に、父が勤め上げた会

社のパピリオンに当選し、父として参加す

る」って、なんだかできすぎていませんか

ね。 

そりゃぁもう、万博会場中のあちらこちらに

いるミャクミャクを眺めながら、脈々とした

繋がりを感じざるを得ない・・・ってなもん

です。 

万博開催中に、もう 1 回は家族で、亡き父

との繋がりを感じにいこうと思います。合

掌。 

     コソダテノシンリ 

P263～ 

山岸 若菜 

前回の短信で夫が仕事を辞めたことを書

きました。 

3 ヶ月経ち、失業保険を受け取れるように

なり、ますます家事力に磨きがかかってい

ます。 

それでも健康保険、年金、市税に府税と、

容赦なく送られてくる送付書にビビり、よう

やく自分の店を出すという目的に向けて

動き出しました。 

新しいことを始めるのは不安もあるけど楽

しいですね。 

横で口を出してるだけなのでそんな悠長

なことを言っていられるだけかもしれませ

んが・・ 

とにかく頑張ってほしいと思います。 

ある訪問看護師のあたまの中 

Ｐ285～ 

内田 一樹 

今年は戦後 80 年となる年です。様々な

場所で戦後 80 年に関係する企画展や催
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しがされています。本来、平和は戦後 80

年だろうが、79 年目だろうが、81 年目だろ

うが大切です。しかし節目というものがも

つ力もやはりあるのかもしれないと思いま

す。「節目」が後押しをして、語り始められ

る人がいる、「節目」が後押しをして、聴き

始められる人がいる…。震災も同じです。

10 年という節目が持つ力は確かにあった

けれど、しかし 11 年目も 12 年目も大事だ

と思うからこそ授業を始めました。災害と

戦争、そして平和は全てつながっています。

高校生が震災学習や宮城県石巻市・福島

県浜通りスタディツアーを通して得る学び

（講座名「東北と復興」）が、どのように対

人援助学への発展の可能性を持つのか

をようやく言語化することができるようにな

ってたと思っています。これから数回に分

けて書いていきます。大学での教育や対

人援助職者の皆様からのご意見をいただ

けると嬉しいです。 

 

社会科の授業を対人援助学の 

視点から 

P278～ 

宮井 研治  

 一応、わたくし現役の大学の先生です。

大学教授に一番似つかわしくないと自負

しながら、授業ではそんなマイナスな自負

はせず、教鞭などを取っておりますると、

たまに学生くんから質問を受けたりします。

大箱の授業後、一人の女子学生がつっー

と、私のところまで来るではありませんか。

“あれ、授業でおかしなこと言っちゃったか

な？”、このあたりが教授としての自信の

なさの表れでしょうか、あるいは謙虚さ

か！その女子学生は質問のためでした。

女子学生がなぜその質問を発したのかは、

ホントのところよくわからなかったのです

が、質問の内容はこうでした。「先生、児

童相談所って、子どもを勝手に連れて行

って、トラブルになってるってネットなんか

で出てますが、（自分にとっても今後）こわ

いなーって思うんですが、どうなんでしょ

う？」こんなんでした。私がショックだった

のは、子どもを勝手にさらっていく事実が

あるということをその女学生は、前提とし

てしゃべっていたということです。私が授

業で児童相談所について説明していたわ

けですから、「話聞いとったんか～い！」と

ツッコミを入れたくなるところですが、ＳＮＳ

の力は恐るべしという気持ちも起こりまし

た。意に添わぬ一時保護をされた親御さ

んからの発信だけを聞いていたらそういう

ストーリーもできるかなと思った次第です。

質問してくれてありがとうですね。 

 加えて、児童相談所が月 9 の舞台に取

り上げられるというのも、時代なのか、他

にないのか？いずれにしても児相ＯＢとし

てはうまい方に作用してくれたらと願った

りします。 

 
 

 人生は対応のヴァリエーション 

P288～ 

 

櫻井 育子 

夏になるとなんとなく寂しさ、侘しさ、命に

ついて考える機会が増えるのはとても当

たり前で、広島、長崎、終戦の日があり、

お盆があり、短い命の蝉がひたすら鳴き

続ける日本という国にいて、これっぽっち

も心が動かないなんていうことがあろうか、

と思う。繊細で傷つきやすい子どもだった

わたしは、大人になってもそれはそのまま

で、学生のときに信頼していた大人に、

「夏は悲しい気持ちになることが多い」とい

うような話をしたら、正確にはなんて言わ

れたか覚えていないが、その回答でさらに

傷ついたことが思い出される。平べったい

言葉で言えば、「感傷に浸るな」的な発言

だったと思う。小さなことだけれど、わたし

はそれ以来、その人には感情を話さなくな

った。 

大人になりかける時期に、わたしは大人

に対して理想と幻滅を感じ、ひどい言葉で

言えば「生きるために」大人を見下して生

きてきたことすらある、と思う。そんなわた

しが感情を解放していいと思えるようにな

り、複雑に見える家族について肯定し、

堂々と今に至るようになったのは、やはり

こうしてたくさんの「大人」に出会えたから

でもある。あらためて、ここでの出会いに

感謝の気持ちでいっぱいになった夏だっ

た。 

生涯発達支援塾 TANE代表  

shukou0122@gmail.com 

https://ikuko-sakurai.com 

 

わたしはここにいる 

P260～ 

鳴海 明敏 

備忘録～理事長の独り言～ 

県庁職員を定年退職した翌月、２０１０

年平成２２年４月に新規開設された児童

心理治療施設青森おおぞら学園の園長を

引き受けて、１５年間勤めました。 

２０２４年令和６年秋に脳梗塞になりま

したが、２週間の入院・リハビリの後無事

に職場復帰することが出来ました。主治

医は、本当に幸運な人だと驚いていまし

た。この幸運は、「まだまだ園長を続け

ろ！」ということかと思いましたが、しばらく

時間が経過したら、元気なうちに園長職を

次に引き継ぐために与えられた幸運だ、と

思うようになり、２０２５年令和７年３月で園

長職を退き、後任にバトンを託しました。

現在は、法人の理事長として、週に３日学

園に顔を出すという生活をしています。 

そんな生活をしながら、思い出したこと

や気が付いたこと、整理しておきたいこと

などのあれやこれやについて、思いつくま

まに書き残していこうかと思います。学園

のこどもたちと触れ合う機会もあるので、

こどもたちのことを紹介することもあるかと

思いますが、こどもたちについては、それ

なりのカモフラージュを施しています。 

 

理事長として、週三日５時間ずつ出勤

する生活も５か月目になりました。「三日

出かけて四日在宅」というペースに少しず

つ慣れてきたかなあというところです。大

変なのは四日連続の在宅の方で、奥さん

の生活ペースとの折り合いをつけることに

苦戦しています。炊事や洗濯などの家事

にも参加したいのですが、なかなか奥さん

のお許しが出ません。今のところなんとか

役割を果たせているのは、メモを持ちなが

らの買い出しです。 

新しい生活に慣れてくるにつれて、それ

までの週４０時間フルタイムの勤務はやっ

ぱり高齢の身にはハードだったんだなあと

mailto:shukou0122@gmail.com
https://ikuko-sakurai.com/
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いうことが、少しずつ理解できるようになっ

てきました。今の生活で嬉しいのは、関心

のある事柄への関りが、「仕事」で中断さ

せられることがないということです。今関

心のあるのは、日本に「カウンセリング」を

紹介した友田不二男氏です。参加したワ

ークショップや講演などの資料を、楽しみ

ながら掘っくり返しています。 

 

理事長の独り言 

P258～ 

高木 久美子 

飼い猫のアレサが死にました。 

アレサは 2011 年に地域猫の TNR 活動を

している人から譲り受けました。ピンクが

かったグレイの柔らかい毛色の大層な美

人さんでした。そしてすごく頭が良くてしっ

かり者でした。我が家の洗濯機は乾燥機

は付いておらず、すすぎ・脱水までで完了。

止まったことに気が付かないでいると、ニ

ャーと鳴いて洗濯機のところまで私をいざ

ない教えてくれたことがありました。 

またアレサに続いて数か月後に緊急保護

した茶トラのペコが、すりガラスの重い扉

が開いていた部屋に知らぬ間に入ってし

まい、中にいることに気が付かず私が戸

を閉めて閉じ込めてしまった時も、アレサ

が教えに来てくれて、ついて行ってみると、

すりガラスの向こうで出られずウロウロし

ているペコの影を発見ということもありまし

た。具体的なお助けのエピソードだけでな

く、なんとなくいつも見てくれているような、

そして相槌上手。こちらの話しかけが途切

れるタイミングで、にゃ、にゃと絶妙の合い

の手。猫ですが、私はアレサをかなり頼り

にしていました。 

うちに譲渡してくれた猫のボランティアさん

が公園で最初にアレサを見かけた時は子

猫を連れていたそうで、保護された時は２、

３歳にはなっていたのではと。その後 2 度

ほどトライアルがあったものの先住猫との

折り合いが悪く戻されたりして、保護主さ

んのところに数年。そしてうちに来てくれて

から 14 年だったので、しっかりおばあさん

猫になっていて大往生だったと思います。

最期の半月ぐらいはほとんど動けなくて、

夜は私と枕を半分こして眠りました。 

最後まで美人さんでした。 

死んで数日はトンと小さな物音がしたり、

気配を感じたりしました。今はしません。 

ありがとうアレちゃん。とても大切な存在。 

 

ヨミトリとヨミトリ君で 

ご一緒しましょ！ 

P252～ 

畑中 美穂 

プールで泳ぐのが好きだ。子どもの頃は

水泳の授業が嫌いで、苦痛でたまらなか

った。唯一楽しかったのは、授業の最後に

全員がプールの端に寄って輪になり、同じ

方向に回って大きな渦を作る、通称「洗濯

機」という遊びだった。泳ぐことが楽しいと

思うようになったのは大人になってからの

こと。最近もふらっと出かけては、“何泳ぎ”

というのか名は付け難い泳ぎ方で水のな

かを漂っている。”水のなかの生き物にな

る練習“、みたいな感じ。 

先日もそのようにしていて、夕方、陽の

光が水底にゆらゆらと模様を描いている

のを見た時にふと、子どものころにした碁

石拾いを思い出した。碁石といってもきれ

いな半透明の色ガラスのようなものだった

と思う。潜って手で取るのだが、足の指で

つまんで拾ってもよかった。長い時を経て、

記憶のなかからの思いがけない“贈りも

の”。ちゃんと、みつけられた。「よかったな

ぁ、みほちゃん。泳ぐのが好きになって」 

 

一語一絵 

P273～ 

山下 桂永子 

先日車を買い替えました。先代車とはこ

の 19 年半、たぶん家族よりも一緒の時間

を過ごしました。最後の１か月ほどの間に

エアコンは壊れるわエンジンは壊れるわ

で、もうわが身の最期を悟ったかのような

走りに怯えつつも愛おしく、たくさん写真を

撮って涙のお別れをしました。総走行距離

33 万 6 千キロでした。ありがとうミドジーノ

（緑のミラジーノなのでそう呼んでいまし

た）。 

というわけで、新しい子（車）をお迎えし

たのですが、鍵はささなくていいし、サイド

ブレーキはおろかフットブレーキすらない

んです。新しい機能が多すぎて空でも飛

ぶんか？って思っています。内容とは関

係ないのですが、読んで頂ければ幸いで

す。 

 

心理コーディネーターに 

なるために 

P151～ 

渡辺 修宏 

「今回は、友人である高山かおり先生にご

執筆頂いた。文面にある通り、彼女は 2

児の母なわけだが、 

彼女の初めて出会った頃（当時、彼女は

大学生）のイメージがまだまだ鮮明である

ため、どうもピント来ない。 

とはいいつつも、よくよく考えたら私もいつ

の間にか中年・壮年であり、髪形にいたっ

ては立派な翁なわけだから時の流れを認

めざるを得ない。まさに長い友…。 

対人援助実践をリブートする 

この一冊  

Ｐ240～ 

米津 達也 

二人の子どもが実家を卒業し、残された

のは夫婦二人と犬と亀がそれぞれ一匹。

十年を経過した家電製品が次々と調子を

崩している。これまで家族の生活を十数

年、よく支えてくれた。しかし、子どもの引

っ越し準備等で随分お金も掛かった。当

面は機械を休ませ、食洗器の代わりにゴ

シゴシ食器を手洗いする日々です。 

 

川下の風景 

Ｐ230～ 

玉村 文   

今年の夏は、夫の実家・北海道へ一週間

ほど帰省してきました。 

子ども 3 人を連れて飛行機に乗るだけで、

すでにひと仕事終えた気分です。 
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「今年の北海道は暑いらしい」とニュース

で見て、出発前から少々げんなり…。 

ところが行ってみると、京都より 10 度近く

低い日もあり、外で遊べるくらいの“ちょう

どいい暑さ”。 

…とはいえ、エアコンはしっかり稼働させ

ていましたが。 

そんな中、早朝に外へ出た息子が一言。 

「あ、冬だ」 

確かに夜や朝は寒いくらいの気候で、子

どもならではの素直な感想に笑ってしまい

ました。 

公園遊びに虫取り、野菜の収穫――夏休

みらしいことを思い切り楽しめた子どもた

ちは大満足。 

一方で、未就学児 3 人を連れての大移動

はなかなか大変で、「次は母子旅も…」な

んて密かな野望も芽生えました。 

ただ、京都に戻ってきた途端、気温差にや

られたのか子どもたちが次々に体調不良

に…。 

おかげで我が家の夏休みは、思わぬ延長

戦に突入することになりました。 

 

応援 母ちゃん！ 

P220～ 

川畑 隆  

孫を連れて家族 4 人で長崎に行ってき

ました。稲佐山のホテルと近くのレストラン

から長崎港の夜景を眺め、翌日はレンタ

カーで平戸まで。佐世保のハウステンボ

スには午後 3 時から入場して夜のショー

と花火まで満喫。次の日は定番の大浦天

主堂とグラバーガーデン、そして出島と新

地中華街。夕方にはホテル近くの屋内プ

ールと大浴場へ。最終日は諫早のじゃぶ

じゃぶ池に足を浸けながら木陰で 4 日間

の仕上げの休息。 

 ホテルの 3 回の朝食ブュッフェでお腹は

満ち満ちて、ほとんど昼食抜きの毎日。平

戸が遠すぎたこともあって九十九島を間

近から眺める時間がなく、それが少し心残

り。小 4 の孫娘は 12 歳のキリシタンが処

刑された事実を大浦天主堂で知り、 

それが強く胸に響いたみたいでした。 

 京都より温度は少し低めなものの、やは

り暑さは半端じゃなかったけど、行きたい

ところがいっぱいの観光都市、長崎。オラ

ンダやポルトガルとの歴史を強く思い浮か

べた 4 日間でした。 
 

私の頭の中のまだエンピツ 

Ｐ215～ 

杉江 太朗 

家庭福祉領域で働く杉江と言います。

今年度、私の属する組織では、全国規模

の大きなイベントを催すことが決まってい

ます。私の職場に面する道路でも工事が

続いており、今までは１車線ずつの普通

の道だったのが、どうやら２車線ずつの計

４車線の道になるようです。私の職場に面

する道を進むと、少し前に新しく出来たピ

カピカの体育館があります。その体育館

に来館する人たちへの見栄でしょうか、そ

れとも皇族でも通るのでしょうか、歩道ま

で整備されてピカピカになっています。そ

もそも２車線ずつ作ったとしても、イベント

が終わればそれだけの交通量は到底な

いでしょう。そんな、見栄と無駄を前面に

押し出した工事が各地で行われており、

組織の力の入れようを感じています。同じ

組織が管理する我が社ですが、夏場には、

クーラーからは水漏れがし、１年を通して

トイレは詰まる始末。そういえば門も壊れ

て開閉できなくなっています。相談援助を

行う場として、悲しい限りですね。 

「余地」-相談業務を楽しむ方法- 

Ｐ204～ 

浅田 英輔 

メガネを新調した。だいぶ見えにくい気が

するなーと思って眼鏡屋さんにいったのだ

が、「よくこれで免許更新通りましたね！」

と驚かれた。だいぶ視力が下がっていた

らしい。ついでに、遠近両用にすることに

した。ついに。でも、メガネかけてる人はわ

かると思うのだけど、見えにくいときって顎

を出すような姿勢で、レンズを傾けると少

し見えるようになることがあるよね？それ

ができなくなったのがどうも慣れない。一

緒に作った度付きサングラスは、ピンクの

やつにした。かわいいのだ。 

 

臨床のきれはし 

Ｐ108～ 

三浦 恵子 

「高齢者」について、統一的な定義は実

はありません。世界保健機関の定義では、

65 歳以上の人のことを高齢者としていま

すが、法令や行政により年齢を定められ

ています。そのため、労働法令や社会保

険関係については留意が必要であり、私

も注意を払って対応してきました。しかし

私自身にとっては、高齢者の諸制度はま

だまだ他人事という意識がありました。 

ところが昨今、自分自身が「高齢者」の

枠に入るとは思ってもみなかったという出

来事がありました。 

今年５月末に帯状疱疹を再発しました。

痛みその他が酷く、折悪しく発表を行う予

定であった某学会は、遠方の会場への移

動が困難であるため欠席するという為体

でした。 

  周囲からはお見舞いの言葉とともに、

「帯状疱疹ヘルペスワクチンの接種を受

けておけばよかったのにね」とも声掛けを

いただきました。実はこの直前にもワクチ

ン接種に関するポスターを眼にしていまし

た。ただ、当時のポスターの文言やイラス

トが「高齢者の方向け」であったため、「私

はまだその対象ではない」と思い込んでし

まっていました。 

 実はワクチン接種に関しては「50 歳以上」

の方に接種が勧められていたのでした。 

  「50 歳で高齢者？いやいやサザエさん

の時代か！」（子どもも孫もいる波平さん

はマスオさんと同じ会社に勤務しており、

50 代という設定と思われます）と憤ってみ

たり、自分が高齢者のくくりにハマってい

ることに愕然としたりで、今回の帯状疱疹

ヘルペス再発は、身体の痛み以上に魂の

痛みとなったのでした。 

 皆さん御自愛くださいませ。 

更生保護護官署職員 

（認定社会福祉士・認定精神保健福祉士） 
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現代社会を『関係性』という 

観点から考える 

Ｐ195～ 

迫 共 

7 月に国際学会でタイに行ってきました。

医療系の学会で、AYA 世代の難病患者を

対象とした妊娠前カウンセリングの体制づ

くりについて提言しました。 

 仕事のかたわらでアユタヤの仏教遺跡

を見たり、グルメを楽しむこともできて、コ

ロナ後久しぶりの海外滞在となりました。 

 タイ人は関西ノリに近く、「まぁええやん」

と柔軟に多様なものを取り込み、貪欲に

発展している様子。反面で、日本の経済

的後退を強く感じました。 

 日本では暑さのせいか排外主義が盛り

上がる、異様な参議院選挙が行われまし

たが、本当に外国人がいなくなったら、経

済力の低下はさらに酷くなると思います。 

 戦後 80 年。今ほど多様性や寛容さが求

められる時代はないかもしれません。 

 なお、タイの方がまだ涼しかったです。 

 
 

保育と社会福祉を漫画で学ぶ 

P201～ 

黒田 長宏 

ＹｏｕＴｕｂｅ番組。『マーサとクッピのチャレ

ンジトーク』の、男性のほうは私です。 

Ｇｏｏｇｌｅ検索でもＹｏｕＴｕｂｅからの検索で

も出てきます。よろしくお願いします。 

 

あぁ結婚 

Ｐ169～ 

松村 奈奈子 

ふらっと時々、自分の専門分野ではない

けど精神科に関わる学会に参加してみる

事にしています。初夏に緩和ケア関連の

学会に行ってきました。なるほどー、そん

な感じなのかー勉強になるなーと講演を

聞いていたのですが、一番印象に残った

のは、オランダでは安楽死が全死者数の

約 5％を占めるという話でした。世界で１

番安楽死が進んだ国では、２０人に１人が

安楽死で亡くなるのか‼と驚きました。オラ

ンダは２００１年に法律で安楽死について

定められ、安楽死の数は毎年増えていま

す。そして、世界全体でも安楽死の数は

増え続けています。 

私は個人的にオランダの文化や考え方が

好きで、何度も訪れたことがあります。安

楽死の動向も時々チェックしていたのです

が、ここまで増えているとは思いませんで

した。 

うーん、日本で安楽死を定める法律がで

きる日がくるのか？こないのか？いろいろ

考えてしまいました。 

 

神科医の思うこと 

Ｐ136～ 

村本 邦子 

相変わらず、落ち着きなく駆け巡っている。

抱えている仕事もいろいろあるので、出張

先でもコツコツやっていて、年を取って記

憶力が怪しくなってきたのに対し、同時並

行的に仕事をする能力は格段にアップし

たと自負していたが、ついにボロが出てき

た。飛行機の予約をしたつもりが、支払い

をしていなかったようでできていなかった。

これは容量オーバーだなと反省している。

還暦過ぎて、いつまで元気に動けるかと

考えた時、つい動ける時に動いておこうと

思ってしまうのだ。すでに年内ほぼ予定が

埋まってしまっているが、来年度は用心し

よう。 

周辺からの記憶 

―東日本大震災家族応援プロジェクトー 

Ｐ124～ 

國友 万裕 

不二出版からメンズセンターが出してい

たミニコミ誌『メンズネット』の復刻版が出

ます。 

メンズセンターはとっくに閉鎖されてしま

いましたが、大阪の天満にかつて存在し

た小さな雑居ビルの一角、メンズリブ団体

の発祥の地です。僕がここに出入りしてい

たのは 35 歳から 36 歳にかけてだから、

今から 25、26 年前でした。 

ここは中村正さんや伊藤公雄さんも含

めて男性学の草分け的な人たちが集うと

ころでした。僕はここで、『男性雑誌とジェ

ンダー』というプロジェクトに関わり、2 年

間くらいべったり出入りしたのですが、そ

の後、大きな確執が起きて、ここから破門

にされることになりました。と言っても、そ

れはメンバーの 1 人が僕を嫌っていたか

らに過ぎないのですが、依頼されて書い

た原稿が出なかったりで、大変なトラブル

でした。 

しかし、その幻の原稿がついに出るの

です。と言っても、復刻本なので、一巻が

何万円もします。一巻目はこの 9 月に出

る予定ですが、僕が書いているのは二巻

か三巻になりそうな気配なので、まだ日の

目を見るのには時間がかかりそうですが、

これで長年に渡るわだかまりが溶けること

になるのかも知れません。 

あの当時のメンズリブのメンバーは、今

はもう 70 代くらい。若い人でも 60 歳近く

になっています。もうみんなおじいちゃん

です。 

月日の経つのは早い。感慨無量です。 

 

スポーツおじいさんになりたい！ 

Ｐ96～ 

竹中 尚文 

対人援助学会の研究会にゲスト講師とし

てお話をさせていただくご縁をいただいた。

私は普通の坊さんで、見識や知識を持っ

た方々に何を話すのか、心細かった。教

わることも多いと思って、お話しさせていた

だいた。聞いてくださった方から、とても優

しい気持ちが伝わってきた。Zoom なのに

不思議な感じだった。◆話の中で、私は

「路上生活者」と呼ばずに「ホームレス」と

呼んでいた。このマガジンのタイトルは「路

上生活者の個人史」である。この連載を始

めたのは、2020 年からだった。その頃、私

は「路上生活者」という言葉を使っていた。

コロナ禍が始まった頃で、ずいぶんと公園

やバス停で眠る人がいた。今、屋根の下
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で眠る人が増えた。しかし、屋根があるか

らといって、それぞれの問題が解決したの

ではない。喘ぐようにして生きている人た

ちが私たちお支援の前に並ぶ。人は支え

合って生きている。その濃密な関係が家

族である。家族を持たない人たちが生きる

のは苦しい。私に特に援助ができるわけ

ではない。何もできていないようにも思う。

食べ物を渡して、挨拶をして、顔を覚えて、

名前を覚えようとするだけである。たまに、

チョット生活を尋ねたり、人生を尋ねたりし

ている。◆食べ物は姫路にあるお寺でボ

ランティアの人たちが作ってくれる。調理

ボランティアは多くいるが、配布をしてくれ

るボランティアの人たちが少なくで困って

いる。ほとんどが勤め人であるので、勤務

が終わってから駆けつけてくれる。男性だ

けでなく女性ボランティアが参加してくれる

のも助かっている。ホームレスの方の中に

は女性もいるので、話しやすい。冬に粕汁

が食べたいと言われて、粕汁を作って配

った。「ほんとうにおいしい」といってもらっ

た。以来、何かご馳走を作ってくるのが定

番になった。◆繰り返しになるが、配布ボ

ランティアが不足している。たまにでいい

から「手伝いに来たよ」と声をかけてくれる

と、嬉しい。私たちは毎月第 4 火曜日に支

援活動をしている。今月は第 4 火曜日が

彼岸の中日なので、支援日は 9 月 30 日

(火)になる。時間は 18 時 30 分ごろより準

備をはじめて、19 時 30 分から支援活動

を開始する。20 時 30 分ごろに撤収する。

終了後、時間の許す人たちで簡単な食事

をしている。初めから最後までの時間でな

くてもいいので、覗いてほしい。場所は大

阪市北区にある扇町公園である。天気に

よって、公園内の場所が変わるので注意

してほしい。 

 

 

路上生活者の個人史 

P94～ 

坂口 伊都 

 里子と離れて暮らすことになってから６

年。それまで里子との交流は、どこかに出

かけることで続けてきました。離れること

になった日は正直、思い出したくありませ

ん。そして今まで誰も「家に行こう」と言い

出さなかった私たちがいて、暗黙のルー

ルのようになっていました。よくわからない

けど、家に集うことを恐れていました。 

 里子も成人をして、己の暮らしを働いて

成り立たせて、自信が芽生えてきたように

見えてきて、我が家にある様々なモノが里

子を刺激しないのかなと思い始めていま

した。その時、家で待ち合わせしたら上手

く回る出来事があり、思い切って里子に

「家に来る？晩御飯食べていく？」と誘うと

「うん」と即答してくれました。「駅まで迎え

に来て」と不安気にしていましたが、我が

家に里子が帰ってくるとすぐに懐かしい雰

囲気に包まれました。やっと帰ってきたね

と家が言っているようです。今年のお盆は

里子、息子、娘が次々と訪れて賑やかで

した。猫は、「また違うの来た」と迷惑そう

にしていましたけど(笑) 

 

療育手帳の向こう側 

P119～ 

河岸 由里子 

 年齢には勝てない。やはり年のせいと

思えることが増えた。先ず同時処理がへ

たくそになって来た。記憶力が落ちた、忘

れ物が増えた、漢字が出てこない、人の

名前や物の名前が出てこない。身体的に

はそこまで衰えていないが、脳は確実に

衰えている。脳トレのつもりで中学の数学

を解いてみたり、ナンプレをやってみたり、

イチョウ葉エキスが良いと聞けば飲んで

みたり（騙されているとは思うが）、ピアノ

を弾いてみたり、オーディブルを聴いたり、

あれこれ試す。先日母方のいとこ会があ

った。母親は三姉妹で三人ともボケて亡く

なった。遺伝要素があるということだ。いと

この一人が脳神経外科医で、ボケを心配

して脳ドックを定期的に受けているという。

私も二年に一度くらい受けている。結果は

どちらも年齢相応の委縮。年齢相応の委

縮って良いのか悪いのか？？わかりづら

いじゃないか！ピンピンコロリという言葉

がはやった時期があった。やはり何とかボ

ケないで最後を迎えたい。そのためにでき

ることはやる、一日一日を楽しむ、これっ

きゃない！ 

公認心理師・臨床心理士・北海道 

かうんせりんぐるうむ かかし 主宰 

 

ああ、相談業務 

 Ｐ73～ 

先人の知恵から 

Ｐ159～ 

大谷 多加志  

 4 年前から我が家で暮らしている元保

護猫が今年で推定 9 歳になりました。ネッ

トで調べた情報では、人間に換算すると

50 歳過ぎにあたるとのことで、そろそろ初

老の域に入りつつあります。老いもあるの

か、今年になってから出てきた変化として、

やたらベタベタと甘えるようになったのと、

吐き戻しの頻度が増えたのと、ちょっと困

るのが旅行の間留守番してもらうとソファ

などで失禁するようになったことがありま

す。失禁は、今年 3 月の台湾旅行の後に

やられたのが最初で、今月の旅行は 1 泊

だったので何とかいけるかと思ったのです

が、結果しっかりとやられていました。万

一に備え、ペット用のソファカバーをかけ、

間にペットシートを挟んでことが幸いし、ソ

ファの中綿はかろうじて救われていました

が、帰宅早々ソファカバーを全洗いするハ

メになりました。当たり前のことながら、年

を重ねるってこういうことも含まれるよね

…と思いつつ、またマガジン執筆＆編集

の時期を迎えました。 

  

発達検査と対人援助学 

Ｐ110～ 

鶴谷 主一 

「今日は猛暑です、熱中症対策のため外

出は控えて・・・」とテレビやラジオで繰り返

しアナウンスされると、それでなくても部屋

から出たくないのに、それが良しとされた

ような気持ちになってしまいます。 

ところが、心身を現在進行形で発達させて

いる子どもたちにとって、部屋の中に籠も

ることは望ましいことではありません。あそ

ぶもの、あそぶ方法が乏しいと、勢いテレ

ビやデバイスのスクリーンタイムは伸びて
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いくでしょう。猛暑の与える悪影響とジレン

マはコロナ禍の時と同じように感じます。 

 

救いは、猛暑にめげずに夏休みにあちこ

ち出かけていってあそんでくれた家庭も結

構あるということが「夏休みの記録の報告」

でわかりました。 

そして子どもたちは、ぐーんと発達して２

学期の園に戻ってきてくれました･･･ちょっ

と安心。子育て中の親御さんたちも良く考

えてがんばっているんです。園も環境を整

えて応援しなければ、と思います。 

原町幼稚園 http://www.haramachi-ki.jp 

メール office@haramachi-ki.jp 

インスタ haramachi.k 

ツイッター haramachikinder 

 

幼稚園の現場から 

Ｐ59～ 

中村 正 

テニスひじ・ゴルフひじのような痛み（と

いってもやったことがないので分からない）

があり、近くの整骨院に通う。スポーツリ

ハビリ・整体がメインのようなところだ。保

険でリハビリなので賑やかだ。スポーツリ

ハをメインにしているので患者が若い。中

学生、高校生、大学生で体育会部員らし

い男子が多い。整体師に女性が少ないか

らかもしれない。スタッフも若い。夏なので

みんな真っ黒に日焼けしている。実に健

康的だ。聞こえてくる会話も意味の分から

ない内容が多い。スポーツの話題である

ことは確かだ。長く通っているのか名前で

呼び合っている。そう男子部活のノリなの

だ。さながら「おう！タダシ！」という感じ。

高齢者は少なく、すごい違和感！丁寧に

苗字で呼ばれるのでよけいによそ者感が

ある。だから高齢者感が際立つ。だからだ

ろうか、患者もスタッフもみなさんやけに優

しい。待合室でも若者は席を譲ってくれて

怪我しているのに立って待つというかジベ

タリアンだ。やはり全体として男臭い。健

康よりも勝負の勝ち負けにこだわる身体

づくりなのだ。つまり、マッチョなリハビリ！

だ。こうしたなかではこちらの男性性も賦

活される。治そうという意識に駆り立てら

れる。克己、頑張れ、勝利、レギュラー獲

得と壁に貼ってある。部活していたのはも

う半世紀も前になるが身体が記憶してい

るのだろう。当時の部室の匂いまで思い

出す。マガジンに連載している論調からす

ると健康的な男性性ジェンダー？となろう

か。不思議な体験５日目だが、でもまだ痛

い。 

臨床社会学の方法 

P21～ 

団 士郎 

新連載を考えた。しかし既に二年以上

連載中の「晩年 DAN 通信」がある。誰が

読んでいるかは分からないが、その愛読

者への仁義もある（・・・かどうかは分から

ないが）。 

そこでしばらく前に試して中止した、付

録連載のようにしてみた。ＤＡＮ通信の付

録である。内容は五月に出した新刊「家族

理解の教科書/graphics」の続きである。 

今秋１１月には家族理解自主勉強会用

DVD の第四弾を収録予定である。全国の

あちこちで、自主的に小さな家族理解勉

強会をして貰える素材として毎年一枚制

作してきた。いろんなところでかなりな回

数、活用していただいているようだ。 

何事によらず、継続できる仕組みをこの

世界に置いていくのが今の私の使命だと

思って、楽しくやっている。 

 

晩年Ｄ・Ａ・Ｎ通信 

＆ 

付録『木陰の物語』を 

家族の構造理論で詳説する➊ 

Ｐ35～ 

中島 弘美  

この秋、開催される第 17 回対人援助学

会大阪大会の現地運営に関わらせていた

だいています。初日 10 月 11 日(土)最終

枠の時間に「対人援助学マガジンの執筆

者と読者の交流会」を現在、企画中です。

日頃、読んでいるあのマガジン執筆者と

直接お会いすることができる機会です！

当日は、「ライブ版執筆者短信」ができる

よう準備をすすめています。ぜひ、大阪大

会にお越しください。そして交流会へのご

参加もお待ちしています！ 

  

 カウンセリングのお作法 

Ｐ32～ 

篠原 ユキオ 

夢は正夢？ 

車を運転していて細い道に入り込んだ。

横道にそれようとしたら建物の外壁にフロ

ントバンパーをこすってしまい不注意を悔

やみながらバックして車から降りた。 

ところが傷を確めて後ろを見るとすぐそこ

に２台の外車が止まっており、その１台に

自分の車の後部が当たって大きく凹んで

いた。持ち主と思われる一人の外国人が

近づいて来るのを見て焦りながら「これは

夢に違いない！」思い、反射的に思いっき

り目を開けようとしたら瞬時に目が覚めた。 

たいていが夢の中から抜け出せないで、

暫くはもがく時間があるものだがこんな事

は初めてだった。 

翌日、それを思い出しながら車を走らせて

いると対向車とすれ違いざまにドアミラー

が接触して根元から破損してしまうという

事故になった。 

またか！と思いながら「これも夢だったりし

て…」とまた目を大きく開いたがこの時は

何も変わらず、ちぎれてしまったドアミラー

を片手に某然としている自分がいた。 

「昨夜の夢はこれを知らせる予知夢だった

のだ。今日はいつもより慎重に運転しなく

てはならなかったのだ」とひどく落ち込ん

だ。 

そりゃあそうだ 2 日続けて夢だったって事

はないわナア…と諦めた途端、目が覚め

た。 

「今日も助かったア〜」と２日続きの幸運

（？）に胸を撫で下ろしながら「もう３度目

は無いぞ」とあらためて自分に言い聞か

せた。 

 
HITOKOMART 

Ｐ226～ 

松岡 園子 

母から電話。「スマホで@って、どうやって

出すの？」と切羽詰まった声。画面を見な

いで教えるのは難しい。「キーボードを英

http://www.haramachi-ki.jp/
mailto:office@haramachi-ki.jp
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語にして…」と言うと、「え、スマホに英語し

ゃべるの？」と返ってきて、思わず笑った。

ようやく「できた！」という声に、私もホッと

する。こういうやりとり、ちょっと面倒で、で

もなんだかうれしい。 

 

統合失調症を患う母と 

ともに生きる子ども 

P208～ 

サトウタツヤ 

帰って来た＿対人援助学縦横無尽、今回

から年 2 回の投稿にしました。海外から

のゲストの活動、学会、総合心理学部の

交流活動、ゼミ、その他の活動の備忘録

みたいなものです。2025 年 4 月から、学

校法人立命館副総長（研究・入試・DEI）に

就任しましたがナカナカ大変です。 

 母校である東京都立大学の集中講義は、

その一週間前に咳などで体調を崩してし

まってほぼ出たとこ勝負でやりましたが

（コロナ検査は受けていきました）、少人数

だったこともあり、そこそこうまくいったよう

な気がします。録音録画もありますが、全

く聞く気にはなれないし、ましてや文字化

などしたくない。ライブからライブ盤を作る

ようなことは今の私にはできません。 

 

帰って来た＿対人援助学縦横無尽 

Ｐ76 

脇野 千惠 

８月初め、研修を兼ねて沖縄に行った。沖

縄の方が涼しいと、友人たちは大騒ぎ。日

差しは強いが、確かに風は湿気もなく爽

やかだった。沖縄と一口に言っても、南北

に長く多くの島々の集まりだ。島めぐりが

好きなので色々と旅しているが、数年前に

は最西端の島、与那国にも訪れたことが

ある。隣の国台湾をすぐ近くに眺望できる

島だ。歴史を聞くと、昔から中国大陸との

物流が盛んであったとのことだ。 

沖縄本島の那覇市街は最近、目覚まし

く発展している。高級ホテル、ショッピング

モールがあちこちに。高層マンションも立

ち並び、ここは外国かと思わせる風景が

広がっている。インバウンドで外国人観光

客も多い。 

今回は、丸木夫妻による「沖縄戦の図」

の展示を観たいと、久しぶりに宜野湾市に

ある「佐喜眞美術館」を訪れた。美術館の

隣は、アメリカ軍の普天間飛行場。フェン

スの向こう側には、元住人の立派なお墓

がみえる。住民の墓参は許可されている

と聞く。帰り際、たまたま館長の佐喜眞道

夫さんから話を聞くことができた。 

 

丸木さんが当時、沖縄戦体験者から実

際に話を聞きながら描いた様子などを知

ることができた。今も続く基地との共存。

館の展望台への階段は、沖縄戦終結の

日６月 23 日に併せて、6 段と 23 段の作り

になっている。その先には、基地と広い海

が広がっていた。 

こころ日記「ぼちぼち」 

Ｐ232～ 

岡崎 正明 

参院選が終わり、その結果がなかなかに

話題になっている。 

 「〇〇ファースト」とか「外国人問題」とい

うワードがなんだか急にクローズアップさ

れたが、別に新しくてやれないようなもの

ではなく。「〇〇ファースト」なんか 1 期目

のトランプ政権の頃からだし、「外国人問

題」も、歴史をみれば幾度となく人の世は、

不満や怒りのぶつけどころを、少数の未

知の相手を対象にしがちという、「あるあ

る」話だ。 

 以前からツッコみたかったのだが、「自

国第一主義」なんて新しい風のネーミング

で盛り上がっているが、いつの時代もアメ

リカに限らず、すべての国は「自国第一」

でやってきたじゃないか。植民地時代も、

朝貢貿易も大航海時代も古代文明の頃も。

当たり前だ。みんな国益と自国民が大切。

それがはるか昔からの国際社会だ。だか

ら今のは「自国第一主義」ではなく、正しく

は「今さえよければいい主義」。格好良く

言わせてあげるなら「刹那第一主義」だと

思う。温暖化も、関税も、効率化省も、とに

かく即結果が出る＝すぐに得することがす

べて！未来の世界のことは言うに及ばず、

なんならアメリカの子や孫世代のことなん

て知らん！それが正しい表現じゃないだろ

うか。 

 昔読んだマンガで、南の島のリゾート開

発に賛成反対で地元が揉める話があって。

主人公が「簡単な話です。この島にあるも

のを 100 年で使い切るか、1 万年かけて

使うか。それだけのことです」という場面が

印象に残っている。別に先人が偉かった

のではなく、ただ 100 年で使い切る方法を

知らなかっただけかもしれないが、生き物

の生存戦略としてどっちが良いかは考え

た方がいい気がする。生きてる意味なん

か分からないけど、とりあえず命を次につ

なぐことを続けてきたのが、私たちである。 

ヒトは使う道具の変化と共に生活や思

考を変化させてきたと言うが、インターネッ

トやスマホがほぼ人類にいき渡ってきて、

いよいよ大変化の波がやってきたのだろ

うか。すぐに答え（結果）が出る道具を得

た我々は、視力だけでなく思考も近視眼

になってしまった。進化の袋小路でなけれ

ばいいが。 

 

役場の対人援助論 

Ｐ104～ 

千葉 晃央 

社会福祉の分野では自然環境との循

環も含めて、支援を考えることが必要とさ

れている。10 数年前、屋久島で当時対人

援助学マガジンで連載をしていたネイチャ

ーガイドの大野睦氏（ネイティブビジョン | 

屋久島縄文杉ツアー・白谷雲水峡ガイド | 

世界遺産エコツアー専門会社）のウミガメ

保護活動に同行させてもらった。バケツい

っぱいの子ガメがかわいかった。ハワイの

ハナウマ湾ではパンデミックを期にウミガ

メも暮らす自然環境を残すために大幅な

整備回収が行われた。入場料を取り、入

場前にサンゴや魚など生き物に触らない、

エサをあげない、ハナウマ湾の希少性な

ど環境教育を受けて、初めて入ることがで

きる。ビーチでは海水浴、シュノーケリング

などが楽しまれていた。実際にウミガメと

泳ぐこともでき、パンデミックの影響がなく

なった現在、整備後初のピークが 2025 年

夏にあったようだ。そのため駐車場は満

車。そもそも、たどり着くのも渋滞で、空港

の周辺も大渋滞。「観光関連従事者の多

https://www.native-vision.jp/
https://www.native-vision.jp/
https://www.native-vision.jp/
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忙」が地元のトップニュースであった。ハワ

イの産業構造は、軍事基地関連がトップ

で次に観光で、大きく離れて農業。関西よ

りは下手すると 10 度も涼しく、湿度も低く

「南国のハワイ」は今や「避暑地」である。

単純なことは言えないが、赤道直下に比

べると、日本の酷暑の背景を考えてしまう。

何を優先すべきか、発展なのか、環境な

のかなどもよぎる。こうした異常気象によ

る大きな影響は結局苦しい人々にさらに

重ねられる、と思った 2025 年夏。 

家族支援と対人援助  ちばっち

chibachi@f2.dion.ne.jp 

090-9277-5049 

 

障害者福祉援助論 

Ｐ16～ 

見野 大介 

今年の夏は格別暑く、窯の部屋は窯の放

熱もあって室温４５℃くらいに。急ぎの時

なんかは、窯の中が８０℃くらいの状況で

上半身を突っ込み入れ、焼きたてホヤホ

ヤの器たちを取り出す。それが終わると、

次に焼く器たちをまた設置して焼成開始

の繰り返し。サウナ要らずな日々。早く秋

になってほしい。 

 

ハチドリの器 

P4 

柳 たかを 

 マンガ「蜘蛛の糸」(原作・芥川龍之介 

漫画・柳たかを)は、今回の第 4 話で終わ

ります。この作品は 2004 年頃に自分のネ

ットサイトに掲載したものでした。 

描きながら自分の仙術に思い上がった孫

悟空が、お釈迦様の手の平から結局飛び

出せなかったという話を思い出してました。 

当時は、東京に活動拠点を借りており、あ

れこれ模索していた時期です。 

すると昔大阪でマンガ編集でお世話にな

った先生から「宝塚の大学(芸大)でマンガ

コースを作ることになったんだが、手伝っ

てくれない？」と声をかけていただき、迷い

ましたが、お受けしました。そのとき 50 代

半ばでもあり、「これは貴重なチャンスかも」

と思い直したのです。 

そこから 10 年間、宝塚造形芸術大学(現・

宝塚大学)にお世話になりました。 

さて、次号からは新作に挑戦して行こうと

思います。一応、原作のある話を少しアレ

ンジした作品をと計画しています、、、また

次回作でお会いできれば幸いです。 

蜘蛛の糸 

Ｐ142～ 

荒木 晃子 

これが HP に UP される頃には、10 月開

催の対人援助学会第 17 回年次大会まで

一カ月を切っている筈だ。大会実行委員と

してはたいしてお役に立たずじまい。今も

大会長にはご負担をおかけしたままであ

る（反省しきり）。代わりに大会初日、いの

一番に開催予定の理事会企画のコーディ

ネター、また進行役としては、しっかり力を

注ぐつもりで準備している（のでお許し

を・・）。 さて、今年の猛暑は規格外の暑

さで、8 月も終わりというのに連日体力の

消耗が著しい。ぐったりしているのは愛犬

も同じで、何度、人間の病院と動物病院

へ駈け込もうとしたことか。自分の体調を

維持するのも、2 匹の愛犬の健康を維持

するのも大変だが背に腹は代えられない。

電気代を気にしつつ外出時を含め 24 時

間エアコンを消すことなく無事に夏を越せ

そうである（来月の請求金額が怖い）。 

 今一番の課題は、法学系学術誌に分

担執筆の依頼を受けた論文締め切りが９

月末なので、そろそろ暑さでのぼせた頭

脳を目覚めさせなければならないことだ。

原稿にはぼちぼち手を付けていたのだが、

思い切って本気モードに切り替えなけれ

ば。今年度はこの勢いで走り抜ける予定

である（途中でへばりそうな予感も）。 

 

生殖医療と家族援助 

Ｐ91～ 

古川 秀明 

この夏、般若心経に導かれるように、奈良

と和歌山の県境にあるパワースポット『玉

置神社』を訪れました。訪れた人々が口を

揃えて『何か不思議な体験をした』と語る

のを聞き、その言葉に引き寄せられるよう

に、私も期待に胸を膨らませながら足を運

びました。 

実際に訪れたことがある人ならお分かりで

しょうが、この地への道のりは、思わず息

を呑むような険しい交通の難所が続きま

す。そして私の不思議体験はデジャビュで

した。神社の奥に静かに佇む池、その姿

を夢の中で見ていた記憶が鮮明に蘇りま

した。この体験が何か特別な意味を持つ

のか、それともただの思い込みなのか、確

証はありません。しかし、その感覚の不思

議さだけは、心に深く刻まれています。 

 

講演＆ライヴな日々 

P114～ 

原田 希 

 
猛暑という言葉にもう飽き飽きですね！北

海道も 35 度を超え、牛さん危うし！どうな

ることか…の日が続きました。牛舎のファ

ンの台数を増やして霧吹きをつけて、餌

は栄養価の高い食べやすいものを、少し

でも涼しい早朝から食べられるように準備。

やれるだけのことはぜんぶやって、あとは

応援するしかない。私たちができることが

少なくてがっかりした夏でしたが、牛さんた

ち持ち堪えてくれました！熱中症予防、炎

天下の外出や運動直後に一杯の牛乳が

良いとの話もあります。牛さんには助けて

もらってばかりですね。 

 

原田牧場Note 

P212～ 

野中 浩一  

mailto:chibachi@f2.dion.ne.jp
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この夏は初体験と久しぶりの体験がた

くさんありました。 

子どもの帰省を家で迎える経験、輪島

での訪問支援ボランティア、関東にいる中

学時代の友人達との飲み会、高校時代の

友人達との旅行。 

仕事を離れてみて、寄る辺ない気持ち

もあり、色々な人に会うことが増え、なん

だかんだでやることはなくならないものだ

と、有り難く思う今日この頃です。 

coconollp@gmail.com 
 

島根の中山間地から 

Work as Life 

P243～ 

西川 友理 

大阪キリスト教短期大学で保育幼児教

育者養成に、またそれ以外の場所でも福

祉系対人援助職養成に携わっています。

そして嬉しいことに、本文にも書きました

が、昨年あたりからおやこ対話のファシリ

テーターとしていろんなところに顔を出さ

せていただく機会がぼちぼちと出てきまし

た。 

この対人援助学マガジン 62 号が出るこ

ろには、対人援助学会第 17 回年次大会

の参加申し込みが迫っています。西川も

実行委員として活動しています。この原稿

を書いている 2025 年夏現在、実行委員

会のメンバーははあっちへこっちへ声をか

け、みながそれぞれ自分の出来ることを

頑張っている真っ最中。今年は「地に足付

けて、皆と生きる。」をテーマに、土地と地

域の人々の力をぎゅっと感じる内容で企

画しております。どうぞ皆さんお楽しみに。

お申込み待ってます。最寄り駅は JR 天

王寺とか地下鉄阿倍野とか、基本的にア

クセスいいですよ。あべのハルカスも近い

し。ぜひいらして下さい。会場でお会いし

ましょう！ 

 

福祉系対人援助職養成の 

現場から 

Ｐ67～ 

山口 洋典 

2025 年、50 歳になって人生で初めてアフ

リカ大陸に足を運びました。8 月 13 日か

ら 15 日まで、南アフリカのダーバンという

まちで開催された国際サービスラーニン

グ・地域貢献学会（IARSLCE）の年次大会

に参加し、令和 6 年能登半島地震での学

生ボランティアの活動記録の分析と、日本

サービス・ラーニングネットワークによる活

動を共同で発表して参りました。ダーバン

は南アフリカの中でもヨハネスブルグの次

に人口が多く、港町としてインドとのつな

がりが深いことも重なって、インド系の南

アフリカ人が 4 分の 1 程度を占めると言

います。そのため、魚介類が豊富に入っ

たダーバンカレーで、到着初日に味わうこ

とができました。 

 

 今回、初の南アフリカに訪問で小さなカ

ルチャーショックを受けました。それは日

本サービスラーニングネットワークの活動

を共同で発表した際、具体的にはアメリカ

のメリーランド大学で長くサービス・ラーニ

ングの教育・研究を牽引されたバーバラ・

ジャコビー先生の著作を翻訳するプロジェ

クトを報告した際、ある南アフリカの大学

の先生から「なぜ翻訳することにしたのか」

と問われたからです。言い換えれば「日本

には日本に合った実践の仕方があるだろ

うから、それを追求していけばいいのでは

ないか」という問いでした。発表の後、共

同発表者たちと、南アフリカの方々が「自

文化への誇りを持っていること」を確認し

たと共に、折しも国政選挙を経て排外主

義などが話題となっていたことも重なって、

果たして私たちはどれだけ自文化への誇

りを持てているかについて日本から

23,000km 離れた地で語り合いました。 

 

ＰＢＬの風と土 

Ｐ173～ 

來須 真紀 

今年の夏は、こどもたちの推し活をしまし

た。長女は部活で中国大会に出場。長男

も人生初の遠征を経験。次女もソフトボー

ルを始める。という超ハードな推し活。日

焼けが気になお年頃の母ですが、わが子

の推し活ができるのは、元気な体と推し活

しても嫌がらず付き合わせてくれる子ども

たちのおかげです。せっかく夢中になれる

ものを見つけることができたわが子たち。

これから夢中力をつけていってほしいと思

っています。 

 

教室の窓から 

P276～ 

寺田 弘志 

くすぐったがりの患者さんがいらっしゃい

ます。 

触られるのに抵抗のある患者さんに施術

させていただくヒント、数値化、無症状の

問題、ベルトやテープを使った施術・・・ 

そんな材料を使って、今回も本文では、パ

ラドキシカルストレッチング＆パラドキシカ

ルコントラクティングを説明していきます。 

 

接骨院に心理学を入れて 

Ｐ179～ 

鵜野 祐介 

我が家の畑のミニトマトがこの夏は大

豊作でした。６株しか植えていないのに、

毎日 30 個ぐらいが２～３週間収穫できて、

家族２人では食べきれないほどでした。大

自然の恵みに感謝です！ 

  

うたとかたりの対人援助学 

Ｐ165～ 

団 遊 

みんなが、みんなを、みる会社 

休載 

 

mailto:coconollp@gmail.com
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付け加えることができる価値は何か？ 

～ 日系移民が暮らすホノルル ～ 

8 

千葉 晃央 

 

 

 

 

「〇〇人お断り」でいいのか？！ 

 

ハワイ日本文化センターを訪問した。現

地に行く前から、同団体のYOUTUBEも視

聴し、現地での活動に触れたいと思ったの

が動機である。昨今、選挙において「○○フ

ァースト」という言い方が当たり前に使わ

れている。1970年代に生まれ、50代になっ

た私が生きてきた人生において、初めての

言い方である。 

子ども時代に出会った教師の方々は、絶

対こういう言い方をしない人達だった。こ

ういう言い方の時代に、絶対に！戻してい

けない！という信念を子どもながらに感じ

てきた先生たちだった。古い写真で店先に

「○○人、○○人、○○人はお断り」こんな

張り紙があったのをよく見た。そんな頃に

は戻させない。そのためには、こういうこと

をみんなで話し合っていこうという授業や

企画を複数享受してきた。それなのに、今こ

んなことが起こっているのは自分たちの努

力不足な気がしてならない。 

 

 

多くの日本人が今、日本で経験している

のは多数者側で、自国にいる側の立場であ

る。だから「○○人ファースト」という言葉

の危うさが「「関心領域」には入ってきていな

いのではないか。しかし、日本人が移民する

側になってきた歴史は複数あった。そして、

日本人移民が異国で、どういう経験をして

きたかは調べたり、動いたりすれば、わかる

こともあるだろう。日本人が日本列島から

出ていかなくてはならない状況が起こる可

能性はゼロではない。そして、「歴史は韻を

踏む」という言葉があるように、似たことは

起こることはあるわけで、わかっていれば

予防ができること、すべきことも明確にな

るはずだと考えた。 

 

 

初めてきかれました… 

 

「ハワイ日本文化センターに行きたい」

というと「「観光客はいかない」「初めてきか

れた」と現地の方々も話す。そして、そこま
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でのルートは普段ホノルルのツーリストが

使う交通手段はない立地である。当然日系

の方々が多い地域であり、そこには住民の

暮らしがある。 

ハワイに来てはじめに感じたことは、私

の雰囲気に似ている人が多いということで

ある。ハワイ州はアジア人の割合が最も高

い州である。50州で構成されるアメリカ合

衆国で、1959 年に 50 番目にできたのがハ

ワイ州で、最も新しい州である。州になるた

めに住民による投票も行われ、圧倒的多数

で賛成。当時の冷戦下ではこの民主的プロ

セスに価値がとてもあるとされた。 

ハワイの主要産業は現在、軍需基地関連

がトップで、次いで観光。少し空いて農業と

いう。その観光地区「 ワイキキ）は多くの旅

行者も行く。しかし、今回のハワイ日本文化

センターはそうした地区から離れている。

ワイキキなどからも公共のバスしかない。

ちなみに「「スカイライン」というハワイにと

っての久々の鉄道は現在一部開通し、今後

観光エリアまでの延伸を計画している。ハ

ワイは車、バスがメインの移動手段で、基地

方面の朝の交通集中も一定発生している。 

結局、30 分程度歩いてハワイ日本文化セ

ンターに行くことにした。道中は、アパート

メントや一軒家、地元の方向けのレストラ

ン、スーパー等もあり日常を感じる。川を覗

けば透明で熱帯魚が泳ぎ、ごみも浮かぶ。公

園ではホームレスの方の姿をよく見る。有

名なショッピングセンターの前のパークも

現在はテントが複数ある。家族も子どもも

いる。それらがホームレス状況という現状

が報告されている。大型ショッピングモー

ルのカートに荷物を載せて移動する姿もよ

く出会った。ハワイのインフレは特にひど

く 安全保障上安定的で富豪の投機対象に

不動産等がなっているとも）、賃貸価格も月

に日本円で約 30 万円台が平均とも。もちろ

ん、被災も原因の 1つになっている。また、

温かいので他の州からワンウェイチケット
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で送り込まれているという話もある。寒く

ないので冬でも凍死しないのが魅力といわ

れる。ハワイ州も抗議をするが状況は改善

されず、ハワイ州もその州に送り返す策を

…とも聞いた。そこに薬物、アルコールの問

題も入り、治安の問題も存在している。そん

な中を歩いて進む。 

 

 

 

ハワイの物価上昇、被災の影響 

 

観光地の歩道でも電動車いすを止めて、

道行く人に大きな声で話かけている方、拡

声器とマイクを使い、ラップ調で主張を訴

えている方もいる。ハワイには高級住宅地、

高級別荘地もあり世界的映画スター、某 O

谷選手もハワイに家を…ときく。 

そうした地域とは異なるダウンタウンと

いわれるところを歩くとハワイ日本文化セ

ンターに到着。「おかげさまで」と題された

日本からの移民の歴史の資料や展示、映像

があった。お会いした方の中に、おひとり、

京都の大学に留学経験がある方と話す。「ぜ

ひゆっくり見て欲しい」とのことであった。 

 

 

明治新政府の事業としての移民 

 

日系移民は明治元年から始まる。山口、広

島からの移民が多く、ハワイの労働力不足

を補うことが目的で、明治新政府による事

業でもある「 なので長州藩が多いそう）。他

にも中国、フィリピン等からも移民があっ

た。過去にはハワイの人口の４０％以上が

日系のことも一時期あった。そのため、おに

ぎりも、かき氷 シェイブアイス）も、スパ

ム結びも、お寺も、神社もある。 

移民後の環境は厳しく、はじめは奴隷の

ようなものだったと振り返っている。その

ため、地位の向上のためにストライキも。当

時、明治新政府で王政復古の時代、移民たち

は部屋に天皇陛下の肖像も飾っていた。そ

して、自分たちのルーツである日本の文化

を大切にしてきた。日本でも外国籍の方々

が自分たちのルーツの文化を大切にしなが

らも日本に適応もしていくことがある。ハ

ワイの日本人はアメリカにも適応していく

ことが求められた。 

その中で自分たちの社会的地位も改善し
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ながら、暮らしも継続できるよう交渉し、懸

命に働き、何とか共に暮らしていく。 

ハワイ日本文化センターの展示の入り口

には日系移民が持っていた日本人の価値観

が一つずつ石柱に掘られて並べられていた。 

 

１．犠牲 

２．名誉 

３．恥と誇り 

４．責任 

５．忠義 

６．感謝 

７．仕方がない 

８．頑張り 

９．我慢 

10．恩 

11．孝行 

 

 これらを見るといかにも日本人らしい。

日系の方の話を聞くとこうした価値で生き

延びてきて、こうした価値の大切さを自負

している様子が感じられる。 

 2025 年の日本人も表面化しているか、し

ていないかはあっても、世界的に見れば先

述の価値をもって行動している傾向はある

だろう。 

 

 

1868～1941 年入植から73年後 

 

1941 年、日本軍による真珠湾攻撃。日系

移民は「忠誠心」が問われる状況となった。

日本的なもの、例えば天皇陛下のもの、着物

などを処分する人も多かった。まずは有識

者から、強制収容所に送られた。こうした状

況を改善し、日本人のアメリカへの忠誠を

証明するために、多くの若者がアメリカ軍

に志願した。日系人部隊も作られて、実際に

各地で戦禍を挙げた。当然多くの犠牲もあ

った。活躍から勲章ももらう軍人もいて、そ

れが戦後の日系人の立場の確立に寄与した

事実もある。 

日本からの移民は 1868 年からである。ア

メリカはハワイ併合を 1898 年に行った。太

平洋地域戦略の要として真珠湾を重視して

1908年に基地がおかれた。 

振り返ると、日本人が入植当時ハワイは

アメリカではなかった。途中からアメリカ

になった。そして基地も置かれた。もちろん、

責めてきた母国も憎い。基地を置いた方が

…、という声も漏れ聞こえたそうである。入

植 73 年後に起こったのが真珠湾攻撃であ

った。 
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ホノルル空港ではなく「井上」空港 

 

日系人のダニエル・イノウエはホノルル

空港の正式名称になっている。彼は戦地で

捨て身で活躍。その戦闘の中で右腕も失う。

戦争後は、日系アメリカ人として初めて米

国下院議員、そして日系アメリカ人として

初めて米国上院議員を務める。ハワイの発

展、そして日系人の活躍も支える。2013 年

には、アメリカ海軍の駆逐艦の艦名に、大統

領からも勲章を贈られる。2017 年にはホノ

ルル国際空港の正式名称が「「ダニエル・K「・

イノウエ国際空港「 」になった。ハワイ州の

知事にも日系移民ルーツにもつ方が複数就

任している。 

ハワイ日本文化センターには日系の方々

の写真が掲示されていた。一世の顔写真複

数。二世の顔写真複数と 4 世までの写真が

掲示されていた。ハワイはニューヨーク同

様、「人種のるつぼ」ともいわれる。出会い

は当然、ルーツを超える。そのため、日本人

のいわゆる外見的特徴は薄くなっていく。

この 4 世代の変化と同様の資料を見たこと

がある。オーストラリアのアボリジニの

方々に対する白豪政策で特徴をなくすイギ

リスによる例としてみたことがある。 

様々ハワイナイズ、アメリカナイズと適

応は進む。それでも日系の方々に触れて感

じたのは、先人の努力のお陰で今があると

いう気持ちは共通として根底に持っている

姿である。今回ハワイ日本文化センターに

「日系アメリカ人 ―ハワイの―」 岩波写

真文庫「 1955）を持って行き、プレゼントし

た。京都の古書店で買ったものである。資料

として、保管されているかもしれないが、も

し価値があるなら、どうぞ！とプレゼント

をした。喜んでくださった。また古書店で同

じものを私は探したいと思う。 

付け加える価値は、自分たち日本人が過

去に強く持っていた価値なのかもしれない。 
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臨床社会学の方法(50) 
 Z世代の可能性−男性性ジェンダー、脱暴力、アンラーンが交差するところ 

                                                                                
 
 
１．若年と DV・虐待−Z 世代への関⼼ 

Z 世代は 2000 年前後に⽣まれた世代で、
2025 年現在、10 歳から 28 歳くらいまでの年
齢層を意味する⾔葉だ。デジタルネイティブ、
SNS ネイティブのコホート（世代）として使
われることが多く、個⼈やプライベートを重
視、ネットつながり志向が強い、多様性を重
視するなどの価値観を持つとされる。 

しかしここではこれらを論じたいのではな
く、たまたま年代的に重なるのでここでも Z
世代としておくが、筆者の意味づけはこうで
ある。 

2000 年のストーカー⾏為規制法にはじま
り、DV、⼦ども虐待、⾼齢者虐待、いじめ・
いじめ⾃殺、各種ハラスメント、LGBTQ 差
別、学校の部活動での体罰などの対⼈暴⼒を
なくそうとする法律が⽮継ぎ早に制定された。
この 2000 年以降⽣まれの世代のことである。
Z 世代とほぼ重なるので便宜的に借⽤した。
あるいは Z 世代の別の顔ともいえる。 

つまり、⽣まれたときから法が家庭に⼊り
始め、⾝近な⼈間関係における暴⼒があぶり
出され、事件も多発し、こうした暴⼒に敏感
になって⽣きてきた世代という意味である。
被害は⾃分たちに覆い被さってきたともいえ
る。社会が対⼈暴⼒に敏感になった時期を幼
少期、思春期、⻘年期として過ごしてきたとい
うことになる。それは親の世代の⼦ども時代
体験とはまったく異なるものだ。親たちは昭
和の世代、⼦どもたちは平成の世代、家族体 

 
験が異なる。世代として取り出し、暴⼒への感
受性について研究すべき顕著な変化と⾔える。
さらに、低成⻑、少⼦⾼齢化社会、コロナ禍体
験、世界の戦争も体験し、温暖化の影響を⽣
涯にわたって受ける、つまり社会課題を重く
⾃分の⼈⽣と重ねて意識することになる世代
でもある。その社会問題・社会病理の⼤きな
領域をなすのがこうした対⼈暴⼒問題である。 
 本連載の関⼼からすると、Z 世代対応は、
若者向けの恋⼈間暴⼒、予防・防⽌、暴⼒の連
鎖を⽌めることが主眼となる。さらに、家族
中⼼主義的な社会のバイアスの除去、家族シ
ステムへの介⼊等が交差する課題を引き受け
ていく世代として脱暴⼒が⼈⽣の課題になる
ということでもある。 

また、Z 世代対応は、暴⼒と男性性ジェンダ
ーの脱学習にとって、善き隣⼈、第３者介⼊、
認識的不正義など社会啓発や社会教育の既成
の概念を超える取り組みの⼀環と位置付けて
いる。本連載においても部分的には論じてき
たこうした概念群の⼤切さはさらに今後、本
格的に論じていくことになる。対⼈暴⼒の被
害と加害の⼆軸だけではない広い取り組みが
可能になると想定している。本稿の末尾で指
摘する。 

 
２．Z 世代の息⼦との対話 

こうした話を授業や講演会でしていると、Z
世代にある息⼦たちは敏感に反応する。20 代
前半のある男性からの質問である。「暴⼒や虐
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待を受けた⼦どもに対する⽀援プログラムは
あるのか」と。幼少の頃、⽗親から暴⼒を受け
た経験があるという。将来⾃分が家族をつく
っていく時、⼦どもに対して同じように暴⼒
や虐待をしてしまわないか怖く感じていると
告⽩してくれた。幼児期・学童期をとおしてし
つけと称して殴られたことがあったという。
⽗親は優しい時がある⼀⽅で、暴⼒を振るっ
てくる時もあった。そうすると普段から怒ら
せないように、ビクビクしていたことを覚え
ているという。「⼩学 1 年⽣か 2 年⽣のときの
こと。朝学校に⾏く準備をしていて⽗親も仕
事に⾏く直前だったとき、何か⾔い合いをし
たんだと思いますが、⽗親がキレて私に暴⼒
をふるったことがありました。その時どのよ
うに暴⼒を振るわれたか覚えていませんが
（正確にはその瞬間の記憶だけがない感じで
す）、⾮常に憎らしく感じ⽗親をにらみつけた
のを覚えています。」と語る。「その瞬間の記憶
がないということに関して⼤学⽣になって⼼
理学を学ぶ中で、もしかしたら解離している
のではないかとも考えた」という。 

また、「もうひとつ強く記憶に残っているこ
とは、私が⽗親から暴⼒を振るわれていると
きに⺟親が『顔だけはやめて！』と⾔っていた
ことです。」と語る。「⼤学⽣になってから⺟親
にこのことを話すと⺟親は『覚えていない』と
⾔っていました。⽗親に暴⼒を振るわれたこ
とよりも⺟親が『顔だけはやめて！』と⾔っ
たことの⽅が衝撃的（「顔じゃなかったら俺は
暴⼒振るわれていいん？」みたいな感じです）
で、それを覚えていないことに強くショック
を受けました。これまでに何度か家族の中で
こうした⾏為について話す機会がありました。
両親の考えは『しつけ』の要素が強く、『必要
だった』という認識を持っているようでした。

また、そのような⼦育てをしてきたが、実際⼦
どもたちがしっかり育ったことを踏まえると、
⾃分たちの⼦育ての⽅針は間違っていなかっ
た、正解だったと感じているようでした。私
⾃⾝も多少の暴⼒はしつけの⼀環で効果的に
作⽤するだろうと肯定的に考えていました。」
と家族⽣活を振り返っている。 

しかし、現在の家族関係は安定しているが、
⼼理的暴⼒や関係コントロール型暴⼒につい
ての話を聞くことで、「暴⼒を振るわれてつら
かった経験を合理化するために無理やり肯定
的にとらえているんじゃないかと感じ、また、
暴⼒や虐待を肯定的に捉えてしまう⾃分を恐
ろしく感じました。」とも話す。「現在も⽗親は
酒を飲みすぎることがあります。機嫌が悪く
なると黙り込んでイライラしている様⼦を⾏
動で⽰したりします。そういった⾏動に対し
て注意したい気持ちがありますができません。
おそらく、幼いころの経験，恐怖の影響だと
思います。また、嫌だと感じる⽗親の⾏動を同
じように⾃分が取ってしまっていることがよ
くあり、本当に⾃分⾃⾝が嫌になることがあ
ります。⽗親を反⾯教師にして絶対に同じよ
うにならないと強く思うのに、同じような⾏
動をしている現状が許せないです。上記のよ
うな背景があり、私のように⼤きくなってか
らも過去の暴⼒や虐待の経験に苦しむ⼦ども
がもっと早い段階から救われるための⽀援は
何かないのかと気になったため質問させてい
ただいた」と話してくれた（本⼈の許可をもら
い引⽤した）。 
 筆者はきちんと⾔語化できていることにつ
いて感銘を受け、即座に返信した。思考の過
程も論理的で的確な問題意識を形成・保持し
ていて、男性性ジェンダーのアンラーン志向
もある。しかし、もやもやした関係性は両親
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との関係で残っている。⾏動上の再⽣産のお
それがあると⾃⼰理解をしている。 

こうしたことを何とかしたいという若者は
多く、専⾨的なプログラムを開発しようとし
ているので知恵を貸して欲しいと彼に話した。
親世代のように⽣きてしまうのではないかと
いう不安や恐怖はこれからの彼の家族形成や
恋愛の過程で⾃ら実践して無くしていくこと
ができる。親の世代のようには⽣きないとい
う判断は的確なので当事者参加⾵の専⾨家と
して活躍できると考えた。 

こうした課題を意識しておくことは⼤切な
ので、⼀般社団法⼈ UNLEARN の「Z 世代プ
ロジェクト」に参加して欲しいと誘った。これ
は脱暴⼒へのアンラーンそのものの取り組み
となり、暴⼒の再⽣産ではない⼈⽣への選択
肢を協働して開発し、同じような苦悩や不安
を持つ Z 世代に届けるプロジェクトである。 

まずは再⽣産しない男性たちはいかにして
選択肢を保持できたのかについての研究に取
り組む。どうしてこのような⾃覚が可能とな
ったのか、何がこの脱暴⼒の選択やアンラー
ンをもたらしたのか、ライフストーリワーク
をとおしたヒアリングを⾏い、調査に着⼿す
る予定だ。 
 また、50 代くらいのグループワーク参加男
性たちは息⼦との関係を意識し、直接の⼦ど
も虐待がなかったとしても「⾯前 DV」を与え
てしまったことをよく語る。暴⼒の直接の被
害者である妻とは別の傷つきに苦悩する⼦ど
もたちの様⼦が⾒えてくる。 

 
３．少年や男性の引き起こす事件として 

全国の児童相談所が 2023 年度に児童虐待
の相談を受けて対応した件数が過去最多の
22万 5509 件であった（厚⽣労働省とこども

家庭庁のまとめ）。暴⾔などで⼼を傷つける⼼
理的虐待が 59.8%を占め、うち、⼦どもの前
で家族に暴⼒を振るう「⾯前 DV」が多かった。
虐待相談は、⼼理的虐待が 13 万 4948 件で、
うち⾯前 DV が 7万 8914 件だった。他には、
⾝体的虐待が 5万 1623 件（22.9%）、ネグレ
クト（育児放棄）が 3万 6465 件（16.2%）、
性的虐待が 2473 件（1.1%）となっている。相
談経路は、警察 11 万 6649 件（51.7%）、近
隣・知⼈ 2万 2112 件（9.8%）、家族・親戚 1
万 9196 件（8.5%）、学校 1万 6583 件（7.4%）
の順だった。 

こうしたデータはよく報じられるが、虐待
被害の⼦どもたちの⼼理的問題の理解につい
ては補強すべき争点がある。それは男性性ジ
ェンダー問題をそこに交差させるべきという
点である。こうしたことを意識させる事件が
散⾒される。⾮⾏問題の背後に虐待の被害が
あることはかねてより指摘されているが、暴
⼒⾏動や反社会的⾏動に作⽤するのも男性性
ジェンダーだと考えている。象徴的にはこん
な事案があった。 
⽗親＝当時（49）＝をナイフで刺殺したと

して、殺⼈罪に問われた仙台市泉区の元少年
の被告（21）＝事件当時（19）＝の裁判員裁
判論告求刑公判が仙台地裁であり、検察側は
懲役 14 年を求刑した。検察側は、被告が逃げ
ようとした無抵抗の⽗親の背中をナイフで刺
し、動かなくなった後も⼀⽅的に刺し続けた
と指摘。「肋⾻が折れる程の強い⼒で刺してお
り、犯⾏態様は残忍で極めて悪質」と述べた。
弁護側は「被告は思春期に（⽗親から）⼦育て
を放棄すると⾔われるなど、不健全な家庭環
境で育った。⽗親にも落ち度がある」などとし
て、執⾏猶予付きの判決を求めた。起訴状に
よると、被告は 2015 年 12⽉ 1⽇夜、⾃宅 2
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階の⾃室前で⽗親の胸や背中をナイフで刺し、
殺害したとされる（『毎⽇新聞』2017.12.13）。  
 仙台地裁は元少年に懲役 11 年（求刑・懲役
14 年）を⾔い渡した。この事件は、夫婦げん
かを⽬撃する⼼理的虐待である「⾯前ＤＶ」
にさらされ続けた元少年の成育歴をいかに斟
酌するかも争点になったと報道された。「⽯油
ストーブを投げ、跳び蹴りする親の姿を物陰
からじっと⾒続けて育った元少年の⼼はゆが
んだ。⾃傷⾏為を繰り返し、⾃分⾃⾝を傷つ
けることで怒りや不安を晴らし『⽣き延びて
きた』と専⾨家はいう。元少年は事件前に⾃
殺未遂をして⼊院している。だが、⼊院先の医
師も学校の担任も少年の⼼の SOS を⾒逃し
た」と報じられた（「元少年に必要なのは…重
い刑罰か治療か−⽗刺殺の元少年に懲役 14 年
を求刑  仙台地裁」『河北新報』デジタル
2017.12.12）。この指摘に加えて、男性性ジェ
ンダー作⽤も⾒逃したと考えるべきだろう。 

  
４．発達におけるトラウマ体験とそれを⽣き
抜く戦略 
「⾯前 DV」は正確な⾔葉ではない。⾯前で

なくとも家族関係に暴⼒が存在する場合、そ
れは家族⽂化のようにして影響を与える。関
係性の⽣態が暴⼒性を中⼼に構成されている
からだ。⾒えない影響となる。また、「⾯前で
なければよい」という意識が⽣まれやすいの
で変更が必要な⾔葉だと考えている。そして
短期的な、現在の⼦どもへ影響だけではなく、
⻑期的予後として⼤⼈になる過程での影響も
指摘されている。「⾯前 DV」であれ直接の虐
待であれ、関係性の特性を形成するからだ。
その特性をみてみる。 
１）「闘争か逃⾛か」と「思いやりと絆」反応
−虐待が⾝体に及ぼす影響 

⼈間は危機的な状況に置かれると「3 つの
F」とよばれる防衛反応を起こす。これは
「Fight(闘争する)、Flight（逃⾛する）、Freeze
（固まる）」の頭⽂字をとったものだ。これを
DV や虐待という環境のもとで暮らすことに
なる⼦どもたちに置き換えて考えてみる。家
族は安⼼・安全の場であるという感覚を持ち
やすいが、関係コントロール型暴⼒の視点か
らすると、コミュニケーションをとおしてコ
ントロールという⾯が⽣起しやすいという特
性をもっているともいえる。家族という⽇常
⽣活においてもこの「３つの F」が上昇して
くると考えられる。⾝近な環境に存在する不
安や恐怖が存在しているので、いつも警戒モ
ードになる。過覚醒（ピリピリしている）と不
安の状態のなかを⽣き抜くことになる。警戒
する必要のない⽇常の出来事に対しても「闘
うか、逃げるか、固まるか」といった緊張が起
こり、ストレス反応が⽣じる。たとえば、⽗親
が髪をかきあげようと⼿を挙げる何気ない動
作が怖いという⼥性にあったことがある。 
 この「闘争か逃⾛反応」を指摘したのはウ
ォルター・B・キャノン（ハーバード⼤学医学
部の⽣理学者、1915 年）である（この点につ
いては中村正『ドメスティック・バイオレン
スと家族の病理』作品社、2001 年に書いた)。  

さらにこれには批判的な想定の追加実験が
ある。「闘争か逃⾛反応」の実験は、動物実験
ではオス、⼈間を対象にした研究では男性を
被験者にしていたので、動物実験ではメスを、
⼈間を被験者にした実験では⼥性を混ぜた。
その結果、「思いやりと絆反応 Tend-and-
Befriend response」を検出した。危機に対し
て⼥性は、① tend:⼦どもと⺟（⾃分）の⽣存
率を最⼤化して⼦どもを守り、② befriend:他
者と社会的絆を形成して助け合い、被害を最
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⼩化しようとするものだ。これはシェリー・
タイラーの研究による。敵が圧倒的に強く「闘
争も逃⾛」も困難な場合、従順に振る舞って⽣
存率を⾼め、懐柔して被害を最⼩化する、「思
いやりと絆反応」が合理的選択肢としてあり
うると定式化されている（「思いやりと絆」反
応の原著論⽂は、 

S E Taylor, L C Klein, B P Lewis, T L 
Gruenewald, R A Gurung, J A 
Updegraff .(2000) Biobehavioral Responses 
to Stress in Females: Tend-and-Befriend, 
Not Fight-or-Flight. Psychological Review, 
Vo.107-No3, 411-429., S E Taylor S (2006) 
Tend and Befriend: Biobehavioral Bases of 
Affiliation Under Stress, Current Directions 
in Psychological Science, Vo.15-No.6,273-
277）。 
 ⼦どもたちはこうしたなかを⽣き抜いてい
る。この⼆つの反応を両極として⽣存のスペ
クトラムがある。苦しい環境を⽣き抜く戦略
となっている。家族は、関係性もしくはシステ
ムとしての⽣態となっており、⼦どもや妻は
そこを⽣きるストラテジーをつくりだす。家
族は被害者にとっては環境として組織され、
そこでの⾏動は習慣となっていく。 
２）発達性トラウマ 

こうした虐待が⼼の発達に与える影響は
「発達性 ト ラウマ障害 Developmental 
Trauma Disorder」として研究されてきた。
ヴァン・デア・コーク（van der Kolk BA）に
より 2005 年に提唱された概念である。診断
基準が整序されてきた。⼩児期の⼦ども虐待
により反応性愛着障害を呈した後、情動制御
（恐怖や怒りが極端で調整できない）、⽣理的
制御（⽣活リズムの調整ができない、感覚過
敏など）、注意と⾏動の制御（危険認識の低下）、

⾃⼰と関係性の制御 （⾃暴⾃棄、 ⾃責感、⼤
⼈への極端な不信感、反射的な他者への暴⼒
など）が障害され、⽣活に⽀障をきたしてしま
う。脳科学者の友⽥さんの研究から整理して
紹介しておこう（友⽥明美『新版 いやされな
い脳−児童虐待と傷ついていく脳』診断と治療
社、2012 年、末尾に⽒が整理した表をかかげ
てある）。 
第１は、情動や衝動の調節不全である。虐

待やネグレクトの環境下で育つ⼦どもは⾃分
の状態を⾔葉に置き換えてもらう体験が少な
いため、⾃分の中に⽣じる衝動や不快な気分
が何に由来するのか、どう扱ったらいいのか
がわからず、⼈に助けを求めることも叶わず
（「お腹がすいた」という状態を認識できなけ
れば、それを⼈に伝えること、その状態から
回復させてもらうことができない）、なかなか
落ち着けなかったり、衝動統制が困難であっ
たりするわけである。 
第 2 は、注意と集中の問題である。⽬の前

のことに注意を向けて集中し続けるためには、
⼼⾝ともに安全な状態でなければならない。
過覚醒の状態が続いている⼦どもは常に警戒
のアンテナが張り巡らされているために注意
が逸れやすく、⽣存に関係のない⾔語処理や
学習に集中し続けることは困難になる。また、
⾝体虐待や性的虐待などに晒され続けると、
⾟さから意識を逸らすために注意や集中のス
イッチを切ることが習慣になってしまうこと
もある。 
第 3 は、⾃分や他⼈と仲良くやっていけな

いことである。社会の中で⼈と関わっていく
にはまず、相⼿が⾃分に危害を加えないとい
う信頼感が基本となり、⾃分もそこにいて良
いのだという⾃⼰価値が育まれていなければ
ならない。虐待環境下に置かれた⼦どもたち
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は、⼈⼀倍愛情に飢えている⼀⽅で、相⼿をと
ことん警戒しなければならないという引き裂
かれた⼼のまま他⼈と関わらなければならな
い。 
友⽥さんは実証的な研究でわかりやすく根
拠を⽰して、「⾯前 DV」、ネグレクト、⼼理的
暴⼒などの⼦どもへの影響を確かめた。 

発達性トラウマは、適切なケアが提供され
なければその後の成⼈期の⾏動様式や対⼈関
係、精神状態に否定的な役割を果たす。⼤⼈の
アタッチメント障害として指摘されてきた。
虐待してしまう保護者が幼少期に虐げられ、
そして誰からも助けてもらえなかった経験が
ある。怒りを表現し、暴⼒的で、勉強もできな
い、⼈を怒らせるようなことばかり⾔う。こ
うした⼦どもたちは、躾としての叱責の対象
となる。その叱責の⼿段として暴⼒が選択さ
れる。⽀援を要請できる⼒も育たないどころ
か、さしのべられた⽀援を拒絶するかもしれ
ない。 

こうして、「トラウマが引き起こす問題であ
る」と考える「トラウマインフォームドケア」
の視点が重視されるようになってきた。「⼦ど
も虐待は家族内機能不全の結果として起こっ
てくる。虐待者もまた病んでいるという考え
⽅が必要である。」と『⼦ども虐待診療の⼿引
き−第 3版−（2022）』（⽇本⼩児科学会）は指
摘している。これらをもとに養育者⽀援とい
う視点が重視されるようになってきた。 

とはいえ、これは⺟親⽀援の⽂脈であり、
⽗親問題に対しては男性性ジェンダーからの
考察と別の対応が要請される。これは関係コ
ントロール型暴⼒という環境で育つ⼦ども研
究や⺟⼦⽀援へのジェンダー視点の挿⼊とい
うことになる。 

 

５．モラルハラスメント 

⼼理的暴⼒は、フランスではモラル・ハラ
スメントとして定式化されてきた。このモラ
ル・ハラスメントという⾔葉は暴⼒加害者に
は届きやすい。グループワークや男性相談に
来る男性たちはネット検索を⾏う。事前学習
をしている。その検索語にはモラル・ハラスメ
ントという⾔葉はよく⽤いられる。 
フランスの精神科医マリー=フランス・イル
ゴイエンヌによるモラル・ハラスメント論は
物理的暴⼒に前後した幅広い⾏為を描いてい
る（『モラル・ハラスメント: ⼈を傷つけずに
はいられない』紀伊國屋書店、1999 年）、彼
⼥は臨床から、モラル・ハラスメントの加害
者は⾃⼰愛的⼈格であり、相⼿に罪悪感をも
たせる暴⼒を⽤いることに⻑けていると指摘
している。⾃らには責任がないように仕向け
る操作を⾏う。たとえば、親の「冷たい愛情」
がその典型である。これは単なるネグレクト
としての愛情の⽋如とは異なる。その元で⼦
どもはその暴⼒を誘発するような⾏為を余儀
なくされる。外⾒上は⾃⼰破壊的⾏動となる。
「お前はダメな⼦だ」と⾔い続けることでそ
のダメさを実践させて親の欲望を満たす。転
倒した親の⾏動である。放置するネグレクト
とは異なる。 
操作性はコントロールそのものである。⼿

法は⼼理的束縛である。アイデンティティを
失わせる、相⼿を服従させ、依存させる、⾔う
ことを聞かせる、相⼿に⾃分の刻印を残す（同
じ意⾒や好みをもたせる）などがある。 

そして、侮辱、嘲笑、中傷、悪⼝、悪意をほ
のめかす。この操作性は巧みで、相⼿が従順す
ぎると加害者は物⾜りないので適度な抵抗を
欲することもあるという。そうした被害者の
⾏動と⼼理をつくりだす。被害者は加害者を
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察知する作業に⼊ることを余儀なくさせられ
る。加害者が何を考えているのだろうかとマ
インド・リーディング（読⼼）をさせられる。
そうすると被害者が勝⼿にコンテキストをつ
くるようになり、「⾃分は何をしたのだろうか
と」⾃問⾃答をはじめる。 
モラル・ハラスメント加害者の会話には偏

りがある。加害者は冷静で、被害者が感情的
になるようなモードで話す。冷たい、そっけな
い、愛情がない、不安に陥るような会話が⾒
られる。また、曖昧ないい⽅をする、論理がな
い、途中で会話を⽌める、「じゃあ、考えてご
らんなさい」で終わる会話となる。相⼿が誤
解するように仕向け、相⼿を軽蔑し、嘲笑し、
おまえが挑発したのだと責任を相⼿に転嫁す
るような⾔い⽅をすると指摘されている。 
モラル・ハラスメントの加害⾏為は、⽣き
⽅になっているという。また彼は成功幻想を
持っている。その幻想には限度がない。しかし
他⽅では他⼈の賞賛を必要としている。⼈間
関係のなかで相⼿を利⽤することしか考えて
いない。共感できずに他⼈を羨望することが
多い。これは⾃⼰愛の病理である。 

本連載が注⽬するのは、モラル・ハラスメ
ントのある関係では独特な被害者特性がつく
られていく過程である。被害者はなんらかの
過ちを犯したと⾔われるが、しかしそれが何
かは不明であり、⾃問⾃答しながら考え続け
るはめになる。モラル・ハラスメントをとお
して「理想の被害者」ができていく。 

これまで⾔葉や感情の暴⼒と指摘されてき
た事柄を整序してみると、⾝体的暴⼒と前後
してそれを正当化する加害者の意味づけや⽂
脈としてモラル・ハラスメントが機能してい
ることがよくわかる。 

 

６．トラウマ的な絆 

 対⼈援助は、親密な関係、家族関係、対の関
係、⼆者関係の特性を視野に⼊れる。「共⽣体」
という視点からそれらのシステムと関係性の
特性をみることができる。本連載で、関係性
の病理を把握する⾔葉をずいぶんと紹介して
きた。発達性トラウマ、モラルハラスメント、
ガスライティング、ストックホルムシンドロ
ーム、モラルマゾヒズムなどである。その総括
的な⾔い⽅が関係コントロール型暴⼒である。
そのなかにドナルド・ダットンらが主張して
き た ト ラウマテ ィ ック・ボン デ ィ ング
（Traumatic bonding、トラウマ的な絆）があ
る。 

暴⼒的な関係にあり、暴⼒の加害者との絆
を感じる事態を説明する。加害者は被害者と
なる⼈を優しくかつ厳しく扱う。無意識のう
ちに被害者と加害者の間に強い⼼理的な絆が
できることがあり、それを「トラウマ的な絆」
と名づ け た (Dutton, Donald G.; Painter, 

Susan (January 1981). “Traumatic Bonding: 
The development of emotional attachments 
in battered women and other relationships 
of intermittent abuse”. Victimology 
(Thousand Oaks, California: SAGE 
Publishing). 

その特性が以下の６点に整理されている。
①暴力の加害者の行動を正当化または擁護す

る、②傷つけた人のことを常に考える、③加

害者を助けたいと思う、④関係を離れたくな

い、⑤暴力の加害者の行動を隠そうとする、

⑥真の感情や意見を表明しない、と。 

これは周期的かつ⻑期的に繰り返され、継
続する虐待から⽣じるもので、⼆者関係をも
とにした個⼈間に⽣じる、感情的な絆のこと
である。部活動の先輩・後輩、上司・部下など
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のお互いに訴求し合う関係にも⽣じる。報酬
と罰の繰り返しによって強化される。トラウ
マ的な絆は、⾮対称性な関係性が前提である。
被害者は加害者との間に感情的な絆を形成し
ていくが、虐待、体罰、強制など何らかのトラ
ウマ的体験が起きている関係性の中で⽣じる
ので、それは健康的ではない。被害者の加害
者に対する強い依存、愛着を強める⾏動など
として現出する。 

トラウマ的な絆には、①力の不均衡、②優

しさと厳しさ、緊張と緩和、罰と報酬による
強化が主に関与している。幼年期の不適切な
養育、恋愛関係・夫婦関係、親⼦関係、友⼈関
係、カルト集団、⼈質になる出来事、上司（管
理職）と部下の関係で起こる。また、組織⽂化
も関与しており、逃れにくい環境をつくる。軍
隊、反社会的組織などである。家族に塀はな
いが⾒えない関係性が強く存在し、類似の共
⽣体となっている。 

分かりやすい点は、DV 被害者が⾃分⾃⾝
や⼦どもの命が危険にさらされていても加害
者から離れないことがある。パートナーに経
済的に依存しているという理由もあるが関係
依存がある。また、トラウマ的な絆は、恐怖と
⽀配、そして予測不可能性があることに基づ
いている。加害者と被害者としての絆が強ま
り、深まるにつれて、被害者には恐怖、感覚の
⿇痺、悲しみの感情が⽣じる。 

また、暴⼒は周期的なパターンで現れる。
トラウマ的な絆の渦中にいる被害者は、主体
性や⾃律性の感覚が阻害されていく。その⾃
⼰像は、加害者が概念化したものを内⾯化し
たものとなりがちである。加害者の視点で⾃
⼰と環境を⾒つめるように強いられる。「加害
者との同⼀化」という。こうしたことは⽣き
延びる戦略でもあり、固定化されやすい。 

さらに、⻑期的な影響がある。トラウマ的
な絆は、関係が終わった後も被害者に深刻な
悪影響を及ぼす。それは、虐待的な関係を続け
てしまうこと、低い⾃尊⼼、否定的な⾃⼰イ
メージ、うつ病や双極性障害になる可能性の
増⼤、児童虐待の次世代への連鎖、精神衛⽣
上好ましくない結果をもたらすことが含まれ
る。加害者とトラウマ的な絆で結ばれている
被害者は、しばしばこうした関係から離れる
ことができず、相当なプレッシャーや困難に
よってようやく離脱できる。何とか離脱でき
ても、学習したトラウマ的な絆が⾝に沁み付
いており、虐待関係に戻ってしまう⼈もいる。
「再犠牲者化」という。 

さらに、周囲のトラウマ的な絆への無理解
は被害者を孤⽴させる。これは被害者をさら
に脆弱にする。例えば、DV 被害者が加害者と
の離別を決断するまでには時間がかかること
が多く、最終的に別れるまでに、別れては元
に戻ることを繰り返すこともあり、⽀援者を
落胆させることもある（ダットンの主著は翻
訳して紹介してきた。ドナルド G. ダットン
著中村正監訳、『虐待的パーソナリティ―親密
な関係性における暴⼒とコントロールについ
ての⼼理学』明⽯書店、2011 年、ドナルド G. 
ダットン、スーザン・K.ゴブランド著中村正訳
『なぜ夫は、愛する妻を殴るのか？バタラー
の⼼理学』作品社、2001 年）。 

 
７．男性問題として考えてみる−男性性ジェ
ンダー作⽤を交差させて 

男性問題相談で語られる息⼦との関係の修
復は、妻やパートナーへの対応とは異なる⾯
がある。50 代くらいの参加男性たちは、成⼈
し、20 歳代になった息⼦たちとの関係修復に
も関⼼を持つ。難しい⾯もあるが、男性性ジ
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ェンダーを介して考え⽅を整理する。そのこ
とも視野に⼊れた謝罪、内省と省察になるよ
うに相談を続ける。息⼦の⻑期的予後に関わ
り、⽗の息⼦へのメッセージをグループワー
クで考える。こうした相談に来て脱暴⼒の学
習をしているということそれ⾃体を息⼦たち
に伝えることになる。さらに暴⼒を振るった
妻への謝罪、家族関係全体への影響の理解な
ど課題は⼭積しているが、⾔語化をすすめて
いく。 
先述したように Z 世代の⼦どもたちは確実

に変化している。⽗親が男性相談に来ること
になったのは⾃⼒ではない。相談やグループ
ワークの情報を探し、伝え、参加を促す被害
⼥性がいる。さらに⼦どもたちもいる。娘か
らの指⽰は多い。息⼦からの指⽰で来談した
男性もいる。本連載の中⼼においている関係
コントロール型暴⼒や男性性ジェンダーは関
係性の病理なので次の世代へと伝播していく
こともグループワークや相談では話題にする。
介在しているのは男性性ジェンダー作⽤であ
ることを学習する。なかでも有害な男性性、
不安定な男性性があることを学習する。加害
も含めて「悩み」として吐露できる、つまり⾔
語化できる男性相談の窓⼝が有益だと考え実
践してきた。問題を問題として認識させず暴
⼒の⽅へと⾏動化させる男性性ジェンダーを
転換する選択肢があまりにも少なすぎると考
えてきたからだ。まずは相談に来ること、暴⼒
と加害を「悩み」として⾔語化することだ。 
男性性ジェンダー作⽤が関係していること

の背景についてまとめておこう。息⼦と⽗親
と暴⼒の関係を巡っての整理である。 
 第１に、娘には暴⼒を振るわないという騎
⼠道的な男性性ジェンダー意識を⽗親が持っ
ていることが多い。⼀応は暴⼒抑⽌的に機能

するかもしれない。しかしジェンダー意識そ
のものである。⼥性を守るべき存在とし、庇
護する⽴ち位置にある男らしい意識でもある。
逆に、そこには、息⼦には暴⼒を⽤いても良
いという思考の偏りがあり、暴⼒のダブルス
タンダードとして克服の対象にする。  
 第２に、息⼦の男性性ジェンダーが喚起さ
れ、それを賦活させるように機能している場
合がある。そのことを意識してもらう。息⼦は
⽗親への苛⽴ちがあり、復讐的な⼼理をもつ
ことがある。DV で被害を受ける⺟を守るこ
とができなかったという後悔の念を息⼦に抱
かせる。暴⼒性を喚起させることになる。 
第３に、⾃らが息⼦だった⼦ども時代、⽗

親からの暴⼒があったことを思いだしてもら
う。相談に来る男性は⼀様に暴⼒が連鎖して
いる。そうでない男性はそもそも来談する必
要はないからだ。さらに⾃分の息⼦へと、三
世代に渡り暴⼒が続くことになるので、⾃分
の代で脱暴⼒の試みをすることは必要だと話
題にする。 
第４に、そうした育ちのなかの男性性ジェ

ンダーが⽗親への対抗的アイデンティティと
して機能し、暴⼒に耐え、今の⾃分があるとい
う男らしさ意識をつくりだしてきたのではな
いかと省察を深めていく。男らしく暴⼒を乗
り越えたという克⼰の精神は暴⼒の肯定につ
ながる。 
第５に、沈黙である。男性性ジェンダーは、
相談しない、できない、したくないという意
識をもたらすことがある。そうした物語化に
気づいていく。 
 こうして、息⼦と⽗親と男性性ジェンダー
の交差をとおして、親⼦三世代にわたり暴⼒
が続くことに気づいていく。暴⼒を介在させ
て男性性ジェンダー意識が再⽣産されていく
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過程がここにある。 

 
８．被害と加害の⼆軸を超えて 

 こうして Z 世代との対話が始まる。脱暴⼒
へのアンラーンの取り組みは、恋⼈間暴⼒の
予防や防⽌という直接的な課題だけではなく、
世代間連鎖の解消と脱暴⼒への男性性ジェン
ダー視点の導⼊をとおして、次世代の家族形
成や親密な関係性の構築の仕⽅という課題を
視野に⼊れることになる。こうすると被害性
の理解が深くなる。なかでも暴⼒を体験して
きたけれども再⽣産していない男性の⼈⽣に
学ぶことは⼤きい。脱暴⼒へのライフストー
リワークを実践してきたと⾔えるからである。
家族の外部の役割が⼤きかったのではないか
と想定している。 

さらに、脱暴⼒にむけた第三者役割も抽出
できるので、この要素も体系化したい。また、
学校で学ぶことの役割や社会が Z 世代の価値
形成に役⽴つような法化社会の途上であった
こと、事件報道に際して的確で正確な認知を
拡⼤させていくことで、認識的不正義の解消
に役⽴つことも想定できる。これらは社会啓
発や社会教育の既成の概念を超える取り組み
のもとになる概念群だ。 
こうして親密な関係性における暴⼒の被害

と加害の⼆軸だけではない広い取り組みが可
能になると考えている。「善き隣⼈」は「最初
の援助者」を配置することに他ならないし、
第３者介⼊は⾝近な⽇常に暴⼒防⽌の網の⽬
をつくる初発の機能をもつことになる。メデ
ィアやネットの役割として認識的不正義の解
消は⼤きい。 
男性たちが加害⾏為を⾔葉にできることは
責任を語る語彙と⽂脈が社会的にも共有され、
個⼈としての⾏為責任を取り、親密な関係性

の再構築に向かうための場においてはじめて
可能となる。⾃⼰のなかに脱暴⼒への責任と
意思を語る⾔葉を持つことと、社会的な価値
としての脱暴⼒や倫理、⼈権という社会の責
務と課題が応答しあうことは共振する。社会
は⾝近な集団であり、その組織⽂化が脱暴⼒
に向けて動くこと、社会全体が脱暴⼒という
価値を共有することが層を成して脱暴⼒への
アンラーンとなる。 

この課題を、UNLEARN では「第３者介⼊」
として定式化してきた。「⾃助・共助・公助」
に加え、「近助（きんじょ）」とよく似た⾔い⽅
である（⼭村武彦『近助の精神-近くの⼈が近
くの⼈を助ける防災隣組』きんざい、2012 年。
⽒は防災・危機管理のシンクタンク「防災シ
ステム研究所」を運営する）。 
第 3 者介⼊は「善き隣⼈モデル」と重ねて
「最初の⽀援者になる」ことを意味している。
⾝近な第３者にできることはたくさんあると
いう考え⽅に基づいている（⻄井開 2022 年 7
⽉「恐怖するマジョリティ、揺れるバイスタ
ンダー : 性差別的なふるまいをした男性に
どう関わるか」『現代思想』2022 年 7 ⽉号）。 
男性相談に特化した場も開設され、社会シ

ステムが脱暴⼒へのアンラーンをしなければ
ならない時代となっている。暴⼒⾏為者個々
⼈の⾃責・引責と脱暴⼒の取り組みのなかに
取り込むためにも、男性性ジェンダーという
ジェンダーバイアスを視野に⼊れた脱暴⼒実
践の体系化を展望している。Z 世代として位
置付けていくことが脱暴⼒社会の構想にとっ
て極めて重要となる。 
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友⽥明美『新版いやされない脳−児童虐待と傷ついていく脳』(診断と治療社、2012 年) 

 
 

＊お詫び：「臨床社会学の⽅法」の連載ナンバリングが間違っていました。今号の「臨床社会学の⽅法(50)」

が正しく、前回からとんでいますが、内容は連続しております。 

 

 

 

なかむら ただし  

  ⽴命館⼤学特任教授・名誉教授／ 

⼀般社団法⼈ UNLEARN 代表理事 

社会病理学・臨床社会学 

 

2025 年 8 ⽉ 30 ⽇受理 
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カウンセリングのお作法 第 44 回 

ＣＯＮ 

Counseling Office Nakajima 

カウンセリングオフィス中島 中島(水鳥)弘美 

～ 支援の記録について⑵ ～ 

初回面接 

  

前回に続き、記録についてです。 

支援を順調に効果的にすすめるために、面接の何に関して、どのように記録を残すか、

初回面接当日、家族面接の社交的段階を中心に話します。 

 

初回面接は情報の宝庫 

面接の予約日時になると、ご家族が来所され、次々と記録するべきことがあります。 

約 90 分のカウンセリングが始まる前に、担当者は、それまでに得られている記録、家

族構成、紹介者、主訴等を再度確かめ、面接に臨みます。 

初回面接の大きな目標は、家族との信頼関係の構築、ジョイニングです。 
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ご家族が到着すると、まずは受付、面接受付表の記入を依頼し、紹介状等を受け取りま

す。事務的な手続きをしているみなさんを見守ります。 

これまではメールや電話でのかかわりでしたが、初めて直接お会いし、コミュニケーシ

ョンをかわすなかで、「子どもさん、身長高いなぁ」と、自然に得る情報も多々ありま

す。もちろん、あらさがしをするのではなく、特徴に注目します。 

また、ご家族同士の会話や行動からそれぞれのご家族の雰囲気を把握します。 

例えば、父母子ども(本人)の来所の場合を挙げてそのポイントを見てみましょう。 

面接室に誰が最初に入室したか、どの椅子に座るのか場所を決めるとき、荷物をどうす

るかなど、家族がどのようなやりとりをしているのか、その様子を受けとめます。初めて

の場所でキョロキョロしておられる場合もあり、その場になじむまで、ご家族のペースに

あわせて待ちます。 

入室 父→母→本人   座席順番 父 本人 母 

社交的段階あいさつ 

面接が始まり、担当者はあいさつ自己紹介をします。 

そのとき、名刺を手に「どなたにお渡ししましょうか」と伝えながら、お渡しします。

紹介状を持参された場合は、紹介者からの情報提供についても触れ、紹介礼状を送ること

も伝えます。 

特に慎重さが必要なのは、子どもさん本人への最初の話しかけです。子どもさんと信頼

関係を作ることが初対面時の核となるからです。 

子どもさんが話しても大丈夫そうであれば、こんにちはと話しかけます。しかし、不安

そうな様子や、落ち着きなく座っているようなこともあります。来所することが負担にな

っていることも考えられるため、子どもさんがどのような心境にあるのかを想像します。

学校からの指示で来所しているような場合には、家族そろっての参加をねぎらいます。 

子どもさん本人の参加モチベーションに関する記録は、詳細に残します。 

のちに、この様子がどのように変化するのかにも注目していきます。子どもさんの変化

は急激に起こる場合もあるからです。 

来所時に無表情で、全く話すことができない子どもさんも、面接の後半、徐々に表情が

やわらぐようになることがあります。このような変化は、貴重なデータとなります。 
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家族構成図ジェノグラム 

次に記録することは、家族構成と家族それぞれの呼び方です。 

面接受付表には家族全員の名前が記されているので、表を見ながら、それぞれの名前、

呼び方を確かめます。何かお名前に特徴がある場合は、名付けの由来をたずねることもあ

ります。 

家族の話題は、デリケートな内容を含む可能性があります。担当者にはわからない事

情、オープンになっていない話があるかもしれません。そのため、家族の反応を確かめな

がら取り扱い、違和感がない場合は、おじいさん、おばあさんなど、特に親しくしている

家族、親族や関係者についてうかがいます。 

「どちら側のおばあさまですか」 

と、家族構成図ジェノグラムに書き加えます。 

「お近くにお住まいですか」 

居住地などの情報も集め、関係者や協力者の全体像を把握をします。 

どのような人々や環境の中でご家族が生活されているのかをつかむのですが、初回だけ

でなくのちの面接でもこの話題がでてくることがあります。 

家族の行動パターン 

話された内容そのものとともに、面接中におきていいることも記録します。 

たとえば、誰かが話しているときのほかの家族の様子です。 

担当者が何かを質問をして、子どもさんが話すとき、母の顔を見ながら話し、母もよく

子どもを見てうなずく、そのとき父は、母子の様子をよくみている  

この家族のよくある行動パターンなど、その場面の様子を記録に残すことが大切です。 

初回面接では、全員が初めてのできごとの連続になります。 

カウンセラーは、ご家族それぞれの行動、表情、しぐさなどに関心を向け、心境を推測

し、バランスよく問いかけ、話を聴き、記録をします。 
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晩年 

D･A･N 通信 
No.13 

団 士郎 
5/21 

 先週行った zoom による出版記念座談会の

アーカイブを見た。 二時間となかなか長い。

しかしあっという間に見終えてしまった。 自分

が登場している時には、気が付いていないこ

とが少なくないのに驚く。普段も渦中で話して

いる時はそうなのかなぁ。 

 

5/22 

 ここ数日、気になっていた症状を片付けに、

午前、午後と二ヶ所のクリニックに。 共に私

が案じた程のことはなく、お薬と予後の来院を

指示された。 一安心したところで、届いた無

駄な買い物がかわいい。壁掛けのティシュボ

ックス。仕事場キッチンの彩り。 

 

5/23 

 ストレッチの帰り道、おっ初日か！と観ること

に。イントロの展開、難しいなぁと思ったりして

いた。 三分の二くらいのところで、女性の二

人連れが退席していった。トム・クルーズの映

画でなかなかない事だと思ったが、分からなく

もない。長尺なので私はトイレばかりが気にな

って・・ 
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5/24 

 札幌での仕事に前乗り。飛行機遅れのため、

空港デスクで６月からの zoom 講座準備の続き。

飛んだ時には荒天だったが、北の空は好天で大

地がきれい。 最近、チョコミントフェアに行ったと

聞かされたが、さっぱり分からなかったので、見

つけたこれを購入。ふーん、これが人気なのか。 

 

5/26 

 この時期の北海道の美しさは、多様なミドリ

の濃淡。 昨日無事に WS を終えて、楽しく会

食した今日は、また近郊の未知のところを案

内してもらった。 ドライブの道中も、とにかくミ

ドリにつきる感じだ。 

 

QP の頭文字の買い物記録がずらっと並ん

だカード明細が送られてきた。コンビニが多い

が、クイックペイなんて使わないから心当たり

がない。盗まれている。面倒だがカード会社に

連絡、変更手続。 医療機関でマイナ保険証

にできますと言われ手続きしたら期限切れ。

表記有効期間なのに役所に。時間泥棒め。 

5/30                         

明日が対人援助学マガジン第６１号の締め

切りだから、まだ大丈夫なのだが、こんなに

たくさん原稿、執筆者短信が届いている。  

 

5/31 

 サンダーバードは湖西線強風のため、琵琶

湖線経由で敦賀へのアナウンス。 20 分以上

遅れるので北陸新幹線への乗り換えは、後刻、

車内放送で知らせると。 京都の次の停車駅

は敦賀なのだ。金沢に行くのに、何故こんなに

面倒になってしまったのかと乗る度に思う。 

6/1 

 七尾市での漫画展と講演会。駅前の展示を

見てから広々したきれいな会場に。 思いがけ

ず多くの人が集まってくださって、「故郷は要ら

ないのか」のサブタイトルの話を一時間 40 分

話してしまう。伝わったものがある感触。 
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6/3 

 夕刻からは対人援助学マガジン第61号の編

集会議に千葉、大谷がくる。 それまでに届い

た原稿の整理や、執筆者短信の編集を着々。 

しかし、その前に今月号の木陰の物語、新作

第 304 話を仕上げておかねばならない。 

 日曜の夜、能登・七尾市からの帰路、そのま

ま仕事場に戻って着手。無事、納得の一話が

完成。 

 

6/4  

漫画グループぼむ月例会。「おまけぼむ」と

は、1970 年台から 80 年頃に、印刷版の同人

誌「ぼむ」とは別に作っていたコピー漫画誌。 

ここに名前の並ぶメンバーと今日も美味しいラ

ンチ、そして四方山話を夕刻まで。50 年付き

合いって、長いにも程がある。お互い成長はし

てないよ、ほんま。 

 

6/5 

 歳のノルマだと思っているから諦めて対応。 

今朝目覚めたら、気にはなっていた左足ふくら

はぎが歩行を妨げる痛みがある。ストレッチの

予約をキャンセルして整形外科に。 仕事場か

ら１００メートル以内のところにあるので、早々

に出向いて待合室。16 時には歯科の予約も

ある。やれやれ。 

 

6/7 こんなところを通過して亀岡の学びの森

へ。北村さん夫妻のところでもう 11 回目の家

族トーク。快調に二時間話してしまった。 終

了後、参加していた大学院初期のクラスター

院生Oさんが挨拶に来てくれた。久しぶりに話

が聞きたいと HP で探して来たという。嬉しいこ

とだ。 

 

6/11 

 午後、LINE 電話で大昔の院生との面談。時

間はあるのだから、お役に立つならの気分だ。 

夕刻からは定例の草津家族勉強会。時間ま

で駅中のパン屋でベーコンポテトドッグを食べ

ながら読書。「ケアと編集」はこれまで見聞きし

てきた記憶が、あれこれ浮かび上がってくる本

だ。 
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6/12  

高校時代の友人女子とイノダコーヒーでラ

ンチしながら四方山話。60 年以上の付き合い

になるが、今日は若冲の話題に。 その後、歯

科の予約が入っているので待合室。 暇だか

ら来ているわけではないが、暇がなければ来

ることもできない。高齢者のメンテナンス活動。 

 

レイトショーで「ガール ウィズ ニードル」を

観る。どこかで記憶に引っかかっていたタイト

ル。モノクロの四角い画面に展開する物語の

最初から最後まで、ずっと不安と恐れが。しか

もそれらは、スクリーンに漂っているだけでなく、

こちらの内面にあるそれが引き出される感じ

なのだ。 モノクロ映像、強いなぁ。 

 

6/13 

 楽しみにしていた鴨居玲展を「えき」美術館

に。企画として発表されていたものがコロナ禍

で延期になっていたもの。 以前、石川県立美

術館で見た絵がとても印象的だった。 今日の

感想は、自分のことが好きな絵描きだなぁとい

うもの。悪口ではない。 鴨居羊子の弟だと初

めて知る。 

6/14 

 午後から大阪のここでお話。終了後は週末

の人の多さにうんざりして、さっさと帰路に。 

私の話はいつものようなものだが。 ここが肝

ですよと、猫のプロが言っているのに、利用者

の少ない制度を思いついたりする役人の話が

面白かった。 

 

6/17 

 15 年目になるのか、立命館大学東日本家族

応援プロジェクト。 今年参加のメンバーたち

がこれまでの足跡をプレビュー。報告を聞きな

がら時間の流れの中で変化して来たことを実

感。風化するのではなく、時の記憶として変容

し続ける大災害の記録だ。 昨今の世界のき

な臭さも、歴史の中にある記憶ではないか？

繰り返すのはよそうよ。 

 
6/20 

 膳所駅は金曜の朝なのに混雑。JR はまたど

こかで何かあったようだ。そのまま京都駅でも

混雑が著しい。インバウンドもあるが、今日の

ように暑いとウンザリ。 弘前 WS のために前

日入りだが、伊丹空港のゲートまで来たら空
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いていてホッとする。 同じ地球上なのにここ

にはドローン攻撃も、ミサイル着弾の不安もな

い。 

 

 

津軽半島龍飛岬付近をドライブに。函館に

向けて新幹線が走って、在来線は災害後、復

旧の目処なく廃線とか。 海はどういうわけだ

か霧。義経寺から港町を見下ろす。 二度目

になる鶴の舞橋で岩木山をバックに。長く来て

いるのに弘前、五所川原、つがる市など、位

置関係がピンときていない。吉幾三「津軽平野」

が頭の中で響く。 

6/21  

最終告知。 「家族理解の教科書 graphics」

の zoom 講座がいよいよ 6 月 27 日開講です。 

教科書を作ったのだから授業もという流れで

すが、楽しく聞いていただけるものにしたいと

思っています。 アーカイブもあるので、平日

昼間の視聴勉強も可能です。ぜひ、ご参加く

ださい。 

 

6/21  

海外旅行からの帰路、戦争の影響で迂回

路をとったなどと知人の物騒な sns が。昨日、

青森からの帰路、穏やかな伊丹上空の機窓。 

そんな時に、相変わらず連載漫画の下書きを

したり、zoom 家族講座の準備をしている。 こ

うしていられる平和を確保し続けなければなら

ないのだが、そのために直接出来ることが少

ないのが残念。 

 

6/24 今週はいろんな人が訪ねてくるので、早

めの対応を心がけていたら、もう今月の新作、

第 305 話「誰が決める」が仕上がってしまった。 

何を決めるか、誰と決めるか、その混乱の話

だ。 
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6/26 

 溜まっていく古新聞の山に弱りきって、長年

購読し続けてきた新聞を止めた。デジタル版

の契約をして記事は読んでいるが、やはり新

聞の感じがしない。 何度か配達版を再開しよ

うかとも思ったが踏み切れなかった。 そんな

時にこれを知った。新聞がそのまま見られる

紙面ビュアー版。何かが復活する感じがした。 

 

6/28 

 昨夜はzoom講座の1回目だった。大勢に参

加していただいて、 「家族理解の教科書

graphics」をテキストに、できるだけ授業風にす

すめた。 そして今日、その資料と録画が配信

されたので、次回準備のために見た。 ところ

がその間に、居眠りをしてしまった。これはい

かん！と思ったが、イヤイヤ、まさしく授業で

はないかと得心した。 

 

6/29 

 今週は火曜、木曜、土曜と長い付き合いの

人達が訪ねてきてくれた。28 年前、京都市内

にワンルームの仕事場を設定したのは、こん

な風に知人が気安く会いに来られるようにと

の目論見だった。 そしていい歳になった今も、

手土産片手にいろんな年代の来客がある。嬉

しいことだし、少しは先見の明があったと思う。 

 

7/1 

 週末の浜松 WS の準備ができたので、20 時

からのレイトショーで「国宝」を観た。三時間な

のでトイレが気になったが、大丈夫だった。で

もそれより、平日夜の回が満席で、23 時過ぎ

にこんなにゾロゾロ帰路に着く人たち。 あちこ

ちで話題にしているのを耳にする。 
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7/3 

 現在、掛け軸版木陰の物語は 35 作品ある。

その中から今、11 作品と 6 作品が能登半島と

福島県巡回展に動いている。 作品が働いて

いるのだから、私も仕事しなくちゃと、新掛け

軸制作を始めた。これは三十六作目「成人の

日」の一コマ。気に入った絵は対人援助学マ

ガジンの表紙に使ったりもする。 

 

7/4 

 仕事場を 5 時半頃に出て、早めの夕飯を済

ませ、カフェでこの雑誌を楽しんでいる。70、

80、90年代の映画の話がいっぱい。 好きなイ

ラストレーターの表紙も、登場する映画タイト

ルも、活発に観ていた頃のものばかり。 再見

リストが出来そうだ。思い出したことがいくつも

あった。 

 

7/5 

 大混雑の京都駅をぬけ、新幹線名古屋乗り

換えで浜松市へ。 H くんが世話人で浜松 WS

五時間。13 回目だとか。 そして夜はこれ。旨

い！浜松の鰻屋は相当あちこち行ったなぁ。 

 

7/6 

 H 君のガイドで浜松近郊の興味深いところを

二箇所。木下恵介記念館では山田太一さん

の若かりし頃の写真を数枚見た。天龍地区の

秋野不矩美術館は藤森照信建築の建物から

面白い。 最近、良いなと思う日本画家の作品

はそれぞれ個性的。小森均は知らなかったが

力強く面白い。 

 

7/7  

七夕。誰にも会わず、この先のプログラム

の準備スケジュール作り。あれこれあるので

点検しつつ直近のものから勤しむ。 草津 ws、

zoom 家族講座の二回目。京都国際社会福祉

センター家族療法三日間 WS、zoom トークライ

ヴ 2025、盛岡(岩手)ws、立命館大学院二日間

6 コマ集中講座。 そんな合間に聴き終えたの

はこれ。 
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7/9 

 午後、遠方から友人が来訪。ランチして夕刻

からの草津 WS に出向くまでの時間、仕事場

であれこれ楽しい雑談に花が咲く。 移動中に

今聴いているのはこれ。発売時になんとなく手

を出さなかった記憶が残っていた。かなり面白

い。ＮＨＫ大河ドラマ「べらぼう」は観ていない

のだが、ちょっと気になる。 草津プログラムは

今期最終回。次は 10 月からスタート。1999 年

から継続中だ。 

 

 

7/13 

 昨夕刊にこんな記事を見かけた。「こうの史

代マンガ展」、京都で開催中とある。知らない

なぁと思って調べると福知山だった。 昔、家族

と11年も住んでいた街。今、こうの史代さんが

住んでいるという。観に行こうと思ったが、漫

画の原画展って、あまり充実感がないことも多

いしなぁ・・と懸念も。 

暑い日曜だが、行くなら今日しかなかったの

で、泊まり込んだ仕事場を出て久々に福知山

に。 

 JR 二条駅前は立憲民主党の演説会に野田

代表が間もなく到着だとスピーカー音がうるさ

い。 そうだ参院選、若者の関心が高いのだ聞

くが、良き選択をと願う。 

 

 

7/14 

  楽しみにしていたものが2ヶ月ほどかかって

届いた。60 年近いファン歴のカッサンドル。10

年程前に埼玉で観た大ポスター展には感激し

た。中でも好きで、仕事場玄関にポストカード

をピンナップしている作品をネット販売で見つ

けたので注文してあった。自宅ギャラリーゾー

ンが充実。 
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7/15 

 面白いことを発見。 今年五月二〇日、同じ

日に発行された二冊が、共に本の途中で用紙

をグレーに変更してアクセントを。 

 

7/16 

 期日前投票にいつもとは違うここに来てみた。

結構な人が来ている感じがする。 私のように

車に乗らない人間は、移動ルートをいつもプラ

ンして動かねばならない。その間に、にわか雨

もあり、なかなかである。投票後、湖西線ルー

トで京都に来てストレッチに。そして馴染みの

店でランチ。このあとは仕事場で週末、来週の

あれこれを準備。 

 

7/18 

 本日から三日間のプログラム。京都国際社

会福祉センターの家族療法ワークショップ

2025step1。 全国各地から 36 名参加は会場

からすると満杯。H、C、S と私がスタッフ。 30

年以上、いい意味で変わり映えのしない講座

ができている確信。 

 

7/20 

 WS 三日目。最後の相互フィードバックの

時間を俯瞰で。終始、みんな活発で意欲的だ

った。 毎回のところもあるが、ちょっとしたこと

で今回、なんか面白かったなぁと感じたりする。 

何故かはわからないが、ライヴでやっていると、

そういう瞬間があるよねぇ。みなさん、ご苦労

様。 

 

7/21 

 俳優座劇場がなくなった記事を見て思い出し

た。 大昔、いつ頃だろう。NHK のドラマ「事件

記者」で滝田祐介という役者が大好きになっ

た。俳優座に所属とかで、東京に行く機会を

見つけて劇場に足を運んだ。 演目が何だっ
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たか忘れたが、サーベルを腰にした役だった。

それに足を引っ掛けて彼が転倒した。ドキドキ

してしまって客席でうろたえた。それ以外は何

も覚えていない。 

 

7/23 

 今夜のトークライヴ、準備にいろいろ考えた

割に出来はまぁまぁだった。 そう感じた理由

は最近、話すのが下手になってきた気がする

することと関わっている。 軽やかさが減った

気がしたので、意識してみたのだがバラバラ

な感じになってしまった。 聞いてくれた人がど

う感じたかは分からないが。 

 

7/24 

 マンション管理組合とか、地域の自治会活動

などに関心がある。積極的なわけではないが、

役員とかニュース発行にも関わった。 大規模

マンションの長期的管理など関係なかったが、

これを読んでみていろいろ考えた。管理費の

不正流用とかの話だろうと思っていたが、かな

り違っていて面白かった。 

 

7/25 

 雲が湧く大阪から機影がくっきり日差しの盛

岡へ。 年に一度来るようになって 3 年。 青森、

山形、そして岩手も定例化している。しかし暑

い。 北海道で四十度かもとか言っていたから、

東北は涼しいなんて昔話。 

 

7/26 

 盛岡WS開催。 初参加が半分以上で若い年

代が多い。家族理解の教科書graphicsを手に

してくれている人がたくさん。児童相談所の人

たちが多勢来てくれた。 盛岡市勤労福祉会

館の大ホールを 22 人で使用。他の適当なサ

イズの会議室は空いているが冷房がないのだ

そうだ。東北の古い建物のアルアルだ。 
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7/27 

 盛岡まで来ているのだから、知らないところ

にと思ったが、観光名所は結構みている。そこ

で県立美術館に。 まず建物が素敵だった。常

設展示が船越桂の新収蔵品のお披露目。な

かなかいい。 企画展も見たが、Perfume コス

チューム展なんて名前くらいしか知らない爺様

にはデパートの婦人服売り場と同じだった。ア

チャー 

 

 

7/29 

 昨日、今日の二日間 6 コマ、立命館大学茨

木キャンパスで家族療法の集中講座。8 人(7

人)の学生さん相手に、家族理解について、で

きるだけ具体化の技術をエクササイズ。だが、

ついつい話してしまう。 木陰の物語も含めて、

家族について、まだ子供時代しかない多くの

学生に届くものは何だろうか。 

 

7/30 

 audible でこんなに楽しい読書？いや聴書

も珍しい。「僕には鳥の言葉がわかる」 だって

鳥の鳴き声が本文中の解説に含まれていて

聞けるのだもの。 書店で見たら巻末の QR コ

ードで聞ける工夫がしてあったが、これは

audible の勝利だなぁ。 平易な文章なのだが

若い研究者のワクワクがそのまま伝わってき

て楽しい！ 

 

7/31 

 勝手に届く写真アプリに記憶を呼び覚まされ

る。 そうか 5 年前になるのか。抗がん剤点滴

投与を受けながら自宅で末期がん療養中だっ

た妻が吐血、下血で倒れた。 驚いたが、シャ

ワーと着替えをさせてから救急車を呼んだ。そ

の刻々を撮っているのだからパニクってはい

なかった。本人にどうして欲しいかを聴いて対



46 

 

応していた。あのコロナ渦中に病人を抱えて

いるのは、制限も多く大変だった。そして妻は

この 12 日後に亡くなった 

 

8/2 

 昨夜は家族理解 zoom 講座の三回目。調子

が落ち着いてきたかな。 今日は暑い中を京

都、聖護院御殿荘に出向いて、日本生活教育

連盟研究会で講演。 程よい人数に熱心に聴

いてもらえたので調子をあげすぎる。直らん癖

だが、まぁ良かろう。 新刊も家族の練習問題

第 9 巻もたくさん買ってもらえて嬉しい。 

 

 

8/4 

 昨晩は遠方からの来客あり。今日も午後か

ら長い付き合いの旧友 2 人が来訪。四時間ほ

ど話して、場所をかえて夕飯。よく利用するス

ペイン料理屋でおまかせメニュー。 タパスを

撮っただけで、後は食い終わるまで気づかず。

楽しい三時間のディナータイム。お爺が 3 人、

話の種も尽きずによく喋るもんだ。 

 

8/5 

 一つずつするべき事をして過ごす。連載のネ

タがだんだん煮詰まってくる。長らく経験したこ

とのない感覚だ。やはり物を作り出す力は落

ちてゆくのか。 ならば、変化を考えることだろ

う。こういう時には、幅を広げた新規企画を自

分に課すことかな。 思ったようにいかないこと

がチョコチョコ出てくるなぁ。 

 

8/8 

 18 時頃、相当な雨音がしていた。今日は琵

琶湖花火大会なので、人出を避けて自宅に引

っ込んでいた。どうなるのか？と思いつつ、夕

飯を食べていると花火の音が。 雨は止んだ

のか？と外に出たら、ザァザァ降っている。雨

の花火大会なんて記憶にない。住宅地内の見
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えるところまで傘をさして行ってみたが、傘の

雨音が激しい。 

 

8/9  

今日は東京神田で定例のワークショップ。

16 人の参加で賑やかに楽しく学んでもらう。 

本日の会場セッティングには演台があって、

立って講義する流れになった。最近は着席で

進めることが多かったんだが、まぁこれでやっ

てみるかと思った。その結果、えらくピッチが

上がった。 夏休みの新幹線は満席だった。 

 

8/10 

 バス停には誰もいない JR 外房線土気駅前。

噂に聞く写実画ばかりのホキ美術館に来た。 

 

思いがけず入場者が多い。 人物画が主でま

るで写真みたい、なら写真でいいわけだから。

作家によって超リアルテイストが異なる。撮影

禁止だが、昆虫の絵が素晴らしかった。 

 千葉から京葉線経由で東京駅に戻ったら、

ステーションギャラリーでこれをやっていた。 

覗いてみたら、これまで知っている藤田嗣治と

は違った様々な姿を知ることになった。 

 大昔、秋田の平野美術館に展示されていた

二十メートル超えの「秋田の行事」をみて以来、

いろんなところで作品を目にしてきたが、今回

の写真はなかなか面白い。 

 

8/11 

 明日は妻の命日なので竹中師がお参りに来

てくれる。お花をと思ったが、あまり法事っぽく

白いのもなぁと思って、花屋さんと相談してこ

んなのにした。 

 家にいるので久々にスロークッカー調理。貰

い物の美味しそうな秋刀魚の佃煮があったの

で、白だしで大根を煮込んで、合わせて二時

間コトコト。大根がメチャ美味い。 
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最近､Netflix で楽しめたのはこれ。顔の見えな

い相手を声だけで選び合って、ボーカルバンド

を作っていく米国のオーディション物だ。 でも

どうして、世界配信の「ビルディング ザ バン

ド」を「ブラインド・バンド」なんてタイトルに変え

るかなぁ。 

 

 

8/15 

 たまにはこんなものにも手を出してみるかと

思った。 一部を読んだだけだが、今へのきっ

かけをもらったところに重なる、とても興味深

いインタビューが。そして、そんなことには関

心がないから距離をおいた認識も。 私はや

はり現実場面の中程を歩く人々に目が向いた、

実用性 1 番の人間だ。 

 

8/16 

 お盆の人出と暑さから逃れながら。これは

Kindle で読もうと思った本があったので、久々

に本体再購入。 対人援助学マガジンにもう一

本連載をしようと思い立って着手、快調。 

で、仕事場に籠っていたら、自宅にお花を

届けていただいたのを受け取り遅れ。大文字

の混雑時間帯を避けて夕刻までに帰宅して、

クール便受け取り、大丈夫だった、ホッ。 

 

８/18 

昨年からハマっているブドウ、藤稔(ふじみ

のり)。美味しさなんて好みだからゴタクを言う

こともないのだが。 大粒を口に入れて噛むと

果汁が広がる。皮と実の間が本当に美味しい。

一度に食べないで、冷蔵庫に入れておいて、

前を通るたびに一粒口に。すると１日に何回も

何回も美味しい。 
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８/19 

 孫と帰省の予定だった娘が発熱でコロナが

判明。残念ながら中止になった。一週間空け

てあったので、文字通りスケジュール空白の

夏休みになった。 なので月末から月初めに

かけての予定を前倒し作業。マガジンの新連

載も仕上げた。次号 62 号から連載します。ご

覧ください。 

 

８/20 

 予定がなくなったので、ならばと「ジュラシック.

ワールド」に。スカーレット.ヨハンソンか素敵だ

った。 お昼を食べて、新作原稿に取り掛かろ

うと、いつものタリーズに入ったら、久々の中

村正さん。 なかなか会う機会がなかったが、

京都はこんな偶然があるくらいに狭い街。しば

し歓談。 

 

 

 



50 

 

 晩年D･A･N通信 付録 

「木陰の物語」 

を 

家族の構造理論で詳説する 

                                      ➊ 

団士郎 

こんな事を今更ここで述べるまでもないことかもしれないが、書いておく。 

 物事の判断において、右が成功で左が失敗という分岐点があり、そこで有効に機能できる専門家がいるの

なら、誰もがその人に頼りたくなるのは分かる。しかし実際は、右を選んでも、左を選んでも茨の道であること

が珍しくない。だからといってどちらも選ばず、モラトリアムなどと言ってすむ時間がそうあるわけではない。選

ばないままという選択がもたらすその後の人生への影響が結構厳しいことも人は気づいている。 

 正解があるものなら、教えて貰いたいと思う気持ちは理解できる。しかし、人生にそんなものはないことが明

らかである時点で、私達は右を選ぼうと、左を選ぼうと、苦労も楽しみもある道を歩み続けるのだということは

分かっている。 

 どちらが良いかという選択は、どちらが正解かの選択ではなく、どちらがその後の己の歩みにとって有益か

の課題のようである。無論、この有益さもその時点でどうかと言うことなのだが。十年、二十年後に初めて分か

る選択の正しさも存在するのだから。そう考えられたら、誰かに答を教えて貰いたがる自分を吹っ切ることが

出来るのではないだろうか。つまりそれは、細分化された専門性の話ではなく、人生の選択という、とても普遍

的で、脈々と繰り返されてきた人の生の個々人の課題だからである。 

 何も起こらない人生などないことを噛みしめ、「何故、自分だけ･･･」と思ってしまった時には、「そう語るほど

に自分は、他者の人生を理解しているだろうか？」と問いかけてみると良い。そうすれば、上手くやっている人

を「運のいい人･･･」「そんなやり方を知っている人・・・」などと簡単に考えてしまっている自分の浅はかさに思

いが及ぶだろう。何も起きなかった人など希なのだ。 

 自分のことしか考えられないから、自分が一番大変だと思うのである。生きてゆくとは・・・が考えられたら結

論は、人はそれぞれみんな大変だ。そんな中で皆、よくやっているなぁということになるだろう。 

 では人が選択を迫られたときに、持ち合わせていたい力とは何だろう。それを私は、家族の構造的特徴を踏

まえた自己理解力と家族理解力だと考えてきた。 
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自分（達）はこれまで何をしてきたのだろう。その結果、どういう状況を形成しているのだろう。これを普遍化

して定義づけられると、対応策にも類型化が可能になる。 

しばしば人は、「私のことを、他人に分かるはずがない」などと呟く。しかし、そう思っている人が、自分のこと

だけは分かっていると考えるのは思い上がりか誤解だ。自分の思うようには他人は分かってくれないが、自分

のことも上手くやれないあなたよりは、分かっているかもしれない。こう考えるのが合理的思考というものであ

る。 

  右か左か、歩み始めたら又、右か左か、これを繰り返していると、いつまで経っても左右の分岐点である。

丁半博打で永遠に勝ち続けたいと願うような荒唐無稽さを人生に持ち込むことになってしまう。私達はそんな

ことをしているのではない。 

 右を選ぼうと左を選ぼうと、そこには意図と意味が発生する。それは新たな展開への扉である。期待したも

のになるか、思いがけないものになるかはやってみなければ分からない。分かるのは、自分はどういう選択を

する人間であるかだけである。そして結果（本当は、途中経過に過ぎないのだが）は出る。 

 そこに個性（癖、パターン）があることが分かったら、問題の困難さや複雑さではなく、立ち向かう側（自分）の

癖、傾向を読み取ることは可能だ。繰り返される失敗があるのなら、根本的原因など考える必要はない。明ら

かになった失敗のパターンを変えればいい。 

 一番分かりやすい変更は、何とかしようと繰り返してきた努力を止めることだろうか？頑張って何とかしようと

するから失敗に落胆するのであるとしたら、何もしなければ落胆もない。さらに、十分考えて下した結論に基づ

く行動であったが故に、失敗のダメージも大きくなる。だったら、よく考えない思いつきで行動してしまえばよ

い。結果が駄目でも、「まぁ、よく考えもしないで思いつきで動いたのだから、仕方がないか」と思えればダメー

ジはない。サイコロの目で決めていれば,深く反省する必要もない。あらゆる事態は流転する。 

 「下手な考え休むに似たり」と昔の人は言っているにもかかわらず、日頃あまり考える習慣のない者ほど、困

った時だけ真剣に考えている気になりやすい。そんな考えにいかほどの値打ちもないことは誰もが分かってい

るが、本人だけは気がつけない。そして悩むのである。 

 軽はずみな行動変化は、よく考えた末の行動が起こす失敗と比較して、罪は軽い。ダメモトと思える軽さは、

変化のチャンスたり得る。 

 と、まぁ、こんなことをクドクド述べておいて、ぼつぼつ始めるのがこれだ。 家族理解入門ー家族の構造理

論を活かすー（中央法規出版）の「続編」として、『家族理解の教科書/Graphics』を今年、２０２５年５月に発行

した。一冊目は家族の構造について、例を挙げながら細かく述べた。実際の家族を提示して、この何処に構造

的特徴が見られるかを解説した。「構造理論」の理解のために多くの家族に登場して貰った。 

 二冊目では、マンガ『木陰の物語』の中に発見できる構造的特徴を読みとれるよう、「境界」「サブシステム」

「パワー」のキーワード順に選んだ物語を見て貰って解説をした。 

そして対人援助学マガジンの連載企画として第三弾にこれを持ってきた。二冊目同様に『木陰の物語』を見

て貰って、そこに含まれた家族の構造的課題や論点をあれこれ考える。私はこの家族の課題は何であると考

えたのか。そして、どんな取り組みをプランしたのかなどを述べる。 

 家族は千差万別で、同じケースなど一つもない。だから処方箋もみんな異なるのが筋である。しかし同時に

家族は結構似通っているとも言える。その辺の所を明らかにしていけたらと考えている。 
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家族の構造理論で詳説する 

 

境界崩し 

 

思春期から付き合いのある友人の家族の

話である。一つの課題、出来事で知る事にな

った家族ではない。 

 

 
 里帰り出産は一般名詞的に耳にする。私

の妻も初産の時は,早めに実家に戻って近くの

病院で出産した。 

 誕生の知らせを受けて病院に駆けつけ、そ

の後もしばらく妻の実家で過ごす母子を訪ね

た。そういうことは一般的だろうと思っていた。 

 あれから半世紀近く経っているので、時代の

常識も変わったかとも思う。しかし子どもの誕

生や、それにまつわる新米ママのてんやわん

やに、それほどの変化があるとは思えない。 

 登場した話題を時代の特徴と言って良いか

どうかは分からなかったが、事象としては私も

知らないことではなかった。 

 家族の構造的にこの問題を考えると、実家と

夫婦の家族の「境界」問題である。昨今、いつ

まで経っても実家との繋がりが、不必要に強

い人たちがあることが気になっていた。「内外

の境界」という言い方をするが、ここがルーズ

だといつまで経っても独立した家族になれな

い。困りごとがあると直ぐ実家なのは、生家の

親子関係がいつまでも強すぎるのである。 

そしてどのような心情なのか、実家に里帰り

出産で世話になった娘が、その後も結婚生活

よりも、実家での子育て継続を望むという。そ

の結果、離婚という結果になったとしても止む

なしと、娘も両親も思っている。この心性は子

ども側よりも、実家の両親の特徴として見られ

やすいと聞く。新しい人間関係を築いてゆくの

は骨の折れる仕事だ。そこで慣れ親しんだと

ころに戻ってしまうのはあるタイプの家族のク

セのようなモノだ。 

出身家族のジェノグラムを描かせて貰った

ら、子ども達が成人して就職、結婚等いろいろ

在りながら、結局皆、実家に戻っていたりする

人達がある。「凝集性」が強い家族特徴だと説

明したりするが、この反対のバラバラな家族も

ある。思春期には、前者は心身症系の課題を、

後者は非行系課題を持ちやすいと認識されて

いる。 

とはいえ共に、それで上手くいっているなら、

口を挟む必要はない。上手くいっていないの
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なら、その特徴の反対を実行してみることだ。

そこに意味のある変化が生まれる可能性は高

い。 

 

 

合同家族面接 

 

 家族療法を学び始めた頃、全家族面接をす

るのがとても魅力的だった。家族療法＝家族

全員との面接ではないが、それまでの長い歴

史で「個別面接」しか想定されていなかったカ

ウンセリング世界に、『皆さんでいらして下さい』

はどうなるのだろうと、とても興味深かった。 

 その連想が友人の話から浮かんだ。ことさら

親子の対話などという必要もないが、息子二

人が成人する経過に、一家四人で話し合った

記憶が一度もないというのはやはり特徴的

だ。 

 長期間の単身赴任という、当時の会社人間

の宿命のような所もあった。だが、それほど尽

くした会社でも、景気の先行き不透明さにリス

トラを敢行する。友人はそこに巻き込まれ、そ

れまでは考えたこともなかった選択をする。 

結婚が早く、同僚達の家庭と比較して、子

ども達も大きくなっているというので、自主退

職を申し出ずにはおられなかったと言う。 

まさに個人（家族）の生活が、社会（システ

ム）の動向に翻弄されてきた。こんな歴史を辿

った父子関係を、パーソナルな要因だけで解

釈してしまうのはピント外れだろう。 

 

 長男の今回の退職は父と同じ、不景気によ

る人員削減で、高卒男子従業員の一律退職と

いう乱暴な結果だった。 

 大卒だったら運命は違っていた。友人夫婦

は大学時代に知り合って結婚しているから、

二人の息子が共に高卒で仕事に就いている

のは、当時の時代背景からすると友人達の間

にも違和感を感じていた者はあった。 

 そして今、仮採用の会社で、調子を崩して,悩

んだ結果、一人で心療内科を受診し、退職届

を郵送している。どうして誰にも相談しなかっ

たのだろう。出来なかったのだろうか？ 

 

 私達の多くは、誰にも言えないと思うような

事態に遭遇することがある。そして、他の誰に

も言えないけれど、この人にだけはと思える人

や場所も持っていたりする。 

 36 歳で職を失った独身の息子。高校卒業後、

18 年も頑張って働いてきた彼が、誰にも言え

ずに失職しているのを、個人の判断・選択だと

は言えないだろう。身近なところに、リストラに

遭い、再就職して、そこを定年退職した父親が

居たのにである。 
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 こういう経過を聞くと、ずっとそんな風に生き

てきたのだろうなぁと思う。父もいるし母もいる。

自営職人である弟もいる。しかし、このような

結果に至ってしまうまで、誰にも言わなかっ

た。 

 言えなかったのは長男かもしれないが、それ

より、こんな状態にあっても言わなかった息子

のイメージする家族を考えると胸が痛んだ。 

長男が初めて、「弟のめでたい話の後で悪

いけど･･･」と語り出したと聞かされたこの事態

に私は、「何が何でも,おまえが力になってやら

なきゃ,駄目だろう！」と思わず大声が出てしま

った。 

 ３６歳になって初めて、家族に苦しい胸の内

を吐露している長男に、友人が父親として果

たしてやらなければならないことがあるだろ

う。 

 私は会ったこともない彼の息子に、カウンセ

ラー稼業の人間として、それらしいアドバイス

をする気にはなれなかった。 

 

決心 

 

誰に何を話すか？親には何を話すか？子

どもに何を話すか？兄弟姉妹には何を話す

か？ 

そんなことに一般的な答えがあるわけでは

ない。それは家族それぞれ、親子それぞれだ

と言える。 

しかしそのそれぞれさは、それぞれだから

良いとだけ言っているのではない。それぞれ

だから、上手くいっているのならそれで良いと

言っている。上手くいっていないのなら、それ

は習慣だったとしても変えた方が良い。 

この底流にあるテーマが「決定」である。個

人にも、家族にも、組織にも「決定」には癖が

ある。繰り返されているパターンといった方が

良いかもしれない。それはなかなか変えがた

い。 

彼の息子は、上手くいっていないと分かって

いても、家族に相談する決断は出来なかった。

相談したからと言って、結果がどうなったか分

からないというのは「結果」に引きずられすぎ

ている。 

どうしよう・・・と途方に暮れたとき、一緒にさ

まよってくれる家族は、決して無意味ではない。

連れだってさまようのと、一人さまようのは違う。

息子は両親を一緒にさまよってくれるとは思え

なかった。 

あるいは、親に負担をかけるようなことが出

来なかった。親がそれを負担に思うだろうなど

と、いつから思うようになったのか。親に迷惑

をかけず、自己責任で生きてきた息子。このよ

うな思春期の事例に少なからず出会ってきた。

それを私は親子ともどものパワー不足だと思

う。 

ないパワーを指摘されたところで、出ては来

はしない。どうすればいいかを専門家としてア

ドバイスが欲しいなどと言っていないで、おま

えが息子の力になって一緒にさまよってやれ

と言った。 

その真意が友人には届いたのだと思う。

「頑張ってみるわ！」と涙を拭った彼が、グラン

ビア京都のティールームで立ち上がった。 

＊ 

そしてその後のことは、何も聞かなかった。

ずっと後になって、私達の仲間内では彼が一

番早く亡くなった。 

その告別式で、喪主である長男の挨拶を受

けた。元気でやっているんだ・・・と思いながら

焼香をした。 

２０２５／８／２５ 



62・夏の暑さ対策 
原町幼稚園園長　鶴谷主一（静岡県沼津市） 

夏の暑さが尋常じゃなくなってきました 
今年の夏は、室内から出られなかった方も多いと思います。労働者の熱中症対策も義務化
され、園でもWBGT値（暑さ指数）を気にして数値の高い時間帯は園庭で遊ばないよう
に、遊んでも時間を短くするように配慮することになりました。日々のプール活動は必須
で、９月も延長しています。 

弊園は樹木が多いため木陰で暑さをしのげるため、夏でも外あそびは実施しています。子
どもたちも先生も顔を赤くしつつ、セミ捕りや砂場、乗り物などで楽しく遊んでいます
が、少しでも気温を下げるために日除けを毎年張っています。猛暑でも日陰は過ごしやす
いため、これがあるとかなり暑さが違います。 

マガジン13号（2013年６月号）「紫外線から子どもたちを守る！」と題して、安価で日
除けを作る方法を紹介しました。あれから12年、日本の夏は異常なほどの高温になり、
夏は外で遊ばない園もある中、乳幼児の発達の要となる外あそびを保証し継続するために
は、日除けの必要性はますます高まっています。 

日除け改良版 
マガジン13号紹介した日除けは、両側からロープを結んで引っ張っていましたが収納が
非常に面倒でした。改良版は翌年にはできていたのですが、紹介は今年になってしまいま
した。改良点は簡単です、両サイドにスライド用のロープを設けて、スルスルと出したり
引っ込めたりが容易になったことです。 

 
https://youtu.be/aNFat9Jh860 
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https://youtu.be/poukGxrfgXU 

動画をご覧になって「これいいな！」と思った方、 
　施設の庭の両側に1.8～2ｍぐらいの幅でロープを結ぶことができれば設置は可能です。 
遮光ネットの長さは自由に設定出来ますが、ロープの耐久性から７ｍぐらいが限界かも
しれません。今年は直径３ミリのナイロンロープを使っていたのですが、風速４ｍ程度
の風で切れてしまいました。改良して４ミリのロープに代えたらしっかり保っていま
す。 

農業用の遮光ネットを利用するメリットは 
安価はもちろんですが、軽さと安全性です 

業務用のサンシェードは小さいスペースで１枚ずつ使用するには適していますが、園庭
となると、製品が重くきめが細かいため風をもろに受け止めます、そのためロープの代
わりにワイヤーを使ったり、専用の柱を立てたりしなければ持たないので施工業者に依
頼することになり、コストも相当かかります。園庭にワイヤーを引っ張るのは、万が一
切れたときに子どもに当たったりしたら重大な事故につながるので、自分はしたくあり
ません。 

　軽いネットとロープ、竹で構成されているので、万が一強風で切れても、下にいる園
児の被害は最小限に抑えられるます。いままでに何度か風でロープが切れて補修してい
ますが、園児や職員がケガをしたことはありません。 

基本設計は変わりませんので材料や詳しい手順は、対人援助学マガジン13号（2013年
６月号）「幼稚園の現場から」https://humanservices.jp/magazine/number13も
参考にしてみてください。（この号だけ読んでも作成は可能です） 
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材料をそろえましょう 

材料はいずれもホームセンターや通販で手に入ります。主に農業用の道具売り場にあります。 

　  

材料①遮光ネットロール（幅2ｍ×50ｍ） 
農業用の一般的な黒ネットでも良いですが、白とシルバーも発売されています。 
幼稚園の庭なので雰囲気良く白（遮光率65％）を使っています。 
遮光率によって値段が変わります。（65～70％で、￥25,000～） 
製品名「ダイオクールホワイト」 
【参考サイト/メーカー】https://www.innovex-w.co.jp/products/kinds/agriculture/shade/cool_white.html 
【参考サイト/楽天】https://item.rakuten.co.jp/otentosan/10007113/ 
 

材料②蝶型パンチ 
ホームセンターでは遮光ネットと一緒に売られています。 
ネットをスライダーのロープに通すために必ず必要なものです。 
●ネットのサイドに80～100㎝間隔で１個ずつ付けます。 
（100個入り/￥2,680） 
【参考サイト/楽天】 
https://item.rakuten.co.jp/nou-nou/0101138800002/ 

材料③結束バンド 
電気工事コーナーによく置いてあります。 
15㎝以上のものが良いでしょう。 
蝶型パンチと竹棒をつなぐために使います。 
●ネット１枚に12本以上必要です。 
（100本入り/￥300～300） 

材料④さらし竹（８分×2ｍ） 
ネットは２メートル幅ですが多少伸びるので、ピンと張るために３メートルのさらし竹を準備します。 
竹を切るのにのこぎりを使いますが、最近は長い竹を運ぶのが厄介なので、ネットが少したるみますが 
1.8ｍを使っています。太さは８分以上が良いです。 
●ネット１枚に前後の端に各１本ずつ必要です。 
自分で運べるならホームセンターが断然安くてオススメです。 
竹を運ぶために園の軽バン車にキャリアを付けました。 
【参考サイト/楽天】https://item.rakuten.co.jp/hcvalor-eshop/trusco-2563220/ 
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材料⑤ロープ 
日除けの長さ５ｍ程度なら、ポリエチレンロープ３㎜程度でOKで
シーズン終了したら廃棄していました。ですが強度を上げるなら４
㎜をオススメします。 
【注意】作業中に絡まるとたいへんなことになるので、真ん中の
穴にペットボトルなどを入れて、ロープごと洗面器やバケツに入れ
て徐々に引き出すようにしましょう。 
結び方もコツがいります（あとで説明します） 
 
今年使ったのは、パラコード４ミリ９芯というタイプで、強度は
申し分なく価格もポリロープと同じくらいで、結びやすくオススメ
でした。毎年破棄しなくても良いかもしれません。 
【参考サイト/楽天】https://item.rakuten.co.jp/ssn/10018740/ 

材料⑥Dリング＆カラビナ 
両方とも必須ではなくあると便利的な材料です。 
Dリングは遮光ネットを収納するときにスムーズに滑るために竹の
両端に付けます。 
カラビナはネットを前後に引っ張るために、園舎や木にワンタッ
チで結び付ける時に使いますが、無くても結べばOKです。 

材料は以上です。 

使う道具は、 
メジャー、ハサミ、脚立、ペンチ（蝶番パンチを挟むとき力が必要なら） 
作業用手袋（ロープを張るときの滑り止め） 
竹を切るならのこぎりが必要 
ロープを結ぶところが無いときは、ポールを設置したりと工事が必要になります。 

カラビナは日除けを前後に引っ張るときに
使用します。 

木に結び付けたロープとジョイント。

Dリングは竹に固定し 
スライダーロープが滑りやすくしま
す。蝶番パンチは摩擦で切れること

があるので
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両サイドのロープがネットを支えていて、前後に張るために竹の両端にロープを結び園舎や樹木に結んでいます。 

早速作りましょう！作業手順 
①希望の長さに遮光ネットを切る。 
②さらし竹を遮光ネットの幅2ｍに合わせて切る（チョイ長めでもOK、市販２ｍ以下を使う
ときはこの作業は省かれます） 

　  
③日除けの端に蝶番パンチを10～20㎝間隔で取り付け、結束バンドで竹に固定する。 
　このとき、両端にDリングを結束バンド２本で取り付けます。 

 

Dリングはここ

Dリングはここ
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④両サイドに間隔80㎝～1ｍで蝶番パンチを付ける。 
（地面にシートを敷いたまま作業します） 

 

⑤メインのスライダーロープを準備する。 
⑥スライダーロープを両サイドの蝶番パンチ・Dリングに通す。 
　途中に結び目や継ぎ目があると蝶番パンチにひっか
かって通らなくなるので、 
　結び付ける場所の形状も考慮して長めに、じゅうぶん
余るぐらいの長さで切ってください。 
　ポリ製なので、端はライターであぶってほどけないよう
にしておくと良いです。 

⑦ロープの端を所定の場所にくくりつけてテン
ションをかける。 
　この作業は２人以上でやったほうが無理なくできま
す。 
　できるだけ上の方に設置したいので、木の枝などは上
の枝に引っかけて下で結んだりします。 

結び方は、ふた結び。ほぼこれだけでOK！ 
ネット検索するとたくさん出てくるので参考にして下さい。 
ロープが短かったり切れて繋ぐときは 
テグス結びです。 

原町幼稚園では、６月の土日の休みに有志に出勤して
もらって４人程度で作業しますが、 
慣れていることもあって、４時間ぐらいでで４枚設置で
きます。 
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両側のロープを 
スライダーロープと呼んでいます



そのほか暑さ対策 

 

散水機 
市販の水撒き機も活躍します。 
写真はカインズ製ですが、地面に直接置かずに 
台の上に置くことで距離も伸びて扱いが容易になります。 
〔台の作り方〕 
園芸用の植木鉢をのっけるプランタースタンドに 
木製のジョイントすのこを丸く切り合わせて 
結束バンドで固定しています。 
市販の散水機をすのこの隙間から結束バンドで固定。 
ホースの口が地面に付かないので砂が詰まったりしません。 
工夫して暑さを乗り切りましょう！ 

ミストシャワー 
門から園内へのエントランスに市販のミストを 
屋根に設置しました。入ってくる方がホッとして 
瞬間の涼を感じています。
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ここだけ雨降ってるね

どろんこあそび～

ここは涼しいね

園芸用散水チューブ 
吊してみました



原町幼稚園　園長　鶴谷主一 
ＨＰ：http://www.haramachi-ki.ed.jp/ 

「幼稚園の現場から」ラインナップ 
１号　エピソード（2010.06） 
２号　園児募集の時期（2010.10） 
３号　幼保一体化（2010.12） 
４号　障害児の入園について（2011.03） 
５号　幼稚園の求活（2011.06） 
６号　幼稚園の夏休み（2011.09） 
７号　怪我の対応（2011.12） 
８号　どうする保護者会？（2012.03） 
９号　おやこんぼ（2012.06） 
10号　これは、いじめ？（2012.09） 
11号　イブニング保育（2012.12） 
12号　ことばのカリキュラム（2013.03） 
13号　日除けの作り方（2013.06） 
14号　避難訓練（2013.09） 
15号　子ども子育て支援新制度を考える 
16号　教育実習について（2014.03） 
17号　自由参観（2014.06） 
18号　保護者アナログゲーム大会（2014.09） 
19号　こんな誕生会はいかが？（2014.12） 
20号　ＩＴと幼児教育（2015.03） 
21号　楽しく運動能力アップ（2015.06） 
22号　〔休載〕 
23号　大量に焼き芋を焼く（2015.12） 
24号　お話あそび会その１（発表会の意味）2016.03 
25号　お話あそび会その２（取り組み実践）2016.06 
26号　お話あそび会その３（保護者へ伝える）201609 
27号　おもちゃのかえっこ（2016.12） 
28号　月刊園便り「はらっぱ」（2017.03） 
29号　石ころギャラリー（2017.06） 
30号　幼稚園の音楽教育（その1・発表会）2017.09 
31号　幼稚園の音楽教育（その2・こどものうた）2017.12 
32号　幼稚園の音楽教育（その3・コード奏法）2018.03 

33号　〔休載〕 
34号　働き方改革・一つの指針（2018.09） 
35号　働き方改革って難しい（201812） 
36号　満3歳児保育について（2019.03） 
37号　満3歳児保育・その２（2019.06） 
38号　プールができなくなる！？（2019.09） 
39号　跳び箱（2019.12） 
40号　幼稚園にある便利な道具〈紙を切る〉
（2020.03） 
41号　コロナ休園（2020.06） 
42号　コロナ休園から再開へ（2020.09） 
43号　ティーチャーチェンジ（2020.12） 
44号　除菌あれこれやってみた（2021.03） 
45号　マスクと表情（2021.06） 
46号　感染予防と情報発信（2021.09） 
47号　親子ソーラン節（2021.12） 
48号　親子コンサート（2022.03） 
49号　うんちでたー！（2022.06） 
50号　子どもが育つ園庭・その1 木登りとブランコ 
　　　（2022.09） 
51号　子どもが育つ園庭・その2 砂場（2022.12） 
52号　子どもが育つ園庭・その3 ストライダーと 
　　　　　Tonka（2023.03） 
53号　リスクと安全・園庭編（2023.06） 
54号　夏の音楽会・動画（2023.09） 
55号　クリスマス劇・動画（2023.12） 
56号　こいのぼり製作（2024.03） 
57号　この頃、気になること（2024.06）  
58号　お話あそび会動画解説《年少編》（2024.09） 
59号　お話あそび会動画解説《年中編》（2024.12） 
60号　お話あそび会動画紹介《年長編》（2025.03） 
61号　マルシェを開催しませんか（2025.06） 
62号　夏の暑さ対策！日除け改良版（2025.09） 

▶気になる記事・ご感想質問等ありましたら気軽に連絡ください。✉  office@haramachi-ki.ed.jp 
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福祉系対人援助職養成の現場から 
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西川 友理 

 

 

 

 

 

 

 

「かんがえるをあそぶじかん！」 

について 

 

私は昨年から、「かんがえるをあそぶ

じかん！」というイベントを不定期に開

催しています。これはこどもも大人も参

加できる哲学対話の場所です。 

哲学対話というのは、普段の生活の中

から生まれた疑問について、皆で対話を

しながら考える場です。人の話をよく聞

いて、自分の考えを確かめて、自分の意

見を言う、という場です。哲学の知識は

要りません。自分の生活の中で生まれて

きた言葉で考えます。答えを出す必要は

なく、正解があるわけでもなく、対話を

するといいつつ、決して話をしなければ

ならないわけではなく、聞いているだけ

でもよいとする場です。多様な考えや価 

 

 

 

 

 

 

 

値観に触れ、自分の考えに気付く場にな

ります。 

哲学対話は、アメリカの哲学者である

マシュー・リップマンが 1970 年代に始

めた教育運動が始まりとされており、日

本国内でも今様々な場所で開催されてい

ます。 

数年間、いろんな場所に参加しました

が、上記のようなルールがある以外は、

これといって決まったルールがあるわけ

ではなく、場所によって進行のあり方が

少しずつ違います。 

私がおやこ哲学対話を実施する時には

「喋っている人のお話を聞いてみる」「聞

いているだけでもいい」「いつ出て行っ

てもいい、いつ戻ってきてもいい」等、

場の安心を保つためのルールを 3つほど

提示します。それ以外は、どのように過
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ごしていただいても OK,としており、大

人も子どもも出来るだけ自分の居たい姿

で居てもらいたいと思いながら実施して

います。 

 

 

ある日のおやこ哲学対話にて 

 

「けんか」をテーマに哲学対話をした

時のこと。会場には２、３才の子どもか

ら、小学生、そしてその保護者の皆さん、

大学生の参加者や、スタッフなど、総勢

20 名程の人がいました。 

私は哲学対話を行う際、テーマについ

て、皆に問いを考えてもらうことが多い

です。皆で沢山の問いを出した後に、ど

の問いについて考えるかを皆で話し合い

ます。このプロセスにちょっと時間がか

かるのですが、皆がメンバーの多様性を

少しずつ知っていく、多様性に触れて心

や頭が刺激される、とても面白い時間で

す。 

この日はたくさん出た問いの中から「け

んかって何をすること？」という問いに

ついて皆で考えました。 

「ボクシングとかのスポーツと何が違

う？」「必ずしも蹴る殴るがあるわけじゃ

ないよね？」…という問いから始まり、 

「どんな理由でもケンカってしんど

いって思うのはなんでだろう？」「え、

私ケンカが出来るって素敵だと思うよ、

しんどいってのはなにがしんどいと思う

の？」‥‥ 

皆がヒートアップして、様々に話が広

がります。 

 

ふと、5 歳の女の子 A ちゃんと目があ

いました。 

「Aちゃんは、お友達とけんかしますか？」 

と聞くと、Aちゃんはパッと顔を輝かせ、 

「けんか、大好き！なぐりあいとか面白

い！」 

と言いました。あまりに嬉しそうでこち

らも楽しくなってしまい、 

「ほぅ！じゃあお友達とかもなぐるの？」

と畳みかけると、A ちゃんは、 

「うんッ！」 

と胸を張って頷きます。 

「じゃあ…お母さんは？」 

「お母さん、めっちゃなぐる！ボコボコ

になぐる！」 

と言ってゲラゲラ笑っています。 

「へぇ、そうか！じゃあ園長先生は？」

と聞くと、A ちゃんはぴたっと止まりま

した。 

そして、真面目な顔で、 

「…なぐらへん（殴らない）。」と言い

ました。 

「あれ、そうなんや。じゃあ‥‥担任の

先生は？」と聞くと、 

「…なぐらへん。担任の先生とか、園長

先生はなぐらへん。」 

「へえぇ、なんでなんやろ、何が違うの？」

と聞くと黙り込む A ちゃん。 

 

そして１分ぐらいたって、ゆっくりと

言いました。 

「あのね、なぐり“あい”ができる相手
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は、なぐれる。」 

その場に居た子どもも大人も、それを

聞いて 

「‥‥なるほど！」 

と唸りました。 

「じゃあ赤ちゃんとかは、なぐらへんの

かぁ…」 

とつぶやくと、真面目な顔でうなずく A

ちゃん。彼女の中の「対等」という概念

の萌芽を見せていただいたような瞬間で

した。 

 

 

自分のおなかの中の声を把握する 

 

「かんがえるをあそぶじかん」では、

こんな宝物のような場面が、ゴロゴロこ

ろがっています。 

議論に夢中になる子どもがいる一方、

年齢の小さい子ども達はさすがに集中力

が続かず、対話の輪から外れて遊びます

（保育スタッフが遊び相手をします）。

聞いていないようでいて、ずっと外に行

かずにお部屋にいて、耳だけこちらに向

けている子どももいます。大人も同じよ

うに、ずっと聞いている人もいれば、何

度も発言する人、ずっと黙っていて、お

もむろに 1 度だけ話す人もいます。大学

生は自分の身の置き所がよくわからない

ままに、やがて自分の振舞い方を気にし

なくなっていき、いつのまにか話の中に

入っていきます。 

「大人の人に聞きたいんだけどさぁ！」 

と大人に問いただす子どもも、 

「子どもの人に教えてほしいんだけど

さぁ！」 

と子どもに尋ねる大人もいます。 

約 2 時間があっという間に過ぎます。 

 

何度も参加してくださっている方から、

「この場を重ねていくと、上手に言おう

とか、うまくまとめようという気負いが

なくなっていく」という感想をいただき

ました。何よりうれしい言葉です。「た

だ自分であること、自分のお腹から生ま

れる言葉を、大事にすること」の経験が、

自分の想いや感情を無視しないエクササ

イズになると考えます。 

というのも、この日本社会で暮らして

いると、自分の想いや考えよりも、周り

の人の想いや自分の役割からくる“～せ

ねばならない”“～すべきである”を優

先させることがどうしても多くなってし

まうと思うためです。それによって、自

分の想いや感情を口に出すことが難しく

なるだけでなく、「あれ、私本当は何が

好きなのかな」「どうしたいと思ってい

るのかな」と人によってはそもそもの自

分の想いや感情をきちんと把握すること

自体が難しくなってしまう人もいるよう

に感じています。そんな人は大人でも子

どもでもいるのですが、特に大人には重

症患者がいます。 

“～すべき”“～せねば”を優先させ

る、カッコつけちゃう自分もすてき、だ

けど、カッコつけない自分も愛しい、と

感じられる場だといいなと思いつつ、会

を実施しています。 
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ある日の 

「かんがえるをあそぶじかん！」 

 

「え？！今日の『かんがえるをあそぶ』、

学生は私だけしかおらへんの？私、勉強

が嫌いやしテストの点数もいつも低いし、

『かんがえる』なんて一番出来へんこと

やで？！それに子どもとのかかわりもほ

とんどしたことないし‥‥ムリムリムリ！」 

大学生になって約半年、保育を学ぶ学

生 B さんです。 

3 人で対応予定であった保育学生ボラ

ンティアが、諸々の事情で２名欠席になっ

てしまい、よりによって一番「自信がな

いなぁ、子どもの相手も上手く出来ない

なぁ」とブツブツ言っていた B さんだけ

の参加となってしまいました。 

それまでの授業や授業内容で哲学対話

がどんなものか、イマイチ把握できてい

なかった彼女は頭を抱えています。哲学

対話の実践経験はなく、今回が初めて。 

「難しく考えずに、ただ同じように参加

をして、子どもが対話に飽きてきた様子

を見たら、一緒に遊びに行ってくれたら

いいんだよ。」 

「え、そんなの、子どもが飽きてるかど

うかなんて、どうやって判断するの、そ

んなんわからへん、ムリムリムリ‥‥！」 

と言ってもその時間は来てしまい、申

込者である親子が来れば、関わりを始め

ざるを得ません。少々硬い表情で 

「こんにちは…！」 

と挨拶する B さん。幸い今日の参加者は

数組で、何とか対応できそうな人数です。 

 

今日のテーマは「家族」。問いは「家

族ってどういうひとのこと？」に決まり

ました。 

「血が繋がっているひとのこと？」「で

もおとうさんとおかあさんは血が繋がっ

てないよ？」「一緒に住んでいるペット

は家族？」「一緒に住んでいない、施設

に入っているおばあちゃんは家族？」… 

対話を進める中で、年齢が小さな子ど

もがなんとなく飽きてきて、お母さんに

まとわりつきながら、 

「お外、行きたい」 

と、声に出してくれました。 

その声を聴いた B さんは、こちらをち

らっと見ます。私がうなずいたのを見て、

子どもに「いっしょに行こうか」と声を

かけ、子どもと共に外に遊びに出てくれ

ました。 

場に年齢が高い人たちばかりになった

瞬間に、スッと一段深い話になります。

B さんのおかげでお母さんたちが対話の

場に居たままでいることができます。 

暑い盛りの外遊びです。B さんは 15

分位で子ども達を連れて水分補給に戻っ

てきてくれました。またしばらく、子ど

も達はお部屋の中で過ごします。対話に

関わったり関わらなかったり、思い思い

の姿で過ごします。そしてまたもや「お

外に行く」とのこと。 

B さんは次はもうこちらに目配せをせ

ず「ほないこか」と自分で声をかけて、

子どもについていきました。 
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しばらくして、一番小さい子どもを抱っ

こして戻ってきた B さん。 

「あの、ちょっとコケてしまって、泣い

ちゃったんです‥‥」 

とのこと。ざっと見たところ、キズもな

く、頭を打ったわけでもないようです。 

「スミマセン‥‥」 

とこどもの保護者に謝罪する B さん。 

「大丈夫よ、よくあることよ」 

と言ってくださる保護者の方。 

やがて終了時間がきました。 

 

終了後の片づけをしながら、B さんに

どうだった？と聞きました。 

「なんか、2 時間あっという間やった。」 

とのこと。 

「〇才の子ってあんなに色々考えて、ちゃ

んと言葉で言えるんやなって思って…」 

「こっちで〇君はこんな遊びをするし、

〇ちゃんはこうしてたし…」 

と、子どもとのかかわりの話、さらには 

「親戚ってどこまで家族なのかな…私は

こう思うんだけど…」 

「うちの家族はさ…」 

と、対話の内容についても話します。 

もともとお喋りな B さんですが、それ

にしてもずっと話しています。片付けが

終わり、帰路につき、帰り道が分かれる

瞬間まで、ずっと話していました。 

 

参加者はもちろん、スタッフにも、巨

大なお土産が頭の中に発生するのが哲学

対話です。 

B さんは子どもと関われるか不安だっ

たようですが、遊び相手をし、コケたこ

どもを抱きかかえ、対話にも参加し、そ

していろいろと考えながら、この数時間

を過ごすことが出来ました。 

 

 

「専門職としてどうするか」と 

「私自身としてどうあるか」 

 

目を閉じていて周りが見えない時、手

を伸ばして、誰かや何かに触れることで、

自分の手のありかを実感的に理解する。

対話とは、そのような場面に似ていると

思います。同じような手に出会って安心

したり、よい触り心地や悪い触り心地を

感じてみたり、相手に合わせて自分の手

の形や触り方を変えてみたり‥‥時には

何かに触れて初めて、自分の手が思わぬ

形や温度になっていることに気付いて驚

くこともあります。 

保育士や社会福祉士等、福祉系対人援

助職を目指す学生は、授業では「相手に

何をしてあげるか」「何をどのように提

供するか」つまり、「専門職としてどう

するか」ということを中心に学びます。 

しかし、それと同じくらい「私自身と

してどうあるか」を知る機会が必要だと

思うのです。 

「自分自身としてどうあるか」には正

解がありません。いわゆる倫理綱領とか

職業倫理といった、専門職としてのあり

方は「学ぶ」し、その姿勢と態度でサー

ビスを「提供する」と思うのですが、「自
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分自身としてどうあるのか」は、その人

が今まで過ごしてきた人生と、人との付

き合い方と、個性が直接反映されるもの

です。教科書に書いているわけではない

し、教員がこれこれこうしなさいと指導

する類のものでもありません。 

しかし、「私自身としてどうあるか」

は、「専門職としてどうするか」と同じ

位、時にはそれ以上に支援のあり方に強

い影響を及ぼします。 

だったら、どう伝えるか。 

 

 

保育士のタマゴと、おやこ哲学対話 

 

新しい誰やか何かに出会って、自分の

形を確かめる。私自身として、どうある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かを知る。しかもそれを、親子と関わる

中で知ることが出来る。保育士を目指す

学生にとって、おやこ哲学対話は「私自

身としてどうあるか」を経験できる貴重

な場所だと思うのです。実際にＢさんの

ように、気付きを得る若者が沢山います。 

今年に入って始めたばかりの「おやこ

哲学対話×保育学生」の場。だいたい１

～2か月に 1度のペースで実施していま

す。今のところ、なかなか面白い化学反

応が次々と起こっています。 

これからどのように発展し、参加者と

学生たちがそれぞれお互いにどんな影響

を与え合っていくのか、わくわくしなが

ら一緒に場を作っていきたいと思ってい

ます。 
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ああ、相談業務 

～康弘くんの話 ～ 

かうんせりんぐるうむ かかし 

河岸由里子（公認心理師/臨床心理士） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

益々増えている不登校やひきこもり。不登校が

これだけ多く成れば、誰でも不登校になりやすく

なるだろう。そして学校に戻れぬまま、家庭内暴

力やひきこもりになる子もいる。今回は、進路に

悩んだ高校生の事例である。 

 

 

家族 

 康弘くん（以下彼）の家族は、父母と彼、弟の

四人家族。父親は公務員、母親は専業主婦だった

が大学卒の知的な方だった。いずれも４０代で、

筆者が出会ったとき彼は高校３年生だった。 

 家族は一戸建てで、家庭としては比較的安定し

た家庭に思われた。父親とは会ったことは無いが、

母親は穏やかな雰囲気の方だった。 

  

 

相談経過 

 北海道の短い夏休みに入りお盆が過ぎて秋の

気配が感じられる頃のこと、母親が相談室にいら

した。主訴は、長男の不登校と、家の中で物を壊

したり投げたりすることだった。高校３年生にな

って夏休み前くらいから学校に行かなくなって

しまったそうだ。それまでは休まず登校していて、

成績もそこまで悪くなかったので、父母ともに国

公立大学を目指せるのではと期待していたそう

だ。学校からもそのように言われていたので猶更

である。 

 母親の話では、小中高と特に問題なく過ごして

きたし、特段反抗期も無かったとのことで、今回

の問題行動について大きなショックだったとの

こと。 

22 
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 こんな行動は大体中学２年生くらいで起こる

が、そういう行動が高３までなかったことが分か

った。聞き分けの良い、おだやかな良い子が急に

暴力的になって母親がショックを受けるのはわ

かるが、そういう日が来ることを考えていなかっ

たとしたらそれも無知というか不用意という

か・・・。 

 とにかく母親は「どうしてこんなことになった

のだろう？」「私の育て方が間違っていたのだろ

うか？」と悩み、自分を責めていた。そして、「ど

うしたらよいのかわからない。」「いつか父母や弟

に危害を加えるのではないか不安。」と繰り返す。 

そんな母親の不安を受け止め、理解するように

努め、母親を支えるように話を進めていった。 

 そして、物を壊すのは良い行動ではないが、壁

を殴ったり蹴ったりも含め、思春期の男の子には

ありがちな行動なので、それが、自立に向けての

一段階であること、母親の育て方の問題と考える

必要がないことを伝えつつ、暴れているときは放

っておくこと。落ち着いて話せるときは会話を楽

しむこと、進路の話は今はしないことなど母親と

相談して決めた。 

また、今までの生育歴を聴きながら、彼に何か

しらの特性や病気がないかをアセスメントして、

彼の得意科目や好きなことなどを聴いて行った。

進路についても行きたい大学や学びたい科目が

決まっていない様だった。目標が決まらず不安定

になったのかもしれない。発達的偏りは今まで目

立たない程度だったことを考えると、そこまでで

はないか、そんなことを考えた。高校に戻れるか

どうかはわからないので、できれば彼に高校卒業

程度認定資格試験（高認）を受けさせてはどうか、

そして彼自身との面談をしてみたいので聞いて

みてほしい、すぐに変わることは無いかもしれな

いが、様子を見ていこうと伝え、母親の不安の払

拭のための心理療法を伝えて２週間後に来ても

らうことになった。 

 その間に巷では若者が関わる事件がいくつか

報道された。覚せい剤がらみもあった。そして２

週間後にいらした母親は更に不安そうになって

いた。 

 母親からは、高認試験は学校にも相談して一応

申し込みをしたこと、最近彼が薬に興味を持ち始

めて、あれこれ調べているとの話があった。物を

投げたり壊したりということは少し収まって、ネ

ットで調べては薬の効用について話していると

いう。薬に興味を持ったということ自体は悪くは

ない。しかし母親は悪いほうへ悪いほうへと考え

てしまうようだった。爆弾作ったりしないだろう

かとか、覚せい剤を手に入れようとしないだろう

かとか・・・。勿論可能性がゼロとは言わないが、

心配しはじめたらきりがない。薬の話だと、母親

と普通にいくらでも話せるようで、母親との会話

の量が増えたそうだ。しかし学校には行きたがら

ない。そろそろ単位も危なくなってきたとのこと

で、高認試験を受けることについては彼も了解し

た。もともと進学校にいるし、高２まで単位を取

っているので、高認試験で受けねばならない科目

数は２つくらいだった。彼もそのくらいならと思

ったようだ。将来について彼がどのように考えて

いるか、進路について話せたらと思っていたら、

母親から彼が相談に来てみたいと言っていると

のことで、日程を調整することになった。一回母

親が話したくらいで、カウンセリングに来るとい

うのは珍しい。どんな子なのか、興味津々でいろ

いろ想像をめぐらしながら面談の日を待った。 

 それから数日後、彼が来室した。なぜか私が想

像していた彼のイメージとはずいぶん違ってい

た。私の中では「中肉中背、眼鏡をかけた、比較

的口下手で、大人しいイメージ」だったのだ。何

の根拠もないが・・・。ところが彼はスラっと背

の高い、細身で中々のイケメンで、初対面でもあ

まり気にせず話す子だった。一応家族との関係に

ついては確認した。父親がやや厳しいこと以外関

係性に問題は見られなかった。むしろ国公立大学

に行けという期待感に負担を感じていて、父親か

らは工学部（父親も工学部を出ていた）を目指し

てはどうかと言われていることなどが少し話さ

れた。あとは勿論薬の話ではある。まあ調べまく

ったのだろう、薬の話は止まらなかった。１時間
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近くの面談時間の殆どが薬の話で終わったが、最

後の方で、「そんなに薬に興味があるのなら、薬

剤師になるとか薬の研究者になるとか考えたこ

とないの？」と言ってみた。すると彼は「え？そ

れは考えていなかった。理系かなとは思っていた

けど、工学部を勧められていて、でもあまり興味

のある学科が無くて・・・最近まで薬とかにもあ

まり興味が無かったから・・・。」「ちなみに理数

系は得意？｝と訊くと「得意です。特に化学は大

好き。」とのこと。「しめた！」（これは心の声）。

進路を決めかねていたので、「薬学や化学を学ぶ

方向で考えてみたらどうだろうか？」と提案して

みた。すると彼の顔がパッと明るくなった。 

 それから１週間後母親が来室された。彼は家で

暴れることも無くなり、学校にも行き始めたとい

う。高認試験は一応受けるつもりだそうだが、学

校に行けているなら無理しなくても良いかなと

伝えた。母親はたった数回の面談でここまで来ら

れたことをとても喜んでいた。彼は人が変わった

ように勉強を始め、公立の大学で薬学部を目指す

と決めたそうだ。それに対し父親も認めてくれた

そうだ。母親の努力、頑張りを認め、褒め、これ

からも彼を見守ってあげてほしいと伝え、相談は

終了となった。 

 その半年後、母親から電話があり、某公立大学

の薬学部に合格したとの報告があった。 

 

 

まとめ 

 高校生の進路決定については、いろいろな問題

が起こる。学校が一方的に進路先を押してくるこ

ともあるし、保護者が決めてくることもある。本

人の意志や得意分野を考えなければ、無理やり進

んでも上手くいかないだろう。本ケースでも、本

人は引かれたレールに乗ることに抵抗を感じ、そ

れを表現するのに物を壊すという行動に出た。父

親の決めた方向に対し、面と向かって「嫌だ」と

言えなかったからである。それでも彼の場合は、

勉強もできたし理数系が得意で彼の興味関心と

マッチするものがあったから良いが、これが全く

見つからないこともある。そんな時は、よくよく

掘り下げて、本人の得意分野或いは興味がある分

野を探さねばならない。成績とは関係のないとこ

ろに本人の興味があることも多い。 

 大学や専門学校への進学は、私立の場合お金も

かかるので保護者との相談が欠かせない。兄弟が

いるために、公立に入れる力が無いと私立に行っ

て奨学金という借金を抱えねばならないという

ことも多い。保護者が「公立以外は行かせない」

と言い切ることもある。 

 日本は教育にお金をかけていない。先進国で比

べれば一番低い。誰もが国公立に入れるわけでは

ない。私立大学でも専門学校でも、彼らが学びた

いものがあるのなら、学ばせてあげたいと思うの

が一般的な保護者の思いだろう。それを金銭面で

あきらめざるを得ないとか、借金を背負わせると

いうのは悲しい話である。少子化が進んでいるの

だからこそ、誰もが学べる機会と借金ではなく給

付型の教育資金が与えられるようになってほし

い。そうすれば、もっと力のある、学ぶ意欲のあ

る子が専門の勉強に入っていけると思う。 

 本ケースは幸い公立大学に入学できたが、薬学

部は６年間で、私立大学だと数百万円から一千万

円かかってしまう。医学部だともっとになる。お

金の関係で子どもが行きたい方向に行かせてあ

げられないと嘆く保護者にも出会う。 

 大学、大学院までの教育の無償化が実現できる

のはいつになるやら・・・・。 

 

 

 

 

 

 

 



76 

 

帰って来た＿対人援助学の縦横無尽（3） 

2025 年度前半期の文化心理学ネットワーク、ちょっとだけその他 

 

立命館大学総合心理学部 サトウタツヤ 

学校法人立命館理事・副総長／立命館大学副学長 

 

前口上 

 昨年、一昨年と『対人援助学マガジン』に寄稿した。コロナ後の文化心理学ネットワークの再始動の様子を記

録したものである。年に 1回の寄稿だとボリュームが大きくなりすぎるので、2025 年度はその都度記録して、年

に 2回寄稿してみることにした。この 4月には学校法人立命館理事・副総長／立命館大学副学長という職に任じ

られたこともあり、そうした関係の活動も記録してみることにした 

 まず、春学期にはオスロ大学のルカこと Luca Tateo 教授が立命館大学総合心理学部の客員教授として半期 14

コマの授業を行った（2回オンライン、8回対面、4回オンラインという形式である）。 

ついで、5 月初旬には研究担当副総長として、英国ダーラムで行われた RENKEI（日英大学間連携プログラム）

の集い（研究交流）に出席し、時事通信社ロンドン・トップセミナーで講演し、立命館英国校友会でイギリスで

活躍する校友の皆さんと歓談した。 

5 月中旬には、総合心理学部・人間科学研究科と交流のある海外 4 大学が計画としては別々に来日し、揃って

OIC を訪問するということになり、21 日の懇親会に出席した。2024 年の 12 月に立命館大学の研究者を招待して

くれたオクラホマ大学・Chie Noyori-Corbett 准教授と旧交を温めた。 

 5 月下旬には、大阪万博で英国ナショナルディが開催され、総長に代わって参加した。松山で TEA と質的探究

学会が開催された。ルカなど海外からの参加者も多く会は盛会裡に終了した。 

 そして、８月 19～22日は母校・東京都立大学で夏期集中講義（日本語教育学）を行った。東京都立大学は 1991

年 4月には八王子市（南大沢）に移転したのだが、その時私は助手として、色々と働いていて、その後、3年間、

新しいキャンパスで過ごした。そういう意味では建物自体に懐かしさは感じなかったが、久々でうれしかった。 

 

1 ルカ in 立命館大学 

 

 ルカとの付き合いは長い。もう 10 数年くらいになるだろう。昨年、久しぶりに国際対話的自己学会＠エスト

ニアで再会し、日本で講義することをオファーしたところ快く引き受けてくれたのである。 

 教授会での挨拶は残念ながらオンライン越しとなったが、授業はもちろん、毎週月曜昼に行われている学生達

のランチミーティングにも顔をだして学生達と交流してくれた。 
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2 2025 年 5月 イギリス訪問 

 

関西国際空港→ドバイ経由でニューキャッスルへ。その後、電車でダーラムに移動。 

RENKEI（日英大学間連携プログラム）＠ダーラム大学では、契約更改ということで 5月 8日には調印式のよう

なことをセレモニー的行った。日本からは、東北大学・慶應義塾大学・上智大学・九州大学および立命館大学が

参加した。このうち九州大学以外からは副学長が出席した。 
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RENKEI 日英大学間連携プログラム | ブリティッシュ・カウンシル 

RENKEI the Japan-UK Research and Education Network for Knowledge Economy Initiatives | British Council 

 

 5 月 9日（金）、ニューキャッスルから特急に 3時間乗りロンドンへ。 

 

正午から、時事通信社ロンドン・トップセミナーで講演。 

 https://www.jiji.co.jp/service/jijitopseminar/venue-london.html 

 このロンドン・トップセミナーは、1977 年（昭和 52年）に発足して年 9回の講演を 45年以上にわたって活動

しているそうである。私は大抵のことには動じないが、私の前の会の講演者が黒田東彦・第 31 代日本銀行総裁

だと聞いた時はなんとなく気圧された（そう思う必要はないのだが・・）。タイトルは「文化と心理の関係から

D&I を考える；多様性から複線性へ」。最後にはワークショップとして北極星的展望ゲームをやって参加者の皆さ

んのコミュニケーションを促した。 

 

 

 

  

 

https://www.britishcouncil.jp/programmes/higher-education/university-industry-partnership/renkei
https://www.britishcouncil.jp/en/programmes/higher-education/university-industry-partnership/renkei
https://www.jiji.co.jp/service/jijitopseminar/venue-london.html
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 5 月 9 日の夜は、立命館英国校友会に参加。立命館ロンドン事務所の坂本事務員が音頭をとって、校友会を開

催し、私が着任したときにサバティカル中の教員の代わりにゼミをもった学生さん（文学部心理学の卒業生）に

20年ぶりくらいに会いました。英国留学中の国関の M2も元気にしていました。 

 

 

 

1 オクラホマ大学他の皆さんが立命館大学総合心理学部を訪問 

 

OU と RU の交流は長くまた密である。私も昨年、お招きいただいた。歓迎会にはルカもちゃっかり参加。 

 

 

4 TEA と質的探究学会＠松山 2025 年 5月 24 日（土）-25 日（日） 

 

TEA と質的探求学会第 4回大会は、初となる地方大会。松山の人間環境大学松山道後キャンパスで開催された。

実行委員長は番田清美さん（人間環境大学総合心理学部）。「旅する TEA～俳句と心理学の街 松山」
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特別講演(対面＆オンライン)≪講堂≫ 「TEA をもちいた交差混合研究法デザイン-MM-TEA の可能性」 登壇者

︓廣瀬眞理子, John W. Creswell 

 

 

 

大会記念講演(対面＆オンライン)≪講堂≫ 

“How to study psychological atmospheres︖”  登壇者︓Jaan Valsiner(オンライン) 

 

 

 

大会特別シンポジウム(対面＆オンライン)≪講堂≫ 「『ホーム』と『居場所』の文化心理学・発達主体による

境界形成の探究」 登壇者︓土元哲平, Marc Antoine Campill, 神崎真美, 小澤伊久美, Luca Tateo,サトウタツ

ヤ 
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懇親会には、人間環境大学総合心理学部長・佐藤隆夫サンも登場。楽しい一時を過ごしました。 
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2 ルカのフェアウェルパーティ 

そうこうしているうちに、あっという間にルカが帰国（イタリアなのか、ノルウェーなのか？）。 

 

  

 

5 誕生日お祝いをいただきました。 

 

 ゼミは学士・修士は一体的に、博士はそれと別に行っている。 

 D 院生の皆さんからは 6／21 のゼミのときに紅白のボーダーネクタイをいただきました。あまりにおめでた

い配色でなかなか着用機会に恵まれない。。。 

 

 

 

B/M の皆さんからは 7月 14日のゼミのときにケーキとボーダーシャツをいただきました。 
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6 東京都立大学で集中講義 

  

 母校である東京都立大学で集中講義をしてきました。日本語教育専攻。サークル棟に行ってみたら、フォー

クソング研究会が（まだ）あったので、部室を訪問して後輩にあたる部員たちと話をしました。私がいたときと

変わらず「名ばかりフォーク研」であることがわかってうれしかった。 

   

 



84 

 

 

 

 

 

 

 

ある人の感想より（抜粋） 

今回は、記号論的罠が自分の人生と重なる部分があるように感じ、衝撃を受けました。図を左に 90 度回転さ

せることで「行為、記号、実現しなかったこと、目標」が縦に並び、行為から何も進んでいないことが可視化さ

れた時、はっとしました。実現しなかったことにこだわり続けるよりも、実現したことからいかに自分の目標に

向かって新たに道を切り開いていくかで人生が変わっていくのだなと痛感しました。まずは、「実存を愛す」と

ころから始めていきたいです。 

 環世界という概念も大変興味深かったです。人の環世界は育った環境や経験によって変わってくるので、同じ

ものを知覚していても、実際には同じものを享受しているとは限らないのだということが興味深かったです。知

識や経験が豊かになれば、自身の環世界も広がっていくのだと思うと、もっといろいろなことを吸収して成長し

ていきたいと思わされました。 

 「文化」の対概念が「自然」だということも新たな発見でした。幼い頃、母親に「そんなに自分勝手な行動し
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かできないなら山に行って 1人で誰にも迷惑かけずに生きてけ」と叱られたことを思い出しました。これは、「文

化」の中でうまく他者と共生できないのなら「自然」に帰れ、という意味だったのかなと再認識しました。 

 最後になりますが、4 日間ありがとうございました。この４日間で TEA についてだけでなく、さまざまなもの

の捉え方や視点の転換、人生においても役立つ考え方をたくさん教えていただきました。私にとって、この集中

講義が自身の研究の促進的記号となりました。本当に受講してよかったです。ありがとうございました。 

 

7 その他 

色々やっているうちの一部（説明なし） 

 

 

 

  

 

8 まとめにかえて 

以上、2025 年度春学期（2025 年８月 24日まで）における文化心理学の仲間達との交流を中心に様々な活動を

振り返ってみた。最後に衝撃の一枚。学部の某ゼミ生が、卒業論文に関する発表において、生成 AI に PPT を作

らせていたことが発覚！しかし、著者である自分が一見では気づかなかったのが実情であった。 
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1 つ目の文献を見ても気づかず（本のタイトル名が微妙に違ったが、こんな本出してたよな、、、と自分で納得

してしまった）、2つ目は良く引用される文献で名前順とタイトルが同じだったので雑誌名が違うことに気づけず

に見過ごした。最後の論文を見たところで、共著者名が実在しないじゃないか！ということでやっとハルシネー

ションだと気づいた。生成 AI はありそうな文字列として出していると言われているが、著者だからこそダマさ

れた、的なこともあって、複雑な気持ちになりましたとさ・・・。 

 

 参考にこれまで対人援助学マガジンで紡いできた文化心理学的交流について振り返っておく。 

対人援助学マガジンの関連サイト  

2012 年 1 月イタリア、3 月ブラジル http://www.humanservices.jp/magazine/vol8/16.pdf  

2013 年 3 月イタリア、デンマーク、5 月イギリス http://www.humanservices.jp/magazine/vol13/17.pdf  

2014 年 3 月ブラジル、4 月デンマーク、８月オランダ、デンマーク 

http://humanservices.jp/magazine/vol18/17.pdf 

2016 年 7 月横浜 ICP、9 月ポーランド、10 月イタリア、11 月ノルウェー  

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol28/16.pdf  

Jaan Valsiner 先生、2018 年５月の滞在記  

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol33/16.pdf 

ヤーンの古希を言祝ぐ 

日本ならびに立命館大学における TEM とヤーンのネットワークの拡大(1) 2008 年まで 

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol43/15.pdf 

日本ならびに立命館大学における TEM とヤーンのネットワークの拡大(2) 2009 年から 

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol45/16.pdf 

帰って来た＿対人援助学の縦横無尽（1）；コロナ後の文化心理学ネットワーク、再始動 

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol56/11.pdf 

帰って来た＿対人援助学の縦横無尽（2）；2024 年度の文化心理学ネットワーク、ちょっとだけその他 

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol60/11.pdf 

 

 文献等 

TEA と質的探究学会第 4回大会予稿集 

https://jatq.jp/conf/JATQ04/assets/images/0514JATQ4program.pdf?fbclid=IwY2xjawLEpIBleHRuA2FlbQIxM

ABicmlkETFxM2t6RFoxWTJSVG5VNU5XAR5dFuxTzzeUdqm8qLx96aWB1CYvD9421Ph_G0RQ5Y8GwiVtdC4mNQbirtPT5A_aem_X

lVnm-JG9hVOHtXPXOnsNw 

http://www.humanservices.jp/magazine/vol8/16.pdf
http://www.humanservices.jp/magazine/vol13/17.pdf
http://humanservices.jp/magazine/vol18/17.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol28/16.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol33/16.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol43/15.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol45/16.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol56/11.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol60/11.pdf
https://jatq.jp/conf/JATQ04/assets/images/0514JATQ4program.pdf?fbclid=IwY2xjawLEpIBleHRuA2FlbQIxMABicmlkETFxM2t6RFoxWTJSVG5VNU5XAR5dFuxTzzeUdqm8qLx96aWB1CYvD9421Ph_G0RQ5Y8GwiVtdC4mNQbirtPT5A_aem_XlVnm-JG9hVOHtXPXOnsNw
https://jatq.jp/conf/JATQ04/assets/images/0514JATQ4program.pdf?fbclid=IwY2xjawLEpIBleHRuA2FlbQIxMABicmlkETFxM2t6RFoxWTJSVG5VNU5XAR5dFuxTzzeUdqm8qLx96aWB1CYvD9421Ph_G0RQ5Y8GwiVtdC4mNQbirtPT5A_aem_XlVnm-JG9hVOHtXPXOnsNw
https://jatq.jp/conf/JATQ04/assets/images/0514JATQ4program.pdf?fbclid=IwY2xjawLEpIBleHRuA2FlbQIxMABicmlkETFxM2t6RFoxWTJSVG5VNU5XAR5dFuxTzzeUdqm8qLx96aWB1CYvD9421Ph_G0RQ5Y8GwiVtdC4mNQbirtPT5A_aem_XlVnm-JG9hVOHtXPXOnsNw


選挙の後に思うこと

7月の参院選でこれまでごく少数の議席しか持っ
ていなかった党が、一気に国会の議席を増やしまし
た。かわらない・わからない政治にうんざり or 政
治に無関心 or 自分の一票で何かかわるわけがない、
等々の理由で投票に行かなかった多くの人たちが、
これまでと違う行動をとった結果、国会の構図を変
えたのだから、それ自体はすごいことだと思います。
だけどもそれを素直に喜べない私は、この胸のざわ
ざわをなんと言葉にしたらいいのだろうか、と選挙
後ずっと考えています。

じぶん大切にされてない、給料ちっとも上がらな
い、すぐ先の未来が不安。一体なんでだ、誰のせいだ。
そういった気持ちにスコーンと刺さりそうな「日本
人ファースト」というキャッチフレーズで、選挙の
争点が一気に「外国人もんだい」にすり替えられて
しまった。自民党裏金問題なんてあっという間に「も
んだい」じゃなくなった。生活が苦しいのも物価高
もみんなそのせい。本当はそうじゃないかも、とど
っか思いながらも力強く言われ続けると、そうなん
だ、あっちは自分たちより優遇されてる、いい思い
してる、って信じたくなる。あっち側とこっち側に

分断されて、ひとたびそのモードにはいったら、あ
っち側に対して、ずるい、許せない、の気持ちがふ
くらんでいく。人々の、言葉にならなかったモヤモ
ヤや不満を吸い上げて憎悪が培養され、選挙中、差
別の種が白昼堂々、全国で蒔かれていってるように
感じました。

この党、参政党のいう「ファースト」の中に自分
は含まれないと感じる人たちにとって、こんな状況、
どれほど不安で、恐怖だろうか。熱狂の中で他者へ
の想像力ってなかなか働かない。私の友人は「お母
さん、私ってファーストじゃないの？」と小学生の
娘から聞かれたそうです。その子のお父さんはメキ
シコ籍です。別の小学校で、「ファーストじゃない
よね」とからかわれた子は、お母さんの国籍が日本
ではない子でした。選挙期間中だけでも、数えきれ
ないほどのいじめの種が蒔きちらされたと思います。

ファーストがいれば次は誰、その次は誰、といっ
た「ひと」のランクづけがされていく社会。これっ
てぜんぜん平らじゃないよ。違う国の人ともつなが
って一緒に生きていきたい私には、めっちゃ心地わ
るいです。そのランク付けは人種国籍性別年齢を超
えて、やがて誰にも適用されていくんじゃないか、
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とあやぶみます。その対象は私であり、あなたであ
り。そんな社会を私は望まないなあ。

「新日本憲法」案、読んでみた

この党が創憲と呼ぶ「新日本憲法」構想案、読ん
でみました。参政党の党員の人たちが意見を出しあ
って、国のかたちをこうしたいと願って自分たち
で創りあげた憲法案だそうです。参政党という名
前の由来は、参加する政治をつくるという、Do it 

yourselfの理念から来ていると聞いたことがあります。
その名前もだし、憲法草案を自分たちで一からつく
るというのもすごいことだな、と思って31条から
成る憲法草案を読みはじめました。でも真っ先に、
前文で引っかかった、違和感ありすぎて。

私は今の憲法下で生まれ、育ち、「民主主義」や「男
女平等」、「表現の自由」を謳い、決して戦争をしな
いと世界に約束した今の日本国憲法が好きです。完
璧ではないし、まだ実現されてないことがたくさん
あるものの、今の憲法を大事に思っています。

14条の「法の下の平等」で人種に優劣をつけない、
差別されない。21条の「表現の自由」で、国が間
違ったことをした時はNOと言える。そして引きこ
もっていた時期に「個人の尊重」の13条と出逢っ
た娘が、この条文を「わたしは、ほかの誰ともとり
かえがきかない」と意訳してくれたことで、いっそ
う憲法がわが身に近づきました。私も、あなたも、
この国に住むルーツが日本でない人も、一人ひとり、
とりかえることのできない存在なのだと。私にとっ
て今の憲法はそういったものです。

私とマエソラ

2015年に安倍政権のもとで今の憲法が壊されそ
うになった時、その危機感を原動力に、憲法の専門
家ではない一市民の私が、自分の理解できるふだ
ん着の言葉で憲法の本を書きました。3年後の2018

年にもう一冊。お声がかかって呼ばれれば、お話の
出前にも全国あちこち行きました。出前先ではよく
「マエソラ」と呼ぶ日本国憲法前文のそらんじをし、

今でも折にふれては一人でよくマエソラします。
そんな私なので、今の憲法前文にある「日本国民」

「われら」という言葉がすっかりからだに染み込ん
でいます。それらの文言は、今の憲法の主語が国民
の「私たち」であることの証拠です。でも、参政党
の憲法案に「われら」は出てこない、それが大きな
違和感の正体でした。
この草案では憲法の主語が「日本」です。主権は
国家にあって、日本は天皇の治める君民一体の国家
である、と。この憲法は主権在民ではないのだ。こ
れって私にとってはとても大きなことです。

消えているもの

この憲法案では、今の憲法で保障されている国民
の自由がいくつも消えています。14条の「法の下
の平等」も、21条の「表現の自由」も、19条の「思
想・良心の自由」も、32条の「裁判を受ける権利」も、
ありません。　「表現の自由」には、言論、出版の自
由や私たちの知る権利も含まれますが、それがこの
憲法下では制限されるということ。「報道は偏るこ
となく国の政策につき、公正に報道する義務を負う」
とも書いてあるのを見て、これだと報道が権力を監
視できなくなりそうだ、と感じました。

国民の権理として（この党の案では、「権利」を「権理」
と書いています）、「自ら学び自ら考える力を基本とす
る教育を受ける」とあって、すごくいい条文だな、
と思ったものの、読み進めると、神話、修身が必修で、
教育勅語、愛国心を尊重しなければならない、とあ
ります。いやいや、これだと歴史の逆走になっちゃ
うよ、と思いながら、そうか、この党はそういう国
のかたちを望んでいるのだな、とわかりました。
この憲法草案のどこにも、「基本的人権」「個人の

尊重」という言葉が見つからないことも、私には大
問題。すでに当たり前にある権利は書かない、とい
うのがその理由だそうだけど、書かれてないものは
無いことにされるのが法というもの、と私は憲法や
法律の専門家から学びました。また逆に、憲法をか
えたいと思う人が、今ある条文のたった一文字をか
えることにもそこになんらかの意図があるのだ、と
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も。たとえば今の13条「すべて国民は、個人とし
て尊重される」とあるところ、自民党の改正草案で
は「すべて国民は、人として尊重される」　となっ
ています。それは、「個」という一文字を削ることで、
一人ひとりの個人として大切にされなくなってしま
う可能性があるということですよ、と教わりました。

参政党憲法案には、日本人の要件として「日本を
大切にする心を有すること」とありました。そんな
内心のありようを誰がどう判定するのでしょう。国
の決めたこと、たとえば、集団的自衛権とか共謀罪
とか特定秘密保護法とかに反対の私は、これに当て
はまりそうにないなあ。
今の憲法が国・権力をしばるものとしてあるのの
逆で、この憲法案は国民をしばるもの、と私には読
めました。これだと国が間違った方向に暴走した時、
誰にもそれを止められない、戦前がまさにそうであ
ったように。主権在民の憲法ではなく、国家主権の
憲法であれば、大事なことは国によって決められて
しまいます。それもまた、歴史の逆走につながると
危惧します。

国会の地図

この先、国会の地図がどうかわるのか、私には見
えません。核武装をコスパで語る参政党の候補者が、
びっくりするほどの得票数を得て新しい国会議員に
なりました。選挙演説の抗議に集まった市民を「非
国民」と呼び、日本軍の南京大虐殺を否定していた
同じ党の候補者も当選しています。また、この党の
候補者ではないけれど、「自分たちの納得できる歴
史をつくらないと」といい、沖縄のひめゆり平和祈
念資料館の展示内容について否定していた自民党の
政治家も、今回の参院選で再選されました。こうい
った顔ぶれの議員たちがこれから6年間、国会にい
るのです。

今の憲法にはない緊急事態条項を書き込もうとす
る勢力は増えたと思います。災害を口実に、「議員
の任期延長」を改憲項目として正式に出してくるか
もしれません。それって権力の独裁を可能にする緊

急事態条項の一つです。
その例が去年 12月、お隣の国であったばかり。

韓国の元大統領が突然、自分に都合よく、今が緊急
事態だ、と言って出した非常戒厳。戦時でもないの
に発出されたその戒厳は、軍事独裁政権の時代に何
度も出された戒厳令下の恐怖を、韓国市民にすぐさ
ま思い起こさせました。大統領のとんでもない権力
の濫用に対して、即、国会前に大勢が集まり、国会
を開かせ、大統領の出した非常戒厳を止めさせた韓
国のpeople's powerに、私は目を見張りました。
いま自分たちが手にしている自由と民主主義は、
この国の先輩たちがたくさんの血を流して軍事政権
から勝ち取ったものだ、という歴史を多くの市民が
忘れていない。生々しく覚えている。この自由は決
して手放しちゃいけないものだから、と即、行動し
た韓国の人たちのからだと意志の力、本当にすごい
と思ったのです。

どうして投票したの？

つい先日、『父さんはどうしてヒトラーに投票し
たの？』（ディディエ・デニンクス／解放出版社）という
絵本を読みました。
物語の始まりは1933年3月5日、ミュンヘンに近

いドイツのある都市。その日は国会選挙の日で、投
票に行く前、5歳の「ぼく」は、両親がこんなふう
に言い争うのを聞きます。
「よく考えるんだ、リズロット。彼だけがドイツ
を救える、これが最後のチャンスなんだ、彼はすべ
ての人にもう一度、仕事を与えてくれる。われわれ
はやっと祖国ドイ
ツを誇りに思える
ようになるんだ」

「いいえ、エゴン。
私は自分の考えで
投票するわ、でも
あなたに同じ選択
を押し付けるつも
りはないわ」

結果は、その前
年の選挙から 10%
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も得票率を伸ばして、ナチ党が43.9%に躍進。ヒト
ラー政権が成立しました。ひと月も経たぬうちにミ
ュンヘン郊外のダッハウには強制収容所が開設され
て、ヒトラーの考えに従わない政治犯やユダヤ人、
同性愛者、シンティ・ロマの人々がそこに収容され
ました。選挙からわずか2ヶ月後には、ナチの突撃
隊がユダヤ人の経営する書店に入って中にあった本
を道に放り投げ、夜にはその本たちに火をつけて燃
やしました。

5歳だった「ぼく」は、それから1945年5月まで、
わけもわからない中、ドイツで起きる出来事を見聞
きし、体験して、連合軍がミュンヘンを解放した後
で、捕虜収容所から釈放されてきた父親に問うので
す。「父さんはどうしてヒトラーに投票したの？」。

ちなみに、私の書いた『たいわけんぽうBOOK＋』
では、「9条、だけじゃない、かいけん案」という章に、
こんなことを書きました。（p.150）

―ナチス政権下のドイツには、とても民主的で優
れたワイマール憲法がありましたが、国家緊急権を
認める条文があったために、それを悪用したヒトラー
により、合法的に独裁政権がつくられてしまいました。

―1933年、国会議事堂の放火事件が起こると、
ヒトラーは共産党の組織的犯行だと断定、国家の緊
急事態だとしてワイマール憲法に規定のあった大統
領緊急令を発布させました。これにより、憲法に認
められていた基本的人権が一時停止し、ナチスと
対立していた多くの共産党員や社会党員が拘束さ

れ、党員が議会に
出席できない中で
行われた採決によ
り、議会を通すこ
となく政府が法律
をつくれる「全権
委任法」が成立し、
独裁政権が誕生し
ました。

「たいわけんぽうBOOK＋』に書かれている上
記のことはみな、絵本で描かれた選挙のあった年、
1933年にドイツで起きたことです。この夏の日本
の選挙でたまたま一つの党が躍進したからといって、
今回のマガジン原稿で、ドイツの選挙やヒトラー政
権の話を持ち出すとは何とおおげさな、と言われる
かもしれませんね。でも、参政党党首の愛読書が、
ドイツで民主的に選ばれたヒトラーというリーダー
が書いた「我が闘争」であると知ったので、参院選
後の今、このことをここにも記しておこうと思った
のです。

『父さんはどうして—』の絵本には、翻訳者に
よる「若い読者のみなさんへ」という詳しい解説が
巻末についていて、それも併せて読むと、ドイツで
起きたことがさらに系列的によくわかります。過去
の未来を生きる私たちには、ドイツでかつてこうい
うことがあったと具体的に知ることのできるツール
が、実はいっぱいある、ということ。歴史を学ぶ、
から、歴史に学ぶ、という姿勢を忘れないでいよう
と思います。

私の日常レジスタンス

政治の言葉がどんどん軽くなって、私が当たり前
だと思っているジョウシキが通用しなくなってきて
いるのを感じます。力の行使が、セイギやヘイワ、
なのですと？　トランプ大統領は、戦争をやめさせ
ることで、ノーベル平和賞をもらおうと思っている
のだとか？
新しい戦前と言われる今日、主権者数分の1の私
に一体何ができるだろうか。「ぼろぼろの平和を繕え」
と言ったのは、『火垂るの墓』の監督、高畑勲さん
です。私は、ぼろぼろの民主主義を繕いつづけよう
と思う。手に持つ針と糸は、言葉です。一針ひと針、
決して大きくはないけど、嘘でない、取り繕わない、
私にとって本当と思う言葉を選んで繕い続ける、ち
くちくちくちく。出会う誰かと平らに言葉を交わし
ていく、とつとつとつとつ。私の日常レジスタンス。

2025.8.29
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対人援助学マガジン第 62 号 

生殖医療と家族援助 

～LGBTQ 支援のための対人援助の一考察～ 

荒木晃子 

 

医療現場の内と外 
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LGBTQ 当事者は何に困っているのか 

医療の内と外での困りごと
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大会の内容 ｜ 対人援助学会 ヒューマ
ンサービスを科学する



路上生活者の個人史
第 16 回

竹中尚文 

長野 瞳 氏(仮名) 生まれ。 

私は 1980 年に和歌山県で生

まれました。現在 45 歳です。両

親と兄の 4 人家族でした。父は

自動車修理工場を経営していま

した。小学校、中学校を卒業し

て工業高校に進学しました。高

校時代は学校に馴染めなくて、

アトピー性皮膚炎になりました。

医者から、ストレスの多い学生

生活をしていると言われました。

友だちとも馴染めなかったです

が、先生とも合わなかったです。

大学進学が希望だったのですが、

学力的に無理だといわれました。

就職を勧められて適性検査があ

ったのですが、白紙で提出しま

した。

大学進学が無理だったので、

大阪に出てきてデザインの専門

学校に入学しました。そこでも

何か陰口を言われているみたい

で、学校に通う気持ちがなくな

りました。それで田舎に帰りま

した。専門学校をやめて帰った

事を両親がとても怒りました。

私はどうしても大学進学をした

いと思っていたので、いくつか

大学を受験しました。その一つ

に合格したのですが、親から学

費を出すことを断られました。

仕方なく地元でアルバイト生活

をしていました。

私が 35 歳の頃に両親が相次

いで病気で亡くなりました。父

親の会社は兄が継ぎました。そ
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の時に遺産分割があって、いく

らかの財産を手にしました。そ

のお金で私は大阪に出てきて暮

らすことにしました。

大阪に出てきてから私は女性

として暮らすように手続きをし

ました。中学生の頃から、自分

の性にたいして違和感がありま

した。そうした自分自身の性に

対する認識のため、田舎でアル

バイトをしている時にもずいぶ

んと嫌な思いをしました。かな

りひどい言葉を投げかけられた

こともありました。大阪で暮ら

すようになって、自分の気持ち

に合う服装もできるようになり

ました。しかしワンピースやパ

ンツスーツで仕事に行くと、服

装を改めるように言われたこと

もあります。ひどい差別的な言

葉を投げかけられることも多い

です。そうした差別のため、な

かなか仕事に就けません。

今は、生活保護をもらってい

ます。生活が厳しいので、西成

でもここでも炊き出しに並ぶこ

とが多いです。田舎の兄との連

絡はほとんど取っていません。

兄の奥さんと私の仲が悪いので、

どうしよもありません。

この先の人生ですか？ 大学

に行きたいですね。それは、法

学部とか社会学部に行きたいで

す。

長野さんは、自分の性に対して女性であることが落ち着くという。法的手

続きも済ませたそうだ。私たちの支援の列には、いつも男性の服装で並ぶ。

支援を待つ間か、支援に来る前か、いつの間にかアルコール飲料を飲んで、

大きな声で乱暴な言葉を発することがある。私たちは公園内で活動をして

いるので、全員に公園内の禁酒禁煙を何度も伝えている。長野さんに注意

をすると、謝罪の言葉と共に次回からはそのようなことはしないと言って

くれる。多くの被援助者たちは、長野さんが来ないように私にいう。私か

ら誰も排除したくないという重いがあるので、長野さんに繰り返し注意を

することになる。
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スポーツおじいさんに 
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『レイジング・ブル』 

 

國友万裕 

 

 

 

 

 

 

 

１. 昔話に花が咲く 

 

 最近になって、控え室である女性の先生

と昔話に花が咲いている。 

  その女の先生とはコロナの前から、控え

室でお会いしていて、ちょっとした世間話

はしていた。どうやら、西宮の K 大学の出

身であることは話していて感づいていた。 

  俺も実は博士課程は K 大学に入っていた

のだが、大学院の博士課程ということにな

ると週に 1 回しか行かなくていい。だから、

俺は京都から通っていて、K 大学にはただ

在籍していただけのことで、たいして何も

していない。あそこの大学の学生だったと

いう意識すらないのだ。 

 だから K 大学のことには触れたこともな

かったのだが、つい先日話の流れで、いや、

「実は僕も大学院は K 大学に行っていたん

ですよ」と話すことになってしまった。 

 「あ、そういえば、國友という名前どこか

で聞いたことがあると思っていた」とその

先生。 

 彼女は俺よりも 5 歳くらい年下みたいだ

った。そのため、共通の知り合いはいるの

だ。全く重なるわけではないが、一部は彼女

も知っているのである。 

 俺が S さんという俺と同期だった女性の

ことを口にしたところ、「ああ、彼女は、5

年くらい前に和歌山に帰られたんですよ。

それまでは公団で猫を飼って暮らされてい

たんだけど、お母さんかなんかの介護があ

るみたいで」 

 「彼女はもう 30 歳くらいの頃から研究職

を離れるとか言っていましたものね。」 

 「ええ、なんか大学院の間に失望するよう

なことがあったみたいで」と彼女。 
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 S さんは、博士課程の頃はバリバリに勉

強しているという雰囲気の人で、絶対に専

任になって、大学で勤め上げるタイプの人

だと思っていたのだが、30 くらいから非常

勤でどうにか生活は続けるけども、もう研

究職にはつかないと言っていると聞いてい

たのである。彼女とは大阪の近畿大学で非

常勤していた頃、ちょっとだけ一緒だった

けれど、もう 30 年も会っていない。 

 「僕が一番親しいのは、関東の大学に就職

した Y さんで、彼女の旦那さんにもお会い

したことあるんですよ。もう 10 年くらい前

だけど、僕の本が出た時に、彼女の大学に講

演に呼んでくれたこともあるんです」 

 他にも何人もの人の名前が上がった。 

 「T くんなんかは、今でも非常勤はやっ

ていますけど、彼は若い頃から、『俺はもう

野垂れ死ぬ』とか言っていたみたいだから」 

 「大学院生はみんなそう言っていました

よね」と彼女。 

  そうなのだった。大学院なんて普通の人

は行かない。しかも博士課程ということに

なれば、もうみんな 30 近くになってしまっ

ている。そこまで来て、何も先が見えないと

いうことになると「野垂れ死しかねえか」と

いう気持ちにもなるのだ。 

 実際、俺の同期だった人の中には、40 歳

になる前に統合失調症になってしまった人

もいた。 

 俺は、これまで専任職には就けなかった

けど、どうにか細々と非常勤でここまで来

れた。非常勤とは言っても、俺の教えている

大学は、条件のいい大学ばかりだ。本も 4 冊

出せた。結構恵まれていたのかもしれない。 

 人生なんて、下駄を履くまでは本当にわ

からないのだ。順調に出世コースを歩んで

いるように見えた人が 40 代の若さで亡く

なったり、大病で辞めていったりする姿を

これまで見てきた。 

 人生なんて、本当に悲しいのである。そし

て、今俺は人生の終活の時期に入ろうとし

ている。終活とは思いたくないけれど、もう

気力も体力も相当落ちてきている。元気で

いれるのはあと 15 年くらい。その後はボケ

老人という可能性が高いのである。 

 

２．AI に翻弄される日々 

 

 この 3 ヶ月間を振り返って何が起きただ

ろうか。 

 これと言って、何も起きていないのだ。中

村雅俊の歌で、何気ない毎日が風のように

過ぎていく🎵という歌が大昔にあったけれ

ど、俺の場合は何気ない毎日ではなく、老い

ての生き方を模索する毎日が延々と続いて

いる。 

 7月に1日だけ、仕事を休んでしまった。

あまりにも体がしんどいので、後で補講す

れば 1 日くらいは許されるだろうと病院に

行った。そこで血液検査を受けた。その後、

検査の結果を聞くために再び病院に行くと

身体は全く問題はない。 

おそらく過労なのだ。俺は歳の割に仕事

をし過ぎている。しかし、お金がない以上は

仕方がない。これから老後のためのお金も

貯めなくてはならないのだ。俺は国民年金

の他に国民年金基金も払ってきたが、それ

でも上乗せ額はしれている。月に 7 万くら

いしか入らないわけだから、それだと生活

はできないのだ。 

このところ AI に翻弄される日々が続い

ている。先日、突然マンションの Wi-Fi の
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調子が悪くなったかと思ったら、次はプリ

ンターの調子が悪くなった。そうかと思う

とスマホの充電コードがまだ半年も経って

いないのに調子が悪くなってきて、買い換

えざるを得なくなった。本当にこの頃はデ

ヴァイスに振り回される毎日である。 

大学でも、何から何まで AI でできてしま

うため、もう教育も成り立たなくなってい

くのではないかと懸念されている。レポー

トも翻訳も何もかも AI がやってくれる時

代なのである。しかも今は AI の性能がいい

ので、先生に疑われないように「大学生のレ

ポート」ふうのレポートを作成することも

可能だし、もっと高度なレポートを作成す

ることも選択できるようになってきている

とのことである。 

恐ろしいような時代である。昔からメア

リー・シェリーの『フランケンシュタイン』

など、自分の作った機械に破壊される人間

を描く話はあったけれど、それが本当に現

実になってきたのだ。毎日が SF 映画の世界

になってきたのである。 

 

３．レンドルミン依存を乗り越えるために  

 

このところ心の調子が悪い。忙しいのは

忙しいで辛いのだが、夏休みや春休みなど、

暇で何もすることがなくなるとそれはそれ

で気分が悪くなる。 

 一つには半年くらい前から、60 代になっ

たから自分史を書こうという気持ちになっ

てしまった。これが原因のようである。自分

史を書こうと思って、あれこれ過去のこと

を思い出していると、嫌なことが想起され

てきて気分が悪くなっていくのだ。 

 自分史はしばらくお預けにしようかとい

う気持ちになってきた。過去のことは忘れ

た方がいい。思い出して都合のいいところ

だけ思い出せればいいのかも知れないのだ。

自分にとって都合の悪い過去を思い出した

って仕方がない。誰も幸せにはならないの

である。 

 自分にとって都合のいいようなふうに過

去を解釈する。それは悪いことではない。そ

れくらいのご都合主義は許される。誰にも

迷惑はかけないのだから。 

 先日、心療内科に行って、係つけの先生か

ら眠剤は多めに飲むと後で保険がきかなく

なるから」と釘をさされた。 

 俺のもらっている眠剤は、もう 31 年も飲

み続けているレンドルミン（プロチゾラム）

というやつである。俺はおそらくレンドル

ミン依存症になっているのだ。俺はレンド

ルミンがなくなると 1 日も眠れないのだ。

30 代の終わり頃は、寝る前１錠で済んでい

た時期もあった。１錠を半分に割って、半錠

で済んでいたことすらあった。しかし、今は

上限の２錠はなかったら絶対に眠れない。 

 40 代になって仕事が忙しくなり、50 代に

なると仕事が忙しいのがデフォルトになっ

てしまった。そして 60 になってくると仕事

の忙しさは変わらないのに、体力が落ちて

いるため、家に帰るとヘトヘトになってし

まい、早くに寝ようと夕方にレンドルミン

を飲んでしまう。しかし、早い時間に飲んで

も眠れない。結局、朦朧と眠気が差したよう

な状況で夜を過ごすことになる。そして就

寝の時間になるとレンドルミンの効果が切

れてしまっているのだ。レンドルミンは睡

眠薬ではなく入眠剤であり、寝つきをよく

するものだから、早めに飲み過ぎるのは問

題なのである。 
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 思い切って、薬を変えてみようかとも思

った。レンドルミンは長くたくさん飲んで

いるとそれが普通の状況になってしまい、

抗体ができあがってしまうのだと聞いたこ

とがあったからである。 

 とは言っても、30 年以上もつきあってき

たレンドルミンと一気におさらばするのは

難しい。それから闘いが始まった。 

   

8 月 8 日（金曜日） 

 心療内科に行った後、映画を見に行った。

アップリンク京都で見たのは『アイム・スエ

ィル・ヒア』である。これは今年のアカデミ

ー賞でフェルナンダ・トーレスが主演女優

賞の候補になって、注目を浴びたブラジル

映画である。 

 この女優さん、日本人には馴染みが薄い

が、『セントラル・ステーション』（1998）

という映画で同賞にノミネートされたフェ

ルナンダ・モンテネグロの娘さんなのであ

る。あの映画は傑作だった。思えば、あれか

ら 30 年近い月日が流れているのだ。俺はず

っとその間、同じような生活を繰り返して

いる。 

 その間に起きた出来事といえば、２度に

わたる社会運動団体との確執。弟の死。4 冊

単著を出したということ。当時は専任教員

になることを目指していたのが、もうそれ

は諦めて、非常勤を貫こうという気持ちに

なったこと。非常勤の仕事自体は恵まれる

ようになったこと。クリスチャンになった

こと。アメリカ南部に行ったこと。ボクシン

グを始めたこと。ピアノを始めたこと。あれ

これ起きてはいるのだ。しかし、振り返った

ときに、さまざまな出来事が昨日のことの

ように思い出されるため、30 年近い年月が

3年ぐらいのことにしか思えないのである。 

 この日の夜、初めてレンドルミンではな

い眠剤を飲んだ。エスゾピクロンというや

つで、すぐに眠気が襲ってくるわけではな

いが、いつの間にか眠ってしまっていた。 

 これからはこれに変えていって、レンド

ルミン依存を減らしていかなくてはならな

い。 

8 月９日（土曜日） 

 この日は昼間、久しぶりにボクシングジ

ムに行った。１か月半ぶりくらいである。俺

の方が忙しかったのと、トレーナーの教え

子も病気したりしていたので、なかなか合

う時間がなかった。 

 その後、出町座に出て、『見える子ちゃん』

を見た。これはいかにも若い子向けの映画

だが、知り合いの先生が見てそれなりによ

かったとおっしゃっていたので、暇つぶし

ようである。 

 この日もどうにかエスゾピクロンのみで

眠れた。 

8 月 10 日（日曜日） 

 日曜日なので、朝から同志社教会に礼拝

に行った。また例によって体がだるい。聖歌

隊の練習と礼拝が終わった後、烏丸今出川

のコメダ珈琲店でランチ。その後一旦は家

に帰った後、することがないので、またすぐ

に 201 番のバスで、出町柳に向かい、LION 

KITCHEN でバナナケーキを食べた。そし

て、その後同志社寒梅館で、グリークラブの

交歓演奏会を聴きにいった。同立演奏会な

ので、同志社と立命館の演奏会と思う人も

いるかもしれないが、同志社と立教である。 

 音楽系の学生のする演奏会というのは意

外に長くて、最初から最後までいれないと

いう気持ちになることがある。ところが、こ
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れは 2 時間以内におさまるものだったので、

疲れることなく、ゆっくりと聞けた。やは

り、時間は程よい方がいいと思ったのだっ

た。3 日目のエスゾピクロンも大丈夫だっ

た。 

8 月 11 日（月曜日） 

朝起きてみると足が動かない。土曜日に

ボクシングのトレーニングでステップをし

たため、その凝りが 2 日も経ってから出て

きたのだ。前日の日曜日は別にどうもなか

ったのに。朝からリラクルでマッサージを

受けた。その後、『近畿のとある場所で』と

いう映画を見る。そして、『テルマ 93 歳の

やさしいリベンジ』を U-NEXT の高額レン

タルで見た。これは面白い映画だった。主役

の女優さんは、これまで舞台で活躍してき

た人とのことで、映画では『アバウト・シュ

ミット』のジャック・ニコルソンの奥さん役

でチラッと出てきたことくらいしか覚えて

いない。しかし、彼女 90 代になって、おそ

らくこれが映画初主演で、立派に主演女優

を務めている。俺もこんなふうになれれば

いいけど、難しいだろうなあ。30 年後の自

分なんて想像もつかないのだ。 

この日は、ついに耐えられず、レンドルミ

ン半個、追加して飲んでしまった。1 日１個

くらいだったら飲んでもいいと頓服でもら

っているので、これくらいはいいかと判断

したのだ。 

それにしても時間が潰れないなあ。 

8 月 12 日（火曜日） 

まだ足が上手く動かない。行きつけのイタ

リアンレストラン MIZO で食事をした。そ

の後、アップリンクで、アイルランドの映画

『ニーキャップ』を見たが、乗れず。 

この日もまたエクソビクロンで眠ること

はできたものの、早くに目が覚めてしまい、

またレンドルミン半個追加で飲んでしまっ

た。 

8 月 13 日（水曜日） 

 MOVI X 京都で『木の下の軍隊』を観た。

毎年 8 月になると戦争をテーマにした映画

が公開になる。これもよくあるパターンの

映画だ。ボーッとして観ていてもそれなり

に頭に入ったので、きっと出来はいい映画

なのだと思うが、何せ、この歳になるともう

昔みたいな意欲的な見方はできなくなって

くる。 

終わった後、丸善で早矢仕ライスを食べ

た。ハヤシではなく早矢仕と書いていると

ころが昭和レトロである。街はお盆休みで

幸せそうな家族連ればかり。俺は気が滅入

るのだった。 

そして、また我慢できなくなって、レンド

ルミン半個を昼間に飲んでしまった。しか

し、眠れず。これが俺の悪いところなのだ。 

先にも書いたとおり、起きているとしん

どいので、ちょっとだけ寝るかという気持

ちになって半分だけ飲むのだが、実際には

眠れない。体がボーッとなるだけである。そ

れで生活のリズムが崩れていくのだ。 

8 月 14 日（木曜日） 

今日はもう見たいと思う映画も尽きてし

まった。 

U-NEXTで『アンフィニッシュ・ライフ』

（2005）という映画を見る。これまでこの

映画の存在に気がついていなかった。もう

20 年も前の映画なのだが、日本では劇場公

開されなかったみたいで、ほとんど話題に

ならなかったはずである。 

ロバート・レッドフォードとモーガン・フ

リーマン、ジェニファー・ロペスとキャステ
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ィングは豪華である。アメリカの田舎で暮

らすレッドフォードとフリーマンの関係が

面白い。周りからゲイかと疑われるような

関係であることが台詞で示唆されるのだが、

そうではなく、ただの友達で、隣人という設

定である。 

とは言うものの、レッドフォードがフリ

ーマンの体の介護をする場面が出てくる。

これは新しい展開だと思ったものだった。

これまでケアするのは女性、ケアされるの

が男性という構図が映画の世界では染み渡

っていたからである。しかも、白人と黒人の

男のカップリング。これはひょっとすると

同性愛に見せないための策略という言い方

もできる。異人種の男同士の関係は肌の色

の違いが強調されるため、白人同士・黒人同

士の場合に比べて、同性愛的な匂いが消え

るという説は前から存在するのだ。 

ついこの頃になって、「ケア労働」の本を

いくつか読んでいる。この頃は現実にもケ

ア労働がクローズアップされるようになっ

てきている。介護やマッサージなど、人のケ

アする労働はこれからは重要度を増してい

くからである。 

確かにケア労働はまだまだ女性が多い。

それは一つにはケア労働はお金にならない

から、主収入を稼がなくてはという責任を

背負った男性にとってはケア労働は付きた

くても付けない職業なのである。 

この映画から 20 年経っているのに、それ

をどうにかしなくてはという社会の意識は

大して進歩しているようにも思えないのだ

った。 

8 月 15 日（金曜日） 

 今日は未明に目が覚めた。 

 仕方がないからまたレンドルミン半錠、

しばらく寝るけどまた目が覚める。また半

錠。そして、昼過ぎになってまだ眠気がおさ

まらないから、またもう一度寝ようかとま

た半錠飲んで、また眠れない。 

 本当にレンドルミンとの闘いは難儀であ

る。飲みたいけれど、飲んだらオーバードー

ズになってしまう。しかし、起きていると苦

しい。この苦しみをある程度は乗り越えれ

ば、普通になるのかも知れない。 

 母からは「ボーッとしていなさい」と言わ

れるのだけど、そのボーッとするやり方を

忘れてしまっている。 

Amazon で注文しておいた『渾身』の DVD

が届いた。これは前から気になっていた

DVD。高かったのだが、スポーツ映画研究

をしようと思っているので、これくらいの

失費は仕方がない。島根を舞台にした相撲

の話である。 

 そして、夜、またリラクルに行ってしまっ

た。 

 見たい映画も残念ながら、あまりないの

だ。終戦記念日だから仕方がないのだけど、

映画もこの時期に封切られるやつは戦争が

らみが多く、気が重くなりそうなものばか

り。俺は自分の心と戦争していて、まだ戦争

は終わっていないのだ。その上に戦争の話

なんて食指が動かないのである。次に心療

内科に行くのは 27 日。あと 12 日後だ。そ

れまでどうにか今持っている薬で過ごせる

だろうか。 

 

４．京都暮らし、43 年経って 

 

 先日、役所から葉書が来て、名前のフリ

カナを確認してくれという趣旨のものだっ

た。俺は「万裕」と書いて「カズヒロ」と読
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むのだが、まず、そう読んでくれる人はいな

い。むしろ「まゆ」と読まれてしまう。学生

からも女の先生かと思っていたと言われる

ことがしばしばある。 

実は、これ、俺は前から悩んでいたのだ。 

もう 25 年以上前だが、ジェンダーの活動

をしていた頃は「まゆ」の方が今風でいいの

じゃないのと言われていた。男か女かわか

らないから、その方が時代に合っていると。

実際、学生たちの名簿を見ていると着々と

男か女かわからない名前が増えている。 

名前の振り仮名は簡単に変えることがで

きると聞いていた。この際だから「まゆ」に

変えてしまおうか。でも、そんな簡単に変え

ていいのか。一方で、この頃凹みモードなの

で、名前を変えれば心機一転できるかも知

れないという気もする。新たに生まれ変わ

るにはいいかも知れないのだ。 

夏休みで暇があるので、滋賀の國友村に

行こうかと思ったこともあった。國友鉄砲

は結構京都では有名である。実家のルーツ

であることは間違いないからなのだ。しか

し、「國友」という名字は、俺はあまり好き

じゃない。国の友達なんて右翼的な感じが

するからなのである。名前の読み方は簡単

に変えられるけど、どこかに養子にでもな

らない限りは、苗字は簡単には変えられな

い。 

でも自分のルーツだから、一度は行って

みようかという気持ちもあって、FB で國友

鉄砲ミュージアムにも繋がっていた。ただ、

京都からだと 2 時間半くらい電車でかかる

みたいだ。おそらく、周りは何もないような

小さな村みたいなところだと思う。そんな

ところに、この暑い盛りに 2 時間半もかけ

ていく必要があるのだろうか。過去は断捨

離したほうがいいのかも知れないとも思う

のだ。 

考えてみると俺の生活は学生の頃から40

数年間、ほとんど変わっていない。前に弟か

ら「一貫し過ぎだ」と言われたことある。他

の人からも「味のしなくなったチューイン

グガムを噛み続けているような人生だ」と

言われたこともあった。 

考えてみると、色々な人が俺の人生にや

ってきては去っていった。東京に去ってい

ったロースクールの学生さん、東京に移っ

て行った鍼灸の先生、そしてかつての教え

子たちも東京に去っていった。 

もう永遠に会うこともないだろう。 

それは仕方がないことでもあるのだ。俺

だって、大学院の頃の鈴木重吉先生にはも

のすごく感謝していた。鈴木先生は元々北

海道の人で、その後、東京の大学の先生にな

られて、毎週、東京から京都に来て、ホテル

に泊まって、大学で教えられていたのだが、

俺が 30 歳の時に退官になられた。その時、

研究室の片付けの手伝いに行ったのが最後

にお会いした日だった。 

それから８年後、俺が 38 歳の時にその先

生は亡くなった。その間、その先生のことが

嫌いになった訳じゃない。ただ、一旦、住む

世界が変わってしまうとそうそう会うこと

は無くなってくるのだ。 

それにしても大抵の人は、東京に行って

しまうなあ。京都は就職先が少ないのが一

つの原因だ。東京だったら仕事はいくらで

もある。 

都道府県イメージ調査が毎年発表になる

が、いつだって、１位は北海道、２位は京都、

３位は沖縄になる。暮らしたいというより

も、観光で行きたいと思うようなところが、
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ランキングの上に来る。やはり、京都は一時

滞在の街なのである。そこに 40 年以上も住

んでいる俺は、京都に住む変な爺さんなの

かも知れないのだ。 

しかし、故郷で深い傷を負わされた俺は

故郷を自分の死に場所にはしたくない。東

京に行きたい気もするけど、東京に出ても

何も当てはない。東京だったら余計に物価

が高くて、生活は苦しくなる。どうにか京都

に自分の眠る場所を探さなくてはならない

のだ。 

 

５．『レイジング・ブル』（マーティン・スコセッシ

監督・1980） 

 

 本当に 45 年ぶりくらいで、再見した。 

 この映画が公開になった当時は、俺は不

登校で苦しんでいた。まだ何も前が見えな

くて、通信制の高校に移っても、希望は見え

ない。暗中模索の日々だった。そんな時、映

画だけが支えだった。この映画を見たのは

17 歳の時である。ロバート・デ・ニーロが

この映画でアカデミー賞主演男優賞を獲得

した。 

 この映画、今見直してみると主人公デ・ニ

ーロと弟ジョー・ペシの関係が同性愛的な

ものになっていることがわかってきた。 

 「俺を殴ってくれ」というセリフがでてき

て、ペシがデニーロの横っ面に何回かパン

チを食らわせる。それがデ・ニーロの方は快

感なのである。この男が男から殴られると

いうことが快感につながっていくことは

『ファイトクラブ』などでも描かれてきた

ことである。 

 日本映画の『生きててよかった』というボ

クシング映画も見たが、この映画では主人

公が殴り合う場面と女性とのセックスの場

面がモンタージュされる。すなわち、男は殴

られるとセックスしているような快感を感

じることのメタファーなのである。 

 俺もボクシングジムに行くと自分の男性

性を発散できる。俺はもっと若い時期にこ

ういう経験をすべきだったのだ。 

 しかし、運動神経ゼロだった俺はそれが

できなかった。 

 思えば、昭和はバカの時代。人の心に対す

る理解が全くなかった時代なのだ。苦手な

子がスポーツをするのが辛いと思うのは当

たり前のこと。できない子を怒ったりした

ら、余計に苦手意識を植え付けることも当

たり前のこと。そういう当たり前のことを

理解していない、バカな大人が多かったの

である。 

 今だったら、昔の先生たちは首だろう。 

 今となってはどうすることもできないこ

とばかりが、胸に去来していく。いつになっ

たらこのループから抜けられるのだろうか。 

 今回はちょっと暗い話になってしまいま

した。。。（笑） 
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役場の対人援助論 

（52） 

岡崎 正明 

（広島市） 
 

 

発表！役場の対人援助論的、要注意ワードランキング 

① 

 

 対人援助・福祉の業界に入って気がつけば 20 年以上になる。別に年数でマウント取

りたいわけではなく、本当に気がつくと年月が経ち、歳を重ねるのだなあ、昔の先輩た

ちが言っていたことは、本当だったんだなあ…という感じである（やれやれ）。  

 長く現場に身を置いていると、いわゆる業界用語とか、業務でよく使う言葉というも

のに出会うことになる。それは現場に入る前に勉強したり、ニュースで見たり普段使っ

ていたりした時とは、また違った響きや意味を持ったりする。「受容」「自己決定」など、

大切な言葉ほど、長く携わり、やればやるほど、その言葉の持つ意味の深さ、理想と現

実、難しさに悩むことが多い。  

 これからここに記すのは、私が仕事で使う上で「この言葉は要注意だな～」と思って

いる、全く個人的なランキングである。誤解を恐れずに言えば「嫌い」とまでは言わな

いが、あまり使うのが好きではないというか、使い方に苦労すると言った方がいいかも

しれない、そんな厄介な言葉たちである。  

まあそれ以外の言葉なら問題ないかと言えば、そんなことはなく。どんな言葉であれ、

時と場合、相手との関係性の中で、毒にも薬にもなるのだけれど。先日も「お母さんの

その状況なら、しんどいですよね～」と伝えたら、「しんどいばっかり言われたら、ツラ

くなります！」と怒られたし。よく使う「安心安全」とか「心配」だって、うまくハマ

る時もあれば、逆効果になってしまうこともある。だから唯一無二の正解なんてのは、

この業界にはないのだが。今から紹介するワードは、特に取り扱いに注意を要する言葉

だな～と普段から感じているもので、裏を返せばそれだけ大切で、キーになる言葉なの

だとも思う。  

 

第５位：共感  
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 「相談者の話を共感して聴く」「共感的理解」―。  

 共感はとても大切で、基本的なことである。おそらく一般の人だって、大事にしてい

る人が多い言葉だろう。そして対人援助職を目指す多くの人にとっては、勉強の場面で

何度も教わったであろう言葉ではないだろうか。他にも近接のワードとして「受容」「傾

聴」などがある。  

もちろん相手の話を聴く際、「共感」が相手にとって話しやすい雰囲気を作り、信頼関

係の基礎となることは多い。逆に否定的で批判的で、無愛想な支援者に相談に乗っても

らいたいと思う人は少数だろう。  

 ただ、現場を重ねて感じるのは、「共感」を使うには注意が必要で、より正しくスキル

として表現するなら、「共感」という言葉では少し足りない気がしている。  

ありのままの一個人である私が、本気で相談者の話に共感しようとすると、そこには

どうしても私の価値観が反映してしまう。例えば A さんの「こどもが万引きしたのでつ

い引っぱたいてしまったんです！」には共感できても、B さんの「こどもがテストで結

果を出さないから殴ってしまったんです！」には共感できない、などという事態が発生

する。私個人の価値観で対応がブレてしまうのはプロとして問題だし、そもそも素の自

分のままで共感してしまうと、不適切な相談者の言動（この場合は引っぱたいたこと）

を、肯定したり容認してしまうことにもつながりかねない。  

 だからあくまで支援者としては、相談者がそんな言動に至った思いや気持ちに対して、

「そういうことがあれば、あなたの立場ならそんなふうに思ってしまうのも分かります

よ」と、共感的に受け止めていることを態度で示す、そういう姿勢が重要だと思う。極

端に言えば、個人的に私が心から共感しているどうかは関係ない。相談者が「この人、

私の気持ちを分かってくれてるな～」と思える態度を、私が見せられているか。その方

が大切である。逆にいくら支援者が本当は心から共感していても、仏頂面で応答も乏し

くて、相手にそれが伝わってないと意味をなさないのだ。  

 そんな言い方をすると「まあ、気持ちはどうでもよくて、大事なのは見え方だなんて、

そんな演技みたいなのってどうなの？」「心が大事でしょ！じゃないと行動も伴わない

わ！」と、私の中の「正論オバちゃま」みたいな人が脳内に出てきて、小言を言われそ

うになるのだが（ちなみに正論を言ってくるイメージは大抵おばちゃんで、煽ったりイ

チャモン言ってくるイメージは大抵若い男なのだが、この辺は私の中のジェンダーバイ

アスなのかなあ？それとも日本の文化的なもの？）、それに対してはキッパリと、「演技

で結構！本気で演技しようとしてたら、そのうち心がついてくるもんだ！」「行動から始

めて、心が動いていくことだってあるのよ」と言い返すようにしている。  

これは私が師と仰ぐ、児童精神科医の岡田隆介先生からの教えがベースになっている。

赤ん坊は最初意味も分からず大人の言動を真似て「バイバイ」と手を振ったり、「おはよ

ー」と言うが、それに対して相手からも笑顔で「あらかわいいねえ。バイバ～イ」とか

「はい、おはよ～。えらいね～」と返ってくる経験を通し、そのやり取りの心地よさや

意味を学習していき、またそれが次の行動を強化していくという。「だから心なんてあや

ふやなものを変えようとせず、まず行動をシンプルに変えたらええねん！」と。うん、

実に分かりやすくて敷居が低くてよいではないか！  

 そんなわけで私は「共感して聴く」といった表現を現場ではあえてせず、「共感的態度

を示す」「共感的姿勢で聴く」というようにしている。そして「共感してるかよりも、共

感してるように見えることが大事！そしたらそのうちほんまに共感がついてくるわ！」

みたいなことを、若い人にも伝えている。  

なお、「受容」についても共感と同じように「心のあり方・姿勢」を意味する言葉であ

るため、同様の使い方を心がけている。「傾聴」についてはその２つよりも、行動や態度
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に近い言葉であるため、「相手の話を傾聴する」と若い人が使っていても気にしないが、

正直私自身はあまり使わない。それは傾聴という言葉の奥深さからのためらいもあるが、

傾聴や受容だけでは、相手との関係構築はできても、事態の変化につながりにくい…と

いう思いがあるからだ。その辺りは、私が個人的に解決志向アプローチや、システム論・

家族療法を学んできたということ（もしくは真の達人ほどの受容や共感ができない未熟

者だから）が関連しているのだと思う。  

 

第４位：説得  

 説得の意味を調べると、「よく話聞かせて相手を納得させること」「合理的かつ象徴・

記号的であり、時には論理的とは限らない手段を利用して、ある考えや態度、または行

動を相手にさせる目的の行為」といった説明をみつけた。  

「認知症の高齢者に後見人をつけるよう説得する」「障害児の親にサービス導入を説得

する」「こどもに施設入所を説得する」などなど。そんな説得の場面に私自身何度も立ち

会い、推進・協力してきた。その結果、客観的に見て当事者や家族に良い変化が生まれ

たことも確かにあったが、なかなか上手くいかないこともあった。それくらいの自覚は

ある。  

それだけ繰り返し経験しているくせに、どうもあまりこの「説得」という言葉が好き

になれないのはなぜだろう。それはおそらく、この説得という言葉が持つ、当事者の意

見や気持ちよりも、こちら側の意向や主張を飲み込ませようとする、力技的な圧を感じ

る響きが、私の中で「支援者の独善性」や「当事者が置き去りにされていないか？」と

いう警戒感を高めるからだと思う。  

「説得とは『分からせること』で、納得とは『分かること』である」という言葉も聞

いたことがある。確かに納得が、当事者自身に主体性がある言葉であるのに対し、説得

は当事者よりも、それを行おうとする者が主体の言葉だ。  

人が説得に応じるとき。その決定に対する納得感がいつも 100％あるとは限らない。

もちろん誠意ある説得によって気持ちや考えが変わることもあるだろうが、場合によっ

ては本心とは違っていたり、真の同意ではないが、相手との関係性や状況によって「諾」

という結論を出してしまうことが起こり得る。それが説得の持つ危険性のような気がし

ている。  

 以前ここにも書いたかもしれないが、高齢者支援に関わる知人から、こんな話を聞い

たことがある。C さんという高齢男性の話だ。C さんは長く 1 人で在宅生活をしてきた

人だった。いわゆるちょっと「変わり者」と言われるタイプの人だったが、自立的な人

で誰に迷惑をかけることもなく、地域でやってこれていた。しかしある時脳梗塞で倒れ

た C さんは病院に運ばれ、一命をとりとめたが、身体にマヒが残ってしまった。リハビ

リを経て介護があればなんとか在宅生活ができる程度まで回復した C さん。そこで知人

が介護ヘルパーなどの導入で関わることになったのだが、この C さんの生活上のこだわ

りというのが、自宅で排泄する時は大便をトイレでせず、居間に敷いた新聞紙の上です

るという習慣だった。  

 C さんは片マヒが残ったことから、移動や排泄などでも介護が必要な状態だった。C

さんからは介護を受けた上で、これまで通りのスタイルでの排泄をしたいとの要望があ

ったが、関わるヘルパーや訪問看護からは衛生面や清潔面での問題を指摘され、中には

「そんな変な支援はしたくない」と拒否する関係者もいた。  

 困った知人は他の支援者と共に C さんに排泄方法を改めるよう、理を説いて繰り返し

伝えた。確かにその排泄方法に、合理性や正当性はないと思った。渋る C さんをなだめ、
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親族や医師にも協力を得て説得し、最終的に強く促すことで、C さんはそれまでの主張

を改め、通常のトイレでの排泄介護を受け入れた。  

 しかし在宅生活が始まって少しして、C さんは極度の便秘に繰り返し悩むようになり、

服薬が増えていった。食欲や ADL もどんどん低下し、以前のような活力や意欲も見られ

なくなっていった。そのうち排泄も自立しなくなって再入院し、しばらくして亡くなっ

たという。  

 知人は「あのとき無理に説得せず、C さんの考えを尊重する支援をしていたら、何か

違っていたんじゃないか…と、今でも思うんだ」と述べていた。  

 我々の生活というのは、小さなのこだわりの集合体みたいなものである。入浴の仕方

からリラックス方法、冷蔵庫の中身から歯みがきのタイミングまで人それぞれで、中に

は効率的でも合理的でもないものも多い。しかしそんな個人の不合理や非常識を、我々

の社会はどこまで受け止める支援が用意できるのだろう。おそらく私も同じ立場なら、

安全性とか現実をふりかざして C さんを説得し、「正しい道」に導こうとしたかもしれな

い。そう思うと、知人や C さんに関わった支援者をむやみに批判することはできないと

感じる。  

 説得という言葉をできるだけ用いない代わりに、使いたいと思っているのが「助言」

とか「提案」である。そこにはこちら側の押しつけがましさはなく、あくまで１つの選

択肢としての紹介・提示があり、決定権は当事者側にあるという姿勢が貫かれている。  

 もちろん現場がそんなに理想通りにいかないことは重々承知しているが、それでもや

はり支援者というのは専門家として、当事者より優位性を持ちやすいものであり、それ

はときに「暴力」や「強制力」につながりかねないという自覚を忘れずにいたいと思っ

ている（公的機関の支援者としては特に）。だからこそ相手の話に、想いに耳を傾け、想

像し、対話を続けることをまずは全力でする。いきなりこちらが思う「正しさ」を押し

つけない。そんな作法が「説得ではない、納得の自己決定」に近づく鍵だと思う。  

 

 意外と？盛り上がって文量も増えてきたので、今回はここまで。次回、ベスト３の発

表に続く…。  

 



 
 

108 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 30Sheet を迎えた「臨床のきれはし」。心理臨床に

はいろいろな技法があり、「型」が決まっているものも多

い。でも、型を実行する上でも周辺にある細やかな技

やちょっとした態度、考え方など、「あったほうがいいも

の」はたくさんある。例えば、認知行動療法を行う場

合でも、傾聴の技はとても大事になる、みたいな。そう

いう、あまり明確にされないものを「臨床のきれはし」と

して、大事なものとして、考えていることを書いていこう

という思いから始めたものだ。 

 ここ 10 年ほどは本業として臨床業務にはついてい

ないのだが、書きたいことはけっこう生まれてきている。

日々是臨床である。 

 

カウンセラーのもとには、問題・課題を抱えた方が相

談に来る。 

「コレコレで困っているのですが、どうしたらいいですか」 

「こんなことが起きてしまって、どうしたらいいかわからな

いのです」 

その中には、「こうすればいいよ」と言える問題もある

し、解決が難しい問題もある。でも、多いのは「どうす

ることが解決なのか？」という問題である。 

 

例えば、 

「夫のお金の使い方がおかしくて、なにに使っているか

わからないけど生活費にも手をつけている。オンナがい

るのかも」 

これはどうしますかね。 

私が思う解決は「さっさと離婚しろ」ですね。じゃあ、そ

う言えば解決するのか。 

「お金をあなたが管理しなさい」 

それで解決する問題なのか。 

「尾行して決定的な証拠をつかみなさい」 

そういう問題なのか。 

 

そういうとき、カウンセラーは、「あなたはどうしたいので

すか」と聞く。「離婚したい」というかもしれない。この時

点でカウンセラーは、この人の離婚したい気持ちは受け

止めつつも、離婚したいと思っていない可能性も大い

にありうると踏んでいる。今は離婚したいと思っている

かもしれないが、話を聞くうちに変わる可能性もあるこ

とを知っている。 

聞いていくと、「離婚したいわけではない。家族のこと

を考えて、ちゃんとしてほしい」となるかもしれない。 

そうしたら、「あなたの思う、ちゃんととはどういうもので

すか」と聞かなければならない。 

ちゃんとは、ちゃんとです。普通の父親みたいに。 

「普通の父親とはどういう感じですか。」 

ふつうはふつうです！ 

「私にもわかるように教えてください」 

 

 

 

Sheet30 
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というふうに聞いていくと、そもそも、問題はなんなの

か？となっていく。最初の時点で「じゃあ離婚しましょ。

そのためには、これこれの手続きと〜」といくと、おそらく

クライエントのニーズとはかけ離れてしまう。だから、「ゆ

っくり考えてみるとしたら、本当にあなたが望むことはな

んなんですか？」と問いかけていく。 

クライエントが自分のことを考えていくのは、時に、い

や大抵の場合、キツい。自分の思いを掘り下げていく

のって、結構大変な作業なのだ。見たくない感情にふ

れることもあるし、恥ずかしいと思うことだってある。よく

わからないことだってある。がんばって言葉にして言って

みると、なんか違う、ってこともある。自分の気持ちをわ

かっているのは自分だ、ということはそんなにないのだ。

そして、話したり、書いたりすると「ぴったり」きたり、「ち

ょっと違う」などに気付けたりする。 

 

ふつうとは？ちゃんととは？あなたが思う、あなたの望

ましい姿はどんなものなのか。夫にどうしてほしいと思っ

ているのか。自分はどうありたいと思っているのか。そう

いうことを、ゆっくり一緒に考えていく。 

 はっきりした形ではなくとも、あー、自分って、こう考

えてたのかーと腑に落ちることもある。そうなってくると、

「なんか、考えがまとまってスッキリしました！夫にはガ

ツンと言ってやります！」みたいな感じで終わることもあ

る。もともとの問題は何も解決していないのに。 

 

 となると、最初にあった「解決」ってなに？？となっち

ゃいますよね。離婚を進めていたら、望まない、大変な

ことになっていたかもしれない。そしてこういうことが起き

ることは珍しくない。最初に出された問題ばかりに目が

行き、その解決だけに向かうことは、あまり勝ち目がな

い。だって、それを解決することが本当の目的ではない

可能性が高いから。「最初に離婚したいっていったでし

ょ？」という言葉もあまり意味がない。言った、言わな

いではなくて、今どう思っているか、今後どう変わってい

くことが考えられるか、ということが大事にされなければ

ならない。 

 

 これって、カウンセリング場面によく起きることだけ

ど、日常的なやりとりにもとても頻繁に起きている。職

場で周りのやりとりをみていると、「最後まできけよ」と

か「いやいま論点ズレてるだろ」とか「相手の言ってるポ

イントはそこじゃないだろ」と思うことが、本当に毎日み

られる。職場研修では傾聴の話をされるけど、ほんと、

傾聴って難しいのよ！もちろん、日常の中で、ちゃんと

傾聴しなくてもなんとなくうまくいくことだってたくさんあ

る。毎回必ず傾聴しなければならないわけではない。 

「へーそうなんだー」のほうがいい場面だって多い。 

 あとは、多くの人は「困り事を相談されたら解決して

あげたくなる」もの。ちょっと力になりたいし、私の助けで

その人がいい感じになったらうれしい。 

 でも、多くの相談ごとは、解決が目的ではないこと

が多い。解決への助言が、かえって問題を悪化させて

しまうことも稀ではない。 

 

コスパ・タイパが求められ、スピーディーさ、簡潔さが求

められる世の中。さっさと解決できるなら、したほうがい

いことも多い。だけど、ゆっくりと、”ちゃんと”聞くことの

ほうが、相手の力になることはとても多いのだよなあと

思う。 

 

 困り事を解決することは大事だけれど、解決を急ぎ

すぎてもよくないということはたくさんあるのです。 

 すぐに解決しないでゆっくりと取り組むということは、

結構難しいのだ。「待つ力」ってなかなか大変。 
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 マガジンでの連載も 15年目です。毎年２

月、５月、８月、11月に原稿の締め切りが

やってきて、翌月は 15 日発行に向けて編集

作業。なので、2 月、5 月、8 月、11月に原

稿執筆のことを考え、3 月、6 月、9月、12

月には編集作業を進めるという生活を 15

年間続けてきたことになります。 

 今のところ特段に負担だとか大変だとか

は無いのですが、連載の方は“さて今回は何

を書こうか…”とネタ探しが必要な機会も

増えてきました。さて、今回はどうしたもの

か…と思案しているところに、ふと

Facebook に AI 関係のポストがあることに

気づきました。私自身、AI は特に忌避して

いるわけではなく、Midjourneyとかは2021

年頃から触ったりもしていたのですが、実

際に自分の仕事にどう落とし込めるかとい

うところでうまいポイントを見つけられず

にいました。最近は英文校閲なんかでは結

構お世話になっていましたが、これも論文

執筆や正規の英文校閲サービスを利用する

ことを前提とした、事前準備のひとつとし

て…というのが現在の利用状況です。とも

かく、そのポストの中では「AI は“壁打ち”

の相手として思索を深めるのが有効」「スケ

ジュール管理やタスクの把握」など、使用者

にパーソナライズして用いることが重要で

あるという指摘がされていました。 

 そこで思い付きで、Microsoft の AI ツー

ルである Copilot に『現代の幼児期の発達

障害のアセスメントに関する課題点を挙げ、

それらに対する改善の方針を、①わずかな

改善につながる水準、②具体的改善につな

がる水準、③中長期的、組織的に取り組むメ

タレベルの水準でそれぞれ提案してくださ

い。』とお願いしてみました。その結果、生

成された回答が以下のものです。 

 

 

🔎軽微・実践的な問い（現場での運用に関する疑問） 

• 検査項目の提示順や声かけが、子どもの反応に影響することはあるか？ 

→ 評価者の語りかけ方や雰囲気が、子どもの集中や緊張に影響する可能性。 

• 保護者が同席する場合としない場合で、子どもの得点に差が出るか？ 

→ 安心感や依存傾向が評価に影響する可能性。 

• 同じ子どもに対して、異なる評価者が実施した場合、得点のばらつきはどの程度か？ 

→ 評価者間信頼性の実践的検証。 

発達検査と対人援助学 

㉑ AIの問いから考える発達相談 

 
大谷多加志 
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🧪 具体的・研究的な問い（検査の妥当性・活用方法に関する疑問） 

• KSPD2020の得点は、他の発達検査（例：WISC、MSEL）とどの程度相関するか？ 

→ 交差的妥当性の検証。 

• KSPD2020の領域別得点（姿勢・運動、認知・適応、言語・社会）から、支援ニーズの予測

は可能か？ 

→ アセスメント結果と支援計画の接続可能性。 

- KSPD2020の得点変化は、療育・教育的介入の効果指標として有効か？ 

→ 介入研究におけるアウトカム指標としての妥当性。 

 

🧠 抽象的・理論的な問い（発達理論・制度設計に関する疑問） 

- KSPD2020の構成概念は、現代の発達理論（例：動的システム理論、文化歴史的発達理論）

と整合的か？ 

→ 検査の理論的背景と発達観の一致性。 

- KSPD2020は、文化的・社会的背景の異なる子ども（例：外国籍児、多言語環境）に対して

どのような限界を持つか？ 

→ アセスメントの文化的妥当性と限界。 

- 発達検査という枠組み自体が、子どもの多様な発達のあり方を規定・制限してしまう可能性

はないか？ 

→ アセスメントの倫理的・哲学的問い。 

 

 なぜか課題と改善の方針というお願いが、

少しずれて「問い」という形で返されていた

り、“発達アセスメント”と大きな枠組みで

振ったのに「KSPD2020＝新版 K 式発達検

査 2020」を前提とした回答になっていて、

この辺りはユーザ―情報を含めて最適化し

た回答になっているのかわかりませんが、

なるほどそれなりに興味深い問いが生成さ

れています。最後の「発達検査という枠組み

自体が、子どもの多様な発達のあり方を規

定・制限してしまう可能性はないか？」とい

うのは意外と芯を喰った問いかもしれませ

ん。というわけで、今回からはしばらく AI

が生成した問いについてそれぞれ考えてみ

る、という形で連載をしてみようと思いま

す。 

『検査項目の提示順や声かけが、子どもの反

応に影響することはあるか？』 

 

 まずはひとつめの問いから考えます。項

目の提示順や検査者の声かけが子どもの反

応に影響することがあるか—という問いに

対する答えはまず確実に『ある』と言えるで

しょう。ではこの影響は消すことができる

ものなのでしょうか。さらに言えば、消すべ

きものなのでしょうか。 

 検査項目の提示順の影響を消そうと思え

ば、一番シンプルな対応は提示順を固定す

ることになります。しかし、そのためには子

どもの年齢（具体的には、発達年齢）に応じ

て提示順序を事前に決めておく必要があり

ます（〇歳の子どもの場合はこのパターン、
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みたいに）。ですが、そもそも子どもの発達

状態が明らかではないから検査を実施しよ

うとしているわけなので、この前提条件を

満たすことができません。また、新版Ｋ式発

達検査の標準化自体が、“検査項目の提示順

を決めていない”状態で集めたデータなの

で、検査手順を固定してしまうとむしろ標

準的な方法から乖離してしまうことになり

ます。 

 検査者の声かけの影響を排除しようと思

えば、規定された以外の発言を一切禁じて

しまえば、ある程度統一できるかもしれま

せん。もともと教示の内容（子どもに対する

説明）は、何を言う必要があって、何を言っ

てはいけないのか、などがきちんと決めら

れています。ただ、難しいのは“子ども側か

らの言動”に対して、検査者が無反応でいる

わけにもいけない、という点があります。例

えば、検査中に子どもが「これで合ってる？」

と確認してくる、という場合があります。原

則的には直接的に成否を教えないように、

『思ったようにやってごらん』など中立的

な声かけをすることになる場合が多いと思

われますが、この時の声かけの内容やトー

ンなどは、検査者によって多少の違いはあ

るでしょう。また、ここまで統一するのは手

間がかかりすぎますし、現実的ではないと

思います。 

 上記の説明は、ともすれば『影響を消すの

は無理！』と開き直っているようにも見え

るかもしれませんが、重要なのは“提示順や

声かけ、下手をすれば雰囲気までもが子ど

もに影響することがある”ということを検

査者が自覚しておくことだと思います。そ

の上で、その子どもについては、提示順や声

かけがどのように影響したと思われるのか

を考察しておくことではないかと思います。

ほとんどの場合、提示順が違うことの影響

は皆無ではありませんが、提示順が検査結

果を全く異なるレベルで変えてしまうとい

うこともほぼありません。逆に言えばその

くらい大きな影響が出るケースがあれば、

その子どもには「提示順」（つまり、活動の

順序）が極めて重要であることがわかり、そ

れは日常生活の中でも同じようなことが起

こっている可能性があることを示唆してい

ると言えるでしょう。この場合、“活動の順

序が大事”という情報はその子どもの言動

を理解する上でも、支援の方法を考えてい

く上でも、非常に重要な情報になるのでは

ないでしょうか。 

 

保護者が同席する場合としない場合で、子ど

もの得点に差が出るか？ 

 これもほぼ確実に『ある』でしょう。ただ、

数値的な結果を左右するほどの影響がある

かどうかは、ケースによると思います。ま

た、一般的には子どもの年齢が低いうち、特

に０歳や１歳の頃は保護者が同席するのが

一般的ですし、年齢が高くなるにしたがっ

て同席しないでも検査が実施できるように

なります。 

AI の視点で「安心感や依存傾向が評価に

影響する可能性」が指摘されている通り、保

護者がいることで安心して課題に向き合う

ことができ、結果的によいパフォーマンス

を発揮できる可能性はあるでしょう。ただ、

一方で、AI も指摘するように保護者がいる

ことで依存的になり、やってみたらできる

かもしれないような課題に対して、「やっ

て！」と言って尻込みしてしまう可能性も

あります。このように書いた通り、保護者が
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いることはプラスに働く場合もあれば、マ

イナスに働く場合もあるわけで、これは保

護者がいない場合でも同様です。 

 保護者がいないことで不安が高まり、十

分に課題に取り組めないことも起こり得ま

すし、ひとりで検査者と向き合い、適度な緊

張感があることが結果的にパフォーマンス

を高めることもあります。 

 結論としては、ひとつめの問いと同じよ

うなことになりますが、その子どもについ

ては、保護者がいること（またはいないこ

と）がどのように影響したと思われるのか

を考察しておくことだと思います。 

  

同じ子どもに対して、異なる評価者が実施した

場合、得点のばらつきはどの程度か？ 

 では、最後の問いです。まず「異なる評価

者」となっている点がポイントであるよう

に思います。これが「異なる検査者」であれ

ば、検査項目の実施順序も違えば、声かけの

トーンも異なるわけで、スコアにどの程度

表れるかはともかく影響はあるわけです。

ただし、一人の子どもに同時期に異なる検

査者が検査を実施することは不可能で、ば

らつきを明らかにすることはできません。

一方、評定者間一致度であれば、同じ検査場

面の録画を視聴し、検査項目の通過・不通過

の評価がどの程度一致するかを調べること

は可能ではあります。この点は研究に使え

る検査場面の映像などがあれば調べること

が可能なので、やってみる価値があるかも

しれません。 

 

 以上、今回は AI が生成した問いのうち

「軽微・実践的な問い（現場での運用に関す

る疑問）」について考えてみました。残りは

また次回以降で考えてみようと思います。 
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講演会＆ライブな日々㊹  

 

 

 

 

 

 

古川 秀明 
 

 

 

『般若心経とオープンダイローグ 3』 
 

祖父の遺体が火葬場で燃えたその日の夜から、私の眠りは途絶えました。 

 

おじぃちゃんは死んでどこへ行ってしまったのだろう・・・。 

 

人間はいつか死ぬのになんで生きてるんだろう・・・。 

 

死んだらどうなるのだろう・・・。 

 

なんで僕はここにいるんだろう・・・。 

 

僕もいつかは死んでしまうのだろうか・・・。 

 

宇宙の果てに何があるんだろう。 

 

もし果てがあるのなら、その果ての向こうにはなにがあるんだろう...。 

 

そんな果てにたどり着く前に、僕は死ぬのだろうか...。 
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僕はいつ死ぬんだろう・・・。 

 

こんなことを考え出すと、恐怖で息が荒くなり、動悸が激しくなり、冷や汗が出て

きました。 

 

そんな恐怖におびえる私のこころに、柱時計の音が眠れなくなる追い打ちをか

けます。 

 

当時、商売が順調で高収入に恵まれていた父が柱時計を買ってきました。 

 

何かの映画で、お金持ちの家に柱時計があり、優雅に時を刻んでいるシーンを見

たらしいのです。 

 

その柱時計はずっと休まず「コッチコッチコッチコッチ」と音を立てて時を刻み

ます。 

昼間は他の生活音に紛れてさほど気になりません。 

 

しかし、当たりが静まり返った夜、しかも眠れない私にとってはとてつもなく大

きな音に聞こえました。 

 

何で人は死ぬんだろう・・・コッチコッチコッチコッチ 

 

僕もいつか死ぬのかな・・・コッチコッチコッチコッチ 

 

宇宙の果てにはなにがあるのかな・・・コッチコッチコッチコッチ 
 
なんでいつか死ぬのに生まれてくるんだろう・・・グオッチグオッチ
グオッチグオッチ 
 
私は両手で両耳を押さえ、大声で「ぎゃ～、たすけて～」と叫

びました。 
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私の隣で寝ていた両親は、私の声に驚いて跳び起きました。 

 

父「なんや！どうしたんや！なんか怖い夢でもみたんか！」 

 

母「ほんまや、びっくりしますがな。どないしゃりましたんや？」 

 

私「死ぬのんが怖い・・・死ぬのんが怖い・・・死ぬのんが怖い・・・」 

 

私の言葉に父も母もケラケラ笑いました。 

 

父「心配すんな、もう戦争は終わった。爆弾は降ってきいひんわい」 

 

母「大丈夫でおますで、米もたまごも肉もおますよってに」 

 

両親の愛情という温かく平和な布団の間で寝ながら考えている私の「死」と、戦

争に志願兵として従軍した父や、戦中、戦後の食べ物のない時代を食うや食わず

で生き抜いてきた母が考える「死」は、全く別物の「死」でした。 

私は父に尋ねました。 

 

私「僕、死なへんやんな？」 

 

父は笑いながら答えてくれました。 

 

父「心配するな、絶対死ぬ」 

 

私「ひぇ～、いつ死ぬん？」 

 

父「それは誰にもわからん。１０年後かもしれへん。ひょっとしたら明日の朝死

んでるかもしれへんぞ」 

 

私「ぎょえ～！死んだらどうなるんや～？」 
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父「じいさんの葬式で見たやろ。最後は焼き場で焼かれて、はいそれまでよ」 

 

私「ひぇ～、もし焼かれてる時に生き返ったらどうなんの？」 

 

父「まぁ、メチャクチャ熱いやろな。もう一回焼け死ぬしかない」 

 

私「ぎゃ～～～！お母ちゃん、死にたない！死にたない！」 

 

母「何を言うてますのや。あんさん、まだこないだ生まれたとこでっせ」 

 

私「こないだて、８年も９年も前やん」 

 

父「まぁ、こればっかりは順番に死ぬとは限らへんからな・・・」 

 

私「え？ほんなら僕がお父ちゃんやらお母ちゃんよりもはよ死ぬかもしれへん

の？」 

 

父「まぁ、そういうことやな」 

 

私「ひ～、ほんならどこいくの？」 

 

父「こないだ死んだじいさんが迎えに来てくれるやろし、心配すんな」 

 

私はお通夜の時の祖父を思い出しました。 

 

青白い顔をして、鼻や耳に綿を詰められていました。 

 

その姿かたちの不気味なこと・・・。 

 

あのおじぃちゃんがむくっと起き上がり、僕を迎えに来たら、きっと僕は怖くて

悲鳴をあげながら逃げだしてしまうだろう・・・。 
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父も母も面倒くさそうに、明日も仕事があるからもう寝るように私を強く促し

ました。 

 

しかし、両親の促す言葉は私の恐怖を増幅させ、終わることのない夜を生み出し

ました。 

 

（次号に続きます） 

 

     シンガーソングカウンセラー 

ふるかわひであき 
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療育手帳の向こう側 
４.子どものかわいさを伝えたい 

 

坂口 伊都 

 

 

 
はじめに 

  前回は、子どもとの言葉のコミュニケーションについて書きました。大人は、子どもが怒った

り泣いたりしていたらその理由を話して欲しいと願い、できるはずだと信じて「何故？」を繰り返

し、子どもから言葉が出てこないとガッカリしてしまう。コミュニケーションは言葉だけではなく、

仕草や表情からも伝わってくるものですが、言葉で説明できることが全てのように考え、言ってく

れないと焦ってしまい、大人自身も自分の状態を言うほど上手く表現できないことが多いものです。

そこは棚に上げて、子どもの心配をするのが親心というもののようです。 

療育手帳申請の聞き取りの際、一つの質問に対して何倍も話す方もいれば、淡々と返事をする方

もいます。ご両親で来られると、どちらか一方が主に対応されることが多いですが、母親に語りを

譲ると言っていた父が、途中から会話に入り込み子どもの様子を熱弁することもあります。また、

質問に対して、母は「できます」と言い、父は「えっ、できないだろ」と意見が分かれる時もあり

ますが、質問内容を具体的に補足すると、お二人の着地点をみつけられます。意見が分かれたまま

というご両親には、お会いしたことがありません。どちらも子どもの発達検査に関心を持って来ら

れ、子どもを思う気持ちが伝わってきます。 

 

 淡々と返事される方は、話が広がらずに終わりそうになるので、質問した側が困ってしまう時が

あります。例えば、「お友達関係は、どうですか？」と子どもの交友関係を尋ねると、 

親    「友達は、いませんね」と一言。その後の言葉を待っても出てきそうにありません。 

援助者 「えーっと、学校の様子とか何か聞いていますか？」 
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親    「トラブルがあったとかは聞いてないです」 

援助者 「誰か、お友達の名前が出てくることはありますか？」 

親    「そう言えば、最近一人の子の名前を言いますね」 

援助者 「へぇ、そうなのですね。いつ頃から？」 

親    「この春頃からです。クラスが一緒になった子と好きなものの話をするようになってみ

たいで」 

援助者 「何の話をしているのですか？」 

親    「恐竜が好きで」 

援助者 「そういえば、今日の服も恐竜柄でしたね」 

 

その辺りから話が弾み始めます。今まで出てこなかっ

た名前を言うようになっている変化に気づくと、その子

の成長が見えてくるようです。いつも先生の横にいて、

先生とばかり話していた子が、周りにいる子を意識して、

名前を覚えるまでに関心をしめしていることは、大きく

て嬉しい変化です。 

 

一緒に遊べ、お喋りをして過ごせるのが友達だと考え

てしまいますが、この子には名前を覚えた子が友達なの

でしょう。「そう言えば」の辺りから、親御さんが纏って

いた空気が軽やかになりました。無機質な話から感情がこもっている話に変わった印象です。淡々

と答えていたのは、見知らぬ所で緊張していたのか、無口な方なのか、小さな出来事を言っても仕

方がないと経験してこられたのかわかりませんが、かわいい子どもの話は楽しい気持ちにさせると

教えてもらいました。今回は、親御さんから日頃の子どもの様子を聞かせてもらう中で、思わず話

したくなる話題について書いていこうと思います。 

 

困りごとから 

 

 最近のお子さんの様子を伺うと、困りごとを多く耳にします。その一つは、こだわりからくるも

のです。 

 

援助者「支援学校まではスクールバスで通っているのですか？」 

母   「はい、バスで」 

援助者「バス停まで送っているのですか？」 

母   「はい、歩いて送っています。最初にバスに乗れないと怒るので大変です」 

援助者「バスが大好きなんですね」 

母   「はい、バスに乗るために学校に行っているようなものです」 
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援助者「1番でバスに乗ったら、ご機嫌で行ってくれるのですか？」 

母   「1番にバスに乗れたら満足しています」 

援助者「他に 1番に乗らないとイヤという子はいないのですか？」 

母   「はい、皆さんに譲ってもらっています」 

 

小さい子も押しのけて、最初にバスに乗ろうとすることに申し訳なさを感じていました。子ども

よりも他の保護者にどう思われているかの方が気になっている様子です。この行動から苦情が出た

り、嫌そうな表情をされたりもないそうです。きっと他の皆さんも「こだわり」への理解をお持ち

で、温かく見守ってくれているのではないかと感じます。「こだわり」はその子の大切にしている

部分で、そことどう折り合いをつけていくかを探していくことが大事になります。このお母さんに

は、周りの皆さんに「すみません」よりも多く「ありがとう」を伝えて欲しいと感じます。そして、

１番でないと嫌という他の子が来たら、皆で知恵を絞ったらいいですし、その頃にはこの子の関心

が別のところに向いているかも知れません。 

 

次は、子どもが反抗的で困っている話です。 

母   「最近、家でイライラしていることが多くて、どうしたらいいものか」 

援助者「いつ頃からイライラしていると感じるのですか？」 

母  「新学期になったぐらいからです。イライラしているから、何にイライラしているのと聞い

ても、自分の気持ちを上手く表現できないから、何も言わないし」 

援助者「伝えたいのに伝えられなくてイーってなっている感じですかね？」 

母   「そうそう、そんな感じ。早くご飯食べてと言ってもグズグズして食べないし」 

援助者「お父さんが言えば、動くのですか？」 

母   「そうですね。でも普段からいないから。そう言えば、リビングで寝るなと父が言っても、

言うこと聞いてないですね」 

援助者「リビングにずっといるのですか？」 

母   「はい、ベッドで寝てと何度も言うのですけど、ソファで寝てしまって」 

援助者「自分の個室はあるのですか？」 

母   「はい、あります」 

援助者「リビングでご家族も過ごしていますか？」 

母   「はい」 

援助者「自分の部屋から出てこない話はよく聞きますが、〇〇さんはリビングにいたいのですね」 

母   「あっ、本当だ。言われてみればそうですね、気づかなかったです」 

 

学校では反抗的ではないが両親の言う事をきかなくなった、反抗的になってと心配されていまし

たが、よく話を聞いていると自分の部屋があるにも関わらず、リビングに居続けているそうです。

自分の部屋にはあまり行こうとしない理由を考えたくなりました。親に言われたことをすぐにしな

くても、家族を感じていられる距離にいたいのかも知れません。反抗的が加速していったらどうな
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るのか不安を感じていましたが、違う角度から見たら違って見えてきたようで、「押してダメなら

引いてみてもいいかもしれませんね」と笑っていました。 

 

  周りからどう見られているのだろう、陰口を言われているのではないか、反抗に歯止めがきか

なくなっていくのではないか等、不安になると悪い方に考えてしまいがちです。親御さんは、子ど

もの困りごとを話していましたが、その中には子どもの好きなものがありました。最初の子はバス

が大好きで、反抗的な子は人や家族です。子どもの様子を伺っている時、普段の子どもの様子が浮

かばない時や困りごとの話ばかりになる時は、気分転換も兼ねて「お子さんが好きなことは何です

か？」とお聞きしています。 

 「そうですね、ブロックとか作ることが好きですかね」 

 「何を作っていることが多いのですか？」 

「食卓の上にビルや家、駐車場を作るんです。ご飯だからどけてと言っても動かなくって」 

「それは、大作ですね」 

「ええ。親が片付けるのですけど、また同じものを作っています」 

「ブロック大好きなのですね」 

 子どもの好きなものの話が始まると、その子がワクワクしながらやっている姿が立ち上がって

きます。楽しいエピソードは、親御さんの表情を穏やかにします。 

 

子どものために 

 

どの親御さんにとっても子どもの将来が気に

なります。できることなら、子どものためにな

るような働きかけをしたい。 

「子どもの将来につながるようにできること

をしてやりたいが、何をしてやればいいのか」 

と聞かれることがあります。中には、 

「できることが増えたら、療育手帳がなくな

くって普通級に入り、自分の足で稼げるように

なるのが一番いいと思っている」 

と語る方もいます。確かに、再交付の検査で「非該当」になる子もいます。その一方で、クラス

の皆ができて自分だけできないと悩み、友達から馬鹿にされ、辛い思いをした子が支援級や支援学

校に入り、わかりやすく丁寧に教えてくれるから、これから何をすればいいかがわかり、自分から

進んで行動するようになり、表情も明るくなったという声も聞きます。 

 

先のことは、誰にもわかりません。わからないから不安になり、答えはないと知りながら答えを

求めたくなります。さらに、他者は自分の思い通りに動いてはくれません。子どもに良かれと思っ
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て、忠告をしても、耳を貸さずに「うるさいなぁ」と悪態をつかれることもあり、子育てに正しさ

や、これをすれば良い子に育つという方法はわかっていません。本当にあれば、誰も苦労はしませ

ん。 

 

数多くの子どもを見ていて、周りにいる人を信じられるようになることが力になると感じます。 

そのために、その子の特性、よくわかっているところと苦手なところを知り、それに合わせた伝

え方を周りにも理解してもらい、「できた」という経験を積める環境を整えていくことが大切です。

療育手帳が非該当になった場合でも、できて当たり前ではなく、ケアを必要とすることは多々あり

ます。子どもとして学校に通う期間は人生の中では短く、大人として生きていく時間の方がずっと

長い。障がいのあるなしに関わらず、その人が自分なんて価値がない、ダメだ、役立たずだと思う

のではなく、よく頑張っている自分を肯定して生きていたいと思っています。 

 

私のよく知る子が、療育手帳を所持して成人になりました。その子は、グループホームに住み、

障害者枠での求人応募を何度か受け、研修期間に無断欠勤をして採用されなかったということもあ

りましたが、今は一般企業で働いています。家に着くのが２０時になると愚痴を言いながらも頑張

って通勤しています。障害年金の受給等を受け、大好きなあいみょんのファンクラブに入り、コン

サートに出かけるようになりました。 

この子も自分に自信がなくて、いろいろなトラブルを引き起こした経緯がありますが、今は自分

の生活を成り立たせて、やわらかな雰囲気になりました。あいみょんのコンサートに行くたびに万

単位でグッズを買って、商品の写真を嬉しそうに送ってきます。１０年後もそれが宝物になってい

ればいいですが、期待薄のような気がします。危なっかしいところは幾つもありますが、同時に力

強さも感じます。 

 

障がいがあるから自分の足で立てないということはありません。周りの支えは必要ですが、社会

の中で元気に生きていくことができます。周りにいる人が助けてくれると信じて生きられることが

強さになるのではないでしょうか。 

親は子どもの将来のために少しでも有益

なことをしてやりたいと思いますが、子ど

ものゴールを先に決めるのではなく、子ど

もと一緒に試行錯誤することの方が役に立

ちます。子どもが迷惑をかけているのでは

ないかと心配する気持ちが拭えないことも

わかりますが、視点を切りかえ子どもの好

きな事を一緒に楽しみ、子どものかわいい

部分をもっと周りに伝えていき知ってもら

うことが子どもの力になるのではないでし

ょうか。 
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周辺からの記憶 48 

2023 年 3 月 東日本・家族応援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

in ハワイ 

村本邦子（立命館大学） 

 

この夏は、昨年に引き続きプエルトリコに行ってきた。今回は、文化と自立したコ
ミュニティがテーマとなった。アドフンタスという山岳地帯の小さな町に、カーサ・
プエブロというコミュニティ拠点がある。ナオミ・クライン（2019）『楽園をめぐる
闘いー災害資本主義に立ち向かうプエルトリコ』（堀之内出版）を読んでから、是非
訪れたいと思っていた。滞在地であるサンファンから離れており、交通手段もないた
め、思い切ってレンタカーを借り、１泊２日のミニトリップをした。 

1970 年代、プエルトリコ政府がこの地で銅鉱山開発を計画した。住民は環境破壊に
強く反対、鉱山開発を阻止した後、森の保護活動を展開し、1980 年にカーサ・プエブ
ロが設立された。1990 年代には、文化・教育活動が活発化し、コミュニティ・ラジオ
局もできる。音楽学校や美術館を運営し、子どもや若者への文化教育を推進、環境保
護だけでなく、地域文化を育てる拠点へと拡大していった。2000 年代には、プエルト
リコの電力依存に疑問を呈し、太陽光発電による自立が提唱され、「エネルギー主
権」を掲げて政策にも影響を与えた。2017 年、プエルトリコを襲ったハリケーン・マ
リアで全島が停電するなか、太陽光で電力を確保していたカーサ・プエブロは、避難
所・医療支援・情報発信の拠点となった。 
現在も、環境教育、文化活動、太陽光エ 

ネルギー普及を三本柱に、コミュニティか 
から社会を変える拠点として活動している。 
驚いたことに、プエルトリコにはこのよう 
な自立型コミュニティが次々に芽吹いてお 
り、地域ごとに特色あるアプローチで社会 
課題に挑んでいることだった。しかも、そ 
の中心を担っているのが若手アーティスト 
たちだった。これをどうやって日本にもっ 
てこれるのだろう。 
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「東日本・家族応援プロジェクト in ハ

ワイ」企画 

 

2014 年、学外研究で 3 ヶ月ハワイに滞在
した。そこで、息子が親しくしている人たち
と知り合った。サンフランシスコやニュー
ヨークに暮らす日本人たちと同じく、ハワ
イに暮らす日本人たちも、遠く離れた故郷
への強い思いがあり、さまざまな形で支援
活動をしていた。情報交換や交流をしたり、
ボランティアをしたり、講演会も開いても
らった。 
とくに、震災直後から大きな鉄板を JAL

に積んでもらって、頻繁に現地に通い、焼き
そばを焼いている MOVE4 Japan 代表の竹
林篤さんは、東北以外の被災地にも通うよ
うになり、熊本地震の時には、同時期に熊本
にいることがわかって合流し、急遽ボラン
ティアに参加させてもらったこともあった。 
そんな関係から、十周年の記念の時期に

は合同で何かしようと話していた。それが
コロナ禍で流れ、2023 年 3 月にようやく実
現したのだった。 
 竹林篤さんや袰岩奈々さんを始め、多く
の方が実行委員会を作って企画を進めてく
ださった。コンベンションセンターで開か
れる第 27 回ホノルル・フェスティバルに
合わせて、2023 年 3 月 10 日（金）～12
日（日）「東日本・家族応援プロジェクト
in ハワイ」をすることになった。 
 日本とハワイの交流は明治元年 1868 年
5 月に最初の日本人 149 人の渡航に始ま
り、1885 年の日本ハワイ両政府間の契約
による移民（官約移民）以来、100 年以上
の長い歴史を積み重ね、現在の四世、五世
の人々にまで受け継がれている。今や、ハ

ワイの人口の 5 分の 1 を日系人が占め、年
間 150 万人近くの日本人がハワイを訪れる
といった、政治的にも経済的にも不可分の
緊密な関係を築いている。 
こうした歴史的な経緯において、日本と

ハワイ双方の人々が旅行を通じて相互往来
するだけでなく、お互いの歴史と文化をさ
らに深く知り、心と心つなぐ草の根レベル
での真の交流を広げる事が求められてき
た。そこで、日本各地のお祭りをはじめ文
化・芸能並びに武道・スポーツ、手芸など
の様々な交流を通じて日本とハワイの交流
を更に深めるため、ホノルル フェスティ
バル委員会を組織し、1995 年 3 月に第 1
回ホノルル・フェスティバルを開催したの
だという（公式 HP による
https://www.honolulufestival.com/ja/festiv
al/）。 

3 月 8 日（水）朝、団さんと一緒にホノル
ルに到着。竹林さんと袰岩さんと食事しな
がら打ち合わせをした。 
 

 
 
 
 
 
 

https://www.honolulufestival.com/ja/festival/
https://www.honolulufestival.com/ja/festival/
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3 月 9 日（木）マキキ教会午餐会 
 11 時半ピックアップで、マキキ教会午
餐会へ。ここで、講演と漫画展をすること
になっていた。マキキ教会はお城の形をし
た不思議な教会である。 

 

 

 公式 HP によれば、マキキ教会はプロテ
スタント教会で、1894 年、ハワイに移民
した日本人である奥村多喜衛（おくむらた
きえ）牧師が開拓伝道を始め、1904 年に
奥村牧師ら 24 人で組織され、1908 年から
はハワイ最大の日系教会として重要な役割
を果たしてきた。1932 年には、ハワイに
美観を添え日系人を励ますために、「神は
わが城なり、わが避けどころなり」の聖句
から奥村牧師の故郷である高知城を模した
教会堂を建てた。世界大戦の苦闘と戦後の
復活と成長を見てきた。奥村牧師は、「教
会だけでなく広く社会に出て働く」を信条
に、生涯をハワイ日系人社会のために捧げ
た。（https://mccjp.org/） 
 80 代、90 代の女性、男性が 50 人ほど
集まってくれる。始まりは、「ありがと
う」という午餐会の歌をみんなで歌うとこ
ろから。歌詞を聞いていると、遠く故郷を
離れて、つながり、学び合い、死ぬまで向
上しようという内容の歌で、みなさんの思
いが伝わってくる。 

 

https://mccjp.org/
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机の上に漫画を拡げ、私は「東北の復興と
民話の力」のテーマに、東日本大震災による
大きな被害から人々が立ち上がり復興する
にあたって、土地に根差した民話を伝える
活動が大きな力を発揮したことを話した。
おもには山元町の民話の話だったが、みな
さんそれこそ食いつくように前のめりに聞
いてくださり、終わった後もたくさんの感
動の言葉を伝えてくださった。 
参加者それぞれにさまざまな背景があ

り、書道で看板を書いてくださった男性
は、名古屋に暮らしていたが、60 歳で妻
を癌で亡くし、牧師になりたかったので、
そこから学校に入って牧師になり、ハワイ
に赴任してきたという。また、ハワイで生
まれ育った二世で、「日本語は下手です」
という人たちもいた。 
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KZOO ラジオ 
終了後、ホノルル・フェスティバルでの私

たちの企画の宣伝のため、KZOO ラジオの
生放送に出演する。パーソナリティのコリ
ーンさんがリードしてくれ、あきらめんの
パイナップルラップでオープニングを飾る。
あきらめんとは私の息子で、数年前ここに
暮らしていた頃、コリーンさんはじめ多く
の人たちのお世話になっており、あちこち
でラップをやっており、何度かラジオにも
出演させてもらっていた。 

4人で出演し、楽しいひとときとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

パロロ本願寺 
 それから、パロロ本願寺に行き、パンフレ
ットのコピーをさせてもらう。なかなか思
うようにいかず、篤さんが苦労してようや
く仕上げてくれた。藤森和尚にお世話にな
った。お寺の庭には大きなマンゴーの木が
あって、夏にはマンゴーがたわわになるら
しい。13 日月曜日にここでも漫画展をさせ
てもらうことになる。 
 こちらも公式 HP によれば、パロロ本願
寺の起源は、1922 年に建設されたモイリリ
東本願寺である。高速道路の建設に伴い、現
在のカイムキの場所への移転が決定され、
1962 年にパロロ本願寺が建設された。元の
定款には「地域社会の一般福祉の向上」が目
的として掲げられており、現在もその理念
に沿って、3R（リデュース、リユース、リ
サイクル）を基にしたコミュニティ有機農
園の運営など、環境問題への取り組みを通
じて、パロロ本願寺が地域社会の一員とし
て認識され、地元の人々と共に歩むことを
目指している。 
https://www.palolohongwanji.org/ 

https://www.palolohongwanji.org/
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パロロには大きなマンゴーの木があり、
ツリーハウスになっていた。夏に来たら素
敵だろう。マキキ教会にしても、パロロ本
願寺にしても、日系移民の拠り所、コミュ
ニティとして位置づいているようだ。 

 

3 月 10 日（金） 準備 

お昼、立命館の修了生と落ち合った後、コ
ンベンションセンターで設営準備をする。
ハレの会に方々や実行委員会のみなさんが
とてもよくしてくださり、心配していた漫
画展示もバッチリきれいにできた。 
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命灯会 
 19 時からは、ハワイ大神宮で命灯会。公
式 HP を見ると、第二次世界大戦の勃発に
伴い、ハワイ大神宮の土地と建物はアメリ
カ合衆国政府によって接収され、競売にか
けられた。しかし、この組織は戦争中も宗教
施設としての身分を維持し続け、1958 年 11
月 1 日、この場所に永久的な本拠地を確立
した。ハワイ大神宮は、アマテラスオオミカ
ミをはじめ、その随伴する神々、そしてハワ
イと世界に貢献した歴史的人物であるジョ
ージ・ワシントン、アブラハム・リンカーン、
カメハメハ王、カラカウア王など、多くの
神々を祀っているのだそうだ。毎日朝と夕
方に、人類の平和と幸福、調和ある世界の実
現を祈る祈祷が行われている。 
 HP の文面のなかには、下記のような記述
があり、興味深い。「第二次世界大戦前、日
本の指導者たちは彼女を国家の神として崇
めていました。この指導者たちの傲慢さが、
日本の敗北を招いたのです。彼らはアマテ
ラスオオミカミを自分たちだけのものとし
て独占しましたが、太陽のような普遍的な
存在に対して独占権を主張する愚かさと無
意味さに気づかなかったのです。」 
https://daijingutemple.org/ 
 ここハワイでは、毎月 10 日の 19 時 46
分、日本時間の 11 日 14 時 46 分に命灯会
を行っていると聞いて驚いた。もともとは
気仙沼の二人が始めたものをハワイで奈々
さんが引き継ぎ、篤さんと二人で続けてい
るのだという。今回は神社だったが、その
時々で、お寺や ZOOM、仙台駅でもやった
ことがあるという。宗教を問わず、日系コミ
ュニティが集まって東北に思いを寄せる日
になっているようだ。 

https://daijingutemple.org/


131 
 

20 人ほどの小さな会であるが、持ち寄っ
た食事をつまみ、神道のみそぎの儀式をし
て、キャンドルに灯りを点し、それぞれの思
いを共有する。 

 

 

 

 
 祝詞には、「福島第一原発、第二原発が爆
発し、怪しき煙が立ち上り・・」といった文
言や、津波に襲われた人々の生々しい描写
も含んでいて興味深かった。 
この様子は今も you tube で見ることがで

きる。 
https://youtu.be/YYZhCPMifzE 

 
 

https://youtu.be/YYZhCPMifzE
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3 月 11･12 日 

ホノルル・フェスティバル 

朝からコンベンションセンターに行き、
「ふながだの海」を見る。これは新地町の漁
師さんの話である。新地町と篤さんは深い
つながりがある。小野春雄さんを主人公に
した紙芝居をアニメーションにしたもので
ある。実は、私たちも 2019 年にここを訪れ、
小野さんにお話を伺ったことがある。また、
紙芝居を作成した福本英伸さん（一般社団
法人「まち物語制作委員会」代表理事）とも、
いわきでご一緒したことがあった。このア
ニメには篤さん自ら英語の字幕を入れたと
いう。被災から出会うまでの小野さんのが
埋められ、理解が進んだ。 
小野さんは十年前の津波で弟を亡くして

いる。自宅一帯は建物がごっそりなくなり、
漁具もすべて流された。慣れない仮設住宅
で暮らし始めたが、弟さんが行方不明にな
ったショックと先行きへの不安が重なり、
体調を崩した。４か月後に身元不明で見つ
かっていた遺体が DNA 鑑定で弟さんだと
わかった。「生きている俺は弟の分まで漁師
を続けないとだめだ」と感じたという。 
新地町の漁業も少しずつ復活しているが、

風評被害が立ちはだかり、取引価格は下が
ったまま。「福島の今の姿を正しく伝え、漁
師仲間を元気づけたい」と聖火リレーに応
募した。感染防止のため、大好きな店でのカ
ラオケもやめてこの日に備えた。 
小野さんが走ったコースは釣師（つるし）

防災緑地公園。かつて自宅があった地区だ
った。沿道に集まった友人たちは大漁旗を
はためかせ、「福島の海と生きる漁師」と書
かれた横断幕を掲げて応援してくれた。「走
りながら昔の風景を思い出していた。津波

で亡くなった弟も、親戚も、海から見守って
いてくれたと思う。仏壇に線香をあげて、無
事に走りきったと報告をしたい」。 
福島の多様な声が重ね合わせられていて

良い内容だった。私を含む少なからぬ人に
とって苦々しい思いを重ねていたオリンピ
ックだったが、小野さんにとっては、「わく
わくしながら走った。本当に楽しいひとと
きだった」のだ。 
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それから、団さんは「物語が支えるもの」、
私は「福島の今に思いを馳せる」というテー
マで話をした。どちらもボランティアの方
が通訳をしてくださったが、それぞれに興
深い背景を持っていた。 
  

  

 

 

12 日にはフリートークの時間を持った。
福島出身の方などが思いを語ってくださっ
た。ホノルル・フェスティバルは盛況で、各
県人会がブースを出していた。県人会は県
から助成を受けていることもあり、福島県
人会は復興一色の展示となっていたのは少
し残念だった。 
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長岡花火 
ホノルル・フェスティバルの最後は、日
本から贈られた長岡花火がワイキキビー
チで打ち上げられることになっている。
長岡花火には、戦争で亡くなった人々へ
の追悼と平和への祈りが込められてお
り、長岡市とホノルル市の姉妹都市交流
のシンボルなのだそうだ。ハワイに来
て、長岡花火が見られるなんて思っても
みなかった。平和を願いつつ、花火を楽
しんだ。 

 

3 月 13 日（月）パロロ本願寺での漫画展 
 パロロ本願寺での漫画展のため、朝から
言って設営する。お堂いっぱいに漫画を展
示した光景は圧巻だった。ハワイに住む友
人たちやその知り合いなどが口コミで来て
くれた。際入れもあり、東北のボランティア
活動を続けている方たちとの情報交換もで
きた。 
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 夜は、高台にある竹林さん宅に招いて頂
き、美しい夜景を見ながら、バーベキューを
楽しんだ。篤さんが被災地で焼き続けてい
る焼きそばも頂いた。 

 

3 月 14 日（火）帰国へ 

日の出前、カイルアに住む友人宅にお邪
魔し、日の出前のビーチを散歩し、美味しい
朝ご飯を頂く。カイルアは素敵なビーチだ。 
  

  
その後、めんどうにも PCR 検査を受け

（この時期、3 回のワクチン接種がなけれ
ば日本はまだ PCR 接種を義務付けていた）、
夜は別の友人を訪れ、素敵なコンドで夕飯
をご馳走になり、翌日、帰路に着いた。 
 東日本大震災とハワイは私にとって強い
結びつきがある。NY でも感じたことだが、
故郷から遠く離れた所にいる日系人・日本
人には、被災地への強い思いがある。ここに
は書けなかったことが多くあるが、日系移
民やハワイに暮らす日本人の実情を知るに
つけ、「土地の力」は人々とともに移動し、
新たな土地の力と融合して変容しているの
だと思った。 

           つづく 
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ちょっと前に、自宅マンション近くの老舗の扇子屋さんで何やら映画撮影をしていました。すご

ーくコソコソとされていて、何の映画かさっぱりわかりません。近所のカフェの店長に聞いても

「私も気になっているんです。映画関係の人がご飯を食べには来るけど、何の映画かは聞いて

も教えてくれないんですよ」と笑います。どんな映画なんだろーとワクワクしていたら、今年の

６月公開となった「ぶぶ漬けどうどす」という、京都の老舗扇子屋に東京から嫁いだ嫁と、室井

滋演じる義母や京都の人々とトラブルを・・てな感じのコメディ映画でした。もちろん映画は見

に行って「イヤ～まぁ、なかなかの京都やね」という感じですが、私も「京都のおひと」には思う

事があるので、今回のテーマは「京都のおひと」 

 

大学に進学するまで大阪で生まれ育った私ですが、京都に就職して京都人と結婚して、人生の

半分以上をずっと京都で生活しています。それでも自分が京都人という意識はなくて、物事は

はっきり言う大阪人のままだなぁと思っております。まだまだ「よそ者」でございます。 

ただ、「京都」がスゴイなぁと思う事はしばしばで、旅先で「どこから来たんですか？」と聞かれ

「京都です」と答えると「こんなとこより、京都の方がみるものたくさんあるのに」「京都は好き

で、よく旅行に行きます」「京都には行ってみたいです」と京都リスペクトなお返事を頂くことし

きりで、なんだか恐縮してしまう事も多いです。 

友人の勧めで「一澤信三郎帆布」という老舗かばん屋さんの手提げカバンを使い始めて、もう

２０年近く同じカバンを買い替えて使っています。丈夫でいいカバンなのですが、店舗は京都

にしかありません。ときどき旅先で「京都からいらしたんですか？」と聞かれて「ええ、どうして

わかるんですか？」「京都のかばん屋さんのをお持ちなので・・」と言われると、京都のブランド

力すごーいと思ってしまいます。 

 

ただ、一方で、京都人なかなかプライドが高い。 

京都市内の病院に勤務している時、精神科の診察の場では患者さんのお仕事などもお聞きす

精神科医の思うこと㊳ 

京都のおひと 

松村 奈奈子 
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るのですが「お仕事は何をされていますか？」「〇〇寺に務めているので、自宅もその近所で

す」「〇〇寺？」「えっ、〇〇寺も知らないんですか‼」とか、「△△漬物を経営しているんです」

「△△漬物？」「△△漬物を知らないんですか‼」などなど怒られたことがあります。いやいや、

清水寺とか金閣寺とか超有名なお寺じゃないんですよー、漬物屋さんもいっぱいあるし、わか

りませんよー。ただ、その後京都府北部や郊外の病院に勤務した時は、そんなやりとりは全くな

かったので、京都市内にお住みの患者さんだけの反応でした。 

さらに、大阪人の私、物の値段に興味津々でつい「その服なんぼでかったん？」「そのマンショ

ンの家賃いくらなん？」と聞いてしまい「京都人はそんなんに答えません」と友達に怒られたこ

ともあります。まじっ、これが京都かーとシミジミ考えてしまいます。大阪人に聞いて怒られた

事はありませんし、むしろ「これなんぼで買ったと思う？」と聞かれて「上手な買いもんしたんや

ろ」と自慢話が始まる大阪人多いです。これはこれで、大阪人のアカンとこでもあるんですけど

ね。 

 

診察の場面でも、京都ならではの患者さんを診る事もあります。 

今回の映画の主人公である東京から来たお嫁さんは、老舗の女将に怒られてもなかなかメン

タル強めで元気でしたが、京都になじめずに精神科を受診する若いお嫁さんを何人か診察し

たことがあります。多くは、京都老舗の長男が関東の大学に進学し、学生時代に出会った関東

の女性が嫁いでこられたケースでした。「老舗の若女将」は誰もができるわけではなく、いろん

な能力がいるんだと思います。頼れる実家も友人もみんな関東で、いきなり知らない京都で生

活するだけでも大変なのに、「老舗の若女将」としての仕事は大きな負担で、老舗の長男がシッ

カリしていない場合、孤立して精神科を頼るしかないのかなぁと思います。 

 

京都の郊外の病院に勤務している時、ある患者さんが、娘さんが京都の老舗の着物屋さんに

嫁いでいる話をされました。「私はたよりないんで、こんなんでうつ病とかになちゃったんです

が、娘は老舗に嫁いで、お義母さんと上手にやってるんです。嫁ぐときに、しっかりしたお義母

さんやったんで心配して『辛かったら帰ってきてもいいで』と言ったくらいです。でも、お義母

さんとケンカせんと、子育てもお店の難しい仕事もこなしてて、祇園祭の時は祭りのお手伝い

もせんといかんみたいで、大変やったみたい。祭りの後は、孫と一緒に私のとこに帰ってきて

寝てましたわ。でも、ほんまよう頑張ってて、自慢の娘です」と話された時、やっぱ京都老舗は

京都の人でもハードルが高いんやなあと思いました。 

 

ただ、京都の真ん中に生活してみて、ほんと京都ってスゴイなぁと思います。映画の舞台となっ

た老舗扇子屋さん、実は跡取り娘さんがおられて、いろいろイベントを企画してくれたりで面

白いお店です。「能」に使われる扇子も取り扱っているようで、お店の２階の広間で能楽の先生

をよんで軽いミニライブ的なものを時々企画されていて、お店に貼ったチラシをみて近所の

方々に交じって私も参加した事があります。初めての老舗扇子屋さん訪問、京町屋の典型的な
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縦長のお家で、奥に入るとおくどさん(かまど)があって、中庭があって、「おー、中はこんな感

じやったんか」と感動した覚えがあります。「能楽」のイベントも勉強になりました。 

老舗扇子屋さんのちょっと先の並びに、古民家を改装した美容室ができて、通っていたのです

が、美容師さんと仲良くなると、古民家の中を探検させてくれるようになりました。美容室に

は地下に「防空壕」があって、今はオシャレなギャラリーに改装されていたのですが「防空壕」の

感じはそのままで、「古民家の地下に防空壕があるなんて」と見学して感動しました。 

私はマンション住まいで、直接自治会などと深い交流は無く、未だ「お客さん」な感じですが、

京都の真ん中に生活していると、京都の奥深さや歴史を享受させて頂く事が多くて、楽しませ

て頂いています。 

 

コロナで緊急事態宣言がでて、「京都から出るな」となった時は、不謹慎で申し訳ないのです

が、散歩がてら今まで行ったことのない京都の神社仏閣や街並みを散策できて、改めてじっく

り京都を勉強する時間となりました。近所だけでも回り切れない程の神社仏閣かあり、それぞ

れの歴史を勉強すると、日本史の教科書に載っている様な人物と関連していたりと「さすが京

都」と感服します。まだまだ訪ねていない名所もたくさん残っていて、ほんとこれからも京都散

策を続けていきたいと思います。京都は今、観光客であふれていますが、繰り返し訪れたくな

る魅力は、よくわかります。 

 

で、京都のおひと。 

生粋の京都女子とご飯を食べている時「東京に出張で行った時、銀座の天ぷら屋さんでご飯

を食べるのが好きなんです。いつも一人で静かに食べ終わった後、最後にっ『おおきに』って言

ってお店を出るんですよ。ふふっ」と彼女が微笑みながら話します。ほんと、いつもおしとやか

な彼女ですが、奥底の京都人魂が見えた気がしました。「最後に京都から来ている事をさりげ

なくアピールして店を出るんですね」と言うと、彼女は「ふふふ」とまた微笑みます。すごいな

ー、お江戸で「京都から来てるんですけど自慢」ですか。いやー、やるなー京都人。 

大阪人の私、「大阪から来てますよ自慢」などしようと思った事もありません。むしろ、すいませ

ん、お江戸を散歩させてもらってますってな感じです。 

「最後に京都アピール」とは、ほんま「京都のおひと」はすごいです。 

 

☆ぶぶ漬けどうどす・・・京都弁で「お茶漬けどうですか？」と言う意味。「そろそろお帰り下さ

い」と遠回しに伝える京都の「本音と建前」を表す言葉。 
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馬渡の眼 １８ 

子ども食堂篇 

９年目を迎えた無料塾・子ども食堂 

 

 

 

 今回は、我が子ども食堂の現況につ

いてご紹介したいと思います。 

  無料塾・子ども食堂には、『子ども

の権利条約カレンダー』とポスター

( 子どもの権利条約３１条の会制

作 )を掲示しています。  

 ２０１９年からは、教え子である金

沢大学の学生や大学院の留学生、富山

大学の学生が、ボランティアにきてく

れています。彼らは、それぞれが自治

体委託の学習支援、カタリバ、北陸き

ょうだい会、かなざわユースセンター、

石川に夜間中学をつくる会(県立あす

なろ中学が実現し解散)のメンバーで

す。彼らから「イベントは大人主導で

はなくて、子どもたちが企画から参画

できるようにしましょう。」と提案さ

れ、改めて子どもの権利条約３１条の

価値に気付かされました。 

 昨年度からは、金沢大学教職大学院

の方々のフィールドワークを受け入

れており、この掲示に気付いてくださ

った時には、とても嬉しくなります。 

 

 さて、現在利用登録している子ども

たちは、３自治体１１校(小中高校・特

別支援学校)で、乳幼児(加配保育の子

どもも)から高校生まで７２名です。

不登校(完全な不登校から緩やかな不 

 

 

 

登校の子ども)を選択している子ども

たちや放課後等デイサービスに通う

子どもたちもいます。 

 開催日は毎週月曜日(祭日は休み)

の１７時頃から２０時までで、夏休み

等の長期休暇中には、火と水曜日の昼

に追加開催(盆休みと年末年始休み)

しています。自由に出入りできるのと、

希望に応じて送迎もあります。家族三

世代で参加される方もいて、子どもも

大人も無料です。 

 毎週６０食(イベント時は８０食)

を午後から作成しています。一昨年か

らは長期休暇中は、王将(全国的な子

ども食堂支援)のご支援も得ています。

大学生からの提案で、クリスマス会は

子どもたち主導でピザとクレープを

作成し、ボランティアがお手伝いをし

ています。長期休暇中のおやつ時間に

は、子どもたち主導でクレープやホッ

トケーキ、たこ焼きを作っていて、そ

の出来栄えに「映えるう!」と感嘆の声

が上がります。 

 クリスマスプレゼントや夏祭りの

景品なども、子どもたちと選んで準備

をしています。財源は、定期的に寄付 

を下さる精神科や小児科医師や元美

術教師の油絵画家の方、弁護士などの

応援があり、成り立っています。 
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 イベント時のボランティアには、地

元企業の社員さんや保育士、助産師、

元教師等の社会人も応援に沢山駆け

つけてくださり、子どもたちは毎回 

わくわくしながら楽しみにしていま

す。 

 

 母体法人が公益社団法人の医療機

関ですから、コロナ禍も相談にのって

いただきながら乗り越えました。 

感染症やアレルギー、予期せぬ事故や

災害時への対応等のマニュアルに添

っての対応が叶うことが強みです。医

療ソーシャルワーカーに生活相談を

つなぐこともできます。 

 

 今年は 5 年ぶりに利用者(子ども・

保護者)アンケートを実施し、寄せら

れた声に励まされました。 

 子どもたちからは、メニューは秘密

にて「なんのごはんがでるかわからな

いから、いつもわくわくする」「いえや

きゅうしょくとはちがうカレーライ

ス」「みんなといっしょにたべるごは

んがたのしい」、わくわくするのは「み

んなでつくるおやつやピザ・クレー

プ・たこやき・おこのみやき」「じぶん

のたんじょうかいのケーキ」「プレゼ

ントやプラバン、こうさく」「がいこく

のひととか、ふだんおしゃべりしたこ

とのないおとなやおにいさん、おねえ

さんとあそぶこと」 

 保護者からは、「いつも助かってい

ます。大人とのかかわりに飢えている

我が子たち、いつも『おかえり』と迎

えてくれて、久しぶりに遠慮がちに思

春期の子が来ても『嬉しい』『待ってた

よ』と迎えてくれて、話や遊び相手を

してくれて喜んでいます」「炬燵みた

いなからだも心も緩めるところ」「こ
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こで幾度となく危機を救っていただ

きました。そんな家族は、うちだけで

はないと思います。本当にありがと

う。」「私が大病で入院中に、上のきょ

うだいとだけで過ごした時がありま

した。事情を聞いて簡単に宅配にはせ

ずに、逆に『だったらなおのこと、み

んなでご飯を食べよう』と子どもたち

みんなを送迎で迎えて下さいました。

他にもシングルマザーの支援を教え

てくださり、乗り越えられました」 

 

 かくして、９年目を迎えてようやく

「生活に困っている子育て世帯が利

用するところ」ではなく、誰でもウエ

ルカムということが地域に浸透して

きました。今夏は 3度も地元紙に取り

上げていただく機会があり、長期休暇

中のみならず「子どもの居場所」への

関心の高さが伺われました。 

「人生は、何が起こるかわかりません。

これからも、誰もがみな、生活課題を

無くすことはできないけれど、どう向

き合ってどう対処していけばよいの

か、まずはお話をきかせてください。

ご一緒に考えましょう。場合によって

は、同意を経て、適切な専門職におつ

なぎいたします。」という姿勢をスタ

ッフは貫いています。 

 

 そう、子ども時代の私自身が、実家

で出逢ったおもしろいおじさん、おば

さんのように、来てくれたことを喜び、 

居たいようにいていいよとの態度を

堅持したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  大切にしていることが、８つありま

す。①子どもたちをファーストネーム

で呼ぶこと。②「おかえり。待ってた

よ。」「ようこそ」とお迎えすること。

③４つの大小環境の異なる部屋のど

こを選んでもいいよ。④誰もが無料の 

 

 

価値を、可能な限り堅持すること。 

⑤人を見かけで判断しないこと。⑥い

ろんな人がいることを、逆におもしろ

がる発想の転換をもち、排除しないこ

と。⑦イベントは、子どもたちの参画 

で企画から運営すること。⑧毎月の運

営会議を怠らず、合議で決めていくこ

とです。 

 さてさて、これからどんな子どもた

ちと地域の大人たちに出逢えるかな。 

スタッフわくわくしながら活動して

います。 
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

心理コーディネーターになるために  

Vol.１９ 
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

山下桂永子 

 

☆Aくんについて 

 Aくんは現在小学5年生の男児である。幼少期からかんしゃくや夜驚が激しく、生まれた

ばかりの弟への暴力などもあり、困った母親が 3 歳半健診の時に保健師に育児相談をし

たことから、親子教室へ通い、その後教育センターに紹介され、母子並行面接に通所して

いた。  

また、小学校進学時には、支援学級に在籍することになった。小学校入学後は、A くんの

プレイセラピーは終了し、母親のみ月に 1 回相談に訪れている。学校では大きなトラブル

はないものの、人間関係のつまづきで登校しぶりになったり、相変わらず家庭では弟に対

して、高圧的に接し、時に暴力をふるうなどしていた。 

  

☆医療受診のきっかけ 

Aくんが小学校 3年生の 1学期の時、母親より、最近学童で友達関係のトラブルが多く

なり、テンションがあがって授業中に大きな声をあげるなどして先生から注意されること

が多くなってきたことで、登校しぶりがひどくなっている。また、懇談では先生から服薬を

すすめられたとの話があった。 

 A くんはこれまで発達についての医療受診をしたことはない。年長時に実施した発達検

査では知的には問題がなく、集団の中でも大きなトラブルや先生の話が理解できないと

いうことはなかった。ただコミュニケーションが一方的であったり、こだわりが強く、気持

ちの切り替えに課題があり、保護者の判断で支援学級在籍を希望されていた。 

 

☆保護者の戸惑い  

母親とは A くんについての発達の課題について

は話し合ってきたが、医療受診については、母親が

やや拒否的なこともあり、積極的には話し合ってこ

なかった。「学校の先生から薬を飲んでと言われる

とやっぱりショックで。。。そんなにうちの子はひど

いのかなって。やっぱり診断もらったほうがいいん

でしょうか。。。？」と言う母親に、私も「A くんの場
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合は、これまで集団の中では大きなトラブルもなかったし、勉強もついていけているよう

だし、診断や服薬にあまり効果があるとは思えなかったんですが、うーん、A くんにとって

もお母さんにとってもメリットデメリットあると思いますので、ご一緒に検討していきまし

ょうか」と伝え、月に 1 回の面談のペースを少し増やして医療受診について母親と話し合

っていくことになった。 

その 2 週間後の医療受診についての話し合いでは、普段面談をしている母親だけでな

く、父親も来所され保護者の医療受診についての不安を一つ一つ伺いながら、そのことに

ついての対応を検討し、服薬と診断についてのメリットデメリットについて伝えていった。 

 

☆Aくんの受診と服薬 

夏休み前になり、A くんの母親は思い切って病院に予約の申し込みをした。ただなかな

か予約が取れず、発達検査の予約が数か月待ちになるということで、教育センターで発達

検査を取り、情報提供書を作成して、母親に病院に持参していただくことで初回面談の日

程を早めてもらった結果、夏休み中に受診し、服薬を開始したとのことだった。 

2 学期に入り、母親は仕事の合間を縫って、A くんを放課後児童デイサービスの見学体

験に連れていき、その利用手続きを行うために役所に行くなど積極的に動かれていた。学

校にも A くんが服薬をしていることを伝え、丁寧に見守っていただくことと、その様子を

共有してもらうなどした結果、登校しぶりはやや軽減したとのことだった。 

 

☆保護者の不安 

 こどもの発達や精神的な問題についての医療受診は、保護者にさま

ざまな不安と葛藤をもたらす。我が子が「発達障害ではないか？」「う

つではないか？」と思っても医療受診に至るまでは数年かかることも

珍しくはない。 

いざ、医療受診を検討しても、どこにかかるべき？仕事しながら連

れていける場所に病院はある？受診まで長く待たなければならな

い？診断がおりたらどうしよう、薬の副作用は？薬をやめれなくなっ

たりしない？そもそも子どもになんて説明して病院に連れていったら

いい？家族が服薬を反対しているけれどどうしたらいい？ 

などなど次々と沸き起こる疑問や不安をひとつひとつ越えていくのは本当に大変で、

そのハードルはとてつもなく高い。その高いハードルを越えようとする保護者の気持ちを

伺って、知りうる限りの情報とともにメリットとデメリットを伝えていく。 

 

☆医療受診のメリットデメリット 

個人的には、医療分野の勤務経験があることもあり、医療受診にはメリットが大きいと

思っている。診断することで、児童発達支援、放課後児童デイサービスといった療育など
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の福祉サービスを受けることができるし、服

薬をすることで、感覚過敏でイライラしたり頭

の中が疲れ切ってしまうことや、多動衝動不

注意で思わぬミスやトラブルが起きるのを減

らすことができる。 

すべてそれで解決になるわけではないが、

少なくとも苦しんでいる症状を一旦緩和しな

ければ、適切な環境やサービスを受けたとこ

ろで効果は限定的である。 

また、医療や福祉とつながることで、今後

の長い人生においてさまざまな視点を取り入れながら子どもと関わることができること

は、保護者にとってもメリットではないかと思う。 

ただ、やはりデメリットもある。診断や服薬により、症状が目立たなくなることで、そのこ

どもや保護者の本質的な困り感が見えにくくなり、集団での指導もその子に合ったもので

はなくなる、はっきり言えば、子どもにトラブルさえなければ、大人たちが思考停止に陥り、

その後の個別支援や環境調整が止まってしまうようなこともある。 

 

☆医療受診についての教育相談 

診断や服薬がただのレッテルを貼るような行為にはならないよう、こどもを大人にとっ

て都合の良い存在にさせようという行為にならないよう細心の注意を払い、話をしていく

のが医療受診についての相談になる。 

診断や服薬のその後どうするか、子どもの変化に合わせてどのような環境調整を行う

のか、その振り返りを定期的に行うという意識を持ち、教育現場や

福祉、医療と連携しながら話し合っていく必要がある。 
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またもや前言撤回？全力で取り組んだからこそ見えてきた壁 

 猫問題を解決するための社会的企業として、「ねこから目線。」を 2018 年に立ち上げ

て、はや 7 年が経ちました。対人援助学マガジンには、立ち上げ当初から、その瞬間に考

えていることを書いているのですが、振り返って読んでいくと「言ってる事ちゃうやん

け！！」と関西人に盛大にツッコまれそうなほど、前言撤回を何度かしています。それも

結構な規模の（笑）。例えば、立ち上げたてのころは、「問題解決を目的にしているので、

会社を大きくすることはせず、閉業を目標に活動します」と言っていました。しかし、今

では、個人事業から株式会社になり、メンバーもどんどん増え、拠点は全国 10 ヶ所。は

じめに言っていた事と今やっていることが違いすぎます。なぜなら、自分一人が仕事とし

て 24 時間 365 日動いたとしても、たった一人でできることなんてたかが知れていて、猫

問題という大きな社会問題を解決するどころか、一石を投じるまでもいかず、ゴマ粒１つ

投げたくらいの影響力しかなかったからです。マガジンでは、その都度、「元々こう思っ

ていたんだけど、その方針で全力で取り組んでみた結果、こういう現実が見えてきたの

で、こう方針転換をすることにしました」と丁寧に書くように心がけてきつもりです。 

私はこれまで、学校の歴史の授業は日本史も世界史も絶望的なほど興味が持てなくて、

なんでそんなことを勉強しないといけないんだろう？と思っていました（笑）。でも、猫

の活動を通して、“今”だけを見ても“取り組みの正しい評価”はできないんだと猫に教えて

もらいました。 

例えば、今は全国的に、ノラ猫問題を解決するために TNR（ノラ猫さんを一旦捕獲し

Trap、不妊手術 Neuter を実施して、元の場所に戻す Return こと）のための不妊手術費を

行政が助成する。というケースが増えています。一方で、東京の千代田区や豊島区など都

心のエリアでは、ノラ猫を保護して譲渡するための医療費全般に助成金が出たりしていま

す。これはとっても素晴らしいことではあるのですが、その前段階として“10 年くらいか

けて徹底的な TNR をやり尽くしてきたから”という歴史があります。この歴史を知らず

No.36 
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に、「今」だけを切り取って見てしまうと、「殺処分もノラ猫も少ない地域は、TNR じゃな

くて、ノラ猫の保護譲渡に力を入れているんだ！」と見当違いな理解をしてしまう危険性

があります。なので、成功事例を真似するにしても、「今」ではなく、どういう取り組み

の歴史を辿って今に至るのかを学び、その“過程”を自分の地域に落とし込んでいくことが

大切なんだと思います。 

 と、言い訳がましい前振りが長くなってしまったのですが、今回のマガジンは「寄付に

頼らず、持続可能な活動をするために株式会社という形態を選んで、活動しているねこか

ら目線。ですが、この度、寄付も集めていこうと思います！」というお話です。笑 

 毎度全力の体当たりで PDCA 回していますので、その回転具合をみなさんとも共有でき

たら嬉しいです！笑 

 

 

そもそも何故、寄付に頼らないことにしたのか。 

 そもそもねこから目線。を法人化しようと考えた時に、NPO 法人にするか株式会社に

するか悩みました。結果として株式会社を選択したのですが、理由としては、「世間的な

イメージの違い」が大きかったです。本来、「NPO 法人＝無償で動いてくれる団体」。と

いうわけではないのですが、世間的には「NPO 法人＝無償で動いてくれる団体」。みたい

な印象がまだまだ根強くあります。ねこから目線。は有「料で保護猫活動をサポートする

サービスを提供しています」と、HP に料金表も明記しているのですが、それでもパッと

電話をかけてこられた方にお見積もりを伝えると「ボランティアのクセに金取るの

か！！」と怒られたり、驚かれたり、悲しまれたりします。その時に、「うちは、株式会

社なんです」とお伝えすると「あ、そちら会社なん？」と有料であるということを理解い

ただきやすいという実体験がありました。 

  

 

あと、「ボランティア団体さんからの批判を恐れた」という理由もあります（笑）。これ

はどういうことかというと、TNR であったり、保護譲渡であったり、これまでボランティ
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ア団体さんが無償で奉仕活動してきた内容を「有料で仕事としてやります！」と宣言する

わけですから、同じことを同じような組織でやっていたら、「ボランティアのふりして金

儲けするな！」と腹が立つんじゃないかと思いました。そこで、NPO 法人ではなく、株

式会社をあえて選択することで、「あ、違う角度から猫問題にアプローチしようとチャレ

ンジしているんだな。自分たちと寄付者の取り合いをするライバルじゃないんだな。」と

違いをと認識していただき、敵意をなるべく持たれないようにしよう。という下心もあり

ました。 

 そして、その選択は功を奏しまして、「寄付に頼らない保護猫活動の新しいカタチ」と

か、「猫の社会的企業（社会問題解決のために収益事業を行う企業体のこと）」と珍しがっ

ていただき、未熟な会社ながらもテレビや新聞に取り上げていただく機会もいただき、結

果的にナイス判断だったと思っています。 

 

 

８年目に気がついた壁 

 しかし、じゃあなぜ８年目の今になって「寄付」も欲しいと言い出すのか。これを説明

するためには、もう少し思い出話にお付き合いいただく必要があります。まず、ねこから

目線。を開業する前。フルタイムで働いていた私が、自腹で休日を使って実施できた TNR

は１年間で 10~30 匹程度です。それが、ねこから目線。を開業し、仕事として受けること

で、１年目で 427 匹、2 年目で 1,000 匹を超え、そこからは毎年 1,500 匹前後の猫さんの

TNR や保護のための捕獲を実施することができるようになりました。 

 

ねこから目線。の年表には捕獲対応頭数が入っています 

でも、８年目になり、依頼主さんがいらっしゃる案件のみ対応するスタイルでは、1,500

匹の壁があるように感じできました。TNR や保護が必要なノラ猫さんがいなくなったわけ
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ではないんです。まだまだ交通事故死数もすごい頭数います（殺処分の 32倍の猫が路上で

亡くなり遺体として回収されている統計がある）。では、この壁はなんだろう？この壁を

乗り越えるために必要なコトはなんだろう？そう考える日々が続いていました。 

依頼主さんがいない猫たちがいる  

 ねこから目線。の場合、自分の近くにノラ猫さんがいて、その子のために TNR や保護

活動をしたい、と考えた方からの依頼があって初めて成り立ちます。つまり、これまで依

頼をいただいて TNR をさせてもらったおよそ 9,000 匹のノラ猫さんたちは、依頼主さん

が身近にいた、ある意味ラッキーな子たちだったといえます。しかし、いろんな現場に行

ったり、相談を受けたりする中で、人がそもそも居ないエリアで繁殖しているノラ猫さん

や、人はいるものの経済的な理由や、問題意識の低さから依頼にはならないエリアで頑張

って生きている子たちが沢山いることも見えてきました。 

 依頼主さんが居ないエリアのノラ猫さんたちにアプローチするためには、いくつかクリ

アしなくてはいけない事があります。１つは、どうやって猫さんやお世話をしてくれてい

る人の情報を集めるか、次に関係者の洗い出しと TNR への理解と協力を得ること（ここ

が一番時間かかりそう）、そして３つ目にして一番問題なのが予算をどこから捻出するか

です。“一番の問題は予算”と書きましたが、「お金があればなんでもできる！」と思うのは

大きな間違いで、お金を正しくきちんと使う組織力がなければ、集金詐欺になってしまい

ます。なので、昨年までの自分であれば、ねこからで広く寄付を募るという判断はできな

かったと思います。でも、８期目に入った今であれば、情報収集も実働も十分やれると思

えるようになりました。目の前に立ちはだかる 1,500 匹の壁を突破するために、次の一手

にチャレンジしたいと思います！！！うおーーーー。 

 

 

ファンドチーム結成 

 ひとことに「寄付も集める」といても、誰からどのように集めるのかといった企画と制

度設計をしていく必要があります。そこで、ねこから目線。の経営顧問（って書くと堅そ

うですが、学校の部活の顧問の先生にイメージは近い）である団さん主導のもと、「ファ

ンドチーム」を結成することになりました。経営会議の中で、団さんから「ファンドレイ

ザーを集めよう」と言われた時は正直『？？？？』でした。私の中のファンドレイザー

は、めちゃくちゃ優秀な１人くらいが寄付の営業専門職

員として動くソロ活動のイメージでした。でも、団さん

の構想はだいぶ違い、「まずは能力の寄付を沢山の人から

集めるねん」という内容でした。なるほど、確かに寄付

とは金銭的なものとは限りません。早速 HP と Instagram
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で募ってみると、おそるおそる何名か「興味あるけど何するの？」と問い合わせをくれま

した。そんな感じにゆるく結成されつつあるファンドチームでは、バリバリお仕事をされ

ている方にご自身の能力を寄付していただく感じで、３週間に１回くらいのペースで夜に

ZOOM でミーティングを行い、ざっくりと「寄付広報チーム」「寄付者コミュニケーショ

ンチーム」「遺贈チーム」とチームに別れつつ、あれこれ楽しく喋りながらアイデアを出

し合っています。現在 11 名、ファンドチームはまだまだメンバー募集中です！！！ 

 

 

ねこから基金の行く末は如何に 

 これまで、お金の寄付集めはしていなくても、ブログで Amazon 欲しいものリストを公

開して、ちゅ〜るやペットシートなどの物資支援は以前から募っていました。ある時、

Google の口コミに「会社としてお金もらってるくせに、ボランティアみたいに物資寄付募

ってて矛盾」と書かれたことがありました。なかなかグサっときたんですが、まぁでもね

こから目線。のことを長く知ってくれている人じゃない限り、そう感じても仕方ないよ

な。と妙に納得したのを覚えています。飼い猫さん対応の迷子捜索はしっかり費用いただ

いていますが、TNR や保護系の依頼はかなりギリギリの薄利で対応していることや、依頼

がなくても見過ごせない猫さんの保護譲渡やレスキュー出動費として軽く年間 100 万円分

くらいは自分たちの持ち出しや、「お釣りは猫に使って」と言ってくださった依頼者様か

らいただいたお金をプールして活動しています。メイン形態が有償事業だからって、無償

活動をしていないわけではいのです。でも、ボランティア団体のように見えないように、

あえて持ち出しで対応している案件は、HPや SNS には書きすぎないように注意していま

した。だからさらっと HP 見ただけの人に伝わらなくて当然なんです。 

 きっと、お金の寄付を集め出したら、そういった批判や風当たりはあもっと強くあるん

だろうなと覚悟しています。正直少し怖いですが、恐怖心よりも目の前に立ちはだかる壁

を突き破りたい、もっともっと猫と社会の役に立てるようになりたい、きっとまだまだ 

ねこから目線。は社会的企業として成長できる！というワクワクした気持ちの方が強いの

で、沢山の人を巻き込みながら走り続けていきたいと思います。 

 

ちなみに直近では、のファンドチームの仕事としては、寄付集めの１つの 

形としてサポート企業様からいただいたご寄付で開催する無料の講座、 

その名も「寄付講座」を開講します〜！ 

 

ファンドチームはまだまだメンバー募集中です！！！ 
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先人の知恵から 

49 
かうんせりんぐるうむ かかし 

 

河 岸  由 里 子 

今回は「ひ行～ふ行」から以下の１１個。

引き続き飛ばし気味で書いていきます。最

後まであと少し、どうぞお付き合いくださ

い。 

 

・人の噂も七十五日 

・人の口に戸は立てられぬ 

・人の振り見て我が振り直せ 

・人は人中、田は田中 

・人は見かけによらぬもの 

・人を知る者は智なり、 

自ら知る者は明なり 

・百聞は一見に如
し

かずｚ 

・火を乞うは燧
すい

を取るに若
し

かず 

・夫婦は会わせ物離れ物 

・覆水
ふくすい

盆に返らず 

・福は無為に生ず 

 

 

＜人の噂も七十五日＞ 

世間で人があれこれうわさをするのも一

時的なもので、しばらくすると自然に消え

てしまうということ。 

 

＜人の口に戸は立てられぬ＞ 

世間の噂は防ぐことができないというこ

とのたとえ。家の戸を閉めるように人の口

の戸を閉めることはできないという意から。

「世間の口に戸は立てられぬ」ともいう。 

             

 二つの諺についてまとめて書こうと思う。

というのも、この二つはリンクすると思う

からである。 

 人の噂は、最近では SNS で広がるため、

素早く、そしていつまでも広がり続けるイ

メージがある。また更にオヒレハヒレが付

いて拡散していく。 

今は小学生に至るまでスマホを持ってい

るし、簡単に勝手なことを流すことができ

る。フェイク動画や偽情報も簡単にできる。

怖い時代である。そうして流される嘘や噂

に、子どもたちはつらい思いをする。 

ただ、１週間も経てば別の話題に移って

いくのも事実だ。情報の伝達は早いが、興味

が失われるのも以前より早くなっている。

子どもたちは悪い噂や誹謗中傷を SNS で

流されることに戦々恐々としていて、とに

かく良い人を演じ続けている。 
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 それでも失敗してしまうことはある。す

ると子ども達はまず不登校になる。人との

関係を修復する、謝罪して何とかとりなす、

などと言った人間関係の立て直しが難しい。 

そこでこの諺を出して、しばらく学校を

休んでいたら、学校に行ったときに思い出

されるけど、数日我慢したら、それでその話

以外の話題に子どもたちは切り替わってし

まうものだと伝えている。学校に行けない

日が長くなればなるほど戻りにくくなるの

だから、休んでも数日から１週間で戻れれ

ばと思っている。謝る時のセリフも考えて、

練習もして戻すなどと言うことをやってい

る。もしその子が悪くなければ、例えばいじ

められているなどであれば、それは全く別

の問題だし、学校に行けなくなるのはむし

ろおかしいという話をするし、学校とも話

していくことになるだろう。 

 この諺、「人の噂は１週間」「つぶやきは止

められない」などと変えたらよいのかな？ 

 

英語では・・・ 

A wonder lasts but nine days. 

（不思議に思うというのも九日だけ） 

 

 

＜人の振り見て我が振り直せ＞ 

人の姿や行動を見てよいところを見習い、

自分の姿や行動を改めよということ。 

 

 人の悪いところばかりを探してあげつら

う子は多いが、人の良いところを見ようと

する子は少ない。自分が良いと思う言動、良

いと思う人を真似ていくことで、自分もそ

の人のようになっていく。勿論最近のフェ

イクに騙されてはいけないが、良いところ

を見ようとする力をつけることが、今の社

会で大事なのではないかと思う。 

 悪いところというのは目立つもので見つ

けやすい。だからこそ、良いところを見つけ

てほしい。又反面教師的に、悪い言動をまね

しないように自分を戒めてほしいと思って

この諺を子どもたちに伝えている。 

 

英語では・・・ 

 

It is good to beware by other men`ｓ

harms.  

（他人の受けた禍によって警戒心を強くす

るのは良いことである。） 

 

Learn wisdom by ｓthe follies of 

others. 

（他人の愚行によって英知を学べ） 

 

Learn from others’mistakes. 

（他人の失敗から学べ）  ともいう。 

 

 

＜人は人中、田は田中＞ 

人は大勢の中でもまれ鍛えられるのがよ

く、田はほかの田に囲まれた田が良いとい

うこと。 

 

 インクルーシブ教育というのがある。一

方で支援学級、支援学校というのがある。子

どもたちが学校でその子の能力・特性に応

じた教育を受けることは大事である。しか

し、一般の子どもたちと離してしまったら、

社会に出た時に困ることが多い。社会はま

だ未熟で、発達特性を持った人への対応が

不十分である。 
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 ある学校で発達特性があって切れやすい

子を、全く隔離して１年間過ごさせていた。

その子は１年間、殆どろくな教育も受けず、

放っておかれたのである。その結果、社会性

は育たなかった。その後進学したものの、１

年間のハンディは大きく、進学先では問題

行動の嵐となった。 

 たとえ少人数でも良い。同年代と関わり

ながら、トラブルを起こしたとしてもその

行動を見直し、反省し、修正して行くことで

社会性が育つのである。人は人の中でしか

育たないのである。 

 問題行動を起こしている子の対処に困っ

ている通常学級の先生方にこの諺を送りた

い。 

 

 

＜人は見かけによらぬもの＞ 

人の能力や性格などは、外見だけでは判

断ができない。人は外見に似ず、意外な一面

を持っているものだということ。。  

 

子どもたちも保護者も、好き嫌いが結構

はっきりしてきたと思う。好き嫌いを言え

ることを否定するものではないが、人に対

して直感的に合う合わないを決め、そこか

らまず譲らない。見た目だけで決めてしま

うのと同じである。確かに見た目で生理的

に苦手と思うこともあるだろう。しかし、話

してみたら違ったということがあるのも事

実である。関わっても見ずに、最初から毛嫌

いしたり、避けたりするのは違うのではな

いか。 

身なりも大事にすべきではあるが、穴の

開いたジーンズをはいていたとしても、そ

れはファッションだし、ピアスをいっぱい

つけてるからヤンキーということではない

し、刺青をしているから反社会的な人（暴力

団）というわけではない。 

最近は年寄りには理解しがたいファッシ

ョンも多いから、見た目で決められたら大

変である。先ず、関わってみよう、話してみ

よう！そしてその人をある程度理解してか

ら好き嫌いを決めても良いのではないかと

思う。毛嫌いしてきた人の中に、もしかした

ら自分にぴったりの友達がいたかもしれな

いのだから。 

 

英語では・・・ 

Appearances are deceitful.（外見は当て

にならない）    

    

               

＜人を知る者は智なり、 

自ら知る者は明なり＞ 

人の賢愚を見分けることのできる者は知

者であり、自分自身を知り、正しく評価で

きる者は知者より優れた明者であるという

こと。明＝聡明の意。   出典 老子                   

 

 自分自身というのはわかりにくいものか

もしれない。自分を知るのは他人の目を通

じてとも言われている。自分が良くわから

ないという人もいる。「自分」は色々あるの

が普通だ。「だらしない自分」「真面目な自

分」「頑張る自分」「さぼりたい自分」「意地

悪な自分」「気弱な自分」etc. 

いろいろな「自分」をある程度まとめて、

これが「自分」というのを感じているだけで

ある。本当のところ、自分自身を知るのは人

に言われて「そうかな？そうかも」と思っ

て、「これが自分」と思っているのかもしれ
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ない。でも人に言われても「違うな」と思う

こともあるだろう。 

 結局自分を知るには、自分としっかり向

き合い、自分の悪いところも良いところも

すべて認めた上で、こういう自分でありた

いという方向でまとめ上げるということに

なるだろう。 

 自分の弱さ、情けなさ、悪意もすべて受け

入れることが一番大事なのではないだろう

か？ダメな部分嫌な部分を否定して、良い

部分だけで自分を造ろうとしたらそれはと

ても苦しい自分になってしまうだろう。も

っと自分のダメなところを認めてあげてほ

しいという思いから、子どもたちに伝えて

いる。 

 

 

＜百聞は一見に如かず＞ 

百回繰り返して聞くよりも、たった一度

でも自分の目で見るほうが確かであるとい

うこと。「千聞
せんぶん

は一見に如かず」「耳聞
じ ぶ ん

は目
もく

見
けん

に如かず」ともいう。 

 

 最近はインターネットで何でも調べられ

るし、景色とかも写真で見ることができる。

だから人から聞くだけで理解するというこ

とは少なくなったかもしれない。大抵の人

はネットで調べるから。しかし、どんなに情

報を集めても、どんなに調べても、実際にそ

の場所に行って、観たり感じたり触れたり

することは、ネットで調べるだけとは全く

違う。 

食べ物一つとってもそうだろう。あそこ

の何とかがおいしいという情報はいくらで

もネットに流れている。人気ランキングと

かもある。それに乗せられて食べに行って

みたら、それほどおいしくなかったという

経験を持つことも少なくないだろう。学校

で習ったことも含め、訊いた話、テレビやネ

ットで見聞きしただけではなく、出来るだ

け実際に体験したり、観たりしてほしい。ネ

ット情報に頼る傾向の多い子どもたちには、

この諺と一緒に「動け！」と言い続けてい

る。 

          

英語では・・・ 

 

Better have it than hear of it. 

（話を聴くより体験するほうがよい） 

 

Seeing is believing. 

（見ることは信じること） 

  

 

＜火を乞うは燧
すい

を取るに若
し

かず＞ 

 人を当てにするよりも、自分で努力して

やったほうが確実であるということのたと

え。人に火種をくれと頼むよりも、自分で火

打ち石を使って火おこした方が良いという

ことから。燧＝火打ちの道具。 

出典ではこの後に、「汲
きゅう

を寄
き

するは井
せい

を鑿
うが

つに若かず」（水を他人に頼るのではな

く、自分で井戸を掘ったほうが良い）と続

く。          出典 淮南子 

 

 人を当てにすると思った通りの結果を得

られないので不満を持ったりイライラした

りすることが多くなる。人を当てにすると

きはその結果に期待しないことが肝心であ

る。自分基準の結果を相手に求めるのはあ

る意味わがままではないか。 

 もし、自分が求める基準の結果を得たい
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なら自分でやるのが確実である。他人にお

願いしたら、結果の良しあしに関わらず、や

ってくれてありがとうという気持ちになれ

れば、イライラすることもがっかりするこ

ともない。そうした心構えを伝えるために、

この諺を使っている。大昔から人は同じこ

とを繰り返しているのだなと改めて思う。 

 

  

＜夫婦は合わせ物離れ物＞ 

夫婦はもともと他人同士が一緒になった

ものだから、別れることがあっても仕方が

ないということ。 

 

 夫婦はもともと婚約届という紙切れ一枚

の契約関係である。契約は破棄されること

がある。 

 生まれも育ちも違う者同士が一緒になっ

て、そう簡単に上手くいくはずはない。ぶつ

かり合うことも憎み合うこともあるだろう。

子どもが居ると、「子は鎹」でお互い我慢で

きることもあるが、子どもが大きくなって

巣立ったら熟年離婚になったりする。夫が

退職したらその日に離婚という話もよくあ

る。 

 家族という形を考えた時、カップルから

夫婦になり、子どもが生まれて父母になる。

夫婦の役割は解消したとしても父母の役割

は解消できない。これは契約ではないから。

親子の関係は一生である。そこを守れるの

なら、夫婦の契約は破棄されても特に問題

はないが、憎み合って別れるのは子どもに

とって良くない。子どものためには自然消

滅的な円満離婚が一番であろう。 

 

 

＜覆水盆に返らず＞ 

一旦離婚した夫婦の仲は、もとにはもど

らないということのたとえ。転じて、一度し

てしまった失敗は、とり返しがつかないこ

とのたとえ。一度こぼれた水は、二度ともと

の盆に戻らないということから。覆水＝こ

ぼれた水。        出典 拾遺
しゅうい

記 

 

 離婚した夫婦は元には戻れないという意

味で作られた諺だが、一般的には一度こぼ

れてしまった水は戻らない、則ちやってし

まったことは取り返しがつかないという意

味で使われていると思う。筆者もやってし

まったことは仕方がないという意味で使っ

ている。 

 いつまでもやってしまった失敗をくよく

よ考えている子に時々出会う。確かにあそ

こでああしなければよかった、こうすれば

良かったと反省しきりになるのはわかる。

反省することが悪いわけではないが、要は

次をどうするかであろう。 

 いつまでも後ろばかり見ていても前には

進めないのだ。「次は同じ失敗をしないぞ、

次はこうしよう！」そういう風に考えさせ

るために、この諺を使っている。 

 ゲーム感覚で人が死んでも生き返ると思

っている子がいる時代である。動画では巻

き戻しも可能で、こぼれた水が元に戻った

りする。実際にこぼれた水は戻らないとい

うことを体感させる必要があるかもしれな

い。ミルクはこぼれると後が大変だから、水

でも実際にこぼしてみせるか。 

  

英語では・・・ 

It is no use crying over spilt milk. 

（こぼれたミルクのことを嘆いてもむだで
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ある） 

 

Things done cannot be undone. 

（一度なされたことはもとに戻せない） 

 

 

＜福は無為に生ず＞ 

幸福は、手に入れようと追い求めたりせ

ず、無欲に生きている人のところにやって

くるということ。出典にはこのことばに続

いて「患
うれ

いは多欲に生じ、害は備えざるに生

じ、穢
え

は耨
のぞ

かざるに生ず（わざわいは欲望が

深いところに生じ、損害は備えがないため

に生じ、田畑の荒廃は雑草を除かないため

に生じる）とある。    出典 淮南子 

 

 「幸せになりたい」と誰もが思う。それは

自然な感情だろう。「お金持ちになりたい」

と思うから宝くじを買う。では宝くじに当

たったら幸せになれるのか？実際宝くじに

当たった人が凄く幸せになったという話を

聴いたことが無い。小当たりなら良いかも

しれないが、１億２億というお金を手に入

れたら、よく知らない親戚までがお金をせ

びりに来ると聞くし、あちこちから寄付の

話も届くそうだ。そんなこんなしていたら

あっという間にお金が無くなったと。所詮

あぶく銭なのかもしれない。 

 無欲でいるということは、あれが欲しい、

あれが食べたい、あそこに行きたい、などと

言う欲が全く無いわけである。今のままで

足りている、つまり「足るを知る」わけで、

そうしたら、心も体も満たされていて、何も

不自由は感じないだろう。 

それこそ「幸せ」であろう。幸せになりた

くてなるのではなく、足りていれば、気づけ

ば幸せになっているというものだ。 

 そんな自分でありたいという思いを込め

て選んでみた。 

 

出典説明 

老子・・・春秋戦国時代の思想家。道家の祖。

姓は李、名は耳
じ

、字は耼
たん

（一説には伯陽）。

老子は尊称。周の図書室の書記官だったが、

周末の乱世を逃れて西方の関所を通った時、

役人に頼まれて『老子道徳経（老子）』二巻

を著したという。 

 

淮南子・・・内編二十一巻 

 紀元前二世紀、前漢の武帝の初期に成立

した哲学書。編著者は、前漢の高祖劉邦
りゅうほう

の

孫である淮
わい

南王
なんおう

劉安
りゅうあん

。無為自然の道家思想

を中心都市、政治・軍事・天文・地理などに

わたって諸学派の説を収めている。内編二

十一巻・外編三十三巻があったとされるが、

現存するのは内編二十一巻。 

 

拾遺記・・・１０巻 

 中国の後秦の王嘉が撰した志怪小説集。

上古より東晋に及ぶ小稗伝の類を収めてい

る。（志怪小説とは漢魏六朝時代に記述され

た神鬼など各種の奇怪な話の小説を指す。

古代神話、伝記が源となっている。その発生

は、当時の社会の不穏不安、宗教や迷信の流

行、鬼神の大げさな語り、回忌を説くという

社会の気風と関係がある。《大阪大学》） 

   

 

参考文献：以前にも掲載したが、此処に載

せている故事・諺及び出典説明は「新明解 

故事・ことわざ辞典」三省堂編修所編 より

転載させていただいている。 
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うたとかたりの対人援助学 
第 33 回「子守唄・わらべうた学会 2025 夏の学校」 

鵜野 祐介 

はじめに  

 2022 年 9 月に発足会を開催し、2024 年より

本格始動した子守唄・わらべうた学会では、今年

（2025年）８月２日（土）・３日（日）の1泊2

日にわたって、夏の学校を開催した。 会場は群馬県

下仁田町旧西牧小学校跡地の女性村ねぎぼうず、子

守唄・わらべうた学会会員や本学会に関心をお持ち

の方、20 数名が参加された。私も同学会の代表と

して前日から3日間現地で過ごしたが、本稿ではこ

のイベントについて、参加者の感想も交えながら総

括的に振り返り、今後へとつなげていきたいと思う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

▷８月２日（土）  

13時30分～15時15分：オー

プニング・セッション   

・「開校の挨拶」鵜野祐介  

・参加者全員の自己紹介   

 

・基調報告「子守唄・わらべうた学会の目指すもの」

鵜野祐介  

・講話「日本子守唄協会と女性村ねぎぼうずの取り組み」

西舘好子  

 

15時15分～16時：休憩 

・「フジコ・ヘミングさんのピアノを聴く」横谷和子  

 

 

 

 

 

 

 

 

16時～17時：講演    

・「日本の音楽とわらべうたの歴史的変遷」尾原昭夫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17時～17時30分：

自由見学  
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松永伍一、鶴見和子など館内各部屋の参観  

 

17時30分：下仁田館へ移動  

19時～20時30分：夕食、懇親会  

 

▷８月３日（日）  

９時～12時：研究発表、実践報告、講演  

・研究発表「ベトナムの子守唄から見る自然観 タ

イ族の初期儀礼子守唄にあるアニミズム世界観」

TRAN THI NGOC QUY  

 

 

 

 

 

 

 

 

・実践報告１「わたしのこもりうた 《DA/LEDA

メソッド》の展開」鈴木久仁子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実践報告２「子守唄・わらべうた－小さな人形を

使って－」尾崎ふみこ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・講演「群馬は童謡の宝庫」須賀正二  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12時：閉校の挨拶 鵜野祐介  

 

参加者の感想 

 イベント終了後、参加された方がたから自由回答

で感想をお送りいただいた。その中からいくつかご

紹介しておく。 

▷全体的な感想 

・2 日間を通して、私は「だれもが、日常生活の中

で、食べることが当たり前なように、うたを（子守

唄を）唄うことが当たり前になる」ことを夢に見て

いるのだとあらためて自覚することができました。

だれもが自分の声で日常のなかでうたを（子守唄を）

うたう、そのためにできることを楽しみながら取り

組んでいこうと思います。 

 

・全体から、主催者の方々が「子守唄・わらべうた

学会」が何を目的として何を目指しているのか、そ

の事を伝えようとし、一緒に考えることを願ってい

らっしゃることが感じられました。と、同時になか

なか伝わらず、共有できずにいる難しさを感じまし
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た。色々あっていいのだと思いますが、1 日目にも

お話しにありましたし、また、2 日目でもお話しが

あったように思いますが、混沌とした不消化の部分

をかかえたまま過ごした感じがします。時間が足り

ないということがあるかもしれないですね。これか

らも伝え続け一緒に考えていく場を作っていただき

たいと思っています。私も考え、取り組み続けてい

きたいと思っています。 

 

・時間をかけて企画されたすばらしい会、私のよう

な者にも門戸を開いていただき、学会主催の学びに

思い切って参加してよかったです。私は「おはなし」

ボランティアから「わらべうた」にたどり着きまし

た。わらべうたをどの視点でとらえたらよいのか、

文化人類学、音楽、文学、教育、保育、子育て支援、 

自分はどの立場なのか、迷うことが多々ありました。 

今回いろいろな立場でわらべうたを研究、実践さ

れている方を知ることができました。尾原先生にお

会いすることができ、心より感謝申し上げます。 

 

▷会場について…懐かしさを感じる校舎と教室、下

仁田の山々とまわりの自然から伝わる様々な要素が

絡み合って今思い出しても鮮やかです。夏の学校の

目的の一つである一人一人が感じること、閉校の時

の鵜野さんのお話にもあった五感を開き、感じるこ

とを大切にしたいとのお話を考えたとき、この会場

は本当によかったと思います。 

▷研究発表について…最近の育児心理学において、

世界的に胎児が母の胎内で、すでに音を、声を、歌

を、音楽を聴いて成長しつつあるということ、それ

が出産後の成長・発達にも関わるという実証研究が

進んでいるなかで、タイ族でははるか昔から胎児に

月毎に聴かせる子守唄があり実践されてきたという

報告に大きな衝撃を受けた。 

 

▷「群馬は童謡の宝庫」について…＜子宝まんなか

社会＞の構築の主張に同感。『ぐんまの童謡』受贈に

感謝。 

 

▷その他 

・宿での懇談会など、参加者全員の自由トークを重

んじ、もう少し時間を取りたい。 

 

・希望者に、ジオパーク・荒船風穴そのほか、下仁

田の自然環境、地質学的歴史の実地見学もあればよ

い。 

 

・「女性村ねぎぼうず」の資料、内容を生かした講座

（例えば 子守唄・松永伍一の資料を生かした講座）

があるとよい。 

 

・自己紹介に個々の活動や研究内容を加えたらどう

か？ またはテーマに沿った座談会など。 

 

・懇親会（夕食）はテーブル三つ（６・７人）位の

グループに分けて、それぞれのグループに講師スタ

ッフが入っておはなしが出来るとよかった（最後に

それぞれのグループ報告）。 

 

運営面での課題 

 今回の「夏の学校」で実質的な実行委員長を務め

ていただいた落合美知子さんからのご報告を要約し

て紹介する。 

 

▷夏の学校を開催する体制 

 西舘さん、佐久間さんには、たくさんの前準備を

していただいたが、会場を担当した私や受付・集金

係が周知してないことが、多々あった。準備段階で

役割、担当を決めておくとよい。 

▷移動手段 

下仁田駅から会場までの移動手段は、個々でする

にはお金がかかり過ぎた（タクシー代は4000円前

後）。バスでは200円。70代からは無料。でも本

数はあまりないので、バスの時刻に合わせた開始の

スケジュールにする必要があった。タクシーの手配

をする係も必要だった。今回は11人が同じ（落合

氏の主催する）会員のために自動車で来た２人に協

力してもらい、手分けして乗った。 

 

▷宿泊の申し込み 

宿の申し込みはまとめてする必要がある。今回、

西舘さんに20 人の事前予約をしていただき、個々
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に申し込むようにしたが、下仁田館では一人一人の

申し込みに対応するシステムがないため個別の℡予

約は無理だった。参加申し込みの時に宿泊を確認を

しておき、宿泊者名と性別をまとめてfaxで報告す

る必要があった。 

 

▷担当者からの要望 

受付・会計担当が気づいたことは、参加者には簡

単な名札（貼り付けるものでよい）があったらよか

った。参加者の名簿（名前と簡単な紹介入り）が欲

しかった。また、「子守唄・わらべた学会」の領収書

が必要だった（今回は西舘さんからいただく）。 

 

おわりに 

 今回の「夏の学校」は、2014年8月に参加した

「第８回みやぎ民話の学校」（宮城県丸森町）から着

想された。全国各地から集まった 200 名を超える

参加者の一人として、１泊２日で講演・シンポジウ

ム、分科会に分かれての民話語り、夜の交流会、３・

１１震災遺構見学ツアーなどの全プログラムを堪能

し、「民話」の代わりに「子守唄・わらべうた」をコ

ンセプトとした集いの場を、いつか設けることがで

きないだろうか、と考えていた。  

 会場として、NPO法人日本子守唄協会の理事長で

あり本学会の理事でもある西舘好子さんが、数年前

に立ち上げて面白い企画を次々と展開させている群

馬県下仁田町の「女性村ねぎぼうず」がいいのでは、

と思いついた。そこで西舘さんにこの企画を持ち掛

けて、賛同を得たのは今年2月のこと。 

 そこから開校当日までのわずかな期間を、西舘さ

んと一緒に準備を進めて下さったのは、埼玉県川口

市で「ちいさいおうち」を主宰する落合美知子さん

とそこに集う方々だった。さらに、本学会事務局の

佐久間憲一さんや西舘さんのパートナー・岩倉栄一

さんにもご尽力いただいて、こうして「夏の学校」

が実現できた。参加された全ての皆様にも心からの

謝意を表したい。「イヤイライケレ（ありがとう）！」 

 

 私自身、今回はじめて群馬県を訪れて、いろいろ

な発見があった。断層に隆起する山並み、屹立する

深緑の樹林、空の色の鮮やかな青、強烈な陽光、大

音量の蝉時雨、限りなく透明な清流、水面の上を渡

るアカネトンボの群れ……、日本や世界の子守唄や

わらべうたの起源や歴史、現状と未来について、共

に学び、語らい、歌うのに相応しい場所だった。 

 尾原先生のご講演は、子守唄やわらべうたの音楽

学的な特徴を日本の音楽史に位置付けて解説するも

のだったが、合唱や篠笛演奏も交えつつ、高度な内

容をとても分かりやすくお話された。今回は主に中

世（室町期）までだったので、近世以降となるであ

ろう次回のご講演を今から楽しみにしている。 

 フジコ・ヘミング寄贈の「気難しそうな声」を奏

でるピアノをあやすように弾かれた横谷さん、産育

儀礼にまつわる興味深いベトナム・タイ族の伝承子

守唄を紹介されたクィーさん、世界にたった一つの

「わたしのこもりうた」を作ろうと呼びかけてきた

鈴木さん、子守唄やわらべうたを子どもたちに届け

るためのツールとして人形を使った実践をおこなっ

てきた尾崎さん、群馬ゆかりの童謡作家たちの紹介

を通して「子宝まんなか社会」の実現を説いた須賀

さん、いずれも大変興味深く拝聴した。 

 

 来年（2026年）5月下旬、同じ会場で次回の開

催を計画している。今回と同様、「参加して良かった

ね！」と皆が笑顔

になれるような

「学校」となるこ

とを願いつつ。 
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！ 
―婚活日記― 

 

第３５回 
 

黒田長宏 

 

 

＜２０２５年５月１１日＞ 

警察署に行った。悪いことはしていない。さ

れていたのだ。対人援助学マガジンに書い

たマッチング相手の数名がロマンス詐欺師

だということにようやく気づかされてきた。 

警察官の言うのには、はっきりと詐欺です。

と言うのだ。大きく労力を費やし、傷ついて

いる。 

＜５月１４日＞ 

事件発覚の翌日は、詐欺ショックをネタに職

場の数人に一日中ハイになってしゃべって

いたが、３日も経過すると、またマッチングア

プリを再開している。某マッチングアプリをい

ったん休会か退会したので、一人マッチング

したからと（詐欺師だったのだが）、断りを入

れた人から連絡があった。 

詐欺師と同じ日にマッチングしていた人だっ

たが、まさか連絡が来るとは思わなかった

人だし、メッセージ交換のデータが残ってい

るとも思わなかったので意外だった。別のア

プリはデータが残っていて、有料会員に戻

れば、普通の戻れるとわかっていたのだが、

そこも２人残っているが、１人は反応が長く

無くなってしまったが、あと１人は真面目に

返信は来るが、さよなら模様（昔そういう歌

があったな）ではある。それに加えての新た

な人を発掘だ。 

＜５月２９日＞ 

不思議なもので成就してはいないが、詐欺

師のよくくるアプリを辞めて、違うアプリから

２人とメール交換状態にはなっている。 

＜６月１１日＞ 

５８回目の誕生日。２人、マッチングアプリか

らメール交換しているが、進展なし。来るだ

けでありがたく思うべきだろう。 

＜７月１４日＞ 

ようやくと言うべきか。まだどうなるかわから

ないが、何事もそうだが、パートナーズという

出会いアプリで思わず、ユーチューブ共同

制作者になってくれた人ができた。『マーサ

とクッピのチャレンジトーク』という名前で既

にアップロードが始まった。婚約というような

方向ではないスタートとはなったが、ＬＩＮＥ

友達として２か月過ぎて、実際ユーチューブ

友達みたいに会ったので、ありがたいことだ

と思う。 
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＜7 月２１日＞ 

はやくも、YouTube コンビ、『マーサとクッピ

のチャレンジトーク』の２度目のロケをした。 

ビギナーズラックなのか、動物好きの相方マ

ーサが取材したいという、フトアゴヒゲトカゲ

とレオパードゲッコーという、私にとって初め

て聞く名前の小動物が、名の知れた動物園

にもいないのに、 

今年４月開校の動物と触れ合うことで人間

性を育むというフリースクール、茨城県石岡

市にある、 

アジア動物ふれあい学園にいることを知り、

取材できることになった。なんだかマーサが

導かれたのか、思いもよらぬうまくいった展

開だった。この YouTube は Google 検索でも

YouTube からでも、 

YouTube からは当然ではあるが、番組名を

入れて検索すれば出てくる。短信でも同じこ

とを書いてしまうかも知れない。その学園も

対人援助ということではその通りの場所では

ないかと思った次第である。そして私らの

YouTubeも。マーサとは婚活で応募していた

つもりが YouTube チームになってしまった。

となると想像される通り、私がクッピというわ

けである。 

＜８月４日＞ 

昨日、YouTube『マーサとクッピのチャレンジ

トーク』の３度目のロケを行った。後付けだ

が、スタートアップで増やしたとして、本音は

今後は経済的事情で（交通費とか）月１回の

ペースでロケを計画。 

その代わりでもないが、LINE ビデオ動画使

用で番組を増やす計画。 

ここに掲載させてもらってからずいぶん経過

したようだ。おまけに昨年は死にかけた。 

思弁的になってしまった時もあった。別人の

文章のようでもある。（それはないか） 

自分の結婚難解決のために、婚活アプリで

知り合った人となぜか YouTube の共同制作

者になってしまっているが、対人援助という

意味では、相手の好きなウーパールーパー

の録画を増やせていたり、対人援助学の学

で言うなら、独学のような進め方をしている

ようだ。この文章も含め、私のこれまでの行

為は対人援助学に対してなんなのだろう？

何冊かの本は買っただけで・・・。申し訳あり

ません。それに、自分でこうして書かせても

らっているのに、最初はいくつか読んでいた

のに、対人援助学マガジンも読んでいませ

ん。重ねて申し訳ありません・・・。 

＜２０２５年５月１１日＞ 

警察署に行った。悪いことはしていない。さ

れていたのだ。対人援助学マガジンに書い

たマッチング相手の数名がロマンス詐欺師

だということにようやく気づかされてきた。 

警察官の言うのには、はっきりと詐欺です。

と言うのだ。大きく労力を費やし、傷ついて

いる。 

＜５月１４日＞ 

事件発覚の翌日は、詐欺ショックをネタに職

場の数人に一日中ハイになってしゃべって

いたが、 



171 

 

３日も経過すると、またマッチングアプリを再

開している。某マッチングアプリをいったん

休会か退会したので、一人マッチングしたか

らと（詐欺師だったのだが）、断りを入れた人

から連絡があった。 

詐欺師と同じ日にマッチングしていた人だっ

たが、まさか連絡が来るとは思わなかった

人だし、メッセージ交換のデータが残ってい

るとも思わなかったので意外だった。別のア

プリはデータが残っていて、有料会員に戻

れば、普通の戻れるとわかっていたのだが、

そこも２人残っているが、１人は反応が長く

無くなってしまったが、あと１人は真面目に

返信は来るが、さよなら模様（昔そういう歌

があったな）ではある。それに加えての新た

な人を発掘だ。 

＜５月２９日＞ 

不思議なもので成就してはいないが、詐欺

師のよくくるアプリを辞めて、違うアプリから

２人とメール交換状態にはなっている。 

＜６月１１日＞ 

５８回目の誕生日。２人、マッチングアプリか

らメール交換しているが、進展なし。来るだ

けでありがたく思うべきだろう。 

＜７月１４日＞ 

ようやくと言うべきか。まだどうなるかわから

ないが、何事もそうだが、パートナーズという

出会いアプリで思わず、ユーチューブ共同

制作者になってくれた人ができた。『マーサ

とクッピのチャレンジトーク』という名前で既

にアップロードが始まった。婚約というような

方向ではないスタートとはなったが、ＬＩＮＥ

友達として２か月過ぎて、実際ユーチューブ

友達みたいに会ったので、ありがたいことだ

と思う。 

＜7 月２１日＞ 

はやくも、YouTube コンビ、『マーサとクッピ

のチャレンジトーク』の２度目のロケをした。 

ビギナーズラックなのか、動物好きの相方マ

ーサが取材したいという、フトアゴヒゲトカゲ

とレオパードゲッコーという、私にとって初め

て聞く名前の小動物が、名の知れた動物園

にもいないのに、 

今年４月開校の動物と触れ合うことで人間

性を育むというフリースクール、茨城県石岡

市にある、 

アジア動物ふれあい学園にいることを知り、

取材できることになった。なんだかマーサが

導かれたのか、思いもよらぬうまくいった展

開だった。この YouTube は Google 検索でも

YouTube からでも、 

YouTube からは当然ではあるが、番組名を

入れて検索すれば出てくる。短信でも同じこ

とを書いてしまうかも知れない。その学園も

対人援助ということではその通りの場所では

ないかと思った次第である。そして私らの

YouTubeも。マーサとは婚活で応募していた

つもりが YouTube チームになってしまった。

となると想像される通り、私がクッピというわ

けである。 

＜８月４日＞ 

昨日、YouTube『マーサとクッピのチャレンジ

トーク』の３度目のロケを行った。後付けだ

が、スタートアップで増やしたとして、本音は
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今後は経済的事情で（交通費とか）月１回の

ペースでロケを計画。 

その代わりでもないが、LINE ビデオ動画使

用で番組を増やす計画。 

 

ここに掲載させてもらってからずいぶん経過

したようだ。おまけに昨年は死にかけた。 

思弁的になってしまった時もあった。別人の

文章のようでもある。（それはないか） 

自分の結婚難解決のために、婚活アプリで

知り合った人となぜか YouTube の共同制作

者になってしまっているが、対人援助という

意味では、相手の好きなウーパールーパー

の録画を増やせていたり、対人援助学の学

で言うなら、独学のような進め方をしている

ようだ。この文章も含め、私のこれまでの行

為は対人援助学に対してなんなのだろう？

何冊かの本は買っただけで・・・。申し訳あり

ません。それに、自分でこうして書かせても

らっているのに、最初はいくつか読んでいた

のに、対人援助学マガジンも読んでいませ

ん。重ねて申し訳ありません・・・。 

 



対人援助学マガジン62号　第17巻2号「PBLの風と土：(34)先生も＜勉強するんだ…＞と言われたら」

　〔PBLの風と土　第34回〕 

　先生も＜勉強するんだ…＞と言われたら 

　　山口 洋典（立命館大学共通教育推進機構教授・立命館大学サービスラーニングセンター長） 

【前回までのおさらい】 
　筆者は2017年度にデンマークのオールボー大学（AAU）で学外研究の機会を得ました。AAUでは1974年の開
学当初から全学でのPBL（Problem-Based Learning）の導入で知られており、現地から本連載を始めました。 
　連載2年目はアイルランドで刊行されたPBLの書籍をもとにAAU以外での知見を紐解きました。連載3年目から
はサービス・ラーニングとの比較を重ね、4年目はコロナ禍での立命館大学の科目への影響を、5年目からは米国
での大学・地域連携の教育に関わる理論を解題し、8年目からは再び筆者の教育実践を紹介中です。 

1．教育者・研究者も学習者として 
　筆者の勤務先の所属は「共通教育推進機構」
である。そのため初対面の方に自己紹介をする
と、たいてい追加の説明を求められる。実際、
2025年8月9日、石川県七尾市田鶴浜地区で開
催された「田鶴浜あかりまつり」で出会った方
からも「で、何学部で教えていらっしゃるんで
すか？」と問いかけられた。そうした際に「い
や、学部ではなくて機構です」と答えても、大
学には学部以外にも教員の所属組織があること
が広く知られていないため、「で、ご所属
は？」と堂々巡りになることがある。そこで筆
者は正確ではないと自覚しつつも、「学部は専
門分野ごとに分かれるため縦割りになりがちで
すが、共通教育はどの学部に所属していても必
要とされる学びを大学全体で提供できるよう横
につなぐ役割を担っています」と、長い説明を
することになる。  1
　次に「じゃあ、共通教育がご専門ですか？」
と尋ねられると、これまた答えに窮する。昭和
の時代に大学を卒業した方々には「共通教育推
進機構は、かつての教養部を現代的に復活させ
た組織です」と説明すれば合点がいくが、平成
以降に卒業した方や在学生に共通教育を説明す
る場合には、1991年の「大学設置基準の大綱
化」による大学改革に触れる必要がある。これ
はさらに歴史を遡り、1947年の「大学基準」
制定に始まり、新制大学の整備とともに、ヨー
ロッパ型の学年制・専門教育型から、アメリカ
型の単位制・一般教養と専門教育を併せ持つ枠

組みへの転換が進んだことに由来する。1956
年には「基礎教育科目」という区分が設けら
れ、1970年の改正で分野・科目例示・単位数
などの基準が緩和され、そして1991年の大綱
化により、省令による規制から原則による自由
度の高い編成へと移行した。その結果、大学ご
とに地域連携も含め自由に教養教育を編成でき
るようになったのである。  2
　ただし、多くの人が「専門は？」と問うと
き、必ずしも定義の説明を求めているわけでは
ない。そこで「専門は社会心理学の中でもグ
ループ・ダイナミックスです」と答えるのだ
が、今度は社会心理学やグループ・ダイナミッ
クスをどの程度説明するか逡巡することにな
る。ここまで読んでくださった方は「山口洋典
とはややこしい人物だ」という印象を持たれた
かもしれない。しかし少なくとも「共通教育」
は筆者の専門ではなく、所属組織の役割を表す
区分にすぎない。立命館大学において、共通教
育推進機構は、国際教育推進機構・教育開発推
進機構・教職教育推進機構と並び、各学部教育
を補完するために設置されている。その中で共
通教育推進機構は教養教育センター、キャリア
教育センター、サービスラーニングセンターか
らなり、筆者は学生の地域参加を促すサービス
ラーニング科目を担当している。もちろん、
サービス・ラーニングは確立された理論や方法
論に基づく教育法であり、専門と称することも
できる。しかし、先に記したとおり、筆者の学
問的基盤は杉万（2013）の『グループ・ダイ
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ナミックス入門』に依拠するものであり、グ
ループを「人間たちだけでなく、その人間たち
にとっての環境をも含む概念」（p.3）と捉
え、さらにそれを「動いていくもの、変化して
いく存在」（p.7）として分析する立場であ
る。筆者このグループ・ダイナミックスを専門
に据え、教育・研究さらには地域貢献のテーマ
としてサービス・ラーニングやまちづくりや災
害復興を取り扱っている、という具合である。 
　ここまで前置きが長くなったが、前回の本連
載の次回予告では、河井（2025）が示した
「大学生の学びと成長のフレームワーク」
（p.18）を取り上げ、知識の取り扱い方や他
者・自己への向き合い方が二元論から多元論、
関係論、コミットメントへと発展していく過程
に対して、教員はいかに貢献できるのか、その
可能性を事例とともに探りたいと記した。今回
取り上げるのは、東京大学で開催された異文化
間教育学会第46回でのケース／パネル発表「日
本の大学国際化における教員の学び」である。
この発表は神戸大学の村山かなえ先生を代表と
するもので、筆者は指定討論者として参加し
た。実は本稿でこの事例を扱う理由は、別の場
で「先生も勉強するんですね」と声をかけられ
た経験にある。グループ・ダイナミックスの立
場からいえば「変化しないことは、変化のス
ピードがゼロという特殊ケース」（杉万, 2013, 
p.8）である。前回取り上げたアクティブ・
ラーナーの観点に照らせば、教員は「興味や関
心に沿った集団的な活動に身を置く」アクティ
ブ・ラーナーかつアクティブ・リサーチャーで

あり、学びと成長の機会を積極的に獲得してい
る。今回の事例は、その具体的な姿を示すもの
である。 

2．2つのツールを用いた経験の省察 
　学術団体の会議で発表する際には、応募時に
発表予定内容をまとめた抄録を提出する必要が
ある。今回の発表「日本の大学国際化における
教員の学び」は村山かなえ先生（神戸大学）が
代表者となり、抄録の作成も取りまとめられ
た。抄録には背景、目的、方法、発表内容、指
定討論、ディスカッション、そして引用文献が
簡潔に盛りこまれた。そのうち目的として示さ
れたのは、まず留学やキャリア支援等のアドバ
イジング業務に携わる経験を通して、各教員が
どのように学び変容しうるか、また学びのプロ
セスにおいてどのような知識・スキル・姿勢を
獲得しうるかを省察すること、次に各教員の学
びから、日本の大学国際化とキャリア教育の接
点、DEI推進や分野を超えた共創のあり方な
ど、今日の日本の大学における教育への展開と
連関を議論を通して考察すること、であった。 
　発表の特徴は、代表者である村山先生が準備
した2種類の省察ツールを用いた点にある。す
なわち、発表者自身による自己評価と、その内
容を他の発表者と共有し合うことでの相互評価
が組み込まれていたのである。1つ目のツール
は、松尾（2011）による「経験キャリアシー
ト」である。学生へのアドバイジング経験を
「経験」「学び」「仕事の姿勢」に分けて記録
することで、暗黙のうちに積み重ねてきた活動
や判断を可視化し、個人の学びの形成過程を明
らかにするものである。2つ目のツールは、花
崎（2001）による「価値論（9カテゴリー）」
と「存在論（4カテゴリー）」を組み合わせた
「現在の価値観のマトリックス」である。こち
らは、自らの経験をより広い枠組みに照らして
俯瞰し、実践に潜む価値観や存在論的前提を言
語化することを促す。これらのシートは図2に
示した。  3
　抄録提出後、発表当日までに2度の打ち合わ
せが行われた。5月23日の対面での打ち合わせ
では、まず「経験キャリアシート」を用いて個
別体験の省察を行い、その内容を「価値観マト
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組織概要

共通教育推進機構

目的

共通教育推進機構は、3つのセンター（教養教育、キャリア教育、サービスラーニン
グ）を置き、本学における共通教育の一部を統合して運営する教学機関です。

役割

運営体制

共通教育総合センター会議

共通教育推進機構

キャリア教育センター ホームページ !

サービスラーニングセンター ホームページ !

教養科目基本担当者制度

複数クラス開講する科目全体をコーディネートし、FD活動の中心的な役割を担い、か
つ当該科目を担当する。
基本担当者は担当科目に関して次の役割を担う。

基本担当者会議（年4回程度の開催）

目担当者会議（随時開催）

教養科目教育実践支援制度

ゲストスピーカー招聘（講師謝礼・交通費等）支援制度

教養科目の授業において、ゲストスピーカーを招聘する際の講師への謝礼・交通費
（実費支給）等の補助

TA・ES導入制度

授業環境を整え、学生の学習効果を高めるとともに、担当教員の授業運営を支援する
ため、TA（ティーチング・アシスタント）・ES（教育サポーター）の導入支援

教養教育の企画・運営に中心的な役割を果たす1

全学共通のキャリア教育を推進する2

全学共通のサービスラーニングを推進する3

全学共通で推進すべき諸課題の調査・提案を行う4

専門教育との有機的連携を視野に入れた教養教育の推進
各学部のキャリア形成の取り組みと整合性を図りつつ進めるキャリア教育の推進
社会と連携し、地域に貢献するサービスラーニングの推進

教養教育、キャリア教育およびサービスラーニング等の調査・企画を行うととも
に、これらの教学の推進を目的とする
機構およびセンターの基本方針を策定し、全学部・教学機関代表によって構成され
る教学委員会で報告、了承を得る

教養教育に関する政策立案1

各学部および教学機関における教養教育に関する課題の集約2

教養教育担当教員の任用についての基本方針および調整3

基本担当者への依頼事項および基本担当者からの要請事項の集約および整理4

教養教育の課題・政策に関するWGの設置および取りまとめ5

教養教育に関する調査・研究6

教養教育におけるFD活動の推進および自己評価7

その他、教養教育センターの目的を達成するために必要な事項の検討8

必要に応じた、前各号の事項に関する共通教育総合センター会議への課題提起お
よび審議の要請

9

科目担当者の組織および斡旋の援助1

科目概要の作成2

シラバスに関する担当者間の調整3

授業進捗状況の把握4

成績評価基準・方法に関する担当者間の調整5

授業改善（FD）活動6

基本担当者と教養教育センターにより構成
年度総括と次年度方針の確認
授業状況の把握、評価基準の共有、FD等
シラバス点検、科目担当など次年度開講調整

基本担当者および各科目の担当者により構成し、当該科目のFDを促進
科目担当者間教科研究の実践

組織概要
共通教育推進機構
教員紹介

教育内容
立命館大学の教養教育
キャリア教育科目
サービスラーニング科目

科目紹介
科目一覧
科目紹介（2019年度以前入学者向け）

授業レポート
レポート一覧

ニュース
ニュース一覧

写真1：立命館大学共通教育推進機構の運営体制
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リクス」で分析することで、今後の教育・研究
や制度設計にどのように接続できるかを検討し
た。6月10日のオンラインでの打ち合わせで
は、改めて松尾（2011）のシートと花崎
（2001）のマトリックスの双方を用いるのか
についての意見交換を行った。筆者は指定討論
者の立場であったため、これらのツールを事前
に記入することはなかったが、堀江未来先生
（立命館大学）と坂井伸彰先生（長浜バイオ大
学）、そして村山先生自身が省察した内容に対
する第三者からのコメントに加え、なぜこの項
目で省察することに意義があるのかについても
コメントを準備する必要があった。そして4者
での対話を通じて、教員の学生に対するアドバ
イジングの体験を2つのツールで省察する枠組
みの意義を深く掘り下げることができた。 

3．発表当日の内容：個々の経験の内省 
　こうした準備と議論を経て迎えた大会当日、
会場では3名の先生方による省察の成果が披露
され、発表と指定討論、そして会場全体での対
話を通じて、学生に対するアドバイジング経験
を通した教員の学びという共通のテーマが共有
された。なお、大会当日には会場でQRコードが
提示され、3名の省察内容を記述した2つのツー
ルがGoogleスプレッドシートにより6月末まで
閲覧可能な状態で紹介された。ただし、これら
は参加者以外には提供しないという前提があっ
たため、本稿では筆者が指定討論の際に触れた
内容を中心に要約して紹介したい。なお、村山
先生の「経験キャリアシート」は既に村山
（2025）で公刊されている。そもそも今回の
発表の背景には、村山先生自身が「筆者の省察
による学びの過程の表出を提示することによ

り、それぞれの立場と現状において自身を捉え
直す可能性を追求したい」（p.133）という意
図があり、その点も踏まえて村山（2025）を
参照いただければと願っている。 

(1)堀江未来先生の事例 
　堀江先生は、学部・修士を修めた名古屋
大学で留学生相談室のアドバイジング業務
に携わり、南山大学で職員として実践を重
ねた後、博士論文執筆と授業担当を通じて
「書くこと」「教えること」の底を自覚す
るに至った。さらに職員から教員への転
換、2度の研究専念期間での理論再学習、そ
して立命館附属校の校長経験における「誠
実さ（authenticity）を貫く最後の砦」とし
てのリーダーシップなど、多様なキャリア
の節目を経ている。「経験キャリアシー
ト」ではこうした多層的なキャリアが整理
され、「現在の価値観のマトリックス」で
は他者への助言が自分に跳ね返ることを通
じて、高い倫理観に裏打ちされた行為が浮
かび上がったという。 
　討論では筆者から「ツールに取り組むのに
最適な時期はいつか」という問いを投げかけ
た。この点は後の会場全体での対話でも改め
て話題となり、その際に堀江先生は研究専念
期間を「デトックス」と呼び、立ち止まるこ
とで新たな発見が得られた一方、立ち止まる
ことには怖さもあると率直に語った。そし
て、学び続ける教員に求められる資質とし
て、立ち止まって熟考する勇気があるかどう
かもその1つではないか、と参加者に応え
た。 
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1. 経験キャリアシート
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（松尾 2011, pp. 200-202 に基づき発表者作成）
配布資料 2. 現在の価値観のマトリックス （花崎 2001, pp. 335, 340-341 に基づき発表者作成）
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図2：分析に用いられ発表時に配布された「経験キャリアシート」(左)と「現在の価値観のマトリックス」(右)
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(2)坂井伸彰先生の事例 
　坂井先生は、電機メーカー9年間勤務、明
治大学職員5年間勤務を経て、名古屋大学で
留学生のキャリア支援に従事した経験をも
つ。ここで得られた学びは、「留学生だか
ら」ではなく「目の前の一人ひとり」に丁寧
に向き合う重要性であった。また、未開拓の
領域における研究と実践の可能性を認識し、
特任講師として積極的に研究に取り組んだ。
「経験キャリアシート」と「現在の価値観の
マトリックス」による内省では、キャリアア
ドバイジング業務が現在の教育・研究・校務
への価値観形成に大きく影響していたことを
再認識し、共有と相互承認による学びの意義
を強く感じたという。 
　討論では、事前打ち合わせで指摘された
「ネガティブ志向ではないか」という問いを
改めて取り上げた。筆者からは「謙虚に経験
を見つめるがゆえに自己肯定感が低く見えて
しまうのではないか」「むしろそれを劣等感
ではなく、『引け目』の対義語として『押し
目』などと捉え、確かな自負に転換できるの
ではないか」と投げかけた。これに対し坂井
先生は「仲間と内容を共有し相互承認ができ
たからこそ意義を実感できた」と応答し、省
察の共有がもたらす効果を強調した。 

(3)村山かなえ先生の事例 
　村山先生は、メルボルン大学での学びを経
て、立命館大学や名古屋大学で国際教育に携
わり、現在は神戸大学で特命講師を務める。
日頃から経験を記録・想起する習慣があり、
周囲から「外部記憶装置」と呼ばれることも
あるという。既に公刊された「経験キャリア
シート」の成果に加え、今回の発表では「価
値観マトリクス」に取り組むことで、多様な
ステークホルダーとの関係性が自らの活動を
方向づけていること、そして与えられた
フォーマットに記入する行為そのものが「自
己を対象化する」契機であることが示され
た。 
　討論では、筆者から「体験を取捨選択する
基準をどう設けたか」「フォーマットに沿う
ことで生じる反作用は何か」という問いを投

げかけた。村山先生は「まずは共通の前提と
して『これでやってみよう』と提示した。完
璧な枠組みよりも、手を動かすこと自体が省
察の契機になる」と応答し、省察を実践へ橋
渡しする姿勢を示した。 

　個々の発表と討論の後には、会場を4つのグ
ループに分けた意見交換が行われた。その概要
をグループごとに整理しておく。これらをもと
にすれば、参加者には省察のためのツールとそ
の意義が好意的に受けとめられたことがうかが
えるのではなかろうか。 

「キャリアが長い人はむしろ早い段階で行う
ことが効果的で、またマニュアルのない非定
型業務を見つめ直す手がかりになりそう」
（グループ1） 
「シート記入の頻度と共有範囲が気になる」
（グループ2） 
「記入例の提示や他者介入の範囲の設定が鍵
になるのではないか。また空白セルや記入量
のムラからも自らの業務への意味づけを深め
られるのでは」（グループ3） 
「授業内で学生の経験の省察にも活用できそ
う。自ら記入し他者と比較する中で自身の理
想像を見出せるのでは」（グループ4） 

　ここで改めて当日の発表の意義を振り返って
おきたい。3名の先生方の省察は、それぞれ異
なる経験を共通のツールを介して言葉にするこ
とで、新たな意味を見いだすと同時に、経験を
通じた学びを相互に承認し合う契機を生み出し
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写真1：当日の発表終了後の一コマ

（2025年6月22日、東京大学小島ホール第1セミナー室）
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ていた。その上で、指定討論者としての筆者
は、このやりとりを単なる回想に終わらせるの
ではなく、次の実践や制度設計へとどう接続で
きるかを意識して問いを投げかけた。その結
果、発表者だけでなく参加者自身も「自分なら
どう取り組むか」と構想をめぐらすことにな
り、よりよい実践への手がかりを共に考える場
となったと受け止めている。 

4．勉強と学習のあいだにあるもの 
　今回取り上げた事例は、国際教育交流やキャ
リア支援に携わる3名の実践者が、「経験キャ
リアシート」と「現在の価値観のマトリック
ス」というツールを用いて、自らの歩みを整理
し、アドバイジングを通した学びと成長の軌跡
を共有したものである。筆者の立場から見れ
ば、そこで浮かび上がったのは、省察の契機を
あえて設けることの重要性であった。教育・研
究に加え校務として学生支援に関わる教員は、
常に新たな事例に直面するため、体系的に経験
を振り返る余裕が乏しい。しかし今回の語りを
参照すれば、「立ち止まる」（堀江先生）、「体
験を選び、言葉を絞る」（村山先生）、「仲間
と共有し相互承認する」（坂井先生）といった

行為を通して、行為の中に埋もれていた学びや
価値観を顕在化させることが可能である。 
　こうした振り返りにまつわる一連の行為を理
解するうえで重要なのが、省察と反省の違いで
ある。立命館大学スポーツ健康科学部の河井亨
先生が、Schön（1983=2007）の議論を踏ま
えて示した図3（河井, 2018）にあるように、
過去の行為への後悔や謝罪が伴う反省とは異な
り、省察とは経験を素材として複合的・連続的
に成り立つ営みである。つまり省察は、行為を
振り返ること自体が目的なのではなく、そこか
ら次の行為へと橋渡しをするプロセスである。
だからこそ、日常の実務のなかで生じる素朴な
疑問や違和感が、次の学びの種となり得る。  4
　筆者がとりわけ強調したいのは、省察を通し
て学びと成長に実直に取り組む実践家、すなわ
ち省察的な学習者とは、決して熱心な勉強家と
いう意味ではない、という点である。ここで言
う勉強とは、文字どおり「勉めて強いられる」
側面を含む営みを指す。少なくとも今回紹介し
た先生方は、省察を通して経験を捉え直し、そ
こから次の行動を形づくる学習を重ねていると
いう共通点がある。すなわち、知識や技能を積
み上げることに貪欲なわけではなく、むしろ認
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図3：複数時点の行為についてのリフレクションと行為の中のリフレクション

（上の図3−1がオリジナル、下の図3-2は河井, 2018, p.66に山口が加筆）
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識や態度を見つめ直す機会を積極的に得てきて
いた。前述のとおり、よりよい実践となるよう
に、あえて立ち止まり、自らに問いを投げか
け、そこから新たに歩み出すことの繰り返しに
よって、学びと成長のプロセスが支えられてい
た。 
　こうした視点から筆者は討論の場で、いくつ
かの問いを投げかけた。たとえば「立ち止まる
ことの怖さはなかったか」という問いに対して
堀江先生は「職を離れた時期や研究専念の時期
にこそ、省察がデトックスの役割を果たした」
と応答された。また「省察した内容はどこまで
他者と共有すべきか」という問いに対して坂井
先生は「他者に話すことで意味づけが深まる
が、携えておくだけでも十分な価値がある」と
述べられた。さらに「学生が授業で実施する意
義はあるか」との問いには、村山先生が「他者

のシートを読むことで理想像を発見できる」と
応じられた。 
　これらのやりとりから、筆者が改めて確信し
たのは、省察は一人称の営みであると同時に、
二人称・三人称の関わりのなかで深まる営みだ
ということである。また、共通のフォーマット
を用いることによって、記入の空白や記述の揺
らぎが新たな問いを誘発し、探究への発露をも
たらすことも見えてきた。次回の連載では、こ
の探究の大切さに焦点を充てることにした。日
常の実践のなかでふと立ち上がる素朴な疑問
が、どのように学びの出発点となるのか。省察
を支える体験を素材に、違和感をどう深め、未
来の知へとつなげるのか。その営みを、今回紐
解いた問いを問い直すことの意義を踏まえつ
つ、改めて考えてみたい。 

（gucci@fc.ritsumei.ac.jp） 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【注】

 ちなみに立命館大学は他大学に比べて教職員の種類が多いことが、少なくとも筆者の周辺では時折話題となる。学部（大学1

院の場合は研究科）か機構かといった所属組織や教授・准教授・講師・助教といった職位の違いだけでなく、多岐にわたる雇
用種別がある。そして、それぞれの雇用種別ごとに授業担当の責任時間に加えて最長任用期間が定められている。筆者の手元
にある「立命館大学教員雇用種別一覧」には28種類の雇用種別に細分化されている。
 この点は筆者がコーディネーターを務めた大学コンソーシアム京都による第27回FDフォーラムのシンポジウム「科目・教2

養・教員の未来～コロナ禍を経たこれからの大学教育を展望する」で話題提供された清水一彦先生による解説が参考になる。
報告集（https://www.consortium.or.jp/wp-content/uploads/fd/40006/27thfdf-shinpo02.pdf）の他、清水
（1994）を一例としてあげておく。
 ここで言うアドバイジングは「アカデミック・アドバイジング」のことである。例えば日本アカデミック・アドバイジング3

協会では「学生自身による将来の目的・目標の決定とその達成に向けて、担当者が途中段階のアセスメントを行いながら学生
個人のニーズに沿った支援をすること」と定義している。その他、文部科学省における政策上の意義など、複数の議論や定義
があるものの、本稿では立ち入らない。
 図3で示されているのは、教員と学生の間での「ボランティア活動での経験をふりかえってプレゼンテーションを行い、その4

後インタビュー調査でそれらの経験について語る」という一連の行為である（河井, 2018, p.66）。河井（2018）は、リフ
レクションが複合的かつ構造的になされていくことを、Schön（1983=2007）が「行為の中のリフレクション（Reflection 
in Action）」と「行為についてのリフレクション（Reflection on Action）」を区別したことをもとに図解化した。つまり行
為についての振り返りと振り返るという行為があり、図3の記号を用いるならば、何らかの行為（A1）が発生（t1）すれば自
ずと振り返る契機（RinA1）が生まれ、実際に何らかの振り返り（RonA1）が求められる（t2）場合は振り返りという行為が
発生（RinA2）し、後日（t3）その一連の振り返りについて振り返る（RonA1～A2）こともある、という具合である。
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続・数値化、そして無症状の問題 

 

 

ＪＲ茨木駅近くの接骨院が、私の仕事場です。 

 

２回目に来られた患者さんとの会話です。 

「体が前回とは違うねじれ方をしていますね」 

「ほんとだ、前とは違う姿勢で痛みが消えますね」 

「１番手の問題が改善して、２番手の問題が出てきたみた

いですよ」 

「へー。そうなんですね」 

 

３回目に来られたとき 

「３番手の問題が出てきたみたいですよ」 

「あら、いやだ」 

 

４回目 

「今日は４番手が出ていましたが、４番手が改善したとた

んに５番手が出てきましたよ」 

「うそ」 

「ほら、最初に痛みが少なくなった姿勢がありましたよね。

ところが途中からは別の姿勢にしたほうが、痛みが少なく

なったでしょ」 

「たしかにそうですね」 
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５回目 

「６番手ぐらいですかね。毎回違いますよね」 

「ええー、どこまで続くのかしら」 

   ・ 

   ・ 

   ・ 

１２回目 

「今日も違うパターンが楽になりますね」 

「いくらでも出てきますねえ」 

「えぇーっと、何番手かわからなくなってしまいました」 

「ずーっと続くのかしら？」 

「いや、どこかで落ち着くと思いますよ」 

「それなら良かった」 

 

この患者さんのように、施術をして何日かすると、別の問

題が出てくる患者さんがいらっしゃいます。 

４回目のところにあるように、施術している間に、別の問

題が出てくるということもあります。 

 

症状がシンプルな患者さんもいらっしゃいますが、接骨院

に通われるような患者さんの場合、様々な筋肉の縮みすぎ

や伸びすぎが絡み合って、複雑な症状が形成されていると

いうことが少なくありません。 

 

ただ、たくさんの問題があっても、それらの問題がすべて

現れているわけではありません。ある症状によって別の症

状が隠されてしまうことがあるのです。 

 

例えば、右肩の僧帽筋が縮みすぎていて痛いというときに、

そこを伸ばしながらほぐしたところ、痛みが消えました。

ところが、右肩の痛みが消えた後、それまで痛くなかった

左肩の僧帽筋に痛みが現れたというようなことが起きる

のです。 

 

なぜこのような現象が生じるのかを、前号で紹介した数値

化の手法を用いて、もう少し詳しく説明してみます。 
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前号の繰り返しになりますが、縮みすぎの度合ｔを次のよ

うに定めます。 

 

もっとも筋肉が縮みすぎている状態：ｔ＝１００ 

もっとも筋肉が伸びすぎている状態：ｔ＝—１００ 

中間のどちらでもない状態：ｔ＝０ 

筋肉が正常に縮んでいる状態：３０＞ｔ＞０ 

筋肉が正常に伸びている状態：０＞ｔ＞—３０ 

筋肉が縮みすぎている状態：１００≧ｔ≧３０ 

このうち４０≧ｔ≧３０は無症状（境界） 

筋肉が伸びすぎている状態：—３０≧ｔ≧—１００ 

このうち—３０≧ｔ≧—４０は無症状（境界） 

 

筋肉は通常３０＞ｔ＞—３０の範囲で伸び縮みしていま

す。 

ｔの絶対値が４０を超えると、痛みなどの症状が現れます。 

 

また、縮みすぎたり伸びすぎたりしている部分をアルファ

ベットの大文字 A、B、C、D、E・・・で表します。ただ、

伸びているのを前提として記す場合は Z、Y、X、W、V・・・

で表します。正常な範囲での縮んだり伸びたりは、（ ）

でくくり、無症状の縮みすぎ・伸びすぎは、【 】でくく

るものとします。 

 

では、別の問題が出てくる仕組みを説明します。 

 

縮みすぎと無症状の縮みすぎの混在 

右肩僧帽筋 Aがｔ＝７０、左肩僧帽筋Ｂがｔ＝５０で縮

みすぎているとします。 

左右の僧帽筋は頭部と頸椎を介して、互いに引き合うので、

より強く縮んでいる右側に引っ張られます。この結果、左

僧帽筋Ｂが伸ばされて、ｔ＝４０くらいの縮み方になった

とします。 

縮みすぎたところは伸ばされるとたいてい痛みが消えま

す。ｔが５０だったＢは、無症状の縮みすぎ【B】（ｔ＝

４０）となり、そして、Ａの縮みすぎだけが症状として現

れます。 
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これはＡが単独で縮みすぎているのと似たような状態に

なります。 

右肩が痛くて、左肩は痛くないという状態です。 

 

ここで、Ａの縮みすぎを伸ばすように施術します。Ａを伸

ばしながら、さすったりもんだりします。 

 

Ａの縮みすぎが正常の範囲まで改善されると（A）になり、

【Ｂ】は引っ張られなくなるのでＢに戻り、こんどはＢの

縮みすぎが症状として現れてきます。 

 

Ｂのｔは、５０くらいに戻るか、あるいはＡに引っ張られ

ることがなくなるので、５０よりもっと大きくなるかもし

れません。 

施術中にすぐに現れることもあれば、翌日とか２、３日た

ってから現れることもあります。 
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もう一つ、例をあげます。冒頭の患者さんは、ふくらはぎ

に痛みがありました。 

はじめは、つま先を上げて外に
．．

ねじると痛みが軽くなった

ので、つま先を内にねじる筋肉（後脛骨筋や長指屈筋など）

が縮みすぎていると考え、伸ばしながらほぐしました。す

るといったん痛みが消えました。 

ところが、しばらく他の部位に施術している間に、またふ

くらはぎに痛みがぶり返してしまいました。 

もう一度、痛みの少ないポジションをさがすと、つま先を

上げて内に
．．

ねじると痛みが軽くなりました。つま先を外に

ねじる筋肉（長腓骨筋や下腿三頭筋の内側の部分など）が

縮みすぎていると考え、伸ばしながらほぐしたところ、痛

みが消え、施術中に痛みがぶり返すことはありませんでし

た。 

 

つま先を内にねじる筋肉 Aがｔ＝７０、つま先を外にね

じる筋肉の Bがｔ＝５０だったとすると、つま先は内に

ねじれてＢが伸ばされるので、Ｂのｔは４０くらいに低下

し、無症状の【Ｂ】となります。 

施術でＡが伸ばされ（A）になると、つま先は外にねじれ

るので【Ｂ】が縮んでｔが５０以上になり、Ｂとして症状

が出てきます。 

 

このようにして、ある問題を改善すると、無症状だった問

題が症状として現れるということがあります。 

 

たいていは、何日かして症状として現れますが、ときには

施術中、すぐに隠れていた症状が現れてくることがありま

す。 

 

「前回は開く方が良かったけれど、今回は閉じる方が良

い」といった具合に、症状がガラッとかわる患者さんもい

らっしゃいます。 

何度施術しても、同じような問題が出てくる「頑固な症状」

をお持ちの患者さんもいらっしゃいます。 

でも、一番多いのが、症状が少しずつ変化する患者さんで

す。 
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「前回とはちょっと違いますね」ということがよくあるの

ですが、前回の施術で体のバランスが変わり、無症状だっ

た問題が現れてきた可能性が高いです。 

もちろん、患者さんが今までとは違う動作や姿勢をされた

とか、生活環境に変化があったという場合もあるでしょう。 

施術者としては、そういう変化を見落とさずに、毎回、初

検のように、ひとつずつ丁寧に確認して施術していくこと

が大事です。 

 

パラドキシカルストレッチングと 
パラドキシカルコントラクティング 

（５） 

 

一見縮めながら、縮みすぎている筋肉を伸ばすストレッチ

ングを「パラドキシカルストレッチング」（逆説的伸長）、 

いっぽう、一見伸ばしながら、伸びすぎている筋肉を縮め

るコントラクティングを「パラドキシカルコントラクティ

ング」（逆説的短縮）と呼んでいます。 

今回も、なぜこのようなことが起きるのかについて、前回

取り上げた数値化に加えて、次の二つのアプローチを用い

て説明します。 

 

コンプレッシングエフィシエとテーピングエフィシエ 

 

筋肉の縮みすぎ・伸びすぎを鑑別し改善する方法として、

コンプレッシングエフィシエとテーピングエフィシエが

あります。 

以前紹介したポジショニングエフィシエも、筋肉の縮みす

ぎ・伸びすぎを鑑別することができますが、より正確なの

がコンプレッシングエフィシエであり、もっとも正確なの

がテーピングエフィシエです。 

 

ただ、正確にはなるものの、手間や材料が必要になるとか

使えない箇所があるとか、デメリットやリスクもあります。

普段使いにはポジショニングエフィシエで十分であり、判

断に迷ったときや行き詰ったとき、慎重にしなければなら
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ないときに、コンプレッシングエフィシエやテーピングエ

フィシエを用いればよいでしょう。 

 

筋肉の縮みすぎた部分はふくらみ、伸びすぎた部分はへこ

みます。症状のある部分が、縮みすぎているのか、伸びす

ぎているのかは、見た目だけではなかなか判断することが

できません。 

症状の出ている部分に、ベルトやサポーターを巻いて、筋

線維を締め付けるように加圧（コンプレッシング）します。

（くぼんだところや体幹・四肢を横切る筋肉には効果が出

ません。また、頸動脈付近は加圧しないでください。） 

加圧すると、縮みすぎてふくらんだところはへこんで伸び

るので、症状が少なくなります。反対に伸びすぎてへこん

だところはさらにへこんで伸びすぎるので、症状がひどく

なります。 

加圧した結果によって、その部分が縮みすぎか伸びすぎか

を判定することができます。 

縮みすぎの場合は、加圧したまま押したりもんだりさすっ

たりすれば、痛みは少ないまま短時間で症状が改善します。

これがコンプレッシングエフィシエです。 

伸びすぎの場合は、加圧するのをやめ、痛みの少なくなる

方向にさすったり、筋線維の方向にそってテーピングした

りすれば症状が改善するでしょう。 

 

ベルトやサポーターのかわりに、テープを用いるのがテー

ピングエフィシエです。（くぼんだところや毛が生えてい

るところには使えません。毛をそっていただければ使える

場合もあります。） 

 

テーピングエフィシエの良いところは、体幹や四肢に一周

巻かなくても、必要な部分だけ（例えば半周だけ）テープ

を貼って患部に加圧できることです。 

ベルトなどで一周巻いて加圧すると、患部とは違うところ

も加圧してしまうので、判断を誤ることがたまにあります。

例えば、「腕の前面の上腕二頭筋にベルトを巻いて痛みが

軽くなったのかと思ったら、実は後面の上腕三頭筋が加圧

されていたからだった」というようなことがあります。 
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ターゲットの部分を加圧し、症状が改善するなら、しばら

くもんだり、押したりすれば、テープをはがしても症状は

改善しているでしょう。 

テープをはがすと症状が戻ってしまうときは、しばらく貼

っておいてもらうこともできます。 

ただ、あまり長く貼ると、はがすときに痛いとか、肌を傷

めるとか、かぶれるとか、リスクがあるので注意が必要で

す。 

テーピングエフィシエの良いところを付け加えると、テー

プの向きを変えれば、患部を縮める効果を出せることです。

ただ、ここではその説明は省略します。 

 

ポジショニングエフィシエは、ある筋肉が縮みすぎか伸び

すぎかを判断するのに役立ちますが、筋肉のある部分（局

部）が縮みすぎているのか伸びすぎているのかを判断する

のには向いていません。 

いっぽう、コンプレッシングエフィシエやテーピングエフ

ィシエは、筋肉の部分ごとに縮みすぎか伸びすぎかを判断

するのに役に立ちます。 

筋肉の縮みすぎ伸びすぎと、部分ごとの縮みすぎ伸びすぎ

が一致しないことがあります。 

このような場合に、パラドキシカルストレッチングやパラ

ドキシカルコントラクティングが有効になります。 

 

例えば、ある筋肉の中のＡ、Ｂ、Ｃの３箇所に痛みがあっ

たとします。（わかりやすくするため、ここでは症状を痛

みとします。） 

 

ポジショニングをすると、この筋肉を伸ばす方がＡ、Ｂ、

Ｃの痛みが少なくなることから、この筋肉が縮みすぎだと

わかったとします。 

そこでこの筋肉を伸ばしながらほぐすポジショニングエ

フィシエをしてみました。 

しかし、ポジショニングエフィシエをしただけでは、元の

位置に戻すと痛みもぶり返してしまいました。 

ポジショニングエフィシエのみで改善することもあるの

ですが、効果が不十分な場合は、コンプレッシングエフィ
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シエをおこなってみます。（テーピングエフィシエは必要

があれば用いますが、ここでは省略します。） 

 

前号では５つのケースを紹介しましたが、今回は上腕三頭

筋のケースを６つ紹介しようと思います。 

右上腕三頭筋（水色）は、肩甲骨の関節のくぼみの下（関

節下結節）と、上腕骨の裏面内外から、尺骨の上端（肘頭）

をつないでいます。 

肘を伸ばすはたらきと、上腕を体側に引き寄せるはたらき

をします。つまり、肘を伸ばして上腕を体側に引き寄せれ

ば縮めることができます。肘を曲げるか、上腕を体側から

遠ざけるなどすれば伸ばすことができます。 

ここでは周囲の筋肉には、特に

症状は出ていなかったとします。 

 

A、B、Cは右の図のような位置

とします。 

 

ケース６ 

ベルトで加圧してみると、Ａ、

Ｂ、Ｃすべて痛みが減りました。

そこで上腕三頭筋を伸ばしなが
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ら、Ａ、Ｂ、Ｃを加圧して、さらにもんでみました。 

元の位置に戻し、ベルトをはずすと、痛みがすべて消えま

した。 

施術が不足していたか、Ａ、Ｂ、Ｃの位置で筋膜が広がっ

ていたのでしょう。 

このケースは通常のストレッチングになります。 

Ａ、Ｂ、Ｃのｔは５０くらいだったとします。 

上腕三頭筋の中や、起始側の肩甲骨、停止側の尺骨を動か

す筋肉の中に、正常な範囲で伸びている箇所（Z）、（Y）、

（X）、（W）、（V）・・・があると考えられ、それら

のｔの合計はー１５０くらいになります。 

 

ケース７ 

ベルトで加圧すると、Ａ、Ｂは痛みがなくなりましたが、

Ｃは痛みが消えませんでした。Ｃの痛みはＡ、Ｂのほうか

らＣに向かってさすると痛みが少ないことがわかりまし

た。Ａ、Ｂを伸びるポジションで加圧しながらほぐし、ま

たＣのほうに向かってさすりました。 

元の位置に戻し、ベルトをはずすと、痛みがすべて消えま

した。 

Ａ、Ｂが縮みすぎて、Ｃが伸びすぎていたので、ポジショ

ニングエフィシエでは改善しなかったのでしょう。 

Ａ、Ｂのｔが５０、Ｃのｔがー８０、上腕三頭筋の中や、

起始側の肩甲骨、停止側の尺骨を動かす筋肉の中に、正常

な範囲で伸びている箇所（Z）、（Y）、（X）、（W）、

（V）・・・があると考えられ、それらのｔの合計はー２

０くらいになります。 

Ｃに対しておこなったのが、パラドキシカルコントラクテ

ィングになります。 

 

ケース８ 

ベルトで加圧すると、Ｂは痛みがなくなりましたが、Ａ、

Ｃは痛みが消えませんでした。Ａの痛みはＢのほうからＡ

に向かってさすると痛みが少ないことがわかりました。 

Ｃの痛みは、Ｂとは反対側からＣのほうに向かってさする

と痛みが少ないことがわかりました。Ｂを伸びるポジショ
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ンで加圧しながらほぐし、またＢからＡのほうへ、Ｂの反

対側からＣのほうに向かってさすりました。 

元の位置に戻し、ベルトをはずすと、ＡとＢ痛みは消えま

したが、Ｃの痛みは消えませんでした。 

 

そこでＣのＢとは反対側に、

無症状の縮みすぎていると

ころ【Ｄ】【Ｅ】・・・があ

るのではないかと考え、その

部分にベルトを巻いて加圧

し、上腕三頭筋を伸ばすよう

なポジショニングをしてみ

ました。するとＣの痛みが改

善したので、【Ｄ】【Ｅ】・・・

をほぐしながらＣのほうに

さすりました。 

元に戻してベルトをはずすと、痛みがすべて消えました。 

上腕三頭筋を伸ばす姿勢で痛みが減ったのは、Ｂ、【Ｄ】

【Ｅ】・・・を伸ばす姿勢をとったからであり、しかし、

ポジショニングエフィシエをしただけでは改善しなかっ

たのは、ＡとＣの伸びすぎと、無症状の縮みすぎ【Ｄ】

【Ｅ】・・・に対して何もできていなかったからなのです。 

Ａのｔがー５０、Ｂのｔが５０、Ｃのｔがー５０、【Ｄ】

【Ｅ】のｔがそれぞれ４０、上腕三頭筋の中や、起始側の

肩甲骨、停止側の尺骨を動かす筋肉の中に、正常な範囲で

伸びている箇所（Z）、（Y）、（X）、（W）、（V）・・・

があると考えられ、それらのｔの合計はー３０くらいにな

ります。 

Ａ、Ｃに対しておこなったのが、パラドキシカルコントラ

クティングになります。 

 

ケース９ 

上腕三頭筋を伸ばす姿勢をすると痛みが少なくなるのに、

ベルトで加圧しても、Ａ、Ｂ、Ｃはいずれも痛みが消えま

せんでした。またＡからＣに向かってさするより、Ｃから

Ａに向かってさするほうが痛みが少ないことがわかりま

した。 
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そこでＣのＡ、Ｂとは反対側に、

無症状の縮みすぎているとこ

ろ【Ｄ】【Ｅ】【Ｆ】【Ｇ】・・・

があるのではないかと考え、そ

の部分にベルトを巻いて加圧

し、上腕三頭筋を伸ばす姿勢を

すると、Ａ、Ｂ、Ｃの痛みが減

ったので、【Ｄ】【Ｅ】【Ｆ】

【Ｇ】・・・をほぐしながらＣ

のほうにさすりました。 

元に戻してベルトをはずすと、

痛みがすべて消えました。 

上腕三頭筋を伸ばす姿勢で痛みが減ったのは、【Ｄ】【Ｅ】

【Ｆ】【Ｇ】・・・を伸ばす姿勢をとったからであり、ポ

ジショニングエフィシエをしただけでは改善しなかった

のは、Ａ、Ｂ、Ｃの伸びすぎと、無症状の縮みすぎ【Ｄ】

【Ｅ】【Ｆ】【Ｇ】・・・に対して何もできていなかった

からなのです。 

Ａ、Ｂ、Ｃのｔがそれぞれー５０、【Ｄ】【Ｅ】【Ｆ】【Ｇ】

のｔがそれぞれ４０、上腕三頭筋の中や、起始側の肩甲骨、

停止側の尺骨を動かす筋肉の中に、正常な範囲で伸びてい

る箇所（Z）、（Y）、（X）、（W）、（V）・・・があ

ると考えられ、それらのｔの合計はー１０くらいになりま

す。 

Ａ、Ｂ、Ｃに対しておこなったのが、パラドキシカルコン

トラクティングになります。 

 

ケース１０ 

上腕三頭筋を縮める姿勢をすると痛みが少なくなるのに、

Ａ、Ｂ、Ｃを縮めるようにさすっても、いずれも痛みが消

えませんでした。 

そこでそれぞれにベルトを巻いて加圧してみたところ、Ｂ

は痛みが消えましたが、ＡとＣは痛いままでした。 

このケースで上腕三頭筋は、全体としては伸びすぎている

けれども、Ｂの部分では縮みすぎていると考えられました。 

また、ＡとＣは、Ｂに向かってさするよりも、Ｂの側から

さするほうが痛みが少ないことがわかりました。 
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そこで、上腕三頭筋を縮めながら、Ｂをベルトで加圧して

ほぐし、さらにＢからＡへ、ＢからＣへさすってＡとＣを

縮めました。 

元に戻してベルトをはずすと、痛みがすべて消えました。 

ＡとＣのｔがそれぞれー５０、Ｂのｔが８０、上腕三頭筋

の中や、起始側の肩甲骨、停止側の尺骨を動かす筋肉の中

に、正常な範囲で縮んでいる箇所（Ｄ）、（Ｅ）、（Ｆ）、

（Ｇ）、（Ｈ）・・・があると考えられ、それらのｔの合

計は２０くらいになります。 

Ｂに対しておこなったのが、パラドキシカルストレッチン

グになります。 

 

ケース１１ 

上腕三頭筋を縮める姿勢をすると痛みが少なくなるのに、

Ａ、Ｂ、Ｃを縮めるようにさすっても、いずれも痛みが消

えませんでした。 

そこでそれぞれにベルトを巻いて加圧してみたところ、Ａ

とＣは痛みが消えましたが、Ｂは痛いままでした。 

このケースで上腕三頭筋は、全体としては伸びすぎている

けれども、Aと Cの部分では縮みすぎていると考えられま

した。 

また、Ｂに対しては、Ｃの側からさするよりも、Aの側か

らさするほうが痛みが少ないことがわかりました。 

そこでＣのＡ、Ｂとは反対側

に、無症状の伸びすぎている

ところ【Ｚ】【Ｙ】・・・が

あるのではないかと考えまし

た。 

ＡとＣの部分にベルトを巻い

て加圧し、上腕三頭筋を縮め

る姿勢をとると痛みが減った

ので、そのままＡとＣをほぐ

しました。ＡからＢのほうに、

Ｃから【Ｚ】【Ｙ】のほうに

さすってＢと【Ｚ】【Ｙ】を

縮めました。 

元に戻してベルトをはずすと、痛みがすべて消えました。 
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Ａ、Ｃのｔがそれぞれ５０、Ｂのｔがー５０、【Ｚ】【Ｙ】

のｔがそれぞれー４０、上腕三頭筋の中や、起始側の肩甲

骨、停止側の尺骨を動かす筋肉の中に、正常な範囲で縮ん

でいる箇所（Ｄ）、（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）、（Ｈ）・・・

があると考えられ、それらのｔの合計は３０くらいになり

ます。 

ＡとＣに対しておこなったのが、パラドキシカルストレッ

チングになります。 

 

比較表 

ケ
ー
ス 

A B C  

６ ５０ ５０ ５０ 
通常のストレッチング 

A B C 

７ ５０ ５０ ー５０ 
パラドキシカルコント

ラクティング C 

８ ー５０ ５０ ー５０ 
パラドキシカルコント

ラクティング A C 

９ ー５０ ー５０ ー５０ 
パラドキシカルコント

ラクティング A B C 

10 ー５０ ８０ ー５０ 
パラドキシカルストレ

ッチング Ｂ 

11 ５０ ー５０ ５０ 
パラドキシカルストレ

ッチング A C 

 

今回、上腕三頭筋に３カ所の痛みがあるケースをいくつか

取り上げ、前回とは違うタイプのパラドキシカルストレッ

チングやパラドキシカルコントラクティングを、数値化を

用いて説明してみました。 

ひとつの筋肉だけでも、まだまだたくさんのケースがあり

ます。体全体でみれば、縮みすぎ伸びすぎの組み合わせと

その解決方法は無限にあります。 

 

また、無症状の縮みすぎや伸びすぎがあることをお伝えし

ました。 
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前半に書いたように、他の問題に対して施術をしていくと、

症状として現れてくることがあり、そのほうがむしろ対応

しやすいこともあります。 

 

無症状の問題とは、問題がないということではなく、自覚

されにくく、また、術者にも気づきにくい問題であり、そ

れが患者さんの主訴の一因であれば、気がつきにくい分、

解決が難しくなることもあります。 

主訴に関心が集中していて気づきにくいとか、感覚神経が

鈍感になっていたり、麻痺したりしていて、わかりにくい

という場合もあります。患者さんの病歴や日常生活で気に

なることなどを詳しく聞き取りしてみると、手がかりをみ

つけられることもあります。 

どうも原因がはっきりしないというときに、患者さんによ

くよくたずねてみると、「触られるとちょっと痛い」「困

っている痛みに比べれば、とるにたりない痛みだから黙っ

ていた」「むしろ痛くて気持ちいい」「くすぐったい」な

どという部位がみつかることがあります。 

また、術者がよく触診してみると、筋肉が固い部位や、通

常よりもふくらんだりへこんだりしている部位、動きの悪

い部位がみつかることがあります。 

そういう部位が、無症状の縮みすぎや伸びすぎで、そこに

施術すると主訴が改善することがあります。 

また、疑わしいなと思う筋肉と同じようなはたらきをする

筋肉に注目すると、そこに症状がみつかり、施術すると主

訴の解決に役立つことがあります。 

 

例えば、さわられるとくすぐったいところは、感覚が敏感

でくすぐったい場合と、筋肉が縮みすぎたり、伸びすぎた

りしてくすぐったい場合があります。もう少し、縮みすぎ

たり、伸びすぎたりすると痛みになるという、痛みの一歩

手前がくすぐったい状態だということがあるのです。 

患者さんはたいてい、くすぐったいところを触られたがり

ません。しかし、他に主訴の原因が見当たらないとか、主

訴の原因としてそこが疑わしい場合は、「ベルトを巻くと、

くすぐったくなくなることがあるので、一度巻かせてみて

ください」と言って、ベルトを巻かせていただきます。 
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やっぱりくすぐったいということもあるのですが、（その

ときは別の方法を考えます）、ベルトで加圧するとくすぐ

ったさが消えることがあり、そのときは加圧したまま筋肉

をほぐしてみます。 

すると、くすぐったさも患者さんの主訴もなくなってしま

うことがあるのです。 

ではまた 
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現代社会を『関係性』という観点から考える㉞ 
  

 

 

 

 

 

更生保護官署職員 三浦恵子（社会福祉士・精神保健福祉士） 

  

 

１ はじめに  

本 連 載 も 6 年 を迎 え、コロナ禍 はじめ社 会 情 勢 は大 きく変 化 しています。私 自 身 も専 門

性 の殻 に閉 じこもることなく、業 務 上 ・業 務 外 での連 携 において学 んだことや様 々な関 わり

の中 で学 びまた考 えさせられたことを連 載 原 稿 に落 とし込 み、主 題 そのものはぶれることなく

視 野 をより広 くして書 いていきたいと考 えています。 

冒 頭 で、これまでの連 載 の経 過 を記 載 していきます。 

連 載 14 では『「開 く」ことと「閉 じる」こと』と題 して私 見 を述 べ、連 載 15 では『つながりが

支 えるこころ』と題 して、社 会 的 には容 認 されないような要 求 を次 々と親 族 や支 援 者 に行 うこ

とで結 果 的 に物 理 的 にも心 理 的 にも「閉 じた」生 活 となり社 会 的 孤 立 に至 り心 身 状 態 の悪

化 を招 いてしまった高 齢 者 （単 身 生 活 者 ）の事 例 について考 察 を行 いました。 

連 載 16 では、『「見 える」ことと「見 えない」こと』という切 り口 で、現 代 社 会 を関 係 性 という

観 点 から見 直 し、連 載 17 では、これまでの連 載 を踏 まえ、「地 域 社 会 」との「関 わり方 」を考

えると題 して、まさに「地 域 社 会 」との「関 わり方 」を私 なりに考 察 しています。  

つまり、本 連 載 では「地 域 社 会 」で生 きるということについてほぼ一 貫 して考 えてきたともい

えます。そして今 まさに現 代 社 会 においては、（望 まない）「孤 立 」「孤 独 」が問 題 となってい

ます。支 援 機 関 とつながらないまま命 を落 としてしまうような事 態 になったり、拡 大 自 殺 的 な

事 件 が発 生 する例 もあまたあります。家 族 介 護 が行 き詰 ってしまった上 での介 護 殺 人 、子

育 てに悩 んだ末 の子 殺 しなどがその例 であると言 えます。  

こうした点 について連 載 18 では「自 分 は誰 かとつながっている」という感 覚 があるかという

ことと題 して問 題 提 起 し、連 載 19 回 では「自 分 は誰 かとつながっている」という感 覚 を持 つ

ために私 が必 要 だと痛 感 している『関 係 性 』をメンテナンスをする～「当 たり前 」と思 うことの

陥 穽 について、連 載 20 では、『関 係 性 』をメンテナンスをする～「当 たり前 」と思 うことの陥 穽

について、それぞれコロナ禍 の中 を生 きていくうえでの関 係 性 について私 見 を述 べました。

連 載 21 では、Society から Home へ矮 小 化 していく社 会 について書 いています。  

連 載 23 では「自 助 、共 助 、公 助 」の他 に、制 度 が既 存 のものとして含 んでいる「家 族 助 」

について、地 域 包 括 ケアシステムの在 り方 について私 見 を述 べました。 

連 載 24 ではすこし角 度 を変 え、自 分 が「知 っている」だけの世 界 で生 きることの危 うさと

題 し、私 自 身 が実 際 に直 面 したり間 接 的 に関 わったことをベースに、「知 っている」ことだけ

の生 活 で生 きるということに含 まれる一 種 の「危 うさ」、「知 らない」ことが「意 識 しない排 他
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性 」につながることなどについて、引 き続 き連 載 25 では「知 らないことが不 安 や排 除 につな

がる」ということというテーマでそれぞれ私 見 を述 べました。 

連 載 26 では、大 学 生 に刑 事 政 策 と司 法 あるいは更 生 保 護 について話 をする機 会 に感

じたことをベースに「今 の社 会 」に対 する若 者 の不 安 に、大 人 としてどう向 き合 うのか」という

テーマで私 見 を述 べ、続 く連 載 27 では、私 が昨 今 感 じている「理 想 とされる家 族 は今 や

『描 かれるもの』の中 にあるものか」ということにつき、課 題 提 起 の意 味 合 いをこめ私 見 を述 べ

ました。  

連 載 28（連 載 29 と記 載 していますが 28 に修 正 します）では「自 分 には支 えてくれる人

がいる」「まだできることがある」と誰 もが感 じることができる社 会 へと題 して、「愛 と仕 事 」（フロ

イト）及 び「居 場 所 と出 番 」（犯 罪 対 策 閣 僚 会 議 ）に言 及 しました。それを受 けて連 載  29 

は、家 族 介 護 当 事 者 の立 場 から、「選 べない日 々」を過 ごす人 々への「まなざし」と題 して、

様 々な境 遇 のただなかにある人 を「社 会 がどう見 るか」という点 について、私 見 を述 べまし

た。 

連 載 第 30 回 では「改 めて「介 護 は誰 が担 うべきか 家 族 ・親 族 ・地 域 社 会 の関 係 性 を

踏 まえた一 考 察 」として、連 載 6「刑 事 政 策 から見 た「介 護 」～高 齢 犯 罪 者 による殺 人 事 件

を一 例 として」を更 に深 めるかたちで、厚 生 労 働 省 のデータ等 にも言 及 しつつ、家 族 アセス

メントという観 点 から私 見 を述 べました。連 載 31 では久 々に少 年 非 行 をとりあげ「非 行 とは

行 うものなのか巻 き込 まれるものなのか」について「関 係 性 」の視 点 で検 討 しました。連 載 32

では、令 和 6 年 12 月 に公 開 されたドキュメンタリー映 画 「どうすればよかったか」をベースに

「家 族 における「ケア」の在 り方  映 画 「どうすればよかったか」から考 える」を記 載 しています。  

連 載 33 では、対 人 援 助 の場 面 で多 用 される「みまもり「みまもる」ということばについて考

えています。 

連 載 34 となる今 回 は、「若 者 と薬 物 依 存 」について、地 域 社 会 でどう向 き合 うのかという

ことをテーマに考 えていきます。 

私 にとっては、薬 物 依 存 （症 ）当 事 者 と家 族 支 援 は、入 職 後 間 もない頃 からのライフワー

クです。刑 事 政 策 の枠 組 みにおける薬 物 依 存 症 者 の処 遇 に悩 んでいたころ、先 輩 職 員 に

誘 われ、あるダルク設 立 １周 年 のイベントに参 加 をしました。そこで回 復 を目 指 す当 事 者 、

彼 らを支 えダルク設 立 のために尽 力 している多 様 な分 野 の支 援 者 の生 の声 に触 れる機 会

を得 たことが、保 護 観 察 官 として、人 としての大 きな転 機 となりました。それ以 後 、ボランティ

アとして家 族 会 のお手 伝 いや運 営 委 員 会 への参 加 等 を通 し、薬 物 依 存 当 事 者 やその家

族 、様 々な職 域 から参 加 した支 援 者 と共 に「動 く」体 験 を重 ねて今 日 に至 ります。 

こうしたダルクとの出 会 いから 30 年 以 上 が過 ぎ、ダルクの認 知 度 も大 きく向 上 しました。

その一 方 、薬 物 依 存 の状 況 やその背 景 も大 きく変 化 しています。今 回 の原 稿 のなかで私

見 となります。 

２ 「治 安 が悪 化 している」「薬 物 事 案 が増 えている」のか 

 インターネットの発 達 は著 しく各 地 のニュースに即 時 詳 細 に触 れることができるようになりま

した。そのことによって、内 容 の真 偽 や根 拠 となるデータはともかく、標 記 のように感 じる方 も

少 なくないのではないでしょうか。いわゆる「体 感 治 安 」の悪 化 です。 
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少 年 非 行 について、「犯 罪 白 書 」掲 載 のデータの変 遷 を概 観 してみましょう。少 年 による

刑 法 犯 、危 険 運 転 致 死 傷 及 び過 失 運 転 致 死 傷 等 の検 挙 人 員 は，昭 和 期 には昭 和 26

年 、39 年 、58 年 をピークとする 3 つの大 きな波 が見 られ、その後 、平 成 ８年 から 10 年 及 び

13 年 から 15 年 に一 時 的 な増 加 があったものの全 体 としては減 少 傾 向 となり平 成 24 年 以

降 戦 後 最 少 を記 録 し続 け、令 和 ３年 は戦 後 最 少 を更 新 する２万 9,802 人 （前 年 比 7.1％

減 ）となりました（令 和 ４年 版 犯 罪 白 書 ）令 和 ５～６年 は増 加 していますが、コロナ禍 の行 動

規 制 が緩 和 された時 期 とも重 なり、背 景 ・要 因 については慎 重 な検 討 が必 要 でしょう。刑 法

犯 検 挙 人 員 における少 年 人 口 比 についても低 下 傾 向 が見 られ、令 和 ３年 は 186.5（同

9.3％減 ）、少 年 人 口 比 の最 も高 かった昭 和 56 年 （1,432.2）の約 ８分 の１になっています。 

 薬 物 事 犯 などの特 別 法 犯 についても、令 和 元 年 前 後 から増 加 しているものの、昭 和 50

年 代 後 半 のピーク時 から大 きく減 少 しています。 

 一 方 で、刑 事 司 法 の手 続 において処 遇 される「非 行 少 年 」の数 が大 きく減 少 していても、

現 代 の少 年 、あるいは若 者 （本 稿 ではそれらをまとめて青 少 年 と記 載 ）は「生 きづらさ」を抱

えているといわれています。それはどのようなものでしょうか。 

３ 見 えやすい「非 行 」、見 えづらい「生 きづらさ」 

 かつて「非 行 」は総 じて社 会 から認 知 されやすいものでした。集 団 でバイクを連 ねての暴 走

行 為 、学 校 内 での喧 嘩 や対 教 師 暴 力 などは、周 囲 の目 を避 けることなく敢 行 されてきたか

らです。非 行 少 年 の検 挙 件 数 がピークとなっていた昭 和 56 年 前 後 の非 行 少 年 には、変 形

学 生 服 や特 攻 服 など独 特 なスタイルがあり、これもまた非 常 に「見 えやすい」ものでした。「見

えやすい」ゆえに、警 察 等 から認 知 され検 挙 ・補 導 の対 象 となり、非 行 少 年 ・触 法 少 年 とし

て刑 事 司 法 における手 続 に委 ねられることになりました。 

 そして現 代 （令 和 7 年 ）、少 年 非 行 が減 少 するなか、現 代 の少 年 の「生 きづらさ」は、不 登

校 、いじめなどのかたちで我 々の前 にたち現 れています。「子 どもの貧 困 」「ヤングケアラー」

「教 育 格 差 」といったことばで、そうした生 きづらさが語 られる機 会 も増 えています。 

 さらには、こうした「生 きづらさ」は、暴 走 族 等 の「非 行 」に比 べて見 えづらい面 があります。 

 「見 えづらさ」とは、学 校 や地 域 社 会 などの公 共 スペースで発 現 しないがゆえの見 えづら

さ、そして、リアルな社 会 ではなくインターネットのなかでのトラブルや事 件 特 有 の見 えづらさ

の双 方 があります。こうした見 えづらい「生 きづらさ」を抱 える青 少 年 を適 切 なケア・支 援 につ

なげるためには、青 少 年 の日 常 生 活 に関 わる全 ての人 々が、彼 らに対 して暖 かく積 極 的 な

積 極 的 関 心 を向 け、生 活 圏 でのリアルな関 わりを重 ねていくことから始 める必 要 ではないで

しょうか。 

４ 現 代 の「見 えづらい」依 存 症  

 ダルク創 設 当 初 、ダルク内 でケアされる薬 物 依 存 症 は覚 醒 剤 をメインとする違 法 薬 物 が

主 であったと記 憶 しています。違 法 薬 物 の使 用 等 で検 挙 され、刑 事 司 法 手 続 のなかで弁

護 士 その他 に紹 介 され、困 り果 てた家 族 、家 族 や弁 護 士 から勧 められた薬 物 依 存 当 事 者

がダルクにアクセスするのが主 でした。そして、大 阪 ダルクが「近 畿 圏 内 初 」のダルクとして創

設 されたことからわかるように、ダルクの数 もケアできる人 数 、アクセスする機 会 は限 られてい

ました。当 時 は、違 法 薬 物 に対 する依 存 症 の処 遇 は、殆 どが「検 挙 され裁 判 で実 刑 判 決 を
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受 け、判 決 が確 定 する」などして収 容 された矯 正 施 設 （刑 事 施 設 ・少 年 院 ）で行 われていた

といっても過 言 ではないでしょう。 

違 法 薬 物 の依 存 症 当 事 者 の処 遇 やケアを受 け皿 の大 きさは、矯 正 施 設 が圧 倒 的 に大

きく、その次 に限 られた受 け皿 として医 療 機 関 があり、ダルクをはじめとする民 間 回 復 施 設

等 の受 け皿 は更 に小 さい、とも評 されていました。しかしながら、刑 事 司 法 手 続 に本 人 の意

思 とは関 係 なくアクセスすることで、身 柄 拘 束 等 で薬 物 を使 用 できない環 境 に身 を置 いて

薬 物 と物 理 的 に距 離 を置 き、薬 物 使 用 について改 めて考 えたり、医 療 やダルク等 につなが

る端 緒 を掴 むことができるという側 面 も確 かにあるといえます。もちろん矯 正 施 設 内 だけで薬

物 依 存 症 に対 する処 遇 ・ケアが完 結 するわけではないため、矯 正 施 設 や保 護 観 察 所 では

ダルクをはじめとする地 域 関 係 機 関 との連 携 も進 められてきました。 

昨 今 、私 が関 わってきたダルクに寄 せられる相 談 は、覚 醒 剤 等 の違 法 薬 物 使 用 から市

販 薬 ・処 方 薬 等 の過 剰 服 薬 （オーバードーズ ОD）等 に変 わってきています。市 販 薬 ・処

方 薬 のОD 自 体 は違 法 ではないがゆえに基 本 的 には刑 事 司 法 手 続 にアクセスすることは

なく、困 っているということを表 明 しない・できない当 事 者 や家 族 等 への介 入 が遅 れがちにな

ってしまいます。薬 物 使 用 は、合 法 ・違 法 は問 わず自 己 治 療 的 な側 面 があります。薬 物 使

用 が「生 きづらさ」を解 決 するための手 段 となっている場 合 には、それを手 放 すことは独 力 で

は困 難 です。 

こうした現 状 では、刑 事 政 策 の手 続 だけではなく、青 少 年 に接 する機 会 のあるあらゆる大

人 が、現 代 の青 少 年 を取 り巻 く「生 きづらさ」に思 いを致 しながらそれぞれの立 場 で関 わりを

行 うことが必 要 になると考 えます。専 門 家 としての視 点 と、地 域 社 会 のなかで生 活 する当 事

者 としての視 点 の双 方 が、「生 きづらさ」の気 付 きにつながるのではないでしょうか。 

５ 「居 場 所 」などのサードプレイスを考 える前 にまず必 要 なこと 

家 庭 や学 校 で居 づらくなった青 少 年 にとって、サードプレイスとしての子 ども食 堂 や学 習

支 援 の場 などを「居 場 所 」とすることも確 かに大 切 なことでしょう。平 成 後 期 から全 国 各 地 に

子 ども食 堂 をはじめとする「居 場 所 」が立 ちあげられました。地 域 社 会 に密 着 した「居 場 所 」

もあれば、女 性 支 援 に特 化 した「居 場 所 」、精 神 科 病 院 や自 治 体 と連 携 しメンタルヘルスの

相 談 ・支 援 を受 けられる「居 場 所 」など、その形 態 や受 入 れ方 法 等 も多 様 になっています。

後 述 するように、そうした「居 場 所 」と紹 介 することも助 言 ・支 援 の１つでしょう。 

私 自 身 がこうした「居 場 所 」の運 営 支 援 の端 に加 えていただいている経 験 に照 らすと、と

にかく「居 場 所 」を紹 介 すればそれで解 決 するという単 純 なものではありません。 

まずは青 少 年 やその家 族 、そして当 該 青 少 年 に関 わる学 校 等 の既 存 の機 関 の状 況 、

特 に、青 少 年 とその家 族 ・学 校 との関 係 性 に注 目 することが必 要 になると考 えています。当

事 者 に対 する処 遇 ・支 援 だけではなく、家 族 ・学 校 等 といった当 事 者 の身 近 な存 在 に対 し

て処 遇 ・支 援 を行 うこともまた、青 少 年 を支 えるうえでは有 効 です。 

少 年 の生 活 全 般 を支 える住 居 としての機 能 を持 つ、住 まいの機 能 がある「居 場 所 」、たと

えば、自 立 援 助 ホームや子 どもシェルター等 の数 は非 常 に限 られています。つまり、どんな

に居 心 地 のよい「居 場 所 」でも、ずっとそこで過 ごせるわけではありません。青 少 年 にとって

生 活 の大 部 分 を占 める家 庭 ・学 校 で少 しでも青 少 年 が落 ち着 いて過 ごせるようにするには
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どうすればいいか、という視 点 が重 要 ではないでしょうか。 

家 族 や家 庭 における養 育 ・介 護 等 の「ケア」を家 族 療 法 の観 点 から考 える際 、それらが

円 滑 に行 われるためには、経 済 的 な要 件 だけではなく家 族 が（ある程 度 ）健 康 であること

（疾 病 障 害 に対 して適 切 な治 療 ・支 援 を受 けている）、家 族 や家 庭 内 の関 係 性 といった３

点 が鍵 になるということは、本 マガジン編 集 長 の団 先 生 も強 調 しておられるところです。 

「だって家 族 だからあたりまえ」という言 葉 で「ケア」の責 任 を家 族 に一 任 することや、「この

家 族 には任 せておけない」と判 断 して、ケアやその対 象 を家 族 から分 離 することでは、課 題

の根 本 的 な解 決 にはつながらないのではないのではないかという視 点 で、目 の前 の青 少 年

やその家 族 を「みる」（診 る、観 る、看 るなど）ことが、必 要 になってくると考 えています。 

６ 居 場 所 は「つくる」より「つながる」「つなげる」ことが大 切  

「居 場 所 」とは、立 ちあげるだけではなく、「居 場 所 」をコアとして地 域 社 会 の多 くの者 が

「つながる」ことが、個 々の青 少 年 だけではなく、青 少 年 をとりまく地 域 課 題 の発 見 とその解

決 にむけての取 組 のためには重 要 です。 

 自 治 体 内 初 の「子 ども食 堂 」立 ち上 げに際 し、「いまどき貧 しい子 どもなんているのか」とい

う声 もあがったこともあります。子 どもの貧 困 に関 する報 道 が増 えていった平 成 20 年 代 半 ば

のことでしたが、それでも身 なりなどの分 かりやすいといったわかりやすい貧 しさがイメージされ

ていたのかもしれません。それでも、地 域 で子 どもの育 ちを支 援 する団 体 ・機 関 が連 携 する

ネットワークをつくって「つながる」ことにより、地 域 の理 解 と協 力 が醸 成 されていきました。 

また、本 当 にニーズを抱 えた方 を「居 場 所 」に「つなげる」こともまた重 要 です。先 に述 べ

た「子 ども食 堂 」では、学 校 や教 育 委 員 会 、社 会 福 祉 協 議 会 、自 治 体 窓 口 と連 携 すること

によってそれを実 現 していきました。連 携 の過 程 において発 見 された地 域 課 題 についても、

「つながる」ことで得 られたネットワークにより解 決 への取 組 がなされていきました。こうした取

組 が重 ねられたからこそ、コロナ禍 で集 合 型 の活 動 が難 しい時 期 でも、必 要 な物 資 を携 え

ての個 別 のアウトリーチへの活 動 形 態 の切 り替 え、そして私 を含 めての自 治 体 外 の支 援 メ

ンバーも物 資 の調 達 などを担 うことができたのです。 

７ 必 要 とされる「社 会 的 処 方 」の観 点  

 ニーズを持 つ人 を「居 場 所 」につなげることは、保 護 観 察 官 であれば更 生 保 護 法 等 に規

定 された「補 導 援 護 」、社 会 福 祉 士 ・精 神 保 健 福 祉 士 であれば「ソーシャルワーク」の実 践

の 1 つといえるでしょう。 

 英 国 の NHS（Nat iona l  Heal th Serv ice  公 的 医 療 保 険 サービス）が行 う「社 会 的 処 方

（socia l  prescr ib ing）」、クライエントの健 康 の社 会 的 決 定 要 因 （Socia l  Determinants o f  

Heal th：SDH 孤 立 ・貧 困 ）に対 応 する取 組 にヒントがあると私 は考 えています。ただ、パンフ

レットを渡 すだけではなく、クライエント自 身 の喜 びや強 みを医 療 従 事 者 、そしてクライエント

と様 々な地 域 の社 会 資 源 をつなぐ「リンクワーカー」が協 働 作 業 で見 いだしていくことが大 き

な特 徴 です。 

 社 会 的 処 方 と称 されるか否 かは別 として、医 療 機 関 を訪 れた人 に対 して、日 常 生 活 上 の

指 導 ・助 言 がなされる機 会 は少 なくないと思 われます。様 々な社 会 資 源 や健 康 に関 する情

報 を待 合 室 に設 置 していることも多 く見 受 けられます。 
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 人 間 の行 動 変 容 は情 報 に接 触 するだけでは起 こりうるほど単 純 なものではなく、誰 からそ

の情 報 を手 渡 されるかという点 が重 要 でしょう。情 報 伝 達 と動 機 付 けという双 方 の観 点 にお

いて、医 療 従 事 者 の方 の専 門 性 が生 かされる点 が多 いと感 じています。 

 私 自 身 、10 代 から家 族 のケアに関 わり、社 会 人 としてのキャリアと家 族 介 護 従 事 者 として

のキャリアがほぼ同 期 間 という人 生 を送 ってきました。家 庭 や仕 事 の状 況 にも配 慮 し常 に暖

かく見 守 ってくださったかかりつけ医 の先 生 方 、認 知 症 の人 と家 族 の会 につなげてくださっ

た認 知 症 ケア専 門 医 の先 生 やスタッフに支 えられ、なんとか業 務 との両 立 をしながら今 日 に

至 っています。 

参 考 文 献 ：法 務 総 合 研 究 所  犯 罪 白 書 各 年 版  

三 浦 恵 子  若 者 の「生 きづらさ」と地 域 で向 き合 う  大 阪 保 険 医 雑 誌 （2025．7 特 集 ：若

者 のいま 医 療 的 アプローチを考 える） 

備 考 ：社 会 的 処 方 に関 する事 項 については下 記 が参 考 になると考 えます。 

対 談 ・座 談 会  近 藤 尚 己 ，平 沼 仁 実 ，守 本 陽 一 ，柴 垣 維 乃  2023.12.18 週 刊 医 学 界 新

聞 （通 常 号 ）：第 3546 号  医 学 書 院  医 学 界 新 聞  社 会 的 処 方 の現 在 地 とこれから 

https://www. igaku-shoin.co. jp/paper/arch ive/y2023/3546_01  R7.6．14 確 認  

 

執 筆 者 短 信   

「高 齢 者 」について、統 一 的 な定 義 は実 はありません。世 界 保 健 機 関 の定 義 では、65 歳

以 上 の人 のことを高 齢 者 としていますが、法 令 や行 政 により年 齢 を定 められています。 

そのため、労 働 法 令 や社 会 保 険 関 係 については留 意 が必 要 であり、私 も注 意 を払 って対

応 してきました。しかし私 自 身 にとっては、高 齢 者 の諸 制 度 はまだまだ他 人 事 という意 識 が

ありました。 

ところが昨 今 、自 分 自 身 が「高 齢 者 」の枠 に入 るとは思 ってもみなかったという出 来 事 が

ありました。 

今 年 ５月 末 に帯 状 疱 疹 を再 発 しました。痛 みその他 が酷 く、折 悪 しく発 表 を行 う予 定 で

あった某 学 会 は、遠 方 の会 場 への移 動 が困 難 であるため欠 席 するという為 体 でした。 

  周 囲 からはお見 舞 いの言 葉 とともに、「帯 状 疱 疹 ヘルペスワクチンの接 種 を受 けておけ

ばよかったのにね」とも声 掛 けをいただきました。実 はこの直 前 にもワクチン接 種 に関 するポ

スターを眼 にしていました。ただ、当 時 のポスターの文 言 やイラストが「高 齢 者 の方 向 け」であ

ったため、「私 はまだその対 象 ではない」と思 い込 んでしまっていました。 

 実 はワクチン接 種 に関 しては「50 歳 以 上 」の方 に接 種 が勧 められていたのでした。 

  「50 歳 で高 齢 者 ？いやいやサザエさんの時 代 か！」（子 どもも孫 もいる波 平 さんはマスオ

さんと同 じ会 社 に勤 務 しており、50 代 という設 定 と思 われます）と憤 ってみたり、自 分 が高 齢

者 のくくりにハマっていることに愕 然 としたりで、今 回 の帯 状 疱 疹 ヘルペス再 発 は、身 体 の

痛 み以 上 に魂 の痛 みとなったのでした。 

 皆 さん御 自 愛 くださいませ。 

 

https://www.igaku-shoin.co.jp/paper/archive/y2023/3546_01
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 これまで本エッセイでは漫画作品を扱ってきましたが、今回は少し趣を変えてアニメ映画『火垂るの

墓』（高畑勲 1988 原作：野坂昭如 1968）をもとに、戦争について、児童福祉の課題について、考え

たいと思います。戦後 80 年の節目を迎える今年、参議院選挙では日本の核武装や徴兵制を主張する国

政政党が躍進しました。社会や時代状況の変化の中で、本エッセイを通しても何かを考えるきっかけが

掴めればと考えます。 

 

『火垂るの墓』は戦時下の神戸で親を失った兄妹の短い夏のアンソロジー。「戦争の悲惨さ」「かわ

いそう」だけでなく、子どもらしい清々しい感性も見ることができ、それが一層のはかなさと哀しさを

誘います。本作品はまた「子どもの生存を誰がどう支えるのか」という児童福祉の問題を突きつける作

品でもあります。 

 

昭和 20年 9月 21日夜、ぼくは死んだ。  

 

物語冒頭で主人公の兄、清太は神戸三宮の駅舎で倒れ、最期を迎えます。「支援につながらなかった

子どもの終着点」を象徴しているように思われます。 

 

清太と節子の母親は空襲によって全身火傷を負います。包帯には蛆がわき、亡くなった母親は野焼き

同然に荼毘にふせられます。このことは医療や衛生、死者の弔いについて社会基盤が機能不全に陥った

「限界状況」にあることを意味します。社会の機能不全は子どもを追い詰めていきます。 

 

14 歳の清太と 4 歳の節子は、西宮に住む叔母の家に身を寄せます。おばさんの家には娘と勤労奉仕を

する下宿人の青年がおり、二人には具の多い雑炊と白米を食べさせますが、清太と節子には殆ど具のな

い雑炊が差し出されます。おばさんは二人に厳しい言葉を投げかけます。 

 

「お国のために働いている人の弁当と、一日中ぶらぶらしているあんたらと、なんで同じや思うの」 
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お国や地域、家族の為に役に立つ存在は一人前の扱いがされますが、働かず、学校にも行かない清太

と節子は疫病神扱いされて、自分たちだけで防空壕で生活する道を選びます。 

疎開や配給の情報は、隣組に入らなければ得られません。子どもだけで生活する場面は幼い観客には

わくわくする展開のようにも見えます。大人の理不尽さに屈することなく、集団と同化することで生存

を選ぶよりも、清太は子どもらしい自立心とプライドを優先して、孤立していきます。 

大人の目線でこの場面を見ると、無謀さが目につきます。しかしそのリスクを、清太はリアリティを

もって認識できていません。周りの大人が若気の至りを諫める言葉を発しますが、本気で二人を連れ戻

そうとはしていません。 

 

戦時下の「限界状況」では、栄養・衛生・医療・住居等の生存基盤が機能しません。余裕がない状況

では、勝手な行動をする子どもは切り捨てられてしまいます。 

西宮のおばさんの態度は「助けてもらいたければ、良い子にしておけ」というメッセージとなりま

す。しかしこの「良い子」は大人の意思に従う存在にすぎず、個性がありません。 

幼い観客は、おばさんを悪人、清太と節子をかわいそうと見るかもしれません。しかし「限界状況」

では、誰もがこのおばさんのようになる可能性があります。 

 

「火垂るの墓」には清太と節子の無邪気な遊びの場面がたくさん登場します。 

ドロップの缶を鳴らしたり、川遊びやままごとをする場面もあります。混乱した状況下でも、子ども

らしい安心と日常の回復をもたらす遊びの力を表しています。 

蚊帳の中に蛍を放ち、光に目を輝かせる二人ですが、翌朝には、蛍は皆死んでしまっています。儚さ

を嘆きながらもお墓を作る場面は、弔いとごっこ遊びが結びついています。節子が蛍のお墓を作るシー

ンに、母親の遺体をたくさんの遺体と共に穴に入れて、焼く場面がフラッシュバックします。 

清太がオルガンを弾いて節子を喜ばせていると、叔母からひどく叱られるエピソードもあります。

「欲しがりません、勝つまでは」がスローガンの状況下では、陽気に遊ぶことは不謹慎だとしか捉えら

れません。ですが、限界状況を生きるためにはむしろ遊びこそが生きる力をもたらすものとなります。

それを抑圧されることは、子どもらしさを奪うことになります。さらに 14 歳の清太が 4 歳の節子の世

話をする状態は、今日ならヤングケアラーの問題とも重なります。 

 

 清太はやがて農家から窃盗をしたり、焼夷弾で焼ける家に泥棒に入ったりします。米軍の B29 に「も

っとやれ」とはやし立てる清太の姿は、「限界状況」で生きるなかで善悪や道徳の規範意識が薄れてし

まう状態を示しています。「限界状況」では、私たちも清太のように行動することになるかもしれませ

ん。やがて節子は栄養失調で倒れ、日本の敗戦を知った清太も力を失い、三宮の駅で力尽きてしまいま

す。 

 

昭和 20年 9月 21日夜、ぼくは死んだ。  

 

再び、作品冒頭のセリフです。「火垂るの墓」は清太の死の場面から始まっていました。死んだ清太

は時折作品の中に現れ、二人のエピソードを走馬灯のように見ています。つまり観客がこの作品を見る

とき、清太は「幽霊」のような存在になって、私たちとともに生前のエピソードを見ているのです。 
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敗戦後の日本では戦災孤児が駅や闇市周辺に野宿し、かっぱらいや恐喝をする状態が社会問題化しま

した。かれらについて、戦時中は「国児」と呼び、国で保護する案がありましたが、敗戦後には「浮浪

児」とみなされ、強制的に保護されて施設送りにされました（「狩り込み」といいます）。収容施設も

急造したバラック建てや古い工場を利用したものなどで、ボロボロの室内に収容定員の何倍もの子ども

が押し込まれ、食事も十分に取れない状態で、脱走する者が続出したといいます。 

戦争がひとたび始まれば、一般市民の甚大な被害をもたらします。戦争がいけないことは火を見るよ

り明らかですが、勇ましい人たちは「戦争をしないため」を口実に軍備拡大を求めます。間違って使う

ことは絶対にないのでしょうか。 

私たちは、仮に最前線で戦わされなくても、清太と節子のように儚く命を落とすかもしれませんし、

西宮のおばさんのように生きるかもしれません。相手国でも、一般市民の状態は同様でしょう。 

 

『火垂るの墓』の清太は、叔母宅で我慢をしていればよかったのでしょうか。あるいは親が残した預

金を早く下ろせば二人は助かっていたのでしょうか。実際には、福祉的な支援につながる情報へのアク

セス（配給や相談、行政への窓口）、そして何より温かい年長者の保護や伴走が欠けていたのではない

か。保育と福祉を学ぶ筆者はそのように考えてしまいます。 

 

最期に、読者に三つの問いを送りたいと思います。 

① 清太と節子の行動のうち、現代の社会資源があれば変わり得た選択は何だろうか。 

② 作品の誰が、どの場面で第三者による介入として有効なものを差し伸べられたか。 

③ 現代の私たちの社会で、地域の子どもの安全網はどのような状態になっているか。 

 

 

紹介作品：『火垂るの墓』監督/脚本：高畑勲（1988）  

原作：野坂昭如（1968）『アメリカひじき・火垂るの墓』文藝春秋 

参考サイト：高畑勲「見た人はそこに怯えてほしい 火垂るの墓、意地悪なおばさんの真実」2025 年 

5 月 23 日、朝日新聞デジタル 

 

 

※本エッセイで紹介した作品中のセリフなどは、読みやすくするために、意図を損なわない程度に改変

している場合があります。 

※ご感想・ご意見などは筆者のメールアドレスまでお寄せください。⇒ sakotomoya@gmail.com 
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～情報の拡散～ 

 私の職場は相談援助を行う公的機関で

ある。様々な相談が寄せられ、様々な相

談援助が展開されていく・・・はずであ

る。 

 「・・・はずである」と歯切れ悪く書

いたのは、社会の煽りを受けて相談援助

機能が失われつつあるのではないかとい

うことを危惧しているからである。 

この社会は、情報に溢れている。情報

の拡散技術の向上により、誰でも簡単に

情報にアクセスができ、誰でも拡散する

ことが出来るようになった。その速度や

量は格段に増している。 

この業界だけではなく、どの業界であ

っても、大きな事件や事故などがあると、

瞬く間に情報が拡散されていく。特に『加

害-被害』の関係性が明確であったり、加

害側を擁護する動き（責任を隠蔽するよ

うな動き）があったりすると、匿名の第

三者は、まるで正義を振りかざすかのよ

うに、情報の拡散に躍起になり、組織や

その組織に所属する個人の糾弾に繋がっ

ていく。 

私の業界でも、虐待による死亡事例等

があると、第三者の有識者により、関わ

っていた機関の対応について、検証され

ることになっている。子どもが死亡する

という最悪の結果になってしまった以上、

その対応の検証が求められ、２度と同じ

ことが起きないように対応策を検討する

ことは必要である。そうした動きは都度、

メディアにて報道される。 

 そのことに先行する形で、匿名の第三

者による SNS 等による拡散が行われる

ことが多い。。その拡散の目的は、対応を

検討することではなく、組織や個人を責

め立てることを目的にしているようにも

感じてしまう。 

 こういった拡散は、援助職者にとって、

不安を高めるきっかけとなってしまう。

遠く離れた地域の事象であっても、決し

て人事ではなくなってしまい、似たよう

な家族を目にすると、途端に不安が高く

なり、その援助者の中には、相談援助を

展開するという選択ではなく、他機関に

その解決を依頼するという選択をとって

しまう場合がある。それは、一見すると、

援助を展開することを放棄し、援助を別

の機関に委ねることで自身の不安を解消

『余地』～相談業務を楽しむ方法 31～ 
＜魔法の処方薬＞ 

杉江 太朗 
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しているようにも見えてしまう。 

 本来であれば協力し合って援助を展開

していくべきはずが、責任の所在を巡る

押し付け合いが行われてしまうため、対

立構造に陥ってしまう可能性がある。対

立構造の中では、お互いが相談援助以外

の部分に力を注ぐこととなり、得られる

ものも限られてしまっていることから、

結果としてその従事者を疲弊させてしま

う。 

 

～組織の疲弊～ 

 従事者が疲弊することで、組織を疲弊

させることに繋がってしまう。その組織

の心理的・安全性が失われることに繋が

り、その組織に所属している援助職者全

体をも疲弊させてしまう。 

 私の職場においては、近年、虐待対応

が中心となり、相談援助ではなく、介入

的な関わりが求められるようになってい

る。 

他機関の援助職者からも介入的な関わ

りを求められることが増えているが、介

入的な関わりには、一時保護や施設入所

などの家庭から子どもを分離して処遇を

検討するという方法が含まれており、そ

の処遇を決定するに当たっては、家族や

子どもへの直接的な影響が大きく、その

決定は慎重にされるべきでものである。 

 ただ、死亡事例などがあり、その組織

の関わりが明白で、介入的な立場を取っ

ていないと、たちまちその情報が拡散さ

れ、責任を巡ってその組織が糾弾される

ことになる。 

そのことは、まったく関与のなかった

遠い地の組織の不安が高めてしまうこと

に繋がり、短絡的に「一時保護をした方

が良いのではないか」という介入的な対

応を求める風潮を強めてしまう。もちろ

ん、子どもが今以上に、傷付かないよう

に対応を検討しなければいけないが、そ

れと並行して、もし介入するとしても、

その後の影響や先の見通しについて検討

しておかなければいけない。特に分離を

伴う介入をする場合は、分離した後の再

統合もセットで考えておかなければなら

ないのである。介入さえすれば解決する

というような、まるで『魔法の処方薬』

な方法など存在しないのである。 

 

～『魔法の処方薬』を求めた結果～ 

 私の所属する組織は、『介入』だけをす

る機関ではない。私が入るもっと前には、

不登校の子どもらを集めてキャンプをし

たり、琵琶湖１周サイクリングなどをし

たりしていたと聞く。非行の子どもの通

所や、家族療法なども盛んであったらし

い。相談援助を担う公的機関として役割

を果たしてきたように見える。決して、

これは、昔が良かったと言いたいのでは

ない。時代の変化ともに組織も柔軟に変

わっていく必要があるだろうし、その時

代にあった相談援助の形を模索していか

なければならない。 
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 ただ、虐待対応に人手が足りないから

という理由で、国を挙げて組織の母体（人

員）を増やしたり、介入が足りないとい

う理由をもって、その組織の法的な権限

を強化したり、保護者の厳罰化を進める

かのように、相談経過を全て警察と共有

するようになったりと、まるで『魔法の

処方薬』を与えているつもりにでもなっ

ているではないかという、気持ちになっ

てしまう。そのような対応を続けた結果、

虐待の認知件数は増え、益々その対応に

追われるようになり、どの組織も人員が

定員以上に確保できなくなり、都会では

人材の引き抜きが行われているという噂

をもたらしている。 

経験年数の低下により、組織全体が若

返り、相談援助の役割を知らされないま

ま去っていく人もいる。組織全体の疲弊

にも繋がっている。国がついにリクルー

トの課題に目を向けるようにもなってい

る。 

このことは冒頭に書いた、相談援助機

能が失われつつあるのではないかという

私の懸念にも繋がっていく。 

 

～『魔法の処方薬』はない～ 

 この業界に『魔法の処方薬』はないと

断言する。では、解決に向けて、どうす

れば良いのか。そもそも解決など出来る

のであろうか。 

どの時代もそうであったように、目の

前の家族や子どもに対して、何が出来る

のか、何なら出来ないのかを常に模索し

続け、常に最善の選択をし続けるだけで

ある。 

 最善の選択をし続けるためには、無知

であってはいけない。その家族を知ろう

とし、その子どもを知ろうとしなければ

ならない。その家族やその子どもが所属

する集団、その家族やその子どもに関わ

っている組織のことを知ろうとしなけれ

ばいけない。常に全体に興味を持ち、物

事を『加害-被害』のように『原因-結果』

だけで分断せずに全体を俯瞰して見る必

要がある。 

 援助職者の中には、怒りを前面に押し

出して、自己の主張してくるように見え

る人もいる。見えると書いたのは、その

人のことを『怒りを前面に押し出してく

る人』と捉えてしまうとそれ以上、対話

が進まなくなってしまうと思うからであ

る。もしかしたら疲弊する組織に属して

おり、守られていない人なのかもしれな

い。もしかしたら組織が『魔法の処方薬』

を探し求めており、巻き込まれているの

かもしれない。自身にも余裕がないと出

来ないのかもしれないが、相手に興味を

持ち、状況を知ろうとすることで、組織

全体や個人の理解に繋がるかもしれない。 

 常に模索し、次の一手を考え続ける。

その先にどのような未来があるかは誰に

もわからない。うまくいくか、うまくい

かないかの保障はない。無責任かもしれ

ないが、誰にも責任は取れないものであ
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る。もがいて、苦しんで、少しの変化も

見逃さない。 

 益々、介入的な対応が求められる組織

ではあるが、相談機能を衰退させないよ

うに、もがき続けたいと考えている。『魔

法の処方薬』を疑っていきたい。  
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♪♪♪♪♪♪♪♪ 

統合失調症を患う母とともに生きる子ども 

～番外編⑬～ 

自己決定とは何か？  

援助職に求められる“支える力” 

♪♪♪ 

松岡園子 

 

私が、統合失調症を患う母と 2人暮らしの生活を選択した 10代をなんとか切り抜けてく

ることができたのは、自己決定を支えてくれる人が周りにいて下さったからだと思ってい

ます。また、本音で話せる人が周りにいて下さったからだとも思っています。 

今号ではこの「自己決定」と「本音で話せる」いうテーマについて、援助に関わる方と一

緒に考えてみたいことをまとめました。 

 

私たちは日々の暮らしの中で、多くの選択をしています。朝何時に起きるか、どんな服を

着るか、何を食べるか、どこで誰と過ごすか。こうした小さな選択の積み重ねが「自分らし

さ」を形づくり、人生そのものになっていきます。そして、この「自分で選ぶこと」、つま

り自己決定こそが、すべての人にとって欠かせない尊厳の根幹だと思います。 

ここでの自己決定とは、自分自身の意志に基づいて、自らの行動や人生の方向性を選ぶこ

ととしてお話を進めていきますが、それは単なる自由とは違い、他者から押しつけられたり、

情報が与えられない中でなんとなく選ばされたりするのではなく、本人の考えや価値観を

大切にしながら、自分で「これを選ぶ」と決める行為です。この考え方は、特に対人援助職

において極めて重要ではないでしょうか。なぜなら、援助を必要とする人は、身体的・精神

的・社会的な理由により、選択の幅が制限されがちだからです。そんなときに支援者がどの

ように関わるかによって、本人の「決める力」が育つか、それとも奪われてしまうかが大き

く変わってきます。 

 

自己決定を支えるとはどういうことか？ 

自己決定を「支える」とは、ただ「相手の好きにさせる」ということではありません。そ

れはむしろ、本人が自分で選べるように環境や情報を整え、必要なサポートを行うことでは
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ないでしょうか。 

例えば、以下のような支援が「自己決定を支える」行為だと考えています。 

情報が偏っていないか、理解しやすい形で提供する 

複数の選択肢を用意し、それぞれのメリット・デメリットを一緒に整理する 

本人の価値観や希望を丁寧に聴き、急かさず考える時間を尊重する 

仮にその選択が失敗に終わっても、非難せず、再挑戦を支える 

 

特に支援の現場では、援助者が「正解」を提示してしまいがちです。善意であっても、「こ

うするべき」「あなたにはこれが合っている」といった決めつけは、相手の自己決定の機会

を奪ってしまいます。 

自己決定を支える援助者に必要なのは、「導く人」ではなく、「伴走者」としての姿勢です。

相手が自分の人生のハンドルを握れるように、隣で地図を広げ、一緒に考え、必要なときだ

け支える。そんな距離感が求められます。 

 

「自己決定」は生きる力 

人が自分の人生に責任を持てるようになるためには、「自分で決めた」という実感が必要

です。誰かに決められた人生ではなく、自分で選び、時に失敗し、そこから学びながら進ん

でいく。そのプロセスこそが、人を大きく成長させていきます。 

そして、その歩みを支えるのが、援助職の大切な役割ではないでしょうか。また、そうし

た援助を進めていく上で大切なのが、本音で話せる関係づくりだと思います。 

 

本音を話せる関係って、どうやってつくるの？ 

― 無理せず心を開ける、やさしいつながりの育て方 ― 

 

誰かと話しているとき、ふとこんなことを感じることはありませんか？ 

 

「本当の気持ちは言えなかったな…」 

「あの人にはつい遠慮してしまう」 

「なんでも話せる関係って、どうやってできるんだろう？」 

 

人と関わるうえで、「本音で話せるかどうか」はとても大きなポイントだと思います。で

も実は、本音って、がんばって言おうとするものじゃないんです。ここからは「本音を話せ

る関係」について、ちょっとだけ深く、やさしくお話ししてみます。 

 

◆ 本音を話せるって、どういう状態？ 

簡単に言えば、「自分の気持ちを素直に出しても大丈夫だと思える状態」のこと。 
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たとえば―― 

嫌なことがあったら「ちょっと今日は落ち込んでてさ」と言える 

不安なときに「ちょっと相談してもいい？」と声をかけられる 

うれしいことがあったら、遠慮せずに一緒に喜べる 

そんなふうに、「これ言ったらどう思われるかな？」という不安より、「この人にはちゃん

と伝えてみよう」という安心感が勝っている関係。 

 

◆ でも、なぜ本音って言いづらいの？ 

本音を出すのって、実はちょっと勇気がいることです。 

なぜなら、本音にはこんな“こわさ”がついてくるから。 

 

嫌われるかもしれない 

わかってもらえなかったらどうしよう 

相手を困らせてしまうかも 

「面倒な人」と思われるのがこわい 

 

だから私たちは、つい“本音フィルター”をかけてしまう。でもそれって、けっこうしんど

いし、誤解のもとにもなりますよね。 

 

◆ 本音を言える関係は「安心」から生まれる 

本音を話せる関係に必要なのは、ズバリ安心感です。 

人は、こんなときに安心します。 

 

否定されずに、ちゃんと「うんうん」と聞いてもらえる 

話したことを勝手に他の人に広められない 

アドバイスを押しつけられない 

自分の話にも、相手の話にも、ちゃんと「温度」がある 

 

つまり、「ここでは大丈夫」と思えることで、心が少しずつ開いていくんですね。では、

どうすればそういう関係をつくれるのでしょうか？ポイントは、“本音を話す力”よりも、“本

音を受けとめられる関係”をつくることではないでしょうか。私も自分の子どもの頃を振り

返って、本音を話せる関係づくりのヒントになりそうな事柄をまとめました。 

 

1. まずは「自分からちょっとだけ」話してみる 

本音を引き出すためには、援助者の側が少しだけ心を開いてみるのがコツ。 

たとえば―― 
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「最近ちょっと疲れ気味で…」 

「実はちょっと落ち込んでたの」 

「こういうの、けっこう不安で」 

大きな話じゃなくて良いと思います。小さな正直さが、信頼の芽になります。 

 

2. 聴くときは、否定も評価もしない 

「それって甘えてるんじゃない？」 

「いや、それはこうしたほうがいいよ」 

――こういう反応って、悪気がなくても相手に“壁”を感じさせてしまいます。 

 

代わりに、 

「そう思ったのね」 

「それはつらかったね」 

「わかるよ、私もそういうことあるよ」 

というように、相手の気持ちをそのまま受けとめる姿勢が大事だと思います。 

 

3. 言葉にしなくても、気持ちを感じ取る 

本音って、言葉じゃない形でも出ていることがあります。 

表情が少し沈んでる 

声のトーンが元気ない 

いつもより返事がそっけない 

 

そんな小さな変化に気づいて、「なんかあった？」とやさしく声をかけることが、相手に

安心を与えます。 

 

 4. 無理に話させようとしない 

「ちゃんと話してよ！」と言われると、かえって言いたくなくなるのが人間です。本音は、

無理やり引き出すものじゃなくて、自然に出てくるもの。 

「話したくなったら、いつでも聞くよ」 

「今は話さなくて大丈夫だからね」 

そんな声かけのほうが、あとで本音が出てくるきっかけになります。 

 

5. 長い時間をかけて、少しずつ 

本音が出せる関係って、一晩でできるものではありません。焦らず、少しずつ、信頼を積

み重ねていくことが大切です。何度も会話を重ねる中で、「この人には話しても大丈夫かも」

って、ふと思える瞬間がやってきます。 



         原田牧場 Note            


             Page 20 

 　


　春、標茶町タウンプロモーション計画の一環で町民インタビューを受けました。 

役場と提携してプロモーションを進めている雑誌編集者の方が来られ「町外に発信
したい町の良いところ」「こうだったらもっといいなと思う仕組み」について話す
チャンスをいただきました。 

過疎化が進む田舎は移住者をどのようにして呼び込
むか？＝町の良いところの掘り起こしが一番のテー
マですが、町民インタビューが掲載されている役場
だよりの最後のページの求人欄、何ヶ月も同じ求人
が出ているのに驚愕です！という話から始めまし
た。介護士、保育士、看護員、調理員、保健師、 
全部がずっと足りていない状況では、いくら町の 
良いところをアピールしても表向きだけのことに
なってしまう。外へのPRと同時に行政サービスの 
充実を目指して、全国への求人＋移住、快適な住ま
いのあっせんも含めた仕組みづくりを是非やってく
ださいとお願いしました。小規模ではありますが、
我が家は従業員用のアパートを建て、道外から移住
してくれる働き手を募集し、地域コミュニティへ 
参加してもらうまでの橋渡し役をやっているので、

経験談をお伝えすることもできました。より誇れる町づくりに今全員で邁進しない
と。なんとなく暮らしていけてるし…では取り返しのつかないことになるなと実感
する機会でした。 
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 212 



　そんなことで我が家の働き手は、移住を兼ねた方に限っていきたいと思いつつ、
捨ててはいけないもう一本の柱があります。シニアの雇用です。先日60代半ばの 
搾乳パートさんが肩を壊し2ヶ月の療養となりました。長らく使った肩の老化、 
この先はいたわりながらやるしかないとの診断です。今年から年金はもらえるよう
になったけど、物価、燃料高、通院もあり年金だけでは暮らせないという事情が 
あります。仕事量を少し減らす対応で、4年前にやめた70代のパートさんに久しぶ
りに連絡を取り、無理を言って来てもらい、搾乳人数を増やして、ゆったり目に 
作業が進むようにしました。着替えスペースには簡易椅子と手すりを備え付けまし
た。すると70代のパートさんが、久しぶりだったけどやってみたら体も動くし、 
しばらく続けてもいいか？と言うので事情を聞くと、年金で暮らしていけると思っ
て辞めたんだけど、目の病気が見つかり保険外の注射が高額でやっていけなくて、
と。身につまされる思いがしました。搾乳は楽な仕事ではない、それでも汗だくに
なって作業してくださるのがありがたく、こちらこそお願いします！と返答しまし
た。暮らせる分、と思うと時給は高めになるし、労働力の「力」部分では若い人に
劣る部分もあるけれど、技術力は衰え知らずです。乳房炎の発見が早い、乳頭の 
拭き取り作業が上手いので乳質がさらに良くなったことが乳成分の数値に表れまし
た。作業スピードがゆっくりというのも牛には喜ばれます。（牛は素早い動きに敏
感で驚きやすい）コスパ、効率のような尺度では測れないものがあるということ、 
基幹産業である酪農を介したお互いの助け合いが地域貢献しているという意味合い
の雇用、続けていこうと思います。 
　最後に、4年前にやめた70代のパートさんに声をかけた理由ですが、辞める時に
一言残して行かれたからです。「希ちゃん、本当に本当に困った時は言っておい
で。どうしてものときは手伝いに来るから！」残してくれた優しさに励まされて、
何かあった時でも頼れる人がいる安心感でやってこれたと思います。真に受けて 
連絡してくるとは思っていなかったでしょうがね（笑） 
肩を壊したパートさんも復帰してみたら仲間が戻ってきてた！と嬉しそうに仕事を
されています。その相乗効果か？皆さん以前より動きが良いのです。夏から秋は福
利厚生で父さん母さんが作った無農薬野菜の配布をしてはまた笑顔。環境が整った
時の自然発生的な（無理のない）パワーアップを目の当たりにし、尊敬する人生の
先輩方と、まだもう少し一緒に働けることに感謝、感謝です。 
                                                          213 



 外からの目線を持ち合わせた雑誌編集者 

の方が、ひとグループ１時間ほどかけて 

インタビューし、短い文章ながら、町を 

良くするヒントが凝縮されたコーナーです。 

いろんな立場の町民が町への思いを語る、 

それ以外の方もコードを読み取って 

アンケートフォームから意見を届けられる 

工夫があり、我が町ながら良い取り組みだ 

と思います。 

関心がある方は検索して見てください。 

ー広報しべちゃ2025年３月号よりー 

筆者　原田　希 

1973年   大阪府吹田市生まれ 
2006年　酪農家との結婚を機に北海道標茶町へ 
2017年   北海道農業士に認定 
北海道指導農業士の夫ともに新規就農者の支援や 
女性農業者向けの勉強会のお世話係を担当 
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私
の
頭
の
中
の
ま
だ
エ
ン
ピ
ツ
④ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ
だ
ち
と
臨
床
研
究
会 

川
畑 

隆 

  

自
分
で
考
え
る 

 

客
観
的
と
は
誰
の
考
え
か 

 
 

 

世
間
で
は
「
主
観
的
」
は
「
自
分
勝
手
」
と
も
つ
な
が
り
、
「
客
観
的
」
に
比
べ
て

こ
れ
ま
で
分
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
で
も
最
近
、

「
主
観
的
」
を
地
で
い
っ
て
る
よ
う
に
見
え
る
大
国
の
大
統
領
の
お
か
げ
で
、
「
主
観
」

が
勢
い
を
盛
り
返
し
て
き
て
い
ま
す
。
「
客
観
的
」
な
見
解
だ
と
理
解
し
て
う
な
ず
い

て
い
た
こ
と
（
「
常
識
」
と
言
い
換
え
て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）
が
実
は
そ
う
じ
ゃ

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
い
や
、
そ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
わ
せ
ら
れ
る
圧
力
の
よ

う
な
も
の
が
、 

極
端
な
形
で
顕
わ
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

「
客
観
」
を
誰
し
も
そ
う
思
う
よ
う
な
見
解
だ
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
見
解
が
そ
こ

に
ま
さ
に
客
観
的
に
自
分
の
足
で
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
客
観
的
」

だ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
「
主
観
的
」
に
理
解
し
て
き
た
わ
け
で
、
現
状
は
「
客
観
」
に

支
配
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
「
主
観
」
の
部
分
が
大
き
く
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
ら
れ
て
い
る
と

も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
件
の
大
統
領
は
「
主
観
」

の
解
放
の
先
駆
者
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
先
ほ
ど
「
極
端
な
形
」
と
書
き
ま
し
た
が
、
「
主
観
」
の
解
放
が
「
ウ
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ソ
」
で
も
何
で
も
あ
り
と
な
り
、
個
人
の
好
み
が
そ
の
ま
ま
公
的
な
政
治
を
左
右
す
る

と
な
る
と
、
や
っ
ぱ
り
ま
ず
い
わ
け
で
す
。
で
も
「
ウ
ソ
」
と
「
ホ
ン
ト
」
が
明
確
に

分
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
見
方
に
よ
っ
て
か
わ
っ
た
り
、
ど
ち
ら
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
も
あ
る
世
の
中
で
私
た
ち
は
生
き
て
い
ま
す
。 

 
…

と
い
う
こ
と
は
、
「
主
観
」
す
な
わ
ち
一
人
ひ
と
り
の
考
え
が
今
ま
た
問
わ
れ
て

い
る
の
だ
と
い
う
現
状
認
識
は
的
外
れ
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。…

こ
の
物
言
い

は
私
の
主
観
が
客
観
化
を
求
め
て
い
て
、
「
い
や
、
そ
の
現
状
認
識
に
は
異
論
が
あ
る
」

と
い
う
相
手
も
含
め
た
交
流
へ
の
期
待
を
含
ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。 

 

「
自
分
勝
手
」
は
あ
ま
り
よ
い
意
味
で
は
使
わ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
「
自
分
に
と
っ

て
使
い
勝
手
の
よ
い
」
「
自
分
自
身
に
な
じ
む
」
言
動
を
指
す
の
だ
と
し
た
ら
無
理
の

な
い
自
分
を
め
ざ
す
わ
け
で
、
「
主
観
か
客
観
か
」
で
は
な
く
「
主
観
も
客
観
も
自
分

の
中
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
た
状
態
」
を
ど
う
目
指
す
か
、
そ
こ
で
ど
う
他

者
と
つ
な
が
る
か
と
い
う
こ
と
の
価
値
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

操
ら
れ
て
い
る
か 

  
 

先
ほ
ど
の
大
国
の
大
統
領
に
つ
い
て
、
あ
る
国
際
政
治
評
論
家
が
「
〇
〇
の
操
り
人

形
に
な
っ
て
い
る
」
と
テ
レ
ビ
で
発
言
し
た
の
を
聴
き
ま
し
た
。
〇
〇
は
人
名
で
は
な

か
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
私
の
勘
で
、
そ
の
大
統
領
に
つ
い
て
よ
く
言
わ
れ
て
い
る

「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大
衆
主
義
）
」
を
入
れ
て
み
ま
し
た
。
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
操
り

人
形
に
な
っ
て
い
る
」…

フ
ム
フ
ム
と
納
得
し
ま
し
た
。
「
大
衆
は
本
音
で
は
こ
う
考

え
て
い
る
ん
だ
し
私
も
そ
う
な
ん
だ
か
ら
、
そ
こ
を
何
で
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
、

そ
れ
が
人
民
の
た
め
の
政
治
だ
」
と
い
う
「
客
観
を
装
っ
た
主
観
」
と
で
も
言
え
る
よ

う
な
認
識
が
主
導
権
を
も
ち
、
目
の
前
の
一
つ
ひ
と
つ
の
現
実
吟
味
に
よ
ら
ず
に
何
で
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も
そ
れ
で
す
ま
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
事
態
が
描
写
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

 

そ
の
フ
レ
ー
ズ
が
な
ぜ
私
の
耳
に
飛
び
込
ん
で
き
た
か
は
、
私
が
「
操
り
人
形
」
と

い
う
こ
と
に
敏
感
だ
か
ら
で
す
し
、
操
ら
れ
る
の
が
嫌
だ
と
い
う
こ
と
は
自
覚
し
て
い

る
つ
も
り
で
す
。
と
は
言
っ
て
も
実
際
は
操
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
自

分
へ
の
点
検
項
目
の
ひ
と
つ
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
今
回
、
テ
レ
ビ
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
言
葉
が
刺
激
と
な
っ
て
、
「
実
は
私
も

操
ら
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」…

そ
ん
な
不
安
が
私
の
中
に
生
じ
た
の
で
す
。 

 

対
応
へ
の
疑
義 

 

  

私
が
属
す
る
「
そ
だ
ち
と
臨
床
研
究
会
」
が
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
『
対
応
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
勉
強
会
（
以
下
、
対
バ
リ
）
』
の
実
際
の
様
子
を
、
あ
る
家
族
支
援
に

関
す
る
研
修
会
の
演
台
で
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
が
実
践
形
式
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
子
ど
も
の
こ
と
で
来
談
し
て
い
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
家
族
に
対

し
て
面
接
者
役
の
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
が
行
っ
た
対
応
（
質
問
）
が
、
そ
の
後
、
メ
ン

バ
ー
間
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。 

 

対
バ
リ
の
趣
旨
は
、
「
支
援
現
場
の
い
ろ
ん
な
場
面
に
お
け
る
相
手
へ
の
対
応
に
は

正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
行
わ
れ
た
対
応
の
よ
い
と
こ
ろ

を
探
し
な
が
ら
役
に
立
ち
う
ま
く
い
く
対
応
を
検
討
し
よ
う
」
と
い
う
も
の
で
、
勉
強

会
で
は
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
だ
か
ら
で
き
る
い
ろ
ん
な
対
応
を
試
し
て
み
る
こ
と
も
含
め
て

参
加
者
に
促
し
て
い
ま
す
。 

 

話
題
に
な
っ
た
の
は
、
対
バ
リ
の
紹
介
を
目
的
と
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
場
面
で
の
面

接
者
役
の
対
応
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
「
役
に
立
ち
う
ま
く
い
く
対
応
だ
な
あ
」

と
参
加
者
に
明
確
に
見
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
不
思
議
」
で
「
不
可
解
」
に
受
け
取
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ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
フ
ロ
ア
の
か
た
が
た
に
は
「
対
応

に
正
解
は
な
く
試
し
て
み
た
ら
よ
い
」
と
い
う
対
バ
リ
の
趣
旨
を
伝
え
た
後
で
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
「
役
に
立
ち
う
ま
く
い
く
」
「
よ
り

よ
い
対
応
」
だ
と
即
刻
思
え
る
よ
う
な
対
応
を
期
待
し
想
定
し
て
い
た
か
た
が
た
に
と

っ
て
は
意
外
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
も
「
秀
で
た
対
応
だ
っ

た
」
と
大
多
数
が
思
え
る
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
と
い
う

意
見
が
出
た
く
ら
い
で
し
た
か
ら
。 

 

「
正
解
は
な
い
」
の
は
ホ
ン
ト
か 

  

私
の
中
で
立
ち
上
が
っ
た
不
安
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
と
い
う
点
を
離
れ
て
、
対
バ
リ
そ
の
も
の
に
つ
い
て
で
し
た
。 

 

「
対
応
に
正
解
は
な
い
か
ら…

」
と
対
バ
リ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
に
、

そ
の
私
た
ち
自
身
が
「
よ
り
よ
い
対
応
」
「
秀
で
た
対
応
」
と
い
う
「
正
解
」
を
想
定

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
「
正
解
は
な
い
」
と
言
う
た
め
に
「
正
解
は
な
い
」
と
言

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
、
私
の
中
で
あ
ら
た
め
て
出
て
き
た
の
で

す
。
「
あ
ら
た
め
て
」
な
の
は
、
そ
れ
ま
で
も
気
に
は
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

 

正
解
が
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
正
解
に
近
づ
く
た
め
に
不
正
解
を
正
す
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
が
出
て
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
批
判
に
直
結
し

ま
す
。
私
た
ち
が
当
初
対
バ
リ
に
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
に
、

こ
の
批
判
が
検
討
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
尻
込
み
す
る
す
る
人
が

多
い
の
は
、
せ
っ
か
く
頑
張
っ
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
し
た
の
に
批
判
さ
れ
て
辛
か
っ
た
と

い
う
経
験
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
他
の
メ
ン
バ
ー

の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
内
容
に
つ
い
て
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
プ
レ
イ
の
よ
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か
っ
た
と
こ
ろ
に
限
定
し
て
コ
メ
ン
ト
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
導
入
し
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
こ
の
ル
ー
ル
下
で
は
メ
ン
バ
ー
の
中
に
生
じ
た
批
判
心
は
表
出
を
抑
制
さ

れ
、
賞
賛
の
た
め
の
賞
賛
も
出
て
く
る
余
地
が
増
え
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
で
す
か

ら
批
判
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
批
判
を
抑
制
し
た
メ
ン
バ
ー
の
双
方
に

と
っ
て
、
批
判
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
メ
リ
ッ
ト
を
逸
し
た
部
分
は
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
あ
る
点
に
批
判
心
が
向
け
ら
れ
る
と
そ
の
プ

レ
イ
の
評
価
が
そ
こ
に
張
り
つ
い
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
批
判
で
は
な
い
視
点
、
賞
賛
さ
れ
て
よ
い
視
点
が
葬
ら
れ
て
は
も
っ
た
い
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
し
た
人
の
中
に
潜
在
的
に
も
あ
る
支
援

力
を
掘
り
出
し
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
観
た
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
掘
り
出
す
力
を
養
う
チ
ャ

ン
ス
を
作
り
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
批
判
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
回
避

す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
選
択
し
た
わ
け
で
す
。 

 

た
だ
、
こ
の
ど
ん
な
対
応
に
も
よ
い
と
こ
ろ
は
あ
る
と
い
う
視
点
を
補
強
す
る
た
め

に
「
正
解
は
な
い
」
と
ま
で
見
解
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
た
側
面
が
あ
り
、
私
の
中
に
少
し

「
言
い
過
ぎ
て
い
る
」
の
で
は
な
い
か
と
い
う
惑
い
が
残
っ
た
よ
う
で
す
。
か
と
言
っ

て
「
正
解
は
あ
る
」
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
号
で
述
べ
た
「
確
か

な
と
こ
ろ
」
に
少
し
で
も
近
い
か
も
し
れ
な
い
「
確
か
ら
し
い
と
こ
ろ
」
を
手
に
入
れ

た
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
「
こ
う
い
う
時
に
は
大
体
こ
う
対
応
す
る
の
が
い
い
」
と
言

え
る
よ
う
な
も
の
は
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
個
々
の
対
応
場
面
に
は

唯
一
無
二
の
諸
要
素
が
あ
る
の
で
す
か
ら
「
ど
ん
な
時
に
も
こ
れ
が
正
解
だ
」
と
言
え

る
も
の
は
な
い
と
、
こ
れ
は
確
か
に
言
え
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

次
回
は
若
干
の
今
回
の
続
き
と
、
「
も
の
ご
と
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
」
と
い
う

考
え
に
も
操
ら
れ
て
い
な
い
か
と
、
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

 
 

 

（
了
） 
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応援、母ちゃん！ 2２ 

～強みからはじまる人材育成～ 

たまむら ふみ 

玉村 文 

 

 

1. 働く母ちゃんの挑戦：人材育成にも「強み」を 

約 15 年前、大学院を修了し、対人援助の仕事に就いたときのことです。ある方に

「10 年続ければプロになれるよ」と言われた言葉が、今も強く印象に残っています。

その瞬間、「わたしはプロになりたい」と心に誓った記憶があります。 

しかし現実は甘くありませんでした。入職して数年経つと、同僚や先輩の多くが 2

〜3 年で転職や休職をしていく姿を目の当たりにしました。わたし自身も、「この環

境からは離れたほうがよいのでは」と感じることが何度もありました。そうしたとき

には異動願いやワーキングホリデー制度を活用し、自ら環境を変えてきました。それ

でも同じ組織で子ども・若者支援を続けてきたことは、わたしの誇りでもあります。 

最近では、対人援助職の離職・転職・休職はますます増えています。わたしの所属

する組織では、3 年以内に約 7 割が退職し、5 年働けば役職がつくことも珍しくない状
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況です。そんな現場で、人材をどう育て、どう定着させるかは、ずっとわたしの課題

意識でした。 

そんな中で、小さな希望が芽生えたのが実習指導の仕事でした。キャリア 5 年目か

ら実習生を担当するようになった頃、元実習生が毎年のようにわたしの職場に入職し

てくるようになったのです。特別にリクルートしたわけでもないのに、自然と「この

職場で働きたい」と思ってくれたのかもしれません。わたしの仕事ぶりやチームの空

気が、「働くことのポジティブな面」を伝えられたのだと、育休中のプログラムで内

省したことで理解しました。 

そのとき、出会ったのが「ストレングスファインダー」でした。 

 

2. ストレングスファインダーとは？ 

ストレングスファインダーとは、アメリカのギャラップ社が開発した自己分析ツー

ルです。人の持つ資質を 34 種類に分類し、個人の強みとなる上位 5 つ（トップ 5）を

導き出します。このツールの大きな特徴は、「弱みを直す」よりも「強みを活かす」

ことに焦点をあてている点です。 

たとえば、「人間関係を築く力」や「戦略的に物事を考える力」といった具体的な

資質を明らかにし、それを日常の中でどう使えるかを考えるきっかけになります。自

分の強みを言語化し、他者と共有することで、自己理解と相互理解が深まっていきま

す。 

わたしはこのツールを、育休中に受検しました。診断結果を育休仲間と共有し合う

なかで、自分が「ポジティブな側面に光を当てられる人間」であると理解し、その資

質を仕事やチーム作りに活かしていこうと考えるようになりました。 

 

3. チームに導入してみた実践例 

5月：「強みを知る」 
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2025 年 4 月から、わたしのチームにストレングスファインダーを導入しました。助

成金を活用して書籍を購入し、付属コードでオンライン受検。安価ながらトップ 5 の

資質を把握できる方法です。結果はそれぞれのメールアドレスに届き、書籍の中に資

質の詳しい解説も掲載されています。 

ただし、翻訳の影響で意味がわかりづらい表現もあるため、YouTube で日本人認定

コーチによる解説動画なども補足として紹介しました。 

その後、ワークシートを作成し、自分の資質とその説明、「強みを発揮したエピソ

ード」「これから発揮できそうなこと」を書き出してもらいました。下記にわたしの

トップ 5 などを書いたワークシートの例も提示し、参考として共有しました。これ

は、自分の記入の助けになるだけでなく、チームメンバーの一人であるわたしの強み

を他のメンバーが把握する機会にもなりました。 

 

＜例＞ 

ワークシートを記入した後、1on1 の時間を設定しました。この対話の目的は、単に

ワークシートを確認するだけでなく、自分の強みを自分の言葉で語るという経験を通

して、自己理解を深めてもらうことにありました。業務のなかでは自分の強みを言葉

にする機会はほとんどなく、自分の価値や役割を見失いやすいこともあります。だか

らこそ、自分の口で語ること自体が、内省と自信につながると考えています。1人約

50 分の時間を取り、各自がトップ 5 の資質を自分の言葉で説明し、その中から 2つを

選んで「強みを発揮したエピソード」や「今後発揮できそうなこと」について語って

もらいました。 

このプロセスで、「強みを発揮できそうなこと」がなかなか書けなかったという声

が多くありました。理由をたどると、「自分の資質をこれまで弱みだと思っていた」

「複数の資質が組み合わさって強みになるため、ひとつずつに分けにくい」といった

声が上がりました。 

特に印象的だったのは、20 代のある後輩のケースです。彼女は、これまでいくら上

司に褒められても「皆さんのおかげです」「私は何もしていません」と謙遜し、自分

の力を受け入れようとしませんでした。わたしはこの取り組みを、そんな彼女が少し

でも自分の力を認め、自信を育てる機会にしたいと思っていました。 
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実際に 1on1 でワークシートをもとに話をするなかで、彼女は「自信はないけれど、

これは事実だった」と、自分の過去の経験を具体的に語ってくれました。未来につい

ても、「この強みはこんな場面で活かせそう」と自分なりに言葉にしてくれました。 

さらに、生成 AI（チャット GPT など）を活用して、トップ 5 の資質のかけ合わせか

ら自分だけの強みを表現する工夫も試みました。20 代の若手メンバーはとても興味を

持ち、自分の強みをより深く理解する楽しさを感じてくれていたようです。 

ワークシートをもとに話すうちに、自分の強みを過去の出来事に結びつけて言葉に

できるようになっていきました。 

「自信はないけれど、これは事実だった」と語ってくれたとき、彼女の言葉に確か

さが宿っていたように感じました。 

さらに、チャット GPT のような生成 AI を使って、自分の資質をかけ合わせてユニー

クな強みの表現を考えるなど、楽しみながら取り組む工夫もしました。若手のメンバ

ーたちはこの方法にとても興味を持ち、自分を知るプロセスに積極的になっていきま

した。 

 

6 月：「強みを活かす」 

5 月の最後に「次の 1 ヶ月、自分の強みを意識して使ってみましょう」と宿題を出

しました。対人援助職では、自分の努力が報われない場面も多く、無力感や罪悪感を

抱くこともあります。だからこそ、「自分にあるもの」を意識する視点は非常に大切

です。 

1 ヶ月後、30 分の 1on1 で振り返りを実施。あるメンバーは、会議の中で話題が拡散

した際、「元の議題に立ち戻ろう」と軌道修正し、目的に向けて整理する役割を自然

と担っていたと話してくれました。それはまさに「原点思考」という資質の発揮でし

た。 

「過去にも似たような場面で、同じように振る舞っていました」と本人も気づき、

「こういうときは私の出番です」と言えるようになりました。そこで、「私の出番シ

ート」という項目を新たにワークシートに加えることにしました。 
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7 月：「チームで共有する」 

これまでは主に個人とわたしの 1on1 で進めてきましたが、7 月はチーム全体に向け

た働きかけを行いました。といっても、交代制のシフト勤務の施設ということもあ

り、全員揃う会議は難しく、雑談の時間に少しずつ「お互いの強みを話す時間」をつ

くっていきました。 

その中で、資質の傾向として「人間関係構築に強みが多いタイプ」と「戦略的思考

に強みが多いタイプ」に二分されることが見えてきました。 

人間関係構築型のメンバーは「考えが深い人ってすごい」と言い、思考型のメンバ

ーは「コミュ力が高くて尊敬する」と話すなど、相互の価値を認め合うフィードバッ

クが生まれました。 

また、「自分の強みを当たり前と感じやすい」「なぜこんな簡単なことができない

の？と思ってしまう」といった、自覚の難しさや他者比較の傾向も浮き彫りになりま

した。 

そこで、「過去の自分と比べてどうだったか」に意識を向けるよう促すことで、他

者比較ではなく、内省できるようにな視点も共有していきました。 

 

4. 気づきと成果 

この 3 ヶ月の取り組みを通じて、さまざまな変化が見えてきました。 

たとえば、あるメンバーは、自分の強みを理解したことで他者と比較することをや

め、「自分の出番」を意識するようになりました。これまでであれば黙って見守って

いたような会議の膠着状態の場面で、「この状況は自分の出番かもしれない」と感

じ、新たな提案を発言するようになりました。その発言によって、会議の流れが前に

進んだこともありました。 

• 強みによる自己理解と他者理解の向上 

• 比較や競争から「補い合い」への意識転換 

• チーム全体の雰囲気が協力的に変化している 
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目に見える成果はまだこれからかもしれませんが、メンバーの表情や発言、チーム

内でのやりとりに「変化の芽」が確かに育っていると感じています。 

 

5. おわりに：優しくて強いチームを目指して 

この取り組みを別の会議で紹介すると、「よくそんな時間があるね」「時短勤務な

のに？」と言われることもありました。実際、わたしは時短管理職です。それでも時

間が限られているからこそ、無駄を省き、意味のある時間の使い方を大切にしていま

す。 

ダラダラとした雑談ではなく、ワークシートの事前配布、1on1 の丁寧な準備、スト

レングスファインダーや AI ツールなどの活用。これらの工夫が、「優しくて強いチー

ムづくり」の一助となっています。 

職場でやっていることを、家庭でもやれたらいいなと思うことがあります。子育て

もまた、チームマネジメントと重なる部分が多いのです。 

これからも働く母ちゃんとして、試行錯誤を楽しみながら、チームと家族のどちら

にも目を向けて歩んでいきたいと思います。 
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川下の風景⑱ 

～人生は川の流れのように～ 
米津 達也 

 

【明日という不確実性への希望】 

モビールという北欧あたりの玩具がある。幼子はベッドの上で、糸にぶら下がった何頭かのクジラを眺

める。空中に漂う一頭のクジラが、春の心地よい風でゆれれば、糸で繋がった他のクジラもゆれる。勢い

がついて全体が大きくゆれれば、一頭のクジラは大波に飲まれるように大きくゆらぐ。私たちの暮らし

とはそういうもので、事象も人の暮らしもどこかの誰かと繋がっている。“ゆれる”ことを問題とするなら、

原因は心地よい風だから窓を閉めればいい。しかし、次は暑さをしのぐエアコンの風かも知れないし、動

かないクジラに苦情を申し立てるように泣く幼子の大声かも知れない。つまり、“ゆれる”という不確実性

について問題を論じたところで、それを回避して暮らしを営むことはできない。 

一方、安定しているからこそ“安心”がある。天気予報のように、今日と同じ日常が繰り返されること。変

わらぬ自分が明日も存在する、そんな根拠のない希望的観測があるから自己維持していける。人間の表

皮細胞が毎日四千万個ずつ生まれ変わることを知っていれば、昨日の“私”は今日の“私”ではない。私たち

の暮らしは“変化と安定”で構成される、という事実さえ知っていれば、眼の前の桜は去年の桜とは異なる。

４月、環境が大きく変わり、不安に挫けそうになる人へ。大丈夫、明日は変えられるし、明日はおそらく

同じようにやってくる。 

 

【変わらないことを愉しむ】 

春の夜長とは言わないが、ここ三ヶ月ほどルーティンにしていることがいくつかある。平日の週２～３

回程度の夜ランニング。大した距離じゃない。僅か７キロ程度を 40 分程かけて走る。そうしておくと週

末の山行が随分楽になるし、できるだけ遠くに、高く登りたいと思えばこそ、スピードと体力を欲してい

る。就寝時は落語を BGM にするようになった。興味がなかったが、話術の習得の為に聴いている。専門

学校の教壇に立つようになって12年目になるが、勢いで語るには限界もある。落語は学ぶべき点が多い。

呼吸で物語が変わる。少しずつでも本を読む。スマホをいじる時間があれば、本を読んでいる方がいい。

月 2 冊を目標としているが、まぁぼちぼちだ。ようやく村上春樹の長編が終わる。実用書と小説、これを

行ったり来たり。アウトプットも欠かせない。人は言葉で物語を作る。意図的にその機会を作らないと身

に付かない。4 月から新たな講師生活が始まるので、毎年の資料を改変していく。同じ教材でも、インプ

ットした分、必ず視方が変わる。どれだけ世の中が変わっても、変えない方が良いこともある。生成 AI

の技術がどれだけ進歩したとか、株価が乱高下しているとか、流行りのタレントがどうとか。私のルーテ

ィンに影響を及ぼすことはない。どうせ５年も経たないうちに世の中はまた変わる。名作と古典落語と、

悠久の山々は何も変わらない。変わらないことを愉しむ春だ。 

 

【94 歳の介護認定更新調査立ち合い】 

介護２だが、下がってもサービス利用に支障は 

 

ない。 

ただ、それを支える妻も同じく高齢者だ。 
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評価としての認定が下がることは、良くなった

という実感以上に、自分たちの暮らしが過小評

価される心持ちになる。 

調査と言うと張り切るお年頃だから、 

「何でもかんでもできる、と言うちゃいかんよ」 

と老夫婦にアドバイスしておく。 

案の定、94 歳は役者だから、なかなか大袈裟な

年寄りになってしまう。 

「いや～立てへんわ。歩くのも困る」 

しかし、調査が長くなるとあちこちで辻褄が合

わなくなるし、余計に調査が長くなって、挙句

の果てに、 

「ちょっと、トイレへ」と歩いて行っちゃう。 

そこは、長年連れ添った老夫婦。阿吽の呼吸で

妻が素早くリカバリー。誉められた光景じゃな

いけど、私は別に何も言わない。ちゃんと日常

の暮らしがここにあるじゃないか。「介護の時

間」で暮らしを計るとはこういうことだ。 

 

【母、息子の親子喧嘩】 

老健のレスパイトから帰宅すると、必ずこれが

起こる。最早、イベントのようなものだ。その

たびに出向いて行って、親子の間に割って入っ

て双方の話を聞いてやる。毎回、結論も変わら

ない。中長期の展望を述べてやる。それでまた、

レスパイトに入って行かれる。こうして在宅生

活は細々とやっている。 

 
【家族が親の施設入居を決めた】 

それを私に同意を求められても困る。更には、

「これを本人に説明した方がよいか、どうか」

で夫婦の意見は異なるらしい。認知症により短

期記憶が著しく低下していくが、きちんと説明

しておきたい嫁と、結局、そのプロセスに意味

を見いだせない息子の意見の食い違い。 

これも、家族の好きにされればよい。ただ、円

満な合意というのは難しいだろう。翌日には忘

れてしまうのだ。そもそも、生きている時間軸

が異なる。家族の贖罪の為にやるのなら、やら

ない方がよい。姥捨て山に登る際、息子に負わ

れた母は道中の枝を折った。帰り道、息子が道

に迷わぬように、と。負われる老親の心持ちは

誰にも分らない。 

施設入所の段取りは全て家族にやってもらう。

自分たちの親を預ける場所だ。見学から申請ま

で家族がやるべき作業だ。「いい人」病のケアマ

ネはそれを代行しようとするが、それは家族の

力を奪っている。行くも、戻るも、家族が決め

る責任と権利を持っている。それを奪ってはな

らない。 

 

【不思議なもんだな】 

毎年見てるのに、今年も心待ちにする。季節は

私たちの心境や生活に変化をもたらす。引きこ

もってた人がふらっと陽気に誘われて外出し

てみたり。認知症のある方が、急に話し出して

みたり。家族は「薬を変えたから」とか「これ

をやめてみたら」というキッカケを思い出して

喋ってくれる。そんなこと、今までもやってき

たし、すぐに状況はまた変わるかも知れない。 

思うに、春のせいだとも思う。 

陽気が高まると、介護者の心境も変わる。介護

者に余裕の隙間ができると、ちゃんとそれはク

ライエント本人に伝わる。それでも当人たちが

キッカケを思って喋るのならそれでいい。 

「そうか、よかったね」と聴いてあげるので良

い。他に誰が言えるんだろう。 

援助者の大きな役割でもある。 

 

2025.8.25 米津達也 



 

戦後生まれ  

 

今年は戦後８０年と言われ、メディアは戦

争をテーマにしたものを多く取り上げている。 

もう「戦後」という言葉は死語だと言う人も

いる。歴史の域に入っているとも。  

自身は戦後８年後に生まれだが、幼かった

頃を思い出すと、周りに戦争の跡を感じるも

のはほとんどなかった。昭和２０年からの日

本の戦後復興は、すさまじい勢いと速さで進

んでいったのだろうと思う。  

戦争を身近に感じたのは、父が 40 代にし

て出征したと聞いたことだ。九州の南端から

戦地に向かう寸前に終戦を迎えたので、戦地

には行かずにすんだ。おそらく南方の激戦地

に行ったに違いない。死を覚悟した父は、や

れやれとでも思っただろうか。  

 「鉄砲も持たされず食料もなく、勝つわけ

がないと思いよった」とお酒が入るとよく言

っていたのを思い出す。  

 我が家は、兄弟親戚、父の友人などが集ま

りよく宴会をしていた。近くにあった京都大

学の学生を下宿させていたこともあり、人の

出入りが頻繁だった。若い人達を交えての宴

会は、必ず先の戦争が話題になった。白熱し

てくると、政治の話から日本国のあり方まで

議論が始まる。難しい話だったが、大人たち

の会話の時間が何より面白かったのを覚えて

いる。戦争のリアルさを教えてくれたのは、

家族や戦時下に暮らしていた身近な人達だっ

た。  

 

家以外で戦争があったのだと感じたのは、

近くの神社の祭りに行ったときこと。傷痍軍

人と言われた人が、軍歌を流しながら物乞い

をする姿を見た時だった。何となく怖さと見

てはいけないものを見てしまったという感覚

に襲われ、思わず父親に「あの人、何しては

んの？」と尋ねたことがある。父は顔を曇ら

せただけで、何も答えてはくれなかった。学

生のころまでそのような人を時々見かけるこ

とがあったが、ようやく戦争と結び付けて考

えられるようになった。  

 

 

  

高度経済成長の中、戦争を語る人が少なか

ったが、今ようやく「語り継ぐ」ことが注目  

されている。  

そういえば小学生の頃、戦争を経験してい

た先生が多くいたと思うが、私たちに戦争に  

ついての話をしたことがあっただろうか。  

国語の教科書には、戦争をテーマにした教

材はあったが、具体的に戦争の悲惨さや被害

など、教員の口から聞いたことはなかった。  

あえて口にしないという暗黙の雰囲気があっ

たのか。戦中の軍国教育と戦後の教育との隔

たりに、教員を辞した人も多かったと聞く。

思春期の頃、「戦争を知らない子どもたち」と

いう歌をよく口ずさんだが、戦争のことは何

も知らないし、知らされてもいないなあと思

ったのを覚えている。  

 

あの頃の教員は、様々な権利を獲得するた

めに労働運動にも邁進していた。５月１日の

メーデーには、ほとんどの先生はいなくなっ

ていた。子どもたちは、  

「先生いってらっしゃい！」  

と見送り、その間は、静かに自主学習。先生

たちは、私たちのために頑張っているのだと

思っていた。当時の教員は、戦後の教育に何

を期待し、頑張ろうとしていたのか思いを馳

せたくなる。  

 

 戦中・戦後の産めよ増やせよ政策によって、

私より５つくらい上は団塊世代と言われてい

る。その余波で、私たちの世代も学級数が多

く、学級は５０人くらいいただろうか。とに

かく子どもがうじゃうじゃいて、学校は私に

とって落ち着く場所ではなかった。  

何よりいやだったのは、私は集団行動が苦

手だったので、要領が悪くよく𠮟られたこと

だ。体育時の行進の足並み、集会での並び方

などなど、皆と揃えて活動することの苦痛、

不満ばかりだったように思う。  

 修学旅行の時、トイレに行って戻ったら、

すでに皇居前での集合写真の撮影が終わって

いたということもあった。その当時は、一人

くらいいなくても問題にならなかったのだろ

こころ日記「ぼちぼち」その④ 
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う。私もあえて「写っていません」とは言え

なかった。  

学習の中でも、例えば絵を描くとき、肌色

は朱色と白と決められていたが、なぜか納得

できなかった。人によって肌の色は違うぞ。

友だちの顔を描いた私の絵だけが、茶色系に

なっていた。決められた色を使わなかった私

を、担任は稀有な目で見たのを忘れない。  

末っ子でもあり、大人の中で育ったせいか、

同年の子どもたちとはあまり話が合わなかっ

たし、ちょっと大人を舐めたような態度は、

先生から嫌われる要因だったのかなと思う。   

  

当時の教員は今とは違う大変さがあった。

プリント一枚一枚すべて手書きのガリ版印刷

で、時間がない時は子どもたちにも声がかか

り、職員室で、インクまみれになりながら手

伝ったりもした。だからプリントはとても貴

重だった。  

２年生の時、私は学校の帰り道、溝のタニ

シに夢中になり、紐で綴じた九九表をうっか

り忘れてしまった。慌てて探しに戻ったが見

つからなかった。先生からは厳しく叱られ、

再度プリントをもらうことは叶わなかった。

泣く泣く家で九九表を作った。それがあった

から、九九が覚えられた。怪我の功名とはこ

のことだろうか。  

小学校時代のエピソードはいっぱいあるが、

振り返ると常に雑に扱われていたなと思う。  

大勢の中で目立たぬように悪いこともした

し、危険な目にも遭った。褒めてももらえな

かったけれど、自分のことは自分で何とかす

る、できる力をつけてもらったと思う。 

  

     変わらない学校  

 

 今年、久しぶりに小学校で働く機会を得た。

学習支援員として困った子に声をかける仕事

だ。私が育った学校、現役で働いていた頃か

らすると学校は変化しているが、変わらない

こともたくさんあることに気づく。  

 

子どもが減っているというのに、学級の人

数は、相変わらず 35 人以上。現役だったこ

ろ、一クラス２０人なら毎日全員に声をかけ

ることができるのにと思ったものだ。一日の

終わりに、今日は○○さんいたかな、何をし

てたかなと振り返ることが多かった。  

子どもの体は大きく成長しているのに、教

室の大きさは変わらない。教科書はすべて

A4 判になり、机の上にちゃんと置けずはみ

出している。しかも今 IT 化が進み、全児童生

徒にクロムブックが持たされているので、筆

箱とノートを置くと、机上は混雑極まりない。

タブレットは本当に必要なのかと疑問を持つ。 

 

 学校内には、実に決まりごとが多いと改め

て思う。廊下は走らない、曲がり角の飛び出

し坊やのイラスト。階段一つ一つに全国都道

府県名が貼られ、知識のオンパレード。それ

に加え、学校目標、行事のスローガン。子ど

もたちへの頑張れのメッセージが満ち溢れて

いる壁面に、疲れてしまう。  

驚いたこともある。教室掲示の子どもたち

の絵画が、同じ構図、同じ色の作品ばかりな

ことだ。肌色を正しく描かなかった昔の私を

思い出した。誰も疑問に思わずに、あっち向

いてホイ！と言えば、みんな同じ方を向き同

じことをする、させる教育なのだ。私もそん

な教育の一旦を担っていたのだと思うと、過

去を猛省する。  

 

日本の子どもたちは、ノーと言うことが苦

手だ。そして自己肯定感も低いと言われる。  

子どもの人権を考えると、教育を変えない

限り社会は変わらないと思った。  

 

 

つづく  

                                                                 

２３３  
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対人援助学マガジン㉖ 

高名祐美 

 

スクールソーシャルワーカーの仕事③ みおちゃんとの面接 

 

みおちゃんは、私がスクールソーシャルワーカー（以後 SSWと表現）として、

初めて関わった女の子である。出会ったのは小学校４年生の１学期。３年生の３

月から登校できなくなり、４年生になってからは１日も登校していなかった。学

校からの支援依頼は「不登校への対応。不登校の解消に向けて学校として今後の

対応をどうしていけばよいか」という相談主訴だった。 

 

 SSWとして初めて担当するケース。不登校のこどもとは、職場のフリースク

ールで関わってはいたが、「不登校の解消」に向けての支援経験はなかった。「解

消」という依頼に、正直こたえられるだろうかと不安があった。とにかく、まず

は情報収集からと学校訪問し、これまでの支援経過をお聞きした。そのうえで、

最初はお母さんと面接を実施し、状況のアセスメントに取り組んだ。そしてお母

さんの思いを元に、ケース会議を開いて先生方とアクションプランを検討した。 

迷いが多くあった。なかでも一番の迷いは、本人のみおちゃんと会っていない

ままのアクションプランを作成したこと、みおちゃんの声を聴いていないこと

だった。担任の先生が週 2 回、家庭訪問を実施していたが、本人とは会えてい

なかった。SSW がみおちゃんと会うことをお母さんに提案したが、「今は、ち

ょっと・・・」「みおとは・・・会うのは控えてほしい。あとから荒れるかもし

れないし。」と同意が得られない。クライアント本人と面接できないまま、ソー

シャルワーク支援をすすめていけるのだろうか。クライアントは誰なのか？お

母さん？みおちゃん？学校の先生？そんな迷いも生じて、なんとか主役のみお

ちゃんに会いたい、面接をしたいとモヤモヤする日々だった。みおちゃんがどん

な思いを抱いているのかを本人から聴きたい。直接声を聴くにはどうしたらよ

いのか。その一方でソーシャルワーカーとしての経験はあるものの、子どもとの

面接はほとんど経験なく、面接スキルもないと認識していた。 

お母さんは、本人の思いを尊重し、「みおが話したいと言ったら、高名さんに

会ってもらいたい」と伝えてくれていた。あせらず、その機会をひたすら待つし

かなかった。 

 

 依頼から 5 ヶ月、そのときがやってきた。お母さんとの面接で「最近、怖い

夢を観るから寝るのが怖い」とみおちゃんが話していることを聴いた。その数日
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後、「その怖さを誰かに聴いてもらいたいと娘が言っている、高名さんのことを

話したら、高名さんに聴いてもらいたいと言ってます」とお母さんから連絡があ

った。そしてみおちゃんと会うことになった。 

 念願の本人との面接、私の緊張は半端ない。しかしみおちゃんもまた緊張して

いた。その時の場面。 

 12月だというのに、素足にサンダル、ロング Tシャツのようなワンピースに

黒いカーデガンをはおっている。薄着。面談室で母と並んで座る。終始うつむい

ているが、ときおり顔はあげてくれる。お母さんは、みおちゃんの背中をさすっ

たり、腰に手を回したりしてスキンシップをはかりながら、代弁したり発言を促

したりしている。 

 

みお：緊張しすぎて、なんにもしゃべれないかもしれない。 

と最初に口にしたが、母の促しでかなりたくさん自分の言葉で、状況を話してく

れた。お母さんががみおちゃんの顔をみながら話してくれる。 

母：怖い夢を見るのがいやで、寝るのが怖いんだよね。それをどうにかしたいと

思っているんだよね。女の先生なら話せるというから。月曜日に高名さんのこと

を話ししたら、聴いてもらいたいって思ったんだよね。 

みお：うん。（高名さんが）どんな人かわからなかったし。ほんとはこんなこと、

ママにも話したくなかった。ばあばのうちに行くとき、パパがイライラしていて。

「みおの荷物が多い」とか言い方が強くて。それが怖い。寝る前になるとそんな

ことを思い出して怖くなる。パパはイライラしやすい。でもイライラしてほしく

ない。みおはまだ 10歳だから。一人暮らししてみたいと思ったりするけど、そ

れはまだ無理だから。ばあばが「ママと二人でばあばのところにくれば？」って

言ってくれたから。 

母：私が入院中に、そんな話を娘とばあばとでしたみたいなんです。私は直接聴

いたわけではないので・・・ 

みお：ママ以外の人と話したかった。ママがいない間、ママと話せなかったし。 

ばあばの家にいるときは、パパがいなくてばあばとたくさん話しができた。 

ママが帰ってきて（退院して）、ママがいなかったときのことを誰かにきいても

らいたかった。 

 

初回面接はこんな展開だった。初めてみおちゃんの姿をみて、そして声を聴く

ことができた。相槌と促しで、ひたすらみおちゃんの話す言葉に耳を傾けた。 

お母さんが急に入院することになって、父と二人で過ごしたり、母方祖母の家

で過ごしたりしたあとのことだった。お母さんのいない生活をなんとか乗り越

えたみおちゃん。話題は学校のことではなかったが、みおちゃんの世界を少しだ
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けのぞくことができたように感じた。そしてここからみおちゃんとの関係が始

まった。 

面接後お母さんより以下のメールが届いた。 

  

『昨日もありがとうございました。帰宅後から、前日までとは違い、パパとクリ

スマスプレゼントを調べて、お風呂も私とは入らず、パパとお風呂も入ったり。

寝る前に不安を訴えることもなかったです。高名さんにじっくり話を聞いても

らって、安心できたからかなと。今朝、娘に聴いてみたら、やはり話を聞いても

らって寝るときに不安にならなかったし、怖い夢も大丈夫だったと話していた

ので、昨日高名さんとお会いできてよかったと思っています。』 

『日曜日に娘が話していたのですが、「学校も勉強も嫌いだし、学校で嫌なこと

も色々あって学校にいかなくなったけど、それでこんなふうになると思わなか

った。学校に行ったほうが友達とも遊んだりできるし、よかった。でも、今は学

校に行くのは無理。友達とかにどう思われているかもわからないから。怖い。」

と泣きながら話していて、娘のずっと抱えている寂しさや辛さがわかりました。

この寂しさや辛さがなくなるように、また少しずつ学校や友達とのつながりを

作っていけたらと思っています。』 

SSWとの面接が、ほんの少しだがみおちゃんの不安解消につながったようで、

ほっとした。お母さんは、みおちゃんが抱える課題（父との関係、学校や友達と

の関係）を受け止め、解決に向けて努力する姿勢を示してくれていることが伝わ

ってきたメールだった。 

 

自分の関わりが、みおちゃんにとって良い変化を生み出してくれたらと願っ

ている。 
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小学校で性教育の講師として話をし始めた頃、この授業のことを「いのちの授業」と呼

んでいた。「こころとからだの性教育」というようになったのは、大学院で論文を書く

ようになり、ゼミで曖昧さを指摘されて言葉や定義を自分なりに問い直したという経緯

がある。「こころとからだ」。それを考える授業での「いのち」の詩。今回も、二編を。 

 

 

【第 19 話 いのちのうた ４ ： こどものコトバ】 

 

私の行う性教育では教材はなるべくリアルな体験に結びつくようにと考えており、自

分の体と結び付けて捉えられるように工夫を重ねてきた。例えば妊婦の疑似体験用の

“お腹”は３㎏の米。教材用に販売されているシミュレーターもあるが、自身の４回の

妊婦経験からも米のフィット感やリアルな体感にはなかなか及ばない。また米は大切な

食べ物として命を感じさせるものであり、疑似体験とは言え粗末には扱わないものを用

いたいという想いがあった。胎児の人形も自作して、その“体内”には川で拾った丸い

石を納めた。こちらも市販の人形はどうも“かわいらしく”てリアルさに欠け、妊娠 3

か月と 8 か月の胎児人形の、顔の表情が同じなのはともかく、頭身が同じなのは違和感

があった。遠方での授業で人形が持参できない時には細密に描いた絵を用意したり、実

際の妊婦さんに授業に参加してもらった時には胎児の心音を聴いたりしたこともある。

そのトコトコと小さく打つ心音に耳を澄ませた後、自分の心音とを聴き比べさせると、

ゆったりと大きく打つ音に子どもたちは喜んだ。手の脈をとり、呼吸の度の胸やお腹の

膨らみやへこみを感じ、手の冷たさや温かさを感じ、体を支える骨や子宮の収まる骨盤

を触ってみて、自分の体と結びつける。性教育は「どこかの誰か」の話ではなく、「“あ

なたのからだ”の話なのだ」とわかってもらえることが、最も大切なことかもしれない。 

miho Hatanaka, 
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「いのち」 

                          作：Ｋ小学校４年生のみなさん 

 

息をしていること 

生きていること 

家族といっしょにごはんを食べれること 

友達といっしょに遊べること  

 

「いのち」は、 

人がいきていくための、体にたいせつな物 

このよに必要な物 

 

長生きする人は長く生きていく。（人生とおもう） 

一生に一つの命 

なくなると  

二度と元にもどらない大切なもの 

（しんぞう）うごかんくなったらしぬ。  

 だから大事にせないけん  

「いのち」は、 

一回しか使えないもの 

 

自分  

  友達  

    動物 

        心 

          人間のいき 

「いのち」は、 

とうめいな色をしている 

 

「いのち」は、 

人間の弱点 

神様がくれたしれん  

人間がもっているもの 

みんなにあるもの 

         生きるきぼう 

 

 

 Red-1 
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「いのち」 

作：Ｏ小学校２年生のみなさん 

 

いのちは、人をいきらせています。 

それがいのちです。 

 いのちは大切です。いのちがなかったらしんでしまう。 

いのちは、１こしかないから１回ころされたらもう、いきや、こきゅうもできなくなる。 

なくなってしまったらしぬから、  

からだのなかにないと、いけないものとおもいます。 

自分のいのちは、いきてるためのいのち。 

じぶんが生きるためのどうぐみたいなもの  

 

いのちは、むねにある。 

あるいたりすると いのちがドキドキしていると思いうかべます。 

いのちはからだのエンジンみたいなものです。 

いのちはたいせつなもの。 

ものすごくだいじな、 体からまもられているようなもの 

そして、 

自分の大せつなものを  

まもってくれるもの。  

 

いのちは、人のだいじなうんめい。  

ひとをたすけるもの。  

二さいになってどうろにでていたら、たすける。 

いのちをだいじにする人に  

  やさしさがくると思いました。 

いのちは、うまれるもの  

３ばん目の赤ちゃん  

１人に１つしかないもの 

生まれて一ばんせいちょうするもの。  

 

いのちは、じぶんじしん。  

だいじな心  

いきる力  

自分が生きるためのお母さんがくれた、  

    たからもののようなもの  

 

 
Red -2 
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タイトル名「対人援助実践をリブートするこの一冊」 

 

第 32 回：第 4 章-その 4- 

 

NO MANGA, NO LIFE. 
著：高山かおり 

企画：渡辺修宏 

小幡知史 

二階堂哲 

 

はじめに 

私は現在，幼児 2 人を育てている主婦である。以前は，対人援助職を養成する学校の教員

をしていた。所持資格は，臨床心理士と公認心理師である。今回，研究室の先輩であり，職

場の上司でもあった渡辺先生に声をかけていただき，原稿を書かせていただくことになっ

た。大変ありがたいと思う反面，はたして，私で力になれるのだろうかと思いながら，筆を

走らせている。 

 

 

私にとっての漫画について 

まず，今回のテーマである漫画についてだが，私は日頃から漫画を読む人間の部類に入る

と思う。よく読むかどうかは，個人によって感覚が異なると思うので，より具体的に示すと，

昨年は，1 年間で 700 冊以上を読んでいる。どんなに少ない年でも，年間 300 冊は間違いな

く読んでいると思う。以前は紙本派であったが，引っ越しが多いこともあり，現在は専ら電

子書籍である。 

私にとっての漫画は，趣味であり，癒しであり，生きる糧である。 

しかし，多くの漫画を読んではいるものの，今回原稿を書かせていただくにあたって一番

躊躇した点は，漫画で学びを得ようと思いながら読んでいないということである。何かを学

ぼうとして読もうとすると，疲れてしまう。ただひたすらに漫画の世界に没頭しているので

ある。 

 

 

漫画と学び，そして対人援助への繋がりについて 

ただ，結果論ではあるが，学び等に繋がったことは幾度もあったりする。 

対人援助に繋げるならば，他者と話をする際の話のネタとして，漫画で得た知識が活きる

ことが多い。 
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たとえば，漫画の登場人物たちは個性的な名前が多いため，難しい漢字や珍しい名字の読

み方が自然と身についたり，妖怪の名前や兵器の名前，カクテルの種類，スポーツのルール，

方言等，超インドア派である私が普通に生活しているだけでは，なかなか出会えないような

知識に触れ合えたりする。 

もちろん，漫画ファンの方であれば，作品そのものの話もできるため，コミュニケーショ

ンをする際の，話の引き出しには，あまり困ったことはないかもしれない。 

 

また，漫画がきっかけで，学びにつながったこともある。私は大学で，第二外国語に中国

語を選択したのだが，きっかけは，小学生の頃に読んだ中華系をモチーフにした漫画である。

「ありがとう」の言葉が「谢谢」と知り，中国語を勉強してみたいと思ったのだ。なおその

後，香港漫画にも興味を持ち，広東語を少しかじるようになり，今は韓国漫画がアツいこと

もあり，韓国語もかじりはじめている。 

 

漫画がきっかけで，私の世界は，より広がっていると感じるが，もちろん注意しなければ

ならないこともある。漫画に限ったことではないが，内容の全てが必ずしも正しいわけでは

ないということである。 

たとえば，かつて読んだミステリー漫画では，カウンセラーが薬を処方していたり，恋愛

漫画では，カウンセラーとクライアントが恋人関係になっていて，ひっくり返りそうになっ

たことがある。自分の関連領域であれば，間違いに気がつくことができると思うが，他領域

となると難しいかもしれない。 

もちろん，漫画作品の世界は，必ずしも現実の法律等と一致するとは限らないのだが，怪

しいと思ったり，気になった時は，その都度調べるようにしている。 

 

なお，漫画家の先生たちも様々な背景を持った方が多数いらっしゃるため，ご自身の経験

を題材にして描かれていたり，入念に取材をされる先生もいれば，医療系や闘病系の漫画で

あれば，医師等の監修者がついていることも珍しくはない。近頃は，無理に漫画で何かを吸

収しようとしなくとも，自然と漫画で学べるようになっている作品が増えてきている気が

する。 

 

 

私の神だと思う漫画（以下，神漫画）について 

最後に，勉強をしているつもりはないのに，読者は，いつの間にか学習している神漫画に

ついても書いておきたい。何がすごいかというと，一番は，記憶の持続性である。私は，幼

少期にその作品に触れてから，30 年以上保持し続けている。仮に忘れそうになっても，キ

ャラクターの名前から想起しやすく，再認はもちろん，再生でも，間違えることはない。 

その神漫画の名前は，武内直子先生による『美少女戦士セーラームーン』である。主人公
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は，月野うさぎという名前であり，セーラームーンに変身する。仲間の水野亜美はセーラー

マーキュリー，火野レイはセーラーマーズというように，それぞれのキャラクターは，太陽

系の衛星や惑星がモチーフになっている。月は Moon，水星は Mercury，火星は Mars といっ

たように，セーラームーンの読者であるならば，冥王星まで，英語名で衛星や惑星の名前が

言えるのである。 

なお，当時は，英語を勉強しているつもりは全くなかった。夢中で漫画を読んでいるうち

に，キャラクターたちに魅せられて，自然に覚えているのである。 

教員時代，楽しく学べて，かつ記憶の持続性が保たれる授業ができたらと思っていたが，

実際は非常に難しかった。私にとって，理想的な教材であり，不動の神漫画なのである。 

 

 

おわりに 

 先述したが，私は今，主婦をしている。そろそろ社会に戻りたいと思っても，子どもが体

調を崩しやすく，1 週間に 1 日以上幼稚園を休んでいることが多いため，現実的には難しい

と感じている。 

ただ，主婦であることで，多くの主婦の方が直面するであろう不安を体感できていること

は，ある意味良かったかもしれない。働きたくても様々な事由で働けないこと，周囲が働い

ている中で自分だけが置いていかれているような感覚に陥ること，ブランクが長くなる中

で今後本当に働けるだろうか，そもそも仕事は見つかるのだろうかという不安等，日々様々

なことに悩んでいる。 

しかし今は，割り切るしかない。子どもたちを日々生かすことが仕事であり，今後仕事を

する上での，充電期間だと思うようにしている。そして，再び仕事に就いた際には，より様々

な悩みを持つ方々の気持ちに寄り添えたらと思っている。 

近い将来，自分も対人援助職としてリブートできるよう，今は目の前の家族を笑顔にでき

るように努めたい。もちろん，自分の元気がなければ，他者へ元気をわけることができない。

そのため，私は今日も，自分の笑顔のために漫画を読むのである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－つづく－ 

 

オススメ漫画紹介： 

『スパあんこうの胃袋』（著：あきばさやか 先生） 

 →他者を気づかえるのに，自分自身には不器用になって

しまう。頑張るあなた寄り添う，深海魚たちによる 

温かなおもてなしのお話。 

https://www.kadokawa.co.jp/product/322202000285/ 

 

https://www.kadokawa.co.jp/product/322202000285/
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『対人援助学マガジン』 第 16 巻第 2 号(第 62 号)  2025 年 9 月  

 

新・島根の中山間地から Work as Life 

第 5回  

「災害と復興とケア」 

野中 浩一 

 

１．輪島の 2025年 8月 

 

島根から石川まで車で 7 時間、そして金沢市からバスで約 3 時間。輪島に行ってきた。（一社）生涯活躍

のまち推進協議会から下記のような内容のメールをいただいたことがきっかけだった。 

 

 

能登半島、なかでも輪島市および能登町で約 3,800 戸の仮設住宅の見守り支援を行っていること。 

 

能登半島地震による直接死 228 人に対し、災害関連死は 397 人になったこと（7 月 9 日時点）。 

 

災害関連死の防止を主な目的として見守り支援をしていること、そして当該活動は災害支援に留まらな

い地域づくりにつながるものであり、4 月 20 日以降、輪島市内 3 カ所で、地域住民に集会、食事、入浴、

福祉サービス、雇用の場を提供するコミュニティセンターを立ち上げたこと。 

 

 

このメールを見て、パソコンでボランティア登録を済ませ、ほんの 10 日間、見守り支援活動に加わって

きた。 

 

以下の写真は、決して被害が大きい特別な場所というわけではなく、私が現地で生活するうえで日々通

っていた道を撮ったものである。（※1） 
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これらの写真だけを見ると、復興がまったく進んでいないのではないかと感じる人がいるかもしれない。 

 

しかし実際に行ってみた感覚では、災害から 1 年半の間で地震や豪雨によって崩れた家の多くは片付け

られ、主要道路の陥没やのり面のがけ崩れや仮設住宅の建設などライフラインにつながる復旧が驚くべ

きスピードで進んでいる印象であった。 
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それでも、今なお各所でトラックや重機が多数稼働しており、復旧または新興すべき課題が山積してい

るように感じられた。 

 

◎これまでの災害復興の動きと今後の展望 

内閣府 https://www.bousai.go.jp/updates/r60101notojishin/1nenkan.html 

石川県 https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kouhou/hot/motto-2025winter/dekigoto.html 

 

 

２．お風呂と食事で全員集合 

 

ボランティアをしている期間、お風呂と食事のために通った「コミセン（コミュニティ・センター）」の

マリンタウン BASE では、定食を食べているときによく 1970 年代の曲が流れていた。ときに円広志
まどかひろし

だっ

たり、ときにドリフターズだったり。47 歳の私が生まれた頃の曲である。 

 

この輪島のコミセン。一般的に言うコミセンとはつくりが違う。お風呂と食堂がメインになっていて、そ

こに自由に集うこともでき、お土産の物販もある。 

 

こうした生活になくてはならないお風呂と食事のインフラ機能を兼ね備えたコミセン。2025 年に 4/20 

「コミセン マリンタウン BASE」、5/4 「コミセン 門前 BASE」、6/8「コミセン鳳至
ふ げ し

BASE」が、復興

の拠点として立て続けに作られた。 

 

これらの施設は、2015 年 12 月、社会福祉法人佛子園
ぶっしえん

、公益社団法人青年海外協力協会によるジョイン

トベンチャーによる地域共生拠点「輪島 KABULET（カブーレ）」の相似形のような存在だ。 

 

コミセンにお風呂や食堂があると聞くと驚くかもしれない。私は公民館やコミセンというと、市民活動

をする場所という認識であった。 

 

私と同じような認識を持つ人は、ネット検索で、第二次世界大戦後に GHQ が作成したナトコ映画を見

てもらうと面白い。戦後の日本の公民館には、パン屋、歯医者、美容院など、その地域にないサービスを

https://www.bousai.go.jp/updates/r60101notojishin/1nenkan.html
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kouhou/hot/motto-2025winter/dekigoto.html
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実現したり、簡素な結婚式といった地域の慣例にない取り組みをしていたことが分かる（※2）。 

 

◎ごちゃまぜで街づくり 地域共生拠点 

輪島のコミセン BASE  https://wajima-kabulet.jp/info/163/ 

輪島 KABULET  https://wajima-kabulet.jp/town/index.html 

 

３．地震災害から 1年半、豪雨災害から 1年 

 

能登半島の輪島市に 10 日間滞在して、仮設住宅の訪問支援のボランティアに参加させてもらった。 

日々ボランティア数名が、仮設住宅を 2 人 1 組でまわりながら、お話を聞く。 

 

 

写真は「一般社団法人 生涯活躍のまち推進協議会」のホームページより https://shougaikatsuyaku.town/news/ 

 

ボランティアの拠点づくりや募集をしている青年海外協力協会（JOCA）の職員さんと、集まったボラン

ティアさん達と、仮設住宅を 1 戸 1 戸まわり、事前情報を勘案しながらお話を聞く。 

 

ここで地震災害から 1 年半、豪雨災害から 1 年が経った今の能登の状況を、転出、仮設住宅、復興計画

の観点から見ていきたい。 

 

＜転出状況＞ 

輪島市、珠洲市、能登町、穴水町を合わせた奥能登地域では、「6 月 1 日時点の奥能登地域の人口は推計

で 4 万 9052 人と、去年 1 月 1 日時点の 5 万 5213 人と比べ 6161 人、率にして 11.2％の減少となり、ふ

るさとを離れてほかの地域に移る動きが続いて」いる。わずか 1 年半の間に分かっているだけで 11.2％

も転出していることの影響は小さくない。2025 年の奥能登地域の 65 歳以上の老年人口の割合は 50％を

超えており、生産年齢人口の流出により高齢化が加速している可能性が容易に想像される（※3）。 

（NHK https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250701/k10014849001000.html） 

 

https://wajima-kabulet.jp/info/163/
https://wajima-kabulet.jp/town/index.html
https://shougaikatsuyaku.town/news/
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250701/k10014849001000.html
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＜仮設住宅＞ 

下記の写真のような仮設住宅に、被災した人々が暮らしている。「今回の地震では、石川県内で 11 万 6282

棟の住宅に被害が生じ」、「県内の地震の被災者 9390 世帯、1 万 9681 人が仮設住宅で暮らしている。」 

（毎日新聞 https://mainichi.jp/articles/20250701/k00/00m/040/229000c） 

 

建設時期やエリアによって色々な形の仮設住宅があるが、1～2 人用は 1K で 4 畳半一間と台所といった

間取りである。なお、仮設住宅がどのように分布しているかは、下記 ZENRIN の地図を参照されたい。 

  

       

画像は石川県のホームページより https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kenju/saigai/r6oukyuukasetsujyuutaku.html） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ZENRIN 石川県応急仮設住宅マップ https://www.zenrin.co.jp/product/article/noto_kasetsu_map/index.html 

https://mainichi.jp/articles/20250701/k00/00m/040/229000c
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kenju/saigai/r6oukyuukasetsujyuutaku.html
https://www.zenrin.co.jp/product/article/noto_kasetsu_map/index.html
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＜今後の展望と困難感＞ 

震災から 1 年・豪雨から半年で約 7000 戸の仮設住宅が供給され、そこから半年を経た 7 月時点では被害

を受けた 3 万棟以上の住宅が公費解体されるなど、復興への道のりは着実に進んでいる。 

 

一方で期待されている公営住宅は、用地確保・測量→造成と設計→工事といった過程を経なければ建築

できず、輪島では早くて令和 10 年以降の入居予定となっている。誰もが復興を急ぎ頑張っている中では

あるものの、最初の入居まであと 3 年というハードルが仮設住宅の高齢者に立ちはだかる。 

 

◎復興についての情報 

石川県 復興公営住宅の整備状況 https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kenju/fukkou_kouei_seibi.html 

 

仮設住宅での暮らしについて、概ねにおいて満足している人、他所にも拠りどころや荷物の置き場があ

る人がいる一方で、仮設住宅にしか居場所がなく、狭い中での家族との関係性の困難や、大病を患ってい

たり足腰を悪くしている中でしんどさを我慢しながら寝起きしている人もいる。 

 

現在の仮設住宅に、実は空いている部屋（特に大人数用の空き部屋）があることやほぼ使われていない部

屋があることを踏まえれば、利用実態と困難世帯とを調査して再配分をすることで、公営住宅が入居可

能になる 3 年後を待たずに、現状に強い困難を抱える世帯の利便性を上げることが可能になると思われ

る。 

 

ただしどこの被災地でも聞かれるように、同じ被災者同士、よそと比較してしまう状況や、それによる自

己嫌悪、妬みや嫉みの感情がある。この点は非常にデリケートな領域であり、仮設住宅の再配分や公営住

宅の入居選考において、この比較から生じる感情は、円滑な進行に水を差しかねない要因であろう。ま

た、自身が住民でもありながら数々のクレームと向き合ってきた行政職員としても頭が痛い問題であろ

うと想像される。 

 

被災から 1 年半が経ち、現在まで仮設住宅住まいをしている人の中には、やはり生まれ育った地元で暮

らしたい人、もとの場所に家を再建する予定の人、すでに高齢で家の再建や他所に移る経済的な余裕が

ない人、病気がちだったり心身の障害があって出ていく意欲自体が湧かない人など、様々であると感じ

ている。 

 

仮設住宅住まいの高齢者の中には、都会地に息子または娘家族の家があり、そこに移り住むことを試し

たケースもある。しかし後日談として、実際に行ってみるとやることがなくて辛い思いをしたといった

話も少なくない。安全で広くて便利。自分の部屋もある。けれど、そこに自分がいる必然性がない。行け

る場所があることは贅沢だと思う一方で、やることがない辛さに耐えることはできない。自分の裁量で

家事をする、できる範囲で畑仕事をする、当たり前に家族の世話をする、顔見知りのご近所さんと話をす

るといった目に見えない時間の積み重ねが、日々を支えていることが実感され、輪島に戻る。 

 

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kenju/fukkou_kouei_seibi.html
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豪雨で地域の姿が変わってしまったとしても、馴染みの「場所と人」、そして自分を取り巻く「関係と役

割」があることは、日々を生きるうえで変わらぬ土台である。今回輪島に行き復興の様子を見聞きする中

で、この「場所と人」「関係と役割」を再構築することの大切さと、そのための試みが随所に感じられた。 

 

 

４．ケアをするではなく、存在がケアになる 

 

震災と復興。その一部になりたいと考え、今回輪島を訪れた。私がなにかしらの行動をしたいと感じたの

は、震災後の豪雨災害のニュースを見た時だった。復興支援や心のケアといった言葉があるが、実際に被

災地に行く身として、正直何かができるような気はしていなかった。むしろ、地震と豪雨による家族、家、

地域といった人生の大切な繋がりに対する圧倒的な被害と、1 年半経った今もその影響を受け続ける人々

がいる中で、何もできないかもしれないという思いがあり、しかし一方で何かできることがないか知り

たい気持ちもあり輪島を訪れた。 

 

私が輪島を訪ねた時点で、住む家があり、食べるものがあり、衛生状態も悪くない印象であった。ただし

住環境や移動の利便性については、仮設住宅があるエリアの違いや、各家庭の事情によってかなり差が

ある印象を受けた。仮設住宅の傍には公民館や交流の場があり、そこでは高齢者向けの体操やレクリエ

ーションが行われていた。さらに漁師や海女の仕事や輪島塗の仕事など、地場産業も少しずつだが着実

に動き出している印象を受けた。そうした中でも災害関連死があり、訪問支援という役割があった。 

 

たった 10 日間の滞在、わずか 72 時間のボランティア活動の中であったが、長らく被災地に関わり続け

てきた職員さんやボランティアさんの存在の力を日々感じていた。 

 

どこにでも座り込んで笑顔で住民と話し込む人、高齢者にとって分かりにくい公営住宅の計画や家賃設

定などを繰り返し繰り返し丁寧に解説する人、訪問している時間はとにかく楽しい時間にしたいと全力

トークをする人、予定外や時間外でも関わった高齢者のその後が気になってしょうがない人たちがそこ

にいた。支援やケアといった形式ばったものではなく自分事として繋がりを結ぶその姿には、孤立や絶

望や無力感に訴えかける強い力を感じた。 

 

****************************************************************************************************** 

 

＜注釈＞ 

※1 写真 

ボランティアの時間外に撮影した写真である 

 

※2 ナトコ映画 

この話は島根大学の社会教育士講座「生涯学習概論」の牧野篤先生の講義の受け売りであることをお断りしておきたい 
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※3 老年人口 

日本全体の老年人口の割合は、2024 年 9 月時点で 29.3%である。 
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ヨミトリとヨミトリ君で 

ご一緒しましょ！（13） 

 

高木久美子 

 

意識があるのに、わかっているのに、言葉を発しているのにそれが伝わらないことについて、どう向き合い、取り組んでいくか

ということは、人の尊厳に関わる大切なことです。技術と技能を心で繋ぎ、障害のある方のコミュニケーション支援・レクリエー

ションの楽しい機会の提供を目指して非営利で活動しています。活動を通して学んだこと、感じたことなどを書いていきます。 

 

「失業の危機？！」 

 

留まるところを知らないヨミトリ君の進化。支援依頼の件数の激増だけでなくご相談内容も益々多岐に

わたり、その分技術的な課題も生まれますが、ピンチはチャンスに。大きく羽ばたくヨミトリ君です。一方、

高木は…。直近3ヶ月の活動から学んだこと、感じたことをピックアップしました。 

 

 

■「第 10回介助つきコミュニケーション研究会」で発表しました 

 

6 月に國學院大學たまプラーザキャンパスで「第 10回介助つきコミュニケーション研究会」が開催され

ました。 

 

同大人間開発学部教授 柴田保之先生による「介助つきコミュニケーションの現在」の講義に続き、指筆

談を利用者さんとのコミュニケーションに取り入れている施設職員の方のお話、当事者とご家族による

発表がありました。「コミュニケーションの援助をする側と当事者とが対等の立場で参加する」ことを旨

とする同会の双方の参加者の思いが一つとなった素晴らしい会でした。 

 

ヨミトリ君は昨年に続き紹介の機会をいただき、開発者の岡田さんが「その後のヨミトリ君」について発

表しました。また、ヨミトリ君体験コーナーにも熱い関心をお寄せいただき、たくさん質問も受け、あり

がたいことでした。目視では体の動きが確認できない重度の身体障害の方が体験され、すぐにヨミトリ

君を的確に操作して「はい」「いいえ」の押し分けをすることができました。体験後に岡田さんに指筆談

でとても軽く操作できてすごく良いと書いてくださり、またお一人ヨミトリ君の魅力をわかってくださ

る方ができてとても嬉しかったです。 

 

前号でも書いた通り、ヨミトリ君は現在、いわゆる閉じ込め症候群（Locked-in Syndrome）の状態

にある意思疎通が困難な重度身体障害当事者のわずかな動きを、ひずみゲージを用いた超高感度の圧

認識でセンシングする他、脳波、特殊筋電でも取得し、ＰＣやタブレット等のデバイス操作が可能になっ

ています。今回このユニークな特長を発表の中でお話ししたところ、なんとご参加者の中に脳研究の学
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生さんがおられ、体験コーナーに来られて「こういった演算をすればトリガーを取りやすいですよ」とい

った脳波に関する貴重なアドバイスをしてくださいました。本当にありがたいことでした。 

 

もう一つの大感謝は、昨年も参加された指筆談デバイス開発中の技術者の方の質疑応答タイムでのお

尋ねです。何かというと、昨年岡田さんは当時のヨミトリ君の課題として、ひずみゲージを用いる特性

上、頻繁に手動で数値のリセット操作をしなければいけないことを挙げたのですが、この技術者の方が

そのことを覚えておられ、何らかの改善が為されているか現状について質問されました。実はこのご質

問は本当に大切なところを訊いてくださって、今回の発表のテーマである「ヨミトリ君のその後」の中で

も、特筆すべき大きな改善点の一つだったのですが、トピックとして入れるのを忘れた。オートキャリブ

レーションの機能を搭載したのでした。これにより、介助者が都度リセットボタンを押さなくても、自動

で高精度に位置のズレを数秒で復旧させることができるようになり、介助者の作業負担、当事者の「待

つ」ストレスが大幅に軽減されました。岡田さんが質問への回答としてこの改善点を述べた時、会場に

一瞬小さなどよめきが起こったほど、とても重要なことだったのです。流行りの言葉で不謹慎ですが、

仕込みかと言われてもおかしくない程、すごくタイムリーな重要な質問をしてくださり、感謝感激でし

た。 

 

■ヨミトリ君革命 

さて、そんな日々進化を遂げるヨミトリ君の最新状況ですが、「指式ヨミトリ君」が開発され当事者の

方々により検証中。そして続いて「手首式ヨミトリ君」が新たに開発済みです。これまでの、当事者の目

視に至らないマイクロ・ムーブとしての押す動作を認識できることだけでも他に類を見ないすごい実用

性だったのですが、ついに押さなくてもよいバージョンができてしまいました。 

 

これには大きなきっかけがありました。関東方面でヨミトリ君の普及に熱心に取り組んでくださってい

る敏腕コーディネーターＡさんのおかげで支援依頼が激増したことは前号で書きました。繰り返しにな

りますが、元々、病気や事故による脳損傷の重度の後遺症により全身性の麻痺で寝たきり、ほとんど体

を動かすことができない方の手からの微小荷重を超高感度で認識するのがヨミトリ君の真骨頂です

が、Ａさんが先行体験者のレポートを他のご家族も共有できるようにしてくださったおかげで、支援後

のレポートによって届けられる当事者やご家族の喜びのお声が反響を呼び、不随意運動のある方、急に

想定以上の力が出てしまう方のご家族からもぜひ体験したいというご依頼を多数いただくようになり

ました。 

 

岡田さんが実際に支援に伺うと、やはり不随意運動があるとヨミトリ君の操作が安定せず、また強い拘

縮がある場合にはヨミトリ君の設置すら不可能なケースも出てきました。ヨミトリ君は無理でも、指筆談

で当事者の方との意思疎通は可能なので、意思疎通不能で苦難の中におられたご本人やご家族にたい

へんお喜びいただき希望を持っていただけるのは大きな成果であるのは間違いありません。私は「指筆

談で意思疎通できたのはすごいこと。すべての方にヨミトリ君が有効というわけにはいかないので」と

つい思ってしまったのですが、岡田さんは納得されませんでした。「拘縮や不随意の程度が重い人も使

えるヨミトリ君の開発を急ぎます！」と強い決意を表明されました。尊いご意志に私は涙しました。 
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そして、またまたエンジニアおそるべし。拘縮の強い手や不随意で揺れる手をヨミトリ君に沿わせようと

するのではなく、その手の形状や動きにヨミトリ君を合わせられるようなデバイスをとの発想から、手に

直接装着するヨミトリ君を開発されたのでした。先ずは、指筆談で指の先端からの出力をキャッチする

仕組みでデバイスを開発。当事者の皆さんの協力で検証作業を実行中です。その積み重ねに加え、かね

てから仮説としていた「指筆談の鍵は当事者の指からの出力ではなく手首の動き」という考えから、「手

首式ヨミトリ君」が開発されたのです。手首式ヨミトリ君はこれから検証に入ります。 

 

しかもこれら一連の機器の完成が早かった。でも、決して偶然早く出来上がるわけではなく、早いのに

は理由があるということがだんだんわかってきました。一つの実機が誕生し、それを当事者の方々に試

していただいて検証し、改良していくという一見一つの流れのように思えますが、おそらく岡田さんは

様々な事象を複層的に捉えながらその時その時の最適解を形にしているのだと気がついたのです。表

層に出ない有力な物・アイデアがきっとたくさん控えているのですね。 

 

そして衝撃的な知らせが入りました。最も新しい開発品として高精度書字デバイスができたとのこと。

書字デバイスの開発はヨミトリ君4号で一旦ストップした、ように見えてしっかり継続されていました。

ヨミトリ君 5号、指式、手首式と、すべて繋がっていました。何度でも言います。エンジニアおそるべし。

最新式は重度身体障害の方々が書字想起時に発出するマイクロ・ムーブの16方向の識別が可能との

こと。8月は支援がお休みだったので本投稿時にはまだ実機を見ておらず、近々の披露が本当に楽し

みです。 

 

■支援のバリエーション 

 

が、出来過ぎも困るのです。実のところ。発想からコンセプトの構築、試作機の開発、テスト、製品化まで

ソフト・ハードの両面ですべてを自力でできるのが強みの岡田さん。そして指筆談をマスターした今はオ

ールマイティ支援者！あれ、高木要らんやん…。過去号の投稿で「お払い箱もまた嬉し」なんて書いてい

た頃は私も余裕がありました。というわけで、現在はヨミトリ君支援は基本岡田さんの単独支援で進め

られています。そして「高木さんも一緒に」とご温情をいただいた時に私も嬉しく同行させていただいて

おります。しかしニッチを攻め続ける人生はまだ終わりません！独自の嗅覚で人手が足りなさそうなと

ころを探し当て、強引に活動の場をいただいて楽しく過ごしています。 

 

2013年に指筆談の勉強の開始とほぼ同時にボランティアとして関わり始めた脳卒中障害者のいきが

いづくり NPO法人ドリームでは事業の一つとしてカフェを運営しています。脳卒中の後遺症はさまざ

まで、片麻痺、言語障害、感情失禁、高次脳機能障害など当事者が抱える困難さもさまざまですが、片

麻痺等でも作業しやすい工夫された厨房環境で、マスター・ママさんとして皆お互いを尊重し合いなが

ら連携し、誇りを持ってお仕事をされています。ボランティアは主にホールの接客を担当しますが、当事

者スタッフさん達のサポートを通して多くの学びがあり、語らいを通した交流も心が和みます。失語症

のスタッフさんとお話しする時は、発話に時間がかかったり言いたい言葉と違う単語が出て来てしまっ

たりするのを、なるべく自然な雰囲気で語句の候補を出してみたり、プレッシャーをかけないようにこ

ちらから質問をしてみたり、この辺の対話のアプローチは遷延性意識障害の当事者の方々と指筆談で
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話す時のすごいヒントになります。また、熱心に通ってくださる常連さんの他、最近はインバウンド効果

で外国のお客様も増えて来ました。外国語での接客は錆びついた頭にすごく良い刺激になります。職員

さんと一緒に外国語のメニュー表を作ったり、これも意思疎通の活動の一環！ということに。 

 

 

■東海地区遷延性意識障害者と家族の会「ひまわり」 

 

同じく 2013年にご縁ができ、2022年から本格的に活動に関わっている東海地区遷延性意識障害

者と家族の会「ひまわり」では、ヨミトリ君の活動が関東・関西地区のご依頼激増で、悲しいかなここのと

ころなかなかヨミトリ君の空き枠が回ってきません。秋から挽回すべく作戦を練り中です。直近では、来

月の会報の発行や10月に開催するBCI（ブレイン・コンピュータ・インターフェイス）に関する講演会の

準備などでバタバタしていますが、どれもとても楽しみでワクワクします。 

 

ひまわりでは隔週で定例のオンライン・ミーティングを開催していますが、先月入会された新規の会員

さんが早速オンライン・ミーティングに参加され、率直な思いを語られました。ご家族が突然遷延性意識

障害となったことに最初はただただショックで戸惑われつつも、当初施設入所のご意向だったのが、ひ

まわりで在宅介護をしている会員さんの様子を聞き再検討され、次のミーティングで、「やはりいつも

家族の姿を見ていたい」と、在宅介護を決意されたことを話してくださいました。その後、同じくミーテ

ィングに参加されていた在宅でご家族を看ておられる会員さんが、「うちも在宅を始める時は何かと不

安だったので」と、在宅介護を決意された新規会員さんにご自宅の見学を申し出てくださったり。孤立

しがちな遷延性意識障害当事者とご家族ですが、「ひまわり」を一つの媒体として、痛みや困難を共有し

情報を交換することで、当事者の皆さんが安心して日々を過ごし、ご家族の介護負担や心配が軽減さ

れるように願うばかりです。ご家族とアイデアを出し合って、身近な介護やリハビリに関する身近なテー

マで勉強会も開いていきたいと思います。指筆談の体験会や当事者の方々が意見を述べ合う東海地区

版「きんこんの会」もやりたいなー。 

 

 

■ヨミトリ君支援同行 

 

そんな中、以前ヨミトリ君体験を受けられたご家族から、また来てほしいとご依頼をいただき、岡田さん

と久しぶりにお訪ねしてきました。この間に、当事者のBさんはご家族とまばたきでの意思疎通を確立

されており、いろいろなリハビリを取り入れられて体の動きも可動域が広がるなど、日々の工夫と取り

組みの継続で着実に成果を上げておられました。これは本当にすごいことです。 

岡田さんの単独支援で何ら支障はないのですが、高木が同行するメリットが何かあるとすれば、ヨミト

リ君のセッティングや操作時の状態の確認、たとえば位置や感度の微調整を、操作する手と反対の手で

指筆談で様子を書いていただくことで、リアルタイムで行っていくことができる点でしょうか。また、一

つの機器での操作から別の機器でのゲームへの切り替えなど、機器の交換やセッティングを岡田さん

がしている間の当事者の方との指筆談での雑談タイムは、ぽろっと本音を出されたり、ご家族との対話



256 

 

を楽しまれたり、介助者として気づきの多い時間です。 

前号の最後に、私はこう書きました。「表出の苦労なく話すように、語るようにあなたが自然に書くこと

ができて、一瞬でもその閉じ込め状態を忘れて解放されるなら、あなたの傍らにいられることを私はた

だ感謝して、そしてうれしい」と。今回、図らずもＢさんの方から「こうして話していると、すごく自然に書

けて自分が話せないということを忘れます」と言っていただき、読み取っている時はとにかく指先の書

字による荷重圧の増減と移動の認識に全神経を集中しているのでふいに言われたＢさんの言葉は一瞬

止まって、そして私の中に深くありがたく浸みてきました。 

ただその後に、「でもこうして話していられる時はいいけど、また話せなくなった時がかえってつらい」

と続けられました。昨年の年次大会の企画ワークショップで発表した時も、意思疎通支援の大きな課題

の一つとして挙げた「言葉が再び届いた喜びと、喜びが故に強く感じる介助者不在時のもどかしさとい

う新たな試練」。一年経ちましたが介助者は圧倒的に不足したままです。 

それでもね、Ｂさん、指筆談でお話しして、Ｂさんがしっかりとした考えを持ち、ご家族に感謝しそしてご

家族を大切に思っていることは、ご家族、そして岡田さんも高木も確かにお聞きし受け止めました。あ

なたは書くことができる、話すことができるということに、どうか自信と希望を持ってください。ヨミト

リ君操作への率直な感想もありがとうございました。課題点はしっかり持ち帰りました。日々の意思疎

通はご家族と獲得した方法で深めていくという考えも理解しました。ヨミトリ君が更に使いやすくなっ

たり新しい発明ができたらまたぜひ持って来てほしいという、ヨミトリ君との向き合い方もよくわかり

ました。今回呼んでくださって本当にありがとうございました。私たちは繋がっています。共に切磋琢磨

していきましょう。 

 

■第 17回年次大会がんばります！ 

 

来月は対人援助学会年次大会です。ヨミトリ君の「今」をお届けすべく、今年もエンジニアの岡田さんを

主発表者としてプロジェクトのメンバーでポスター発表に応募しました。選考の暁には、ポスターと共に

ヨミトリ君の実機を展示し、意識レベルが不明といわれる遷延性意識障害の当事者の方々がどのように

ヨミトリ君を操作してその意思を表出しているかをご紹介したいです。特に、本稿冒頭で書いた、圧認

識、脳波、特殊筋電で信号を取得、ユニット化されたモジュールを組み合わせる独自のシステムを知って

いただけたらうれしいです。 

 

大会初日最終プログラムの対人援助マガジンの交流会もとてもとても楽しみです。 

そして大会で新たに出会った方、再会できた方、指筆談やヨミトリ君に関心を持ってくださった方のこ

とを遷延性意識障害当事者・ご家族の方々にお話しして、いろいろな形で社会と繋がっていることをお

伝えできればと思います。 

 

No Promises.  Just Possibilities. 

確約はないです。でも可能性は常にあります！ 

あなたがわかっていること伝えたい。 
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情報を必要としている方、表出しているのにまだ伝わっていないあなたの大切な方に、指筆談とヨミトリ君

が届きますように。 

ご一緒しましょ！  

https://www.goisshoshimasho.com/ 

 

ヨミトリ君ＨＰ 

http://www.aizyoushien.com/index.php/yomitol-kun-project/ 

東海地区遷延性意識障害者と家族の会「ひまわり」 

https://pvs-himawari.wepage.com/ 

 

***** 

＜筆者プロフィール＞ 

インドネシア語・英語通訳・翻訳を経て、介助付きコミュニケーション「指筆談ヨミトリ」による意思疎通支援を

ライフワークとする。「ご一緒しましょ」代表。ヨミトリ君プロジェクト。東海地区遷延性意識障害者と家族の会

「ひまわり」役員。第 52回NHK障害福祉賞優秀賞。ヨミトリ君共同考案者。 

 

 

https://www.goisshoshimasho.com/
http://www.aizyoushien.com/index.php/yomitol-kun-project/
https://pvs-himawari.wepage.com/
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備忘録～理事長の独り言②～ 
 

 

８月某日 

園長交替のための理事会等の手続きもスムーズに進んで、４月から新しい園長の下で新

体制がスタートし、新しい支援課長や主任も張り切って仕事をしている。 

そんな中、かねての予定通り児童自立支援施設への移し替えということで中学一年生終

了時点で退所したこどもが、慣例に従って２か月間児相の一時保護所で生活してから施設

入所ということになった。それはいいのだが、その間、こちらの措置は解除せずに措置停止

するとの児相の言い分。措置停止は定員上は入所しているというカウントになるので、定員

の枠は埋まってて、事務費は入ってくるが入れ替わりで新しいこどもは入所させられない。 

またもう一件は、入所中のこどもの保護者が、入所措置の同意を翻し家庭引き取りを要求

するという事態が発生。それに対応するために児相は、学園への入所措置は解除し、身柄を

学園に一時保護委託する、ということにした。保護者との調整は児相が当たっていて、家裁

の同意を得ての法第２８条の措置も視野に入れているとのこと。この場合は、定員上は空き

があることになるが、実際は一時保護委託しているこどもがいるので、やはり新しいこども

は入所させられない。新園長も頭の痛いことだろう。 

 

8 月某日 

里親不調ということで、中学１年生時に入所したこどもがいる。入所にあたり里親さんも

児相の担当者も、「あなたが落ち着いたら、また里親さんのところへ戻れるから！」という

ことを話していた。そして、長期休みには一時保護委託でその里親さん宅への外泊を実施し

たりもしてきた。ところが、そのこどもが中学３年生になり、中卒後の進路を検討する頃に

なって少し雲行きが変わってきた。どうも「いずれ引き取るから頑張れ」というのは、当時

暴れていて里親宅で面倒を見るのが大変になった本児を、なんとか当学園に入所させたい

という気持ちから出た言葉だったようで、次第に、長期休暇の外泊も「無理！」になり、「外

出で我慢してね・・」ということになってきている。 

そのことを責める気持ちはないが、退所後の引き取りが無理なら無理で、そのことを早く

こども自身に説明し、そのうえで高校の進学先を決め、高卒後どのような生き方をするのか

を検討しなければならないのに、その事実をこども自身に告げてその事実に直面させるこ

とを、学園の担当も児相も避けているように見えてしょうがない。一人でヤキモキしている

この頃である。 

実の親子の場合は、親子関係がどんなにガタガタになって入所したこどもでも親は親な
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のだけれど、里親さんの場合は、委託が解除されてしまえば、そのこどもと関りを持ち続け

る必然性がなくなってしまう。このことは、里親制度の問題だと思う。それにしても、この

こどもがまだ幼い時に里親委託に同意した実親が、今はどこでどうして居るのか・・児相は

状況を把握しているのだろうか・・それも気になるところである。 

 

８月某日 

カール・ロジャースの「カウンセリング」を日本に紹介し、その後、独自に「カウンセリ

ング」という言葉で「人間が変わるということ」を追求し続けた友田不二男氏であるが、彼

の主張の基本ベースの一つは、「因果論的な考えを人間に適用してはいけない」ということ

である。学生時代から縁が合って、その友田氏と「カウンセリング」を追いかけてきた。 

ところが、これまで仕事として関わってきた児相や施設の現場は、「何故、そのこどもは

そのような行動をしたのか、原因は何だ・・」「原因が分かれば、手が打てる・・」という、

因果論的な考えが前面に出る世界だった。そのために、仕事の現場では因果論的な考え方を

して、カウンセリングのワークショップや学習会の時はそれを引っ込めるという、二束のワ

ラジを履くような生活を送らざるを得なかった。でもこれからは、「因果論的な考えを人間

に適用してはいけない」という友田氏の非因果論的な考え方を、安心して追求できるような

気がしている。 

（了） 

 



はじめに　 
　この夏、「エデュケーターから学ぶフランス子ども家庭福祉」の5日間研修に参加した。そこ
で、放課後タイムの時間に「すみあそび」の体験会を開催をできたこと、あらためて安發さん、
そして対人援助学会の皆様との出会いに感謝している。本当に出会いによって生かされている。次
から次へと起きていくこの連鎖に、自分自身の「在り方」もまた考えるきっかけとなった。 
　 
エデュケーターの事例が示す「大人の在り方」 
　フランスでは、心理的社会的能力（compétences psychosociales）を義務教育に正式に取り入
れた。感情を認知し、言語化する営み。そのためにまずは形にならない感情を表現することが重
要であることを教育の中で伝えているというのだ。 
「自分が身につけていないことは、子どもに伝えられない。」 
　スライドで紹介され、心に残ったのはいくつかあるが、最も響いた。これは単純だが、重みのあ
る言葉だった。大人が自分の感情や弱さに気づけていなければ、子どもの繊細さや葛藤を肯定す
ることはできない。かねがね伝えてきた、大人が自分の感受性を認めることが、対人援助の第一
歩なのだということをあらためて確認できた。実際のところ、わたしが教員になってからも悉皆
の研修といえば、技術的なものや知識理解の文脈が多く、ストレスケアや感情認知などの自己覚
知を深める研修や機会はほとんどないか、個人に任せられている。また、感情についても学校で
は「感情をコントロールする」ということをトレーニングすることに重きを置きがちで、「安心し
て出す」ということを伝える機会が少ないのが日本かもしれない。 
 
すみあそびの実践を通して 
　「すみあそび」も、そのひとつだなと感じた。今回、放課後タイムで体験の場を2日間開いた。 
「自由に」と言われて戸惑いつつも、紙の上に何かが姿を現す。書を通じて、感情あるいはそれ以
前のものが外に出され、可視化され、認識される。実際にやってもらった感想は、以下の通り。
「やっているうちに夢中になってきた」「なんでもいい、自由、と言われると戸惑う自分もいる」
「カッコつけなきゃ、何かしなきゃと思っている自分が出てくる」「自由は意外と難しい」「子
どもたちにとって書写で比べられる感覚はあまりいいものではないと気づいた」「みんな違うこ
とをしているのは面白い。表現に評価してはならないと感じた」 

櫻井育子
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　この短い体験のなかでも、「感情に気づく」「自分の中の評価軸に気づく」「人と違っていい
と実感する」といった心理的社会的能力につながる気づきが自然と生まれていたのは嬉しかっ
た。書を通して大人自身が自分の感情や気分に触れやすくなる。この経験は、そのまま子どもや他
者に関わるときの基盤になるのだと思う。 
 
他者の表現を受け止める練習 
 　書は、何かをうまく「表す」ための技術ではない。現象学的に言えば、それは「現れるもの」
として立ち上がる。線の震え、掠れ、全ての特徴は、その人の呼吸や心の揺らぎそのものだ。意
図せず現れてしまうものに、ただ立ち会う。それが書の本質だと思っている。すみあそびを通じ
て大人自身が「現れるもの」に気づくとき、他者との関わりにも同じ態度が持ち込まれる。子ど
もの言葉や沈黙、視線や仕草に「意味づけ」する前に、そのまま立ち会う。自分勝手な解釈をし
ないというその態度こそが援助においてもっとも必要な基盤であり、人権を尊重するということ
に他ならないのだ。もちろん「もっとこう書きたい」というニーズは本人のみのものである。と
ころが、子どもたちがすみあそびをしていると、やはり「こうしたら？」「漢字書いたら？」など
と余計なことを言う親もいる。何気ないと思われるこの行為自体も、「近親姦的関わり」とし
て、本人に必要以上に介入しているという状況に近いような気がしてならない。しかし、回数を重
ねるうちに、自然に「それもいいね」という態度に変化することが多い。つまり、「すみあそび」
の現場で他者の表現を見続けることにより、いつしか柔軟になっていくこともある。 
 
優先すべきは「わたし」のニーズ 
　「徹底的に自分自身を大事にする」ということが中心にあって初めて、他者理解は深まるのだ
ということ。わがままであること自体を否定的に捉えがちであるが、「ニーズを叶える」という
ことは、「自分が社会を変えていけるのだ」と言う自信になる。日本の教育は「何かができるよ
うになれば自信がついて、自己肯定感が上がる」などと捉え、発表の機会を与えたり、できるこ
とを増やそうとしたりしがちだ。しかし、それよりもまずは「君のニーズを満たすことが重要
だ」と、世界に大切にされるという体験こそが、「わたしはここにいる」という肯定感になるの
だと思う。そしてそれは、支援者こそが味わっておかなければならない感覚だと思う。 
 
安心できるコミュニティの意味 
 現在、Art Play Worker養成講座が始まり、オンラインでのすみあそび実践が広がっている。画面
越しに筆をとり、同じ時間を共にするだけで、不思議と「安心して感情を出せる場」ができてい
く。そこにはただ「そのままでいること」が受け止められる。このような場を持つことは、大人
にとって大きな意味を持つ。日々、子どもやクライエントの感情に寄り添う大人こそ、自分の内
面を置ける場所が必要だからだ。繊細さを否定せずに「大丈夫だ」と確かめ合えるコミュニティ
があることは、そのまま現場での安心につながっていくのではないかと信じている。 

 朱 紅 育 子　shukou icco（生涯発達支援塾TANE・書と生き方研究所代表） 
宮城県在住，1979年生まれ。水瓶座。書家・美術家。認知発達の視点からアートと生き方を統合する
「朱紅・書と生き方研究所」運営。既存の枠を外し続ける「フリーランス教育者」のオンラインサークル
「はみだすラボ」を現在拡張中。Art Play Worker養成講座BASIC、12月からの1期生を募集中。
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こころのたね
2025・教職員向け子どもたちの「いま」を知る

・暴力の構図を読み解く
  相談内容の中で恋愛相談も出てきました。当然最も重要な思春
期の課題であり、この部分を体験することで、自己理解と他者理
解が深まります。だからこそ、丁寧に話を聞くこと、冷やかしな
どではなく真面目に恋愛について話せる環境があることは重要で
す。日々の会話の中に、暴力の「加害者」、「被害者」になる気
配を読み解くことが重要です。
 「パートナーシップ」とは決して我慢をし合うことではなく、
「対等に伝え合える関係」です。昭和型の夫婦関係をまだ引きず
っている家庭も多く、隠れDVに気がついていない生徒も多いで
す。先生方にお願いしたいのは、「大人なんてそういうものだ」
ではなく、「健全な大人は言葉で自分の感情を説明できること」
なのだということを、さまざまな機会で分かち合ってほしいと思
っています。

・生まれてきたことへの祝福を
　「この世界に希望が持てない」という子がいました。親から否
定され、大人に話を聞いてもらうことの少ない生徒たちにとって
先生方と触れ合える機会の尊さ、そしてその時間の意味は深いな
と思っております。日々の授業を通して、先生方が目指している
ご自身の理想、世界観を、ぜひシェアしてあげてほしいなと思っ
ています。生徒が本当に欲しいのは「単位」ではなくありのまま
を見てもらえる「安心」と「承認」かもしれません。

因果律を教えず、対話し続ける

人間の数だけ、思い込みがある、という世界で子どもたちは生きていま
す。いや、大人もですね。できる限り冷静に、中庸で、バランスよくあり
たい、と思うわけですが、わたしたちはそもそも「自分の癖」があるので
それは難しいのです。例えば「好み」「趣味」「特技」も違うわけです。
当然、「習慣」も違います。

ほとんどの方が、「自分が正しい」という世界で生きているのですが、そ
の正しさというのも思い込みです。もし「普通はこうだよね」と思うよう
なことがあったら、疑った方がいいのです。「自分の普通は本当か？」
と。「みんなが言ってる」って、本当か？と。

「努力すれば報われる」でもなく「計画すればできる」でもないんです。
「何のために」努力するのか、「何のために」計画するのか、そこにそれ
ぞれの「価値観」「ニーズ」を聞き出すことで、「何をしたらいいか」が
本人に見える、ということなのだと思います。

フランスでは「子どものニーズ」を徹底的に大事にしていることを、この
夏、こども家庭福祉を学ぶ研修で聴いてきました。子どもがわたしたち大
人から見たら疑問に思うような選択をしたとしても、まずはそのニーズを
叶えることに「寄り添われる」という体験をさせる。それは、「社会に自
分がいてもいいのだ」という安心感になるのだ、ということです。そして
何よりエデュケーター自身が、常に自分の常識を疑い、チーム内で対話し
続けているということでした。

詳しくは以下に掲載しているので関心がある方はぜひどうぞ！
「エデュケーターから学んだこと①」
「エデュケーターから学んだこと②」

育子のnote

https://note.com/tanetane2016/n/n64190e391534
https://note.com/tanetane2016/n/nbe205de69f1e
櫻井育子
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中谷陽輔 

連載第１０回目です。記念すべき今回で、ここ３回の連載で続けてきた現代社会におけるコソ

ダテの大テーマ、「スマホ・タブレット」について、一区切りをつけておきます。これまで、①学業

面、②対人面、③生活面と整理しながら、いずれにおいても、子どもの心身への影響として、メ

リットを打ち消してしまうほどの大きなデメリットがあることを述べてきました。 

 

一方で、日本のコソダテ界隈では、子どもにスマホ・タブレットを持たせることへの抵抗感は、

その大いなるリスクに比べるとかなり低い印象があります。 

スマホ・タブレット所持の低年齢化が進み、「みんな持っている」「持たせていないと子どもが

可哀想」といったような風潮すら感じられます。学校では GIGA スクール構想の流れが止まり

ません。とはいえ、肌感覚として「なんかこれ、良くないかも！？」「これって子どもに持たせた

らやばくない？」と思っている保護者さんやコソダテ界隈の支援者も少なくないはずです。 

そこで今回は、スマホ・タブレットなどデジタル機器と子どもとの関わりについて、海外の動

きに視野を向けることで、日本の「今」を照らし返してみます。 

 

アメリカの動向――害の気づきと告発、そして大規模な規制へ 

巨大ＩＴ企業を多数抱える世界第一位の経済大国、アメリカ。しかし実のところ、それらの巨

大 IT 企業をめぐる内部告発・訴訟が数年前から頻発しています。 

2021 年 10 月 5 日、Facebook 社が、Instagram により若者の摂食障害等の精神疾患

や自殺が増えるデータを把握していたにもかかわらず公表せず隠ぺいしていたことなどが、ア

メリカ議会で同社元社員より告発されました。その後、議会での追及もあったりしたこともあ

ってか、子ども向けのＩｎｓｔａｇｒａｍ開発は中止となり、時を同じくして社名を Meta に変更す

る、といったことが生じました。 

ただそれ以後も、アメリカの４２の州・区が青少年の精神面に悪影響を与えたとして Meta

社を集団提訴しました（2023 年 10 月 24 日）。さらにニューヨーク市は、1４歳未満の子ども

にＳＮＳを利用させないことなどを保護者や学校関係者に求める勧告を発表(2024 年 1 月

24 日)。「巨大 IT 企業がこどものプライバシーを利益に換え、心の健康を危険にさらすのを見

過ごすことはできない」との立場を明確にしました。その後、Meta 社や Google 社など、５つ

の SNS（Instagram、 TikTok、 Facebook、YouTube、Snapchat）の運営会社に対し、

若者のカウンセリング費用などに年間 1 億ドル(約 150 億円)以上かかったとして損害賠償を

https://humanservices.jp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
https://humanservices.jp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
https://humanservices.jp/wp-content/uploads/magazine/vol58/45.pdf
https://humanservices.jp/wp-content/uploads/magazine/vol61/46.pdf
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求め提訴しています（2024 年 2 月 14 日）。 

同じく大西洋に面するフロリダ州では、より明確に、保護者の同意に関わらず、14 歳未満の

SNS アカウント取得を禁止するという法案が成立しました（2024 年 3 月 25 日）。この法案

により、14 歳未満が持つ既存のアカウントや、親や保護者の同意がない 14〜15 歳が使うア

カウントは SNS 運営会社が停止・削除する必要があります。従わない場合、運営会社に罰金を

科されることになっています。 

その他にも、アメリカ西部ユタ州でも、未成年（18 歳未満）の利用に関して親の同意を得る

ことを SNS 運営企業に義務づけ、未成年は SNS 依存症に陥った場合、事業者を訴えること

ができるという法案が成立するなど、アメリカでは州ごとの SNS 規制が広がってきています。 

 

そしてこれらの司法・行政の動きは徐々に大規模になってきています。 

たとえばアメリカの議会では、Meta 社、X（旧 Twitter）社、Tiktok 社など SNS５社の最

高責任者（CEO）が公聴会で呼ばれており、各社の取り組みが子どもを守る上では不十分であ

ると批判されているとともに、ある議員は「ソーシャルメディア会社は人殺しだ」「SNS は人を

殺している」と厳しい言葉を投げかけています（2024 年 1 月 31 日） 

 

また、アメリカではこの間、各州の動きのみならず、国レベルの規制の動きも進んできてい

ます。 

アメリカで最も権威ある医者と言われる、医務総監（アメリカの公衆衛生の総指揮官）のマー

シー氏は、ソーシャルメディアが１０代の若者や子どもに「深刻な危害のリスク」をもたらしてい

るとし、SNS を公衆衛生課題に位置付け、即座に取るべき取り組みや規制を勧告しました

（2023 年 5 月 23 日）。 

さらに、同氏は、翌年に「若者の精神衛生は緊急事態だ」として、ソーシャルメディアにタバコ

と同様の「警告文」をつけるよう法整備べきだとニューヨーク・タイムズ紙への寄稿で主張して

います（2024 年 6 月 17 日）。その内容を見ると、「ソーシャルメディアで起きていることは、

安全機能のない車に子どもを乗せ、制限速度のない道路を運転するのと同じだ」 「信号機も

ルールもない。そして、私たちは彼らに『最善を尽くしなさい。それを管理する方法を見つけな

さい』と伝えています。考えてみれば正気の沙汰ではない」とかなりの危機感を持っているこ

とが伺えます。 

 

さらに、あえて私から付け加えるとすると、車には“依存性がない”のです。たとえば、寝食も

後回しにして、何時間も、なんなら一日中、車を運転し続けるってこと、かなり考えにくいです

よね。 

そして仮に、“依存性がある”車で、子どもが積極的に乗り続け、その“依存性”により脳がハ

ックされて、子どもが全く降りることができないとしたら・・・何が起きるでしょう？  

その場合、必ず致命的な事態が起きる、というのは、火を見るよりも明らかなのです。 
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・・・このように、アメリカでは、ソーシャルメディアへの依存による青少年のメンタルヘルス

が社会問題化してきたからこそ、国家的規制の方針となってきていています。実際、過去 20

年間で青少年のうつ病や自殺行為が増加している現象について、青少年の間で広く使用され

ているソーシャルメディアの出現と一致していることがさまざまな学術論文から指摘されるよ

うになってきていました（ｃｆ. Vidal, et al., 2020）。 

それでも、国家的規制の動きが始まったのはここ 1～2 年の話です。ちなみに、タバコの規

制についても、その実害に関するエビデンスがかなり蓄積され、内部告発・巨額訴訟が行われ

るようになってからようやく国家的規制、という流れがありました。アメリカの医務総監マーシ

ー氏が、SNS にタバコ並みの規制を行うことを提言していますが、そこにも偶然とはいいがた

いような一致があります。 

ソーシャルメディア（SNS）への規制は、社会問題になってしばらくしてから国家的な規制の

方針となりました。つまり、エビデンスがかなり明らかになってきてからも、国の規制が整うま

で、何年も、下手したらさらなる年月が経ってしまう・・・そう考えると、その狭間の時代を生き

る青少年の将来こそ、私は可哀想で、心配でなりません。 

 

その他の国の動向――デジタル機器を子どもからいかに遠ざけるか 

[中国] 

アメリカに次いで世界第二位の経済大国に発展した中国。もちろん巨大 IT 企業が多数あり

ます。そんな中国でも、実はアメリカに先んじて、国家的規制が行われていました。 

 

Facebook 社で内部告発が行われた日から 1 か月と少し前の、２０２１年 8 月 30 日。中国

政府は、18 歳未満の未成年者がオンラインゲームで遊べる時間を週末（金・土・日）および祝日

の夜 8～9 時の 1 時間のみに制限する通知を出しました。その通知では、オンラインゲームは

子どもの精神を蝕む「アヘン」として非難されています。そして同年 9 月 1 日から早速、オンラ

インゲームを提供する全企業に対応を義務付けました。 

このような国家的規制に至る背景には、社会問題化する子どものオンラインゲーム依存症へ

の対策の「失敗」がありました。中国には、当時すでに、ネット依存治療施設が４００か所以上あ

りました。その治療施設の実態は、「WEB JUNKIE(ウェブ・ジャンキー)」として、ドキュメンタ

リー映画になっています。そこでは、強制的に連れてこられた若者が軍隊的な集団生活を行い

ながら、投薬・精神療法・ネット以外の時間の過ごし方を学んでいる様子が示されています。た

だ、そこまでの治療設備への投資を行っても、社会問題化したオンラインゲーム依存症の対策

として追いついていない現実が改善できず、国家的規制へと舵を切ることになったのです。 

 

・・・この事実は、オンラインゲームが自由にできる環境がいかに子どもにとって危険である
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かのみならず、この問題が、個人や家族への対応だけで解決できるような性質のものではな

いことを、よく物語っている、ともいえます。 

 

[オーストラリア] 

2024 年 11 月 28 日、オーストラリア議会では、16 歳未満の SNS 利用禁止を掲げる法案

が可決され、1 年後に施行予定となっています。 

国家レベルで子どもの SNS 利用禁止を定める法律は世界初となります。しかしながら、そ

の背景には、SNS により子どもが亡くなる事件が頻発したという悲しい事情がありました。 

なお、この法律においては、子どもや保護者への罰則はなく、SNS のプラットフォーム企業

（X、Instagram、Facebook、Tiktok など）が、子どもが接続できないような合理的措置を

講じなかった場合、最大で 4950 万豪ドル（約 50 億円）と高額な罰金が科されることになっ

ています。 

ここで重要なポイントは、中国もそうでしたが、この問題は、個人や家庭がどうこうするとい

うよりも、国が規制しないといけない問題である、と国が認めたといえることです。 

 

[フランス] 

フランスでは、2023 年 7 月に 15 歳未満の子どもが SNS を利用する際に、保護者の同意

を必須とする法律が制定されました。SNS 事業者には、法律が制定する前に登録しているユ

ーザーも含めて、保護者の同意のない 15 歳未満のユーザー登録を拒否することを義務付け

られています。さらにフランスでは、15 歳までの子どもを対象に、携帯電話を使わない日、い

わばデジタル・デトックスをする日を作ることも試行的に行われています。 

また、フランスのマクロン大統領が委託した調査報告書（2024 年 4 月 30 日）によると、ス

マートフォン含む携帯電話の使用は 11歳になるまで、スマートフォンによるインターネット利用

は 13 歳になるまで原則禁止すべきだと勧告されています。さらに SNS も、「倫理的な SNS」

を利用することが好ましいと考えられており、Instagram や Tiktok は倫理的な SNS から

は除外されています。この報告結果も受けて、マクロン大統領は、15 歳未満の SNS を禁止す

る方向で検討していると報道されています。 

なお、同じ欧州のノルウェーでも、政府が「テック企業は小さな子どもたちの頭脳にとって敵」

と表現し、SNS を利用する最低年齢を 13 歳から 15 歳へと厳格化しています 

加えて、欧州連合（EU）としても、SNS などによる未成年者へのリスクを軽減するため、プ

ラットフォーマーと呼ばれる巨大 IT 企業が守るべきガイドラインが発表されています（2025

年 7 月 14 日）。 

 

・・・さて、どうでしょう。冒頭に述べたような、スマホやタブレットを「みんな持っている」「持

たせていないと子どもが可哀想」といった風潮が感じられる日本の「今」は、ここまで読んだ皆

さんに「今」、どのように映るでしょうか。 
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世界におけるＩＣＴ教育の評価と動向――アナログ教育への回帰 

GIGA スクール構想が進んでいることも、子どもにとってタブレットが身近になる一因でし

ょう。学業面についてはすでに、スマホやタブレットを使用するほどに、成績が低下しやすくな

ると、コソダテノシンリでは結論付けていました。 

ただそのことを指摘するのは当然、私だけではありません。そこで今度は、GIGA スクール

構想が謳う、ICT 教育について、世界の動向を見ていくことにします。 

 

まず、国連における教育科学文化機関であるユネスコ（UNESCO）は、その年次報告書にお

いて、スマートフォンが学習活動を妨げる可能性があるため、学校でのスマートフォン使用を禁

止するよう警告しています（2023 年 7 月 26 日）。 報告書では、スマートフォンが近くにある

だけで学習に悪影響を及ぼすことも指摘されています。そして実際、ベルギー、スペイン、英国

で、学校にスマートフォンの持ち込みをさせないようにしたところ、学習パフォーマンスが向上

したという調査結果も示されています。 

また、この報告書の時点では、校内でのスマートフォンの使用を禁止している学校は 4 分の

1 にも満たないこともわかりました。ちなみに、前章であげたフランスでは、いち早く、2018

年、幼稚園から中学校までを対象に、校内でのスマホを全面的に禁止する法律が定められてい

ます。ただその後、小中学校において、スマホ・タブレットなどデジタル機器について、学校生活

における教育目的以外の使用、たとえば授業中・休憩中問わず、娯楽目的での使用を禁止する

方針を打ち出す国や法律制定が増加しました（2024 年～オランダ、2025 年～ブラジル・デ

ンマーク・ベルギー・フィンランドなど） 

 

これらは、スマホやタブレットを身近におくことで、学習への集中力が下がることなどが理由

として挙げられており、学業面について述べた際の「Brain Drain」という現象で説明可能で

す。さらに、教育目的でのタブレット使用についても、良い効果を示す信頼性の高い研究とい

うのはいまだ存在しません。むしろ、その悪影響は、脳の発達の観点から明確にあり、その影響

は低年齢ほど重篤なものになりえます。 

 

このことを裏付けるように、ICT 教育から一転、アナログな「紙の教科書」に回帰する動きを

取っている国が複数あります。 

その代表格は、北欧の IT 先進国スウェーデンです。もちろん ICT 教育にもいち早く取り組

み、２０１０年から、1 人 1 台のデジタル端末によるデジタル教育を行っていました。しかしそ

の間、PISA（OECD 生徒の学習到達度調査）は著しい順位低下があり、全科目が OECD 内で

も平均以下となり、北欧諸国で最下位となる科目もでてきました。 

そこで政府は、子どもたちの良質な紙の本への接触機会が不足し、スマートフォンなどのデ

https://humanservices.jp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
https://humanservices.jp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
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ジタル機器の使用時間が長いことを問題視しました。そして 2023 年に法改正が行われ、デジ

タル教材か否かを問わず「印刷されたものを教科書」と定義し、スウェーデン政府は、学校教育

庁が提案した学校制度の国家デジタル化戦略を進めない方針を打ち出しました。特に低年齢

層では、紙の本に触れ、読み、手で書くことを重視し、教育は基本的にスクリーン無しで行うべ

きであると、電子スクリーンに触れる時間は減らす方向性を明確にしました。 

 

また、フィンランドでも、一時期は PISA の高水準を背景に教育立国として注目を集めてい

ましたが、ICT 教育導入後の PISA の順位低下を受けて、デジタル教科書を紙の教科書に戻

す自治体が増えてきています。 

加えて、日本の隣国である韓国では、教育改革として、AI によるデジタル教科書を 2025

年度から全国一斉導入することになっていました。それが、「デジタルデバイスへの過度な依存

や読解力・思考力の低下が懸念される」といった国民世論や教員の 9 割以上の導入反対の声

を受け、AI デジタル教科書の導入は急遽停止。結果的に「補助教材」という位置づけとなり、使

用するかどうかは学校・教員の裁量に任されることになりました。 

 

これらの諸外国の動きをみると、「GIGA スクール構想が教育の最先端！」「1 人 1 台端末を

実現した！」なんて喜んだりすることには、かなり慎重になったほうがいいように思えてきま

す。むしろ、今の状況を放置するとしたら、日本全体としての学力はどんどんと低下していくと

いう予測が、決して望まない形で当たってしまうように思えてなりません。 

なお、今回述べたような諸外国の動向は、今年の 4 月、子ども家庭庁でようやく議論された

ようです（インターネットの利用を巡る青少年の保護の在り方に関するワーキンググループ第

5 回）。先の予測が外れるような、具体的な施策を検討・実行できるようであってほしいと、心

より願っています。 

 

改めて、日本の現状――違和感が「なぜか」広がらない？？  

今回の原稿でもたびたび言及している PISA の結果ですが、以前、学業面について述べた

際、2015 年の結果ですでに、学校におけるパソコン台数が多いほど「数学リテラシー」が低い

こと、授業中にインターネット利用頻度が多いほど「読解力」が低いことがデータから示されて

いることに触れました。ちなみに、PISA の結果の翻訳版としては国立教育政策研究所が出版

していますが、それらの結果は「なぜか」記載されていませんでした。 

そしてその後、予定通り、文部科学省は 2019 年、GIGA スクール構想をスタートしました。 

 

今回述べた各国の動向だけでなく、今回まで 3 連続で記載してきた内容は、インターネット

でも十分に得られる情報であり、事実、日本語で読める文献も多数あったかと思います。ただ、

「なぜか」、こういった情報は、日本国内であまり、というかほとんど知られていません。 

https://humanservices.jp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
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・・・少々話は変わりますが、本テーマに関することで、昨年 11～12 月に「文春砲」が放たれ

たことをご存知でしょうか。 

その名も、「デジタル教育で日本人がバカになる！」として、気合の入った 4 回シリーズとな

っています。特に初回記事の反響は大きく、読者による人気記事ランキング（2024 年 11 月

19 日付）でも、第２位にダブルスコアの差をつけた第１位となっていました。 

・・・が、この「文春砲」について知っている人は、これまたほとんどいないのではないのでし

ょうか。 

 

「文春砲」といえば、どこぞの芸能人のスキャンダルを暴き、その翌日にはすぐさま、テレビ

でもネットでも大いにニュースになるイメージがあります。ただ、これだけ読者の人気があった

記事について、その人気に応じた規模で取り扱ったテレビや報道を、少なくとも私は知りませ

ん。 

 

ちなみにですが、もし本稿で週刊文春の 4 回シリーズに関心を持ったとしても、楽●マガジ

ンからは見れないようになっているようですので、悪しからずご了承ください。他でもない私

が見ようとしてサービスを開きましたがどこにも見当たらず、雑誌本体を購入しましたから間

違いありません。オンラインサービスとしての楽●マガジンは、「本サービスは、紙版と一部内

容が異なります」と注意書きにも書かれています。人気があったはずの記事ですが、「なぜか」

省略されたようです。 

 

再び話は変わりますが、真偽の詳細はさておき、日本のメディアは、広告主にとって都合が

悪い情報はほぼ全く報道されない、みたいなことをよく聞きますね。たとえば、とある業界で

はかつて、あの人に睨まれたらタレントきてもらえないから、その人に都合の良くない事情を

知っていても、一切報道はしない、みたいな。 

 

ということは、子育てと「スマホ・タブレット」に関する、科学的・合理的な情報がそこにあった

としても、その情報が「スマホ・タブレット」を売る側の IT 企業にとってネガティブなものだっ

たとしたら・・・そして、報道元が「スマホ・タブレット」を売る IT 企業や関連会社からの広告費を

もらっていたら・・・その情報は、一切報道されない、といったことは、十分あり得ますよね。 

 

今の世の中、巨大 IT 企業が多くの収益を上げていることからも、その広告費は莫大な規模

だと想像します。そしてそういった広告費からフリーでいられる報道元というのが、どれほど

あるのか。私にはわかりません。 

ただもしかしたら、世論の関心度がいくらあっても、大手テレビや IT 企業側が積極的に流す

情報源に頼っている人ほど、正確な情報が入ってこず、非科学的・非合理的な結論（たとえば、
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ですが、コソダテにおいてスマホ・タブレットを安易に活用しようとする、とか）に至ってしまう、

という皮肉が生じてしまっているのが、日本の現状なのかもしれません。 

 

・・・ただ、もし本稿をもって違和感を持った方がいたら、このテーマについて、精力的に活動さ

れている団体が大きく二つありますので、ご参照いただけたらと思います。 

① ネット健康問題啓発者養成全国連絡協議会 

(Networking Conference of Enlighteners Training for Health Effects on Internet Use; THInet)  

HP： https://net-kenkou-youseikyo.com/ 

② スマホ依存防止学会 

（Prevention Initiative against Smartphone Addiction; PISA) 

HP： https://uruuishishunki.wixsite.com/mysite-1 

 

正直なところ、私がこれまでお伝えしてきたスマホ・タブレットの子どもの心身への影響につ

いても、それらに属する方々から得た情報がかなり多いです。 

いずれにせよ、私は、それらの情報源に一定程度自ら触れつつ、吟味した結果、子どもの健

やかな発育において、スマホ・タブレットの安易な所持・使用は、「百害あって一利なし」という

のがコソダテノシンリだと、断言したいと思います。 

 

もちろんそれらの情報源にあたるかどうか、そこから得た情報をどのようにとらえるかどう

かは、皆さん次第です。 

ただ、私自身、ここのテーマをもとに手の届く範囲の人と意見交換をしたりもしますが、思っ

た以上に、違和感を持つ親御さんや支援者の方は多いです。身近な人、迷っている人がいたら、

ちょっとこんなことを聞いた、と伝えて話し合ってもらいたら幸いです。 

 

・・・現代日本で「コソダテ」をするうえでは、自分の目の前に入ってくる情報を漫然と受けと

るだけではなく、その情報がなぜ・どのように取捨選別されて出てきているのか、本当に必要

な「シンリ」とは何なのか、を見極めることが不可欠になってしまっている。 

・・・このことを、コソダテノシンリとしても重要である、と強調しておくことで、第１０回目を

終えておきます。 
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＜プロフィール＞ 

児童福祉施設の相談員。資格は、公認心理師、社会福祉士、臨床発達心理士など。 

大学院に進学後、研究者の道から方針転換して子ども福祉臨床の現場に飛び込み、    
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被爆８０年によせて 

  １９４５年８月６日午前８時１５分。広島に人類史上初の原子爆弾が投

下されて今年で８０年。今号では、ヒロシマと核、戦争、平和について書こ

うと思います。 

 

「広島の平和教育」 

  広島市の小中学校では、学校教育の中で原爆や戦争についての学習をし

ます。８月６日は登校日で全校生徒で平和祈念式典を見て、平和について考

えます。広島市立の小中高等学校では「ひろしま平和ノート」という教材が

あり、系統立てて平和学習を進めます。プログラム的にはきちんと系統立て

られており、核兵器や戦争に対して様々な角度から学習することができます。 

 

広島の平和教育の落とし穴  

  しかし、プログラムのすばらしさや広島の先生たちの熱意はあれど、ひ

ろしまの平和教育を実際に受けて育った子どもたちの中には「核兵器反対」

「戦争反対」って言っておけばとりあえず正解でしょという印象をもってい

る子どもや強烈な恐怖を植え付けられている子どももいます。 

 

多文化共生の中のひろしまの平和教育  

  また、外国籍の子どもたちも年々増えていることも平和教育の難しさに

なっています。私は授業中「日本め、原爆落ちてざまあみろ」といったこど

もに出会ったことがあります。この発言に私は大変考えさせられました。今

現在の私の平和教育への考え方の原点になっている大切な言葉でもあります。 

 

佐藤優さんと学ぶ中高生のための世界の安全と平和フォーラム 

先日、表題のフォーラムのお手伝いをしてきました。フォーラムの中で佐

藤さんは中高生たちに「広島の平和学習はとてもよくできている。しかし、

それは 守破離でいう守の部分。高校生、大学生は破離の部分にステップア

ップしなければならない」とおっしゃっていました。また、そのためにも「核

兵器反対」「戦争反対」という立場の人ともダイアログ(対話)することが必要

とのこと。なるほど！！。 

アインシュタインとフロイトの話 

  先述のフォーラムでは課題図書がありました。「ひとはなぜ戦争をする

 平成 31 年４月９日 ～みんなで～ 

対人援助マガジン ６２号 

令和 ７年 
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のか」です。この本は、１９３２年、第２次世界大戦直前。第１次世界大戦

で多くの人が犠牲になった後、再び戦争の気配が高まってきている時期、国

際連盟が「有名な知識人同士で平和について語る企画をたて、アインシュタ

インがフロイトを選び、書簡の交換をしたというものです。 

  アインシュタインはフロイトに「戦争はなぜ繰り返されるのか？国を滅

ぼし、人を苦しめるのに。だから法律のように国際的なルールと強制力があ

ればいいのではないか？でも、人間は感情的になるから宣伝にのせられて戦

争を支持するからどうしたら人間の心は変えられるか？」聞きます。それに

フロイトは「人間には生きたい、仲間とつながりたい、守りたいという生命

本能(エロス)と壊したい、支配したい、相手を消したいという死の本能(タ

ナトス)がある。戦争はこの死の本能が爆発した形。そして暴力は古いルー

ルで動物も力の強いものが勝つ。人間も根っこは動物。戦争を減らすのには

強く国際的なルールを作ることと人の心を教育すること(知識や事実を広め

戦争の美化する嘘に騙されないようにする。そして仲間意識を人類全体に広

げること)であると答えました。 

  第２次世界大戦がはじまる前にこんなことを話していたお二人。本当に

すごいなと思います。 

 

佐藤さんのお話 

  フォーラムで佐藤氏は、核廃絶を目指すためには、核だけに焦点を当て

て考えず、様々な視点から考えほしいと言われました。核兵器だけではなく

核の平和利用のこと。核を平和利用をしたら経済はどう動くのか。その平和

利用しようとしている国の歴史や背景。問題を多角的に広く見るということ

でしょうか？そしてそのために一生懸命勉強してほしいともいわれました。 

 

私の所感 

  実は、私は被爆２世です。母は、０歳で入市被爆し、被爆者となりまし

た。祖父は、職業軍人で８月６日は広島に勤務しており被爆しました。私個

人は核と人類は共存できないと思っています。核兵器は悪で、核抑止など許

されるものでは二と思っています。しかし、私は教員として多角的に戦争や

核兵器、平和について子どもたちに伝えてきたのか佐藤氏のいう守の部分を

きちんとやってきたのかと最近考えます。被爆８０年に「伝えていく」責任

だけではなく子どもたちに「何を伝え」「どのような力をつけるのか」を考

え、実践していきたいと思っています。 
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社会科の授業を対人援助学の視点から⑩ 

2025 年 8月 内田一樹 

 

1.はじめに  

前回は子どもたちの 2024 年度の年度末の課題文の感想の表現から、「見ること」、「聴くこと」に着目して考

えた。そしてそこには当事者の方たち（スタディツアーで出会う人たち）の「語り」とその語りをスタディツ

アーの参加者として「聴く」〈わたし〉の関係があると書いた。 

 「伝承」という言葉は「伝える」「承ける」の 2つの構造からなっている。子どもたちが伝えられたことを

「承ける」、そしてそれを誰かに「伝える」という営為は、どの話を引き受けるかというところからゆだねられ

ている。様々な可能性に開かれている。だからこそ子どもたちは主体的にならざるを得ない。誰か代わりの人

がいるということでもない。 

そしてこれは「なぜ東北なのか？」という問いとも直結する。「阪神と復興」「熊本と復興」「能登と復興」で

はなく、「東北と復興」の理由。この講座が目指している子どもたちの姿は平和を希求する、不正や不公正をゆ

るさない市民の一人として生きていくようになることだ。さらにそこにはこの社会を生きていく一人の主体と

してあることが求められる。小さな声を丹念に拾い上げること、語りに耳を傾けることが、さらなる自らの語

りの可能性、多様な意味付けへと可能性を広げている。 

この間考えてきたのだが、きっと対人援助学・対人援助職・対人援助者につながる視点、「種」のようなもの

を植えることが高校社会科の授業ではできるのだと感じている。それは小学校や中学校とは違う高等学校の発

達段階にある子どもたちだからこそできるものでもある。小学校や中学校で学んできたことや自己のアイデン

ティティについて考える時期（進路やキャリアともかかわるかもしれない）だからこそ、子どもたちが見つけ

ることが「種」があると思うのだ。そしてその「種」は大学・大学院での研究やフィールドワークによってよ

り芽吹き、花を咲かせていくのだろうと思う。では子どもたちが見つける「種」とは何か。そしてそのための

「種」を見つけるために教員ができることは何なのかを、これから数回に分けて考えていきたいと思う。それ

は「道徳」ではない。あくまでも社会科教育や高校での教科教育、あるいはホームルームでの活動とつながる

ものとして考えている。 

 

2.「応答責任」と「興味」「関心」 

宮地尚子はトラウマの環状島という理論を打ち出した。それは支援者のためのサバイバルマップでもあり、

トラウマをめぐる当事者、支援者、傍観者のポジショナリティを「環状」の島の中で表現し、〈内海〉〈外海〉

〈内斜面〉〈外斜面〉〈尾根〉〈風〉〈重力〉〈水位〉などの用語を駆使しながらトラウマの周りで何が起こってい

るのかを明らかにしようとしたものである。 これらの背景にあるのは先述したハーマンの加害者と被害者、そ

してその間にいる第三者がどのような振る舞いを求められるのかということだ。実際に 2024 年度の福島県浜通

りスタディツアーを終えた後に、この「環状島」理論を例に、自分達の立ち位置について生徒たちに問うたと

ころ、当事者でも支援者でもない、かといって傍観者ではいられないので、〈わたし〉は外海を泳いでいき、そ

の波打ち際から外斜面を登ろうとしているところだと表現した生徒がいた。 

旅人として石巻や浜通りを訪れた高校生である〈わたし〉たちは、語り手の話を「聴く」ことによってその後

どのような立ち位置をとり、そしてどういった反応が生じているのであろうか。ここでは教育学者であるガー

ト・ビースタの教育学の理論も応用しながら考えたい。 

スタディツアーの中では見ることや聴くことを通して、人びとの声・物語・顔{表情・所作・雰囲気｝/展示

物/建物/風景/音など…の「世界」との出会いを「経験」する。そこに〈わたし〉が相対したとき―「我々の独

自の、特異な声を要求する」、「我々がいる状況によって「要求される」―レヴィナスが提示しようとしたよう
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に他者の顔に要求される―応答責任を引き受ける方法なのだ。他の誰かが我々に代わってこの応答責任を引き

受けることはありえない。」 という状況に陥る。しかし「世界」との出会いによって、スタディツアーの中で

〈わたし〉が要求される「応答責任」は、放棄することができない。なぜならば、「応答責任を引き受けないよ

うにするためには、我々は、何かを「忘却」しなければならない」 からであり、それは先述したハーマンのい

う「加害者に加担すること」、あるいは宮地尚子の理論で出てくる「傍観者」としてのポジショナリティをとる

ことになるからだ。そのため〈わたし〉が要求される「応答責任」と向き合わざるを得ないが、そこでは〈わ

たし〉の思い通りの言葉/行動ができなくなる＝conflict と出会うことになる。この出会いに対して〈わたし〉

は次の 3つの方策で対応することができる。  

①「世界」の破壊（出会ったものの否定「責めたてる」） 

②「自己」の破壊（出会ったものから身を引き、世界の中の自己の存在も否定） 

③「世界」の存在と「自己」の存在の中間点にとどまり続ける＝対話 

そしてこの 3つのうち、③中間点にとどまり続ける＝対話の場所が独自の〈わたし〉が存在する＝「成長し

た仕方」が達成されるような場所となる。その中間点は、「対話は決して終わることのない、どこまでも続く挑

戦」「継続し持続する活力、注意、関与を求める」「純粋な自己表現の場ではなく、私たちの自己表現が制限さ

れたり、中断されたり、応答されたりする場」としての性格を帯びており、「中間点＝対話」という不断のプロ

セスの渦中に留まり続けることによって、「現実のために」〈わたし〉たちが世界の中に存在するということ、

〈わたし〉が何をなすか、〈わたし〉がいかにあるか、という〈わたし〉が問われることとなる。そのため中間

点に留まり続けることによって応答責任を引き受ける独自の〈わたし〉が「まどろみからの目覚め」として、

現れ続ける。そしてその結果「成長した仕方」での存在の質、あるいは存在することの質は、「私たち自身の人

生と、他者とともに生きる人生にとって、私たちが望むものが望ましいものなのかどうかと問うことによっ

て、私たちの欲望が点検された現実を受け入れるプロセス」 であり、この問いは常に「欲望の中断」をともな

っている。 

そのためスタディツアーにおける教員の役割とは「世界」との出会いを経た生徒たちを「中間点」に留まり

続けるようにすること、である。時には励まして「中間点」にとどまらせたり、時には「一時撤退」の安全圏

を確保することも含まれるだろう。それを見極めながら、子どもたちに声をかけていくことになる。 

こうした「世界」と「自己」の 2つの「中間点」にとどまり続けることによって、生まれるものが interest

「興味・関心」である。堀江宗正によれば、フロムは「「関心 interest」という言葉は、本来はラテン語で「間

に存在すること inter-esse」を意味していた」ため、「人と人との間に存在するがゆえに、人は他の人に関心を

抱くのである」と考えていたという。さらにこうした本来の（原義としての）「interest」の意味に近い日本語

の言葉は「関心」で「能動的に関わろうとする心構え」であり、逆に現代的な「interest」用法に近いものが

「興味」で「感覚を通して受動的に心をかき立てられ、引きつけられる様」だそうだ。 デューイも「interest

興味」について考えており、「（ⅰ）能動的発展の全体的状態（ⅱ）予知され、望まれた客観的な諸結果、（ⅲ）

人間の情緒的傾向」 としている。フロムとの共通点は「能動的」であるということだろう。そのうえで、ある

人が何かに興味（interest）をもっているといわれるときの強調点は、「ある対象に夢中になっていること、熱

中している事、心を奪われていること」あるいは「油断なく見張ること、気にかけること、注意深くするこ

と」といったその人自身の態度に置かれている。「興味、愛情、関心、動機づけ、というような語は、予知され

たものが個人の運命に対してもつ関係や、ある起こりうる結果を獲得するために行動したいと思う彼の能動的

欲求を強調する」 という。デューイもフロムも「interest」の語源から、「間にあるもの」として考えてい

る。しかしフロムが精神分析医として語り手と聴き手の「間にあるもの」として意識したのに対し、デューイ

は教育学の観点から「行為者とその目的」との「間にあるもの」として考えている。デューイによれば、「最初

の段階と完成段階との間」にある「通過すべき過程」＝中間情況は時間がかかるものであり、 それゆえに、中

間情況にあるものはすべて「興味あるもの」となる。この中間情況は、ビースタの言う「中間点」に近い言葉
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であるが、デューイの中間情況が、「最初の段階と完成段階」との間であるのに対して、ビースタは「世界と自

己」の間であるという点で異なっている。ただし、ビースタの「中間点」においては、「継続し持続する活力、

注意、関与を求める」ということもあるため、その点においては、フロム、デューイの「interest」の概念と

重なる部分がある。ここで出てくる中間情況、あるいは中間点に立つという事は中立であるということではな

い。中立が「どちらでもない」ことに対して、中間点は「どちらでもある」ということである。ビースタの世

界と自己の中間点に留まることも、デューイの最初の段階と完成段階との時間的な間に自己が存在すること

も、どちらでもないという「中立」とは異なっている。ただし前者が「存在」の中間であるのに対して後者は

「時間的中間」である。この 2つの異なるベクトルを重ね合わせた中間点とはどこにあるのだろうか。世界も

自己も否定せず、最初の段階と完成段階の間のプロセスに自分を置き続けるということ。この点に置き続ける

ことで、人は成長し続けることができるのではないだろうか。その場合には教員の役割とは成長の方向を示す

ことであり、中間点に留まれるよう（時には一時撤退も認めつつ）教えていくことでは無いだろうか。 

このことを示唆する生徒の感想として以下のようなものがあげられる。 

 

・「自分にできること」に立ち尽くすような気持ちになることも多くあった。学んだ責任を果たせているかという問いが常に

あった。そんな中で「東北のことを忘れない」「考え続ける」という言葉をきいても、それだけでは何も力になれないのでは

ないかと無力感を感じていた。しかし学びを重ねていくうちに、それしかできないのではなく、それができるのだという風

に響くようになった。自分ができることを問うてそれが抽象的であっても意味がないと切り捨ててはいけないのだと思っ

た。 

・国が進める政策によって苦しみ続ける人がいることを知った。これは福島だけに限らない。水俣病や、沖縄戦、その他

にも社会で起こる様々な問題に言えることだ。国の利益のため、一部の人が犠牲になる。しかし、私は一概に国が悪い

と言えない。なぜなら私は国が取り組む政策によって利益を得ているからだ。そうなると、私は間接的に「加害/悪」とい

うことになる。 

問題はこの事柄に「当事者性」が関わってくることだ。当事者性がないと考えないこともできてしまう。私自身、今回の

ツアーを通して、なんだかとても重たいものを背負った気がする。それは今まで学んできたことを通じて、私が当事者性

と少しずつ向き合い始めているからだと思った。学び舎ゆめのもりで南郷さんがおっしゃっていた「高校生の時に思った

課題意識をそのまま持っていたら…。」という言葉と、メンバーでの振り返りの際にでた「社会の流れの早さについていけ

るのか」という問題。私達が学んでいく内にも原子力再稼働への道は進んでいってしまう。だから、私は今、自分が向き

合い始めた当事者性や、問題意識をこのまま持ち続けていたい。 

・いろいろなところで私たちの立場や目指しているものって何なんだろうと感じた。まだ知って、感じて、考えることも完全

にできていないのに、知ってしまった。聞いてしまった。から語り継がなくちゃいけない。下の人に繋いでいかなくてはい

けない義務が生じてしまった。これから私はどうしたらいいんだろう。何かしなくちゃいけないと思う焦りは感じているけれ

ど、私には何ができるんだろう。行動してそれが間違った、現地の人には迷惑な事にならないとは言い切れないから怖く

なる。そんなことを考えさせられるスタディーツアーだった。 

・「東北」と「復興」に対しての考えを述べる中で、ずっと悩むのが自分の立ち位置である。つまりは自分のポジショナリテ

ィ。もちろん被災当事者ではないので自分事には中々なれないが、決して他人事ではない。自分には厳然と加害性があ

るわけで、いわば加害当事者という当事者の一種なのかもしれない。加害責任があるから決して他人事ではないのだ。

自分の「東北の復興」をまとめると、それは加害当事者の「ごまかし」（理解した気になってしまっている、惨事便乗型資本

主義）と被害当事者の「あきらめ」（帰りたかったふるさとがない、震災トラウマ復興ストレス、分断・対立）。 

じゃあ自分はどこにいればいい。宮地尚子の「環状島＝トラウマの地政学」に出てくる環状島の論理を自分に当ては

めて立ち位置を考えてみた。非当事者の自分たちは、支援者と傍観者の二択に分かれているらしい。どちらも腑に落ち

ない。支援者と思える行動や考えをしているわけでもないし、傍観者と思えるほど無知・無関心ではない。自分の立ち位

置を模索している中、腑に落ちる表現があった。それは立命館大学の村本教授の「証人」という言葉だ。環状島のどこに
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いるのかはまだ分からないが、今は証人という言葉に納得している。これで悩んでいた、自分の行動や考えも少し明確

になった。証人になるということ、それは被災当事者の証言や背景を理解していくプロセスであり、代弁（もちろん理解は

しきれない前提）するという事であると考える。 

・おそらく、2023 年度のどこかのレポートで「自分ごととして」とか書いた気がする当時の自分にとっては激しく納得はし

ながらも、衝撃であった。自分ごとにはしきらず、自分ごとにしようと近づける、自らの立ち位置を考えつつ、あくまで第三

者としてどう当事者に関わっていくのか、それはともかく、加害、被害者に続いて当事者は我々目線から何を持って当事

者といえるのだろう、全く自信がないので是非教えていただきたいくらいであるが、考えるに「ある話題について聞き手よ

り核(出来事の確信)に近い人」のこと何ではないかと思う。当事者の条件に、出来事についての“体験”があるかを含ま

せるか悩むがしかし、核からどこまでが当事者か定めることは難しいことから話し手、聞き手の“比較”で当事者(真には

当事者性が高い)を判断することができるように思う。（中略） 

 次に東北と復興を受講する中で自分の中に疑問というか、悩みがうまれた。それは去年度と比べて、興味深さや学び

は深くなったけど、「楽しくなかった」。(つまり苦しかった)去年度、楽しめていたのが間違っていたかどうかは後にして、純

粋に震災に関する出来事や事実を知り心が苦しくなった。という苦しみはあるにせよそれではなく、東北と復興という学

びの場において目の前(想像上の目の前も含む)の出来事について向き合うこと(考えること)を余儀なくさせられる、大袈

裟にいうと強要される。ということに苦しみを覚えた。ズバリ、自ら乗りに行った船ではあるが、最大 2年分の蓄積という

意地があるし、何にせよ、伝承的行動という成果を上げるまでに「考える」という過程を通過しなくばならず。逃げるに逃

げられないのだ。いや、成果や意地を捨てても苦しみというものは一方的に向かってくるかもしれない。そして、知ってし

まった以上、逃げるということが、ハーマンの言っていた加害側の行動と類似してしまう。去年より悪化した原因は、自分

の中で東北と復興が基礎から発展に難化したことと、考えることを分かち合うクラスメイトがいなかったからであり、さらに

その原因は自分の年上以外にずかずかいけない性格や、ひとりで考察を完結したこと。が大きいように思う、そして反省

する。改善した先に来年度の東北と復興はないが。 

 しかし、前にも問うたように楽しいということが良いのかということも考えると、改善点こそ見直すべきだがむしろ頭を抱

えて悩み悩み、追い込まれる方が東北と復興ではいい学びを得られるような気がする。だからこそ、東北と復興と自由の

森と内田一樹という環境で学ぶのがたった 2年で終了してしまうのは、とても悔しい。 

・では私は今後どうやって関わっていったらいいのだろうか。いろいろな人から話を聞いて、感じて、考えて。人に繋いで

いかないといけない責任を今私は持っている。この責任をどうやって果たすのがいいだろうか。自分の中に知識を蓄え

てから今後増え続ける東日本大震災を経験していない世代に伝える？もう少し現地に近づいてみる？それとも責任を

放棄して傍観者に回る？いろいろな選択肢があって悩んでしまうが、今のところは責任を放棄するのだけは避けたいな

と思っている。たった一年間少しの時間学んだだけの人間が結論を出すのはまだ早い。今後も考え続けていこうと思う。 

・正直よく分からない。分かったなんて言えないのは、もちろんのことだが、東北の方達に僕が何かをするべきなのか。そ

の一つが、知ることだと思うが、僕が知ったとて、去った人が戻る訳でもない。 

僕が考えているのは、「みんなで考える」ということだ。復興とはどうあるべきか、も大事だけど、それにはまずこの「みん

なで考える」が必要だと思う。双葉屋旅館の女将も、大熊未来塾の木村さんも、似たことを仰ってくれた。でもそれは、と

ても難しいことだ。何故なら、考えるには知らないといけないし、知るには、行動しないといけない。俺ら、「東北と復興」を

受講した人は、確かに自分で選んだものの、結局は内田がこの授業をやってくれてなければ、行けなかったと思う。中に

は、受講してなくても、自分から行く人も、いないとは言えない。でも、そんな人、この受講者の中の、一人や二人だと思

う。俺は、胸を張って「行けた」と言えない。そして、受け身の「知る」という行為には、本質というか、本音は見出せないと

思う。（この受け身の「知る」とは、自分ごととして考えていないや、この出来事がそこだけの時間軸で完結していると思っ

ている人のことだ。）自分から「知る」意欲があることを示して、それでやっとスタートラインに立てると思う。そうやって、自

分から行動しなければ、見たもの聞いたことが、その情報としてその状態で止まってしまい、深めることもできない。それ

に、スタートラインに立ったからといって、被災者の本音というゴールが自分の前にあるとも限らないと思う。そんな自分

の身を、心を削りながらのことが「みんな」で、出来るだろうか。「知る」ことですら難しいのに、「考える」まで、「みんな」
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は、及ぶのか。インターネットが普及して、AI まで発展して、授業はタブレット一つで行えて、どんどん人と関わらずに、

生きることが出来て、（それを生きるとは思えないが）手をつけられなくなる。どうすればいいのだろう。そもそも、考える

必要がないと思っている人とか、それすらも無い人を、原発というものに、何かのかけらでも、自分に責任があると思え

ない人は、見捨てるしか無いのか。しかしそれは根本の解決には、至っていない。それに僕は、それを諦めちゃいけない

と思う。「皆で考える」必要があることを知ったのだから、そこにも僕らが、追求しなきゃいけない責任があると思う。 

・「東北と復興」講座を受講して、学ぶことができて本当に良かったと思っている。東日本大震災について関心を持って、

沢山のことを知れたことはこれからを生きる上で大切なことであり、また、知ったことはこれからの世界をつくる上での責

任を負ったことでもある。一年間で学び終えた訳では決してなく、この問題はこれから先ずっと考えていかなければいけ

ないと思う。講座の中で何度も苦しくなって、でも実際に経験した訳ではない自分が苦しいと思うことに申し訳なさみたい

なものを感じたりして、すごく悩みながら取り組んだので、これからも自分の心をダメにしてしまわない程度に、大切にし

ながら考え続けていきたいなと思う。 

・三年生という一番最後の年で一番難しい話で、自分が何を言えばいいのかぜーんぶ分からなくなって時間がたっても

全然まとめることができない。時間が足りない。しかし知って、触れたからには伝えるために学び続けなければいけない

と思った。卒業しても今回のスタディツアーで聞いた言葉は大事にしていきたい。ぐちゃぐちゃだけど今言葉として書ける

ものはこれくらいです。言葉って伝えるって難しい。これを私は今後どうやって言葉にしていけるのか考えなければいけ

ませんね…。 

 

学びの「苦しさ」は「分かった」と「分からない」のはざまにいることからくるものである。ある生徒はス

タディツアーの振り返りの夜に見た景色や聴いた話などのスタディツアーでの学びを「知っちゃったから責任

から逃れられない」という言葉で表現した。「知っちゃったから」という中動態的表現は、この学びのはざまに

いる様子を伝える言い得て妙な表現だと思う。ここで面白いのは当時、高校２年生の言葉にある「受け身の

「知る」という行為には、本質というか、本音は見出せないと思う。（この受け身の「知る」とは、自分ごとと

して考えていないや、この出来事がそこだけの時間軸で完結していると思っている人のことだ。）自分から「知

る」意欲があることを示して、それでやっとスタートラインに立てると思う。」という言葉が、この「興味」と

「関心」の意味を説明しているところだ。「本質というか、本音を見出」すために能動的に「知る」ことが重要

だと言っているが、これは「関心」に他ならない。そしてそれは原義としての「interest」に近い。 

 

3.分かった・楽しさを目指すところとの違い 

 授業の目指す姿として、子どもが「分かった」ということ、あるいは「楽しい！」と思うことを目指すこと

が現在では一般的であるそのために教員はいかに子どもが「分かりやすく」、「楽しい！」と感じることができ

るようなモノを用意できるかが求められているように感じる。先日、とある研修会でこの「東北と復興」の実

践報告をした時にある教員から次のような感想をいただいた。「社会科の教育をしていて子どもたちに他人事で

はない、自分事としての感想を言ってもらうかをずっと考えてきた。どうしたら良いか悩んでいた。だから今

回聞いていて「当事者」と同じにはなれないっていう声かけは考えたことがなかった。でもこの授業を受けて

いる子どもたちは、どの子の感想を読んでいても自分事として考えていて感動した。」というものだった。 

「分かりやすくない」ことが、「理解できない」こととされ、その結果として生じている「楽しくない」、不

快な感情が悪いことのように語られることが教育、とりわけ教科教育の場面では多い。社会科教育においても

同様である。もちろん子どもたちにとって「理解できない」状態にすることが良くないということは、半分私

も同意である。実際授業をしていて、どのように説明するか、どのように問いを出すか、ずっと悩んでいる。

ただし「分かりやすい」ことをゴールとして求め過ぎれば、危うさをはらんでいるようにも感じている。例え

ば「分かりやすい」社会科教育を求めていくと、そこで用いられる題材は、可視化されやすいもの（数字や文

書、遺物など形として残っているもの）だったり、結果がすぐ分かる（善悪の二項対立やクロニクル的な歴史
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事項の羅列など）ものや暗記するものであったり、あるいはこちらが正解を用意している（教員の側にすでに

望んでいる「答え」が存在しているような問い）ものであったりなどである。とりわけ可視化されやすいもの

として VRやパワーポイント、動画などの技術の進歩（そこには AI 技術の進歩もあるだろう）があり、もはや

当時の場面を「再現」することは可能であり、同じ経験を「追体験」することもできるように考えられてい

る、あるいは「再現」や「追体験」することが目指されている流れがこの社会の中にはあるのではないだろう

か。これは学校の授業空間だけではなくて、多くの資料館や博物館でもそうした展示が増えているように感じ

る。それによって確かに分かりやすくなっている側面や訪れた人が学びやすくなっている側面はある。自分自

身で目の前のモノや聴いた物語から想像する労苦を、技術の進歩によって減らしたことにより、より多くの人

たちの「理解できる」状態につなげていることは間違いない。しかしそうした可視化された「分かりやすい」

ものだけを、教育、授業の中で取り上げていくことによって、可視化された「分かりやすい」ものだけしか見

ない人間に子どもを育てていくことになってはいないだろうか。形あるものだけを「根拠」として求め、数字

やデータだけ、一部分の切りとられた言葉や動画だけ、自分にとって「分かりやすい」もの・「理解できる」も

のだけを受け入れ、「分かりにくい」もの・「理解できない」ものは批判されたり正当性がないと否定された

り、中には捨象されていくものもあるのではないだろうか。そしてその中には取りこぼされてはいけない大事

なものもあるかもしれない。 

現実には「分かりやすくない」ものが多く存在する。善悪や正誤の二元論的な分かりやすい事象だけではな

く、実際には混在して起こっている事象も多くある。人の気持ちや社会構造や文化など、目には見えず「分か

りやすくない」こともある。それらを目に見えている、形になっているところ、数字やデータだけで「分かり

やすい」ものとして「理解」できると考えると、かえってそのものの本来の姿を損なってしまう。見えないも

の、聴こえない声は、はじめから存在しないものとして考えられてしまう。しかし実際に対人援助が開かれて

いなければならないのは、見えないもの、聴こえない声に対するものであるはずだ。学校教育においてさえ、

数字として可視化されるテストの成績や日常での発言や形として残る作品「だけ」を評価し、可視化されない

もの、聴こえない声に対して存在しないとすることが、多くの問題につながることがあることは言うまでもな

い。例えばいじめの被害者に「なぜアンケートに記述しなかったのだ？」「なぜ聴こえるような声で助けてと言

わなかったのだ？」と、形に残るような行動をしなかったことへの自己責任論へとつながりかねない。 

それらのものは「分かりやすい」ものにするべきではないものだ。目に見えないものや聴こえない声にも目

をこらし、耳を傾け、そして「分かりやすくない」ことをそれでも「分かろう」と想像することが今の社会の

中ではかえって重要なのではないだろうか。「分かりやすくない」ことを考えることは、世の中には「理解でき

る」ものばかりではないことを知るばかりではなく、その「分かりやすくない」ことをそれでも考えるために

何が必要かと自己に問い、省察し、その結果次の学びや想像することにつながる。「理解できない」ことによる

「楽しくない」ということはあるかもしれないが、それでも考え続けることによってその人自身も成長するこ

とができる。 

 対人援助は本質的には「分かりやすくない」ものではないだろうか。誰かを助ける、援助することは形とし

てはとても「分かりやすい」。むしろ誰にでもできるし、誰でも助ける、助けてもらう可能性がある。しかしそ

の内実を突き詰めて考えていった時、人が人を助けるということは、そもそも様々な可能性にひらかれてお

り、単純化して簡単に「分かりやすい」ものとすることができない。むしろそうすることができると言い切る

ことで「危うい」、「理解していない」と反論する対人援助職で活動されている方たちもいらっしゃるのではな

いだろうか。私もその通りだと思う。だからこそ「分かりやすくない」ことがこの社会の中にあることを知っ

ていること、そしてそれを「分かりやすくない」ままに考えるという経験は必ず対人援助を学びたい人たちに

とって重要になってくるはずだ。特に「東北と復興」において出て来る「分かりやすくない」ものは、東日本

大震災の被災の中にある多くの当事者の方たちの物語と、その後の「復興」の中で起こっていること、そして

その背景にある歴史・文化・社会（構造）・政治などである。見えていなかった、聴こえていなかった声がある
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ことにスタディツアーの学びを通して気付くことで、かえって自分の考えていたよりも「分かりやすくない」

こととなる。もちろん高校生だからこそもう気付くことが出来ているし、受け入れて考えることができるとい

う側面もある。そしてその「分かりやすくない」ことを考えることは、必ずしも「楽しい」ことではない。だ

からこそそこから目を背けたり耳をふさいだりすることもできるだろう。時にそれは自分の身を守るために必

要なこともあるかもしれない。しかし逆に全ての物事に対してそのように行動し、全ての物事に対して「分か

りやすい」「理解できる」と考える姿勢は対人援助職・対人援助者の姿勢なのだろうか。決してそうではないは

ずで、時に悩み苦しみながらそれでも目の前の出来事から目を逸らさない、耳を傾け続けることを体験するこ

と。それは自らを省察し、考え続ける対人援助職・対人援助者の姿勢とつながっているように思う。 

こうして「分かりやすくない」ものと出会い、考え始めた高校生たちは次に何をさらに知りたいか、考えた

いかということで、就職や大学・大学院に行くことを選び取っていく。自らが主体としてこの社会の中でどの

ように生きていくのか、という姿勢にもつながる。対人援助職・対人援助者といわれる領域の仕事を目指す生

徒も多いし、そのために大学に行く生徒も多い。きっとそれぞれの場所でより専門性の高いことを学びつつ、

この「東北と復興」のスタディツアーを通して出会った方たち、経験が彼らの学びの根本のところにかかわっ

ているものもあると考えられる。それは高校 3年生が大学受験の際の志望理由や大学で学ぶ意味について文章

に書くときに「東北と復興」での学びをキーワードとしてあげる生徒が多いことからもそう感じている。それ

は防災や災害に関するものではなく、社会学や福祉、看護など多くの学問領域においてだ。週に 1回、2時間し

かなく、しかも 1つの選択授業でしかない「東北と復興」を受講した生徒たちが大学や専門学校で学びたい動

機としてこの講座における「分からないことを分からないままに考えた」体験をあげる。高校生たちにとって

大学での学びとつながるものがあるのだろう。 

最後に先日 7月に実施された 2025 年度の石巻市スタディツアーに対するある生徒の感想を紹介する。ここま

で述べてきた自らの理解、あるいは表現の限界性について触れながら、それでも「表現し得ないもの」を「表

現し得ないもの」として表現していくことについての想いを綴っている。 

 

そんな石巻という「多くの人が亡くなった地」をどう表現して良いのか。どう表現していくべきなのか。そもそも、その「石

巻」＝「多くの人が亡くなった地」という認識が「石巻」という地域を表現する上での全てになってしまっているのではない

か。その認識の下、石巻を語るということは、これまでの石巻の歴史や文化がなかったものとして扱われることと同じ意

味を持っているのではないか。それが、石巻にとっては暴力的に映り、また新たな「偏在する＜東北＞」のような抑圧の

形を生み出す危険性を帯びている気がしている。そんな危険性がこの認識にはあると感じて、危機感を覚える。「石巻」=

「多くの人が亡くなった地」という認識が自分の中に少なくとも在った、ということが少し悲しく、私は「私」を許せない気持

ちになった。 

スタディーツアーを通じて震災の被害があった場所に行き、実際にそこの空気感に触れたことで、私は「私の表現」の

限界性を知った。いや、本当はそんな格好のいいものではなく、今まで私は、ある物事の表面上に見える存在だけを掬

い取り、それに脚色を加えてそれっぽく簡単に騙っていたのだ。だから、そこに内在する表面上には表れない語りであっ

たり、おもいは「表現し得ないもの」として切り捨てるように見ないようにしてきた。だけど、「東北」ひいては「誰かのおも

い」を本質的に理解"しよう"とするためには、たとえ今回の門脇小学校や大川小学校の「静けさ」のような表現し得ない

ものと相対したとしても、その表現し得ないものを「表現し得ないもの」として表現することが、その物事への本質的な理

解において重要なことなのだと感じる。だから、たとえどんなに苦しくても思考し、表現を続けることは諦めたくない。 
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はじめに 

看護学生は実習が大変とよく言われます。 

特に３回生は一年かけて色んな領域を回って実習をします。 

私の担当する精神科実習は一週間なので、14週間かけて複数の病院の病棟に毎回違う

学生を連れて行っています。 

教員2年目になり、少し落ち着いて実習に関われるようになってきました。 

今回は精神科実習に行って感じたことについて書きたいと思います。 

  

毎回聞く学生の戸惑い 

これまで精神疾患を持つ人と関わったことがないという学生の方が多く、またドラマ

などで見た精神科病棟のイメージもあって実習前はとても緊張しています。 

そして実際実習が始まって毎回必ずと言ってよいほど聞くセリフが「何をしゃべった

らいいかわかりません。」「何したらいいのかわかりません。」です。 

身体の病気を扱う領域では、処置や観察項目が比較的明確で、学生は「やるべきこ

と」に従って実習を進めることができます。ところが精神科では、やるべきことが不

ある看護科教員のアタマの中 

9 

～精神科実習での学び方～ 

山岸 若菜 
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明確で「どう関わるか」を問われることが多いため、学生は自分の関わりに自信を持

ちにくいようです。 

「なんで何しゃべったらいいかわからんようになってるん？」と聞いてみるけどあま

り明確な答えは返ってきません。 

「精神科ではない身体の疾患を扱う科に実習に行くと、患者さんは聞いたことに答え

てくれるしあれこれお話をしてくれるけど、反応が全然違うんやもん！」といらだつ

学生もいます。 

精神科では学生が当たり前と思っている反応が返ってこないことも多く、とても戸惑

うようです。 

そこで「自分が聞きたいことだけ聞きに行ってへん？自分やったらいきなり学生が来

て根掘り葉掘り自分のこと聞いてきたらどう思うん？」と聞くとたいてい、それは嫌

やし、しゃべりたくなくなると答えます。 

じゃあどんな人やったら自分の話してもいいかなと思うかな？と考えてもらうと恐る

恐る患者さんと関係を作ろうと頑張る学生が出てきます。 

嬉しい学生の変化 

ある学生は患者さんのところに話に行きたいけど、何を聞いても無表情に「はい」

「いいえ」しか返ってこないからどうしたらいいかわからないと悩んでいました。 

私もどう対処したらいいかなんてわからないけど、とりあえず一緒に行ってみようか

と、その学生と一緒に患者さんの部屋に行ってみました。 

学生は「昨日はよく寝られましたか？」「朝ごはん美味しかったですか？」など話しか

けていましたが患者さんは「はあ」「まあ」と返事するばかりですぐに沈黙が流れてい

ました。 

そこで私は、患者さんに自己紹介して天気の話題など他愛のないことを話した後に、

その患者さんが昔美容師だったという情報があったので「私最近パーマかけたんです
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けど、セットがうまくいかなくて、時々爆発したまま仕事に来てるんです。何か爆発

しないいい方法はないものでしょうか？」と聞いてみました。 

すると、無表情だった患者さんが吹き出しながら「わかりません。」と答えてくれまし

た。 

 

この時学生はすごく驚いていましたが、あとから「笑わはるんやと思ってびっくりし

た。もっとあの人のことが知りたいと思った。」と教えてくれました。 

学生は患者さんの表情の変化をよく見ていて、患者さんと一緒の空間を過ごす大切さ

を感じたのだろうと思いました。 

残りの実習期間をほとんど患者さんのそばで過ごすようになり「あの人のために何か

自分ができることはないかな。」と考えるようになっていました。 

それなりでも実習は終わる 

しかし、すべての学生がこうした気づきを得られるわけではありません。 

患者さんとの関係作りをあきらめてカルテとにらめっこし、それらしいことを記録に

書いて実習を終えてしまう学生もいます。 

その場合記録上は整理されているように見えますが、患者さんと向き合うことでしか

得られない学びは限られてしまいます。 

もったいないなと思うけど、そんな様子を見ていると、精神科の実習の対象は精神疾

患を持つ患者さんではありますが、実は学生が自分自身の患者さんとの向き合い方を

問われる実習なのだなと感じます。 

次回はカルテ上の情報整理にとどまる学びと、患者さんとの関わりから得られる学び

との差をいかに伝え、学生を「患者さんのそば」に導けるかを自分の課題として取り

組んでみようと思っています。 
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-第１０話 面接再考（最高！） - 

「対応のバリエーション」は、私たちが仕事で出会う様々な「対応」場面をロールプ

レイで再現し、いろんな対応の仕方を試してみて、感じたことを自由に話し合おうとい

うワークショップ式体験学習です。ゲームみたいな感覚でみんなで楽しみながら、実は、

その中から何か日常の業務に役に立つものを持って帰っていただけたらと思っていま

す。  （「そだちと臨床」研究会主催 対応のバリエーション勉強会のお知らせより） 

記念すべき１０回目の記事掲載です。し

かしながら、一人感慨にひたるほどには、ま

だ書いていません。それが目下の感情です。

前回も触れましたが、一編5000字は書い

ているから、5000 字×九篇で、45000

字は優に書いています。今回(まだ、書いて

いないのに、取らぬ狸のなんとかですが)見

込み文も含めると 50000 字です。記事の

質は兎も角、個人的な文章修行をさせても

らっていることは確かです。 

 前号で、研修講師を引き受けていて思う

ことをツラツラと書きました。うまくいく

研修とは、というやつです。自分の調子を上

げていくためには、会場でこちらの言って

いることに大きくうなずいてくれる人や、

満面の笑みで応えてくれる人を探すことで

す。児童福祉業界に携わる人は、偏見絡みで

言わせてもらうと、真面目な人が多い(決し

て不真面目が良いと言っているわけではあ

りません)。だから、私のウィットに富んだ

研修内容に対して、笑いを噛み殺して臨ん

でいる人も多いのかもしれません。笑いが

欲しいとこで、笑いが返ってこないと、慌て

てしまうのは私です。「人生は対応のバリエ

ーションですね」なんてことを、テーマに掲

げて連載しているのが恥ずかしくなります。

そんな時は、この人たちは、本来は笑いたい

のに我慢せざるを得ないという研修の文脈

に囚われているのだと思い込むようにして

います。爆笑の渦を妄想します。もうひと押

しで、研修会場が和みそうだと察知すると、

「ここ笑うとこですよ！」とブースター的

決め台詞で攻めることもありです。さらな

る空振りもありですが。 

 真面目さや正直さは、自分もそういう人

なので、否定はできない(ここ笑うとこじゃ

ないですよ！)が、それだけを錦の御旗のよ

うに掲げられると反発したくなるのは何故

なんでしょうか。この辺りも前回書いた「真

面目なことは良きことかな？」に通じる心

持ちです。 

 

 

 

 

宮 井 研 治 

は 生 対 応 バ リ エ ー シ ョ ン の 人 
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１．「相談！あぁ、相談！」もしくは「面接！、 

あぁ、面接！」 

 以前、「面接の技とコツ」という本を明石

書店から出したことがあります。初版の発

行は、もう 13 年前になりますが、今思う

ことと、当時信条にしていたことは、ほぼ同

じです。そういう意味では、あまりぶれては

いません。変化や上書きがない。言うことが

コロコロ変わらない分、どこかの政党より

は誠実ではないか！自分自身を褒めてあげ

たい。この本を出した2012年以降に、所

謂、心理面接界隈で出てきた考え方や治療

技法は、たんとありすぎて私では、列挙でき

ない(その気力がない)。だから、気になった

ものだけ上げてみます。「オープンダイヤロ

ーグ」やそれにまつわる「リフレフティン

グ」という進め方、「認知行動療法」の台頭

とそれに続く「マインドフルネス」や「アク

セプタンスコミットメント(ACT)」、私が知

っているのはこれぐらいであり、また、文字

面を知っていてるだけで、内容はほぼ白紙

です。だから、"俺っちがやってるのが載っ

てねーじゃん！“とお怒りの貴兄、私の薄学

によるものと、どうぞご容赦ください。 

 そういうことで、今回は、面接の話を聞い

て下さい。私がかつて所属していた福祉現

場、主に児童相談所ですが、現在関わってい

る教育現場、スクールカウンセリング、ま

た、福祉現場では保育園、認定こども園での

コンサルテーションでは、仕事内容は当然

違います。しかし、どこでも「面接」という

道具立てが必要です。道具立てを、場面設

定、仕事形態と言い換えてもよいと思いま

す。当たり前と言えば当たり前ですが、福祉

現場や、教育現場以外のほとんどのお仕事

でも、人と相対してお話をする作業は不可

欠です。人ではなく、モノづくりを生業とす

る職人と言われる人や、人ではなくパソコ

ンのみを通して作業する人を除いてはとい

う話になります。しかし、職人さんでも仕事

を請け負ったり、材料を発注したりする場

合には、依頼主や発注先とお話ししないと

なりません。ここにコミュニケーションが

発生します。コロナ禍からグッと社会の全

面に出てきたオンラインのやりとりも、も

ちろん「面接」でありましょう。 

よく議論される「対面」と「オンライン」

の違いですが、もうどっちがいいよねとい

う議論内容は少なくなり、両者の利点をう

まく使いましょうという落としどころにな

ることが多いように思います。ただ、少なか

らずこのコロナ期のコミュニケーション事

情を体験してきた者から言わせてもらうと、

オンラインにはオフがないなという感じは

あります。常にオンの感覚といいますか、顔

出ししないときを別にして、一定の緊張を

強いられる感じがします。たくさんの参加

者があれば、小窓から顔出ししている自分

を見られているように感じます。対面は緊

張と弛緩の差が大きいのですが、オフがあ

る。隣同士でこそっと話ができる感覚です。

そう「ここだけの話」。オンラインでは「こ

こだけの話」はできない。勝手にブレイクア

ウトルームには行けませんもんね。 

それで、相談、面接の話に戻ります。今も

現役で面接の場に聞き手として立たせてい

ただいています。もちろん、役割上は聞く側

の人なのですが、その相談の途上では、こち

らの話を聞いてもらうことも多々あります。

この状況は、どの聞き手、カウンセラー、セ

ラピストでも同様でしょう。大学の先生と

しては、院生のケーススーパーヴァイズな
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んかでも聞き手として関わらせてもらいま

す。大学の先生以前、キャリアの大半は児童

相談所を中心とした福祉現場で相談を受け

る側として働いてきました。私の先輩、同

僚、もちろん後輩にはたくさんの優秀なそ

して熱心に相談を受ける人たち（立場とし

て、心理、福祉、医療という立ち位置は別に

して）とお仕事をしてきたと思います。関連

知識・情報の豊富さや、相談してくる人への

思いの強さ、ケースへの見立てのすばらし

さ、チームへの連携力、指導力、組織マネー

ジメントと言われるもの、そのどれをとっ

ても、自分が得意、人より秀でているといっ

たことは、ほぼないです。逆に全然できない

ということもない感じでしょうか。中途半

端です。書いていてちょっと寂しくなりま

した。 

少し誇れるものがあるなら、「面接」につ

いてはよく考えてきたように思います。こ

れには記憶があって、今よりけっこう若い

頃、通勤電車の道中、行きも帰りも「どうや

ったら面接がうまくいくのか？」というこ

とを繰り返し考えていたという映像が記憶

としてあります。「ちょっと待て、そんなん

どうやって撮るんや！」とツッコミが入る

とこでしょうが。これは日々考えていたで

あろう自分の映像を勝手に思い浮かべる現

在の自分の為せる業でありますが。この記

憶を辿ると、その当時面接がうまくいくと

いう私の感覚は、相談してきた人がどうな

れば一番良いのかというケースワーク、受

けた相談がどういったメカニズムなのか原

因と結果も含め心理士として考察するとい

うことがスムーズに運ぶといったようなこ

とではなかったように思います。もちろん、

長期的なスパンに立ち、以上のようなケー

スワークや問題のメカニズムといったよう

な事も通勤電車の中では考えていました。

でも、メインで考えていたことは、日々人に

会う仕事の中で、如何にその日のその面接

がどう運んだらよいのかということを考え

る心理士でした。うまく皆さんに伝わるか

どうかわかりませんが、相手がこうきたら

どう返せばよいのかとか、どういう所作が

相手の気持ちを緩めるのか、こちらの表情

は笑顔が良いのかそれだけではないのか、

チマチマと細かいことを考えていたと記憶

は言っています。コミュニケーションの不

思議というか面白さに惹かれるということ

が強かったように記憶しています。「Here 

and Now」の受け手としての立ち振る舞い

にすごく面白さを感じていた、そのことな

らいくらでも考えられたように思います。

人とのコミュニケーションへの興味でしょ

うか。相手がどんな人であろうと、如何よう

にも受けて立てる心理士になりたい、てな

ことを考えていたのかもしれません。例え

れば、コミュニケーションにおける合気道

の達人みたいな人をイメージしていたのか

もしれません（うまいこと言うな）。 

 だから、家族療法にしても、システム論に

しても、後に出会う解決志向にしても、「コ

ミュニケーションをうまくとるためにはど

うしたらいいの？」という命題によって導

かれた感がします。心理学科の学生さんに

きけば、「傾聴」からの「共感」といったク

イズの答えみたいな事を返してくれる学生

はけっこういます。しかし、実際に臨床のお

仕事をしている人からすると、そう簡単に

はいかないよというのが実感ではないでし

ょうか？それは、「傾聴」にしても「共感」

にしても、クライエントがこの心理士は自
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分の話を「やたらしっかり聴いてくれてい

るな」とか「俺の話ってこんなに感動しても

らえる」とか、思ってもらえないと、何も動

かないわけです。場合によっては、逆効果に

なります。経験的にもそういうことは、あり

ました。例えば、クライエントの話を傾聴よ

ろしく一生懸命リフレインあるいはリフレ

ーズする私に対して、「同じこと言ってんじ

ゃねーよ」。クライエントの話に深く首を垂

れる私に対して、「だからどうしたらいいん

だよ、お前の考えはねーのかよ？」。なぜか、

馬事雑言は東京弁になるのは自分でも面白

いです。私の力量のなさはあったにせよ、心

理士なら同じような体験は多少なりともあ

るのではないでしょうか？後々考えれば、

これはクライエントの感じ方としては、当

たり前のことの一つだと思います。「傾聴」

「共感」ましては「受容」にしても相手（ク

ライエント、要支援者、来談者）から見ての

形容なわけです。浅はかで傲慢で早とちり

な若き心理士であった当時の私には、こん

な単純なことさえわからなかったわけです。

しくじった話はたんとありますが、うまく

いった話も少しだけさせてください。 

 

２．うまくいくとき 

 なぜうまくいったかの分析はさておき、

うまくいくとこんなことが起こるよという

話を二席ばかりさせてください。二席とも

いわゆるモンスターと言われる人たちだっ

たと思います。一人目のお母さんは、一言で

いえば「虐待母」です。しかし、子どもさん

も十分に難しいお子さんであり（もちろん

そういう子どもに育てたというのもあるわ

けですが）、今後どう育てたらよいか育てあ

ぐねている最中に出会った方でした。社会

的には会社組織の中では経理担当で、お母

さんの言葉を借りれば、バリバリやってい

るとのとこでした。億の金を右から左に動

かしていると自負されていました。たぶん、

その自負が、子育てにも、人に相談をすると

いう状況にも、マイナスに作用していたと

思います。とにかく、担当するワーカーはけ

ちょんけちょん状態でありました。内容に

は触れませんが、とりあえず理詰めで、出す

案出す案、ことごとく却下されて戦々恐々

とした状態でした。お母さんは「（子育てが）

わからない」が言えなかったんだと思いま

す。私はというと、気に入られました。何が

良かったかはさておき、いったん信頼（？）

されるとどんなことが起こるかお話ししま

す。勝負は短時間で決まったように記憶し

ています。私との初回面接の後から、OKサ

インをいただいたようでした。同じことを

言ってもワーカーでは「ノン」、私なら「イ

エス」。だから、私から話を通していったよ

うに思います。今思えばワーカーも上手で

すよね。うまく私を活用してくれていたと

思います。とにかく私の語ることは「先生の

おっしゃる通り」「先生のおっしゃるように

やってみます」「うまくいきました」という

感じ。こいうった正の連鎖は、長続きもしな

いものですが、このお母さんは私が担当か

ら離れても、時々、「娘の今後」について意

見を求めてこられました。もちろん、たいし

たことは言っていません。 

 二席目。これは里親さんでした。内容には

触れませんが、児童相談所として里親さん

として今後もお願いしてよいのかという疑

義がもちあがっていました。当時、私も管理

職の端くれでしたが、児相案件ということ

で、上司とともに里親さんご自身に事情を
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うかがうということでお宅にお邪魔しまし

た。私は心理職という立場もあり、児相を背

負う立場の上司より、やや斜めの位置から

「初めまして」という形でご挨拶させてい

ただいたように思います。今思うとそれも

よかったのかもしれません。玄関先から、緊

張が走り、非常に穏やかな上司のいつもと

違う表情。里親さんも明らかに「また、来た

んかい」と不機嫌さを隠しもしない様子で

した。話の内容は、ある事実について、児相

側の解釈と、里親さんの解釈が相いれない、

堂々巡りを続けるというものでした。紛糾

パターンの話内容です。里親さんの話が長

いので、時間切れもいいところでした。私と

言えば、心理職という立場から、普通に里親

さんの長年の苦労や、子育ては誰がやろう

と大変な作業です的なことを言っていたに

過ぎません。ただ、里親さんの「おたく（私

のこと）はどう考えてんの？」というキュー

を待って答えていたように思います。里親

さんの視線が、上司に向けられているもの

と、私に向けられるものでは明らかに違っ

ておりました。次回の訪問の約束を取り付

け帰るころには、予定時間をはるかに超え

ておりました。私への対応が優しかったか

らという分けではありませんが、２回目以

降は私単独で行くということになりました。

嫌でしたが、門前払いはないという確信の

もと出かけました。なぜか、駅前で里父母さ

んの二人分のケーキを差し入れに持ってい

ったように思います。まず、訪問先に手土産

を持っていくといったことはしませんが、

なぜかこの時は、そうした記憶があります。

しいて言うなら、「里親であるとか、困りご

とであるとかいったことではなく、対等な

関係で訪問させてもらっています」という

ようなことを間接的に伝えたかったのかも

しれません。その効果のほどはわかりませ

んが、私のそれ以降の里親さんの受け入れ

は良好でした。問題の案件は、うやむやなま

までしたが、もう少し様子を見ようという

児相側の判断に落ち着いたように思います。 

 

３．何が言いたいか。 

 二つの事例からお伝えしたいことは、う

まくいっているなら、小細工せずに、そのま

ま続けましょうということです。なんでう

まくいったか？その要因はなにか？効果査

定は、もちろん大事です。でも、あくまで目

の前の人が主体です。サーフィンではあり

ませんが、良い波なら乗ってしまいましょ

うということです。うまくいった理由は、後

から考えましょう。そして、残念ながらうま

くいったと思われる理由は、後のケースの

すべてに反映されるものではないと思いま

す。ケースそっちのけで「この解決は、本当

の解決なのか？」「自分としての体験は如何

なるものであったのか？」「深いレベルでの

解釈は如何なものなのか？」いろいろ考え

を巡らすのは嫌いではありませんが、こう

いった事は、あくまで人間の思索でありま

す。言ってしまえば、“妄想”でもあります。

一番は、「役に立つと思われること」「役に立

ったと言ってもらえること」を基盤にした

いと私は考えています。 

 とは言え、二つの事例に共通するうまく

運んだ要因の大きな部分は、なんとはなし

の「希望」みたいなものを提示できたからで

はないかと思います。これだけでは具体性

に欠けます。「希望」を具体的にする作業と

してはそれぞれの当事者の「ニーズ」を共有

することだと思います。一席目のお母さん
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は、「子どもには、私と同じように自立して

やっていける女性になってほしい」、二席目

の里親さんは「できるだけ、身寄りのない子

どもたちの育ちの場所になってあげたい。

社会貢献したい」かと思います。こうしたこ

とを、言葉もしくは態度、雰囲気でリフレイ

ンできたのかもしれません。「ニーズ」を教

えてもらうには、やはりそれまでに当事者

が払ってきた苦労や、努力への労いはマス

トですね。ここの押さえも、具体性、事実を

基にしてお返しするのが、一番伝わるとい

うのが経験則です。回りくどいですが「私

は、〇〇という問題に対して△△という努

力をしているあなたは、すごいと思うよ」お

世辞ではなく、発見として言えれば、程度の

差はあっても伝わるものです。まあ、訪問時

にケーキを買っていくことをお勧めしてい

るわけではありませんが。 

 今日は面接における自慢話でした！ 
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  （じゃりんこ文庫 乾 京子） 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

  

毎日毎日、とろけてしまいそうなくらい暑い日が続いています。お元気ですか？ 

先日、何年振りかでお母さんにメールしたら、一郎君がパパになったと聞きました。おめでとうございます。そうで

すよね、一郎くんが文庫に来ていたのは、もう、２０年以上も前のことになりました。けふばあちゃんは、いつまで

経っても幼稚園、小学生、中学生の頃の一郎くんの顔が浮かびます。弟の治郎君と山田さん兄弟と一緒に来

ていましたね。その後、妹のマコちゃんも加わって、あの頃の「じゃりんこ文庫」は、ごったがえしていましたね。 

  

 一郎君が、5年生か６年生の時の夏休みの文庫の日のことでした。 

「おばちゃん、これ。文庫へプレゼント！」 

と、お父さんにもらった建築の廃材で作った「すのこ本立て」を 

持ってきてくれました。 

「ええ～っ、これ、一人で作ったの？持ってくるのも重かったでしょう。」 

「学校の夏休みの宿題が『人に喜んでもらうことをする』っていうので、 

じゃりんこのおばちゃんに喜んでもらえるかなぁと思って」 

「ありがとう！本当にありがとう。とってもうれしいわ。きっと、みんなも喜ぶよ」 

２０年以上経った今も現役で使っています。 

毎月テーマを決めて、書架の中から絵本を選んで、表紙見せの絵本や児童書の展示に使っています。 

季節の絵本や、「たびだち」「雨・水」「植物」「月・宇宙」「収穫」「みどりの本」「赤い本」「青い本」「黄色の本」「昔

話の本」・・・・・いろんなテーマで、展示してきたなぁ。今はね、こんなの。７月８月、テーマは夏休み。 

 

けふばあちゃんからの手紙（５） 

― 一郎くんへー 
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                            見覚えのある本はありますか？ 

                            秘密基地やキャンプ、自然と人間。 

                            8月、戦争と平和についてもね。 

                            自由研究の参考書も。 

                            そうそう、毎年の夏休み最後の文庫は、「かがくあそび」 

                            一郎君がすのこ本立てを持ってきてくれた時の年は、 

                            調べてみたら、「お金の消える貯金箱」でした。 

                            今年も、同じだったんだよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

作家がテーマの時も、アンソニークイン、赤羽末吉、バートン・クライドルフ・エッツ・林明子・さとうわきこ・・・ 

ねっ、大活躍でしょ。この中から選んで、持って帰る子も多いんだよ。 

以前は、文庫が終わると片付けていたんだけど、今いるネコの雫はふすまを爪とぎの場所だと思っていて、それ

を防ぐのに、出しっぱなし。油断すると、ガリガリ、ガリガリ…リビングの壁紙も雫に引っかかれて、もふぁもふぁ状

態。あの頃は、三毛猫のユウちゃんで、あの子は、網戸もガラス戸もふすまも、自分で開けて出ていってたね。 

                「じゃりんこ文庫日誌」を広げてみたら、一郎君の「すのこ本立て」プレゼントは、日誌 

                の№２にでてきました。その半年前、けふばあちゃんがアヤハから３５０円で買ってき 

                たすのこに棚用の木の棒をのこぎりで切ったり、くぎを打ちつけたり、そうやってすのこ 

                本立て作りの中心になってやってくれたのが、一郎君でした。 

                本立て作った後、公園で拾ってきたフウの実に黒ペンキのスプレーをかけて、 

                マックロクロスケも作っていたんだ。（ああ、そんなこともあったなぁ）って思い出して 

                きた。 

                作業をガレージでやっていたんだけれど、 

ペンキが乾くのを待っている間、残った木切れを片付けたり、弟くんや 

友だちとふざけ合っている時、一郎君が残りのペンキで、ガレージのコンクリー 

の上に、〇〇！と落書きをしました。いつも大人しくて口数の少ない一郎君、 

一瞬？？、（どうしたのかなぁ？）、その文字を見た時はびっくりしました。 

でも、やっぱり、その半年前、３人目の妹君が生まれてから、おかあさんは 

こんなことをおっしゃっていました。 

「実家も遠くて、母にも頼れないので、ついバタバタしてしまって、一郎には、いっつもお兄ちゃんであることを押

し付けてしまっているんじゃないかなぁって、気にしてるんです。あの子にがまんをおしつけてしまってるんじゃな

いかなぁって」 
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その時の日誌に「おかあさんは、とても気にしていらっしゃるが、彼女の優しさは、絶対伝わっていると思う。たっ

ぷり時間のある時の一郎君は、本当に優しい目で妹を、おかあさんを見ている」 

ふっと、そのことを思い出して、思わず心の奥に閉じ込めていたモヤモヤしたものが、とびだしたのかもしれない

なぁ。吐き出せてよかったなぁ。・・・・と、その時思いました。 

「いいよ、いいよ。そのうち消えるやろ。こすると広がるから、そのままでいいよ」 

 

そんなことのあった後の一郎君の『人に喜んでもらう』プレゼントは、二重三重にうれしいことでした。 

 

                                文庫の遠足で、大阪の万博公園に行った時のこと 

                                覚えていますか？「大阪国際児童文学館」で、円形書架 

                                の所に座り込んで、漫画を読んだり、玄関を出たり入った 

                                りして、ピンポン、ピンポンと来館者数の数を増やしたり 

                                （頑張ったけど、橋本府政時、閉館になっちゃったね） 

                                国立民俗博物館で、世界一周。西アフリカのお話も 

                                聞いたね。言葉は分からないのに、なんだかおかしくて 

                                笑っちゃった。織物の体験もしたかな？ 

                                一郎君は、少年野球をやってたんだよね？ 

                                          お弁当の後は、お友達と走り回っていた 

                                          ような気がします。 

                                          相模川の遠足で、ネーチャーゲームを 

                                          したのも記憶にあるでしょうか？ 

      

                                          まだまだ、次々と思い出してきました。 

                                          でも、次は治郎君やマコちゃんへと繋ぐこ

とといたしましょう。 

 

 

    最後に、パパになった一郎君へ 

 

  けふばあちゃんの大好きな尊敬する石井桃子さんの 

 ことばを贈りますね。 

 「じゃりんこ文庫」は、このことばがベースになっています。 

 子どもたちには、子どもとして子どもの時間を精一杯生きてほしい！ 

 そう思っています。 

 一郎君も、おとうさんやおかあさんに見守られて、そういう時代を 

 過ごして、現在（いま）があると信じています。 

 今度は、坊やにそんな子ども時代をね。 

けふばあちゃんより（２０２５年の夏） 
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本稿で 4 回目の執筆となる。少ない回数

であるが、1 回目を執筆していた「私」より

心理臨床における多重関係についての感じ

方がかなり変化した「私」を実感する。執筆

するために知識習得に努力したり（執筆が

なくてもしなければならないが、私にはそ

れがなかなか難しいのである！）、得た知識

と日々経験する多重関係的な出来事を繋げ

ていくためにあれこれと考えたり…そうし

た中で、少し前の「私」よりもやや視野広く、

また、感じられ方も豊かになったのだと思

う。前回の冒頭で、職場外の対人援助職者の

方が旧友であったことを嬉しく思うという

ことを書いたが、そう感じられたこと、そし

てそれをこの連載原稿に素直に書けたこと

が、その証だと考える。私の中で怖い存在と

しか捉えることができなかった多重関係で

あるが、今はまた違った感覚として捉える

ことができている。 

 さて、とはいっても私にとっては最大の

関心事である心理臨床における多重関係で

あるが、そもそもなぜ私はこうも多重関係

が気になるのかということを考えたい。き

っかけは、私が参加している心理士（以下

CP）が集まるある勉強会でのことである。

先日、そこで私の関心事（多重関係）につい

てお話したのだが、「フィールドワーカーは、

そこまで多重関係を気にしなさそうだけど」

という率直な意見を頂いた（『そこまで思い

つめなくても大丈夫ですよ』と私を励ます

感じもあり、優しさを感じました）。私は修

士研究において、フィールドワークを行っ

ており、その経験と私の関心事の間に繋が

りが見えにくいとのことであった。 

 このご指摘を頂いた際、なぜ私がここま

で多重関係に関心を寄せるのか上手く説明

することはできなかった（し、前述したよう

に励ましのお言葉とも感じたので、説明を

求められていないと捉え、ご指摘を受け入

れて終わったという感じになった）。しかし、

こう言われると気になってしまう。心理臨

床を行う中で様々な悩みや困難を感じてい

る私であるが、その中で、なぜ最も多重関係

に関心を寄せるのであろうか？研究以前の

問題であるかもしれないが、心理臨床の多

勉強会で・・・ 

 

 

心理臨床における多重関係を考える 

地方のありふれた心理士の日常から 

 

 

本林 友梨 
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重関係を理解していくことのヒントになる

可能性もあると考える。 

 

 

修士研究では、フィールドワークの手法

を用いて、介護予防の文脈で開始された高

齢者グループ（サロン）の活動維持要因を探

究した。フィールドワーク初回、その場に参

加する方が、外者の私を輪の中にすぐさま

入れてくださった。そこに居ることが当た

り前のように、私を居させてくれた。このよ

うな場の特質があり、私はサロンに参加者

として参加させていただき、サロンメンバ

ーにも話しかけることをするなど、「積極的

な参与者（active Participation）」（箕浦, 1999）

としての役割を担うこととなった。自分と

いう存在がその場に影響することを認めつ

つ、研究に取り組んだ。その場で起こる様々

な事柄は「私」を抜きには成立しない、つま

り、その場と「私」の相互作用があってその

事柄が生じることとなる。参加者の方は、

「私」という本来サロンの外者である「私」

の存在を認め、さらにサロンの中に含み、と

もに過ごすことを許してくれた。心理臨床

の本来（基本、理想）はクライエント（以下

Cl）―CP という一つの関係（役割）の中で

展開すべきものであるが、多重関係が伴う

と Cl―CP 以外の関係以外の関係が展開の

中に入り込む。本来の心理臨床になくてよ

い関係が実践に含まれる（影響する）ことと

なるが、サロンの中に入らせていただいた

「私」であるのに、心理臨床になるとそのこ

とについてなぜこんなにも気にするのだろ

か。勉強会でいただいたご指摘はもっとも

である。サロンの方々が許してくれたよう

に、なぜ私は Cl―CP 以外の関係を許せな

いのか。 

 それは心理臨床の基本がそうであること

は最もであるし（経験を積めば、つまり心理

士としての力量が増してくれば薄まるとこ

ろかもしれないが）、フィールドワーカーの

視点からすると、外者の「私」であるからこ

そ、「私」が与える影響についてとても慎重

に考えることを求められたからであろう。

フィールドワークの経験から、振舞や醸し

出す雰囲気など「私」という存在が他者にど

れだけ影響を与えうるかを学んだ。この学

びは現在の自身の臨床スタイルに繋がって

いる。 

 あとは、前述した“心理臨床の基本がそう

であること”と関連することであり、これま

での論考でも述べている通り、Cl との間で

多重関係を経験することによって感じる心

理臨床の難しさと、それに伴う苦しさを私

は感じていることが挙げられる。だがしか

し、難しさと苦しさを抱えているだけでは

耐え切れず、『どうにかしなければ…！』と

思うほど、私はそれらの何に苦しめられて

いるのであろうか？ 

 

 

『風土臨床：沖縄との関わりから見えてき

たもの―心理臨床の新しい地平を目指して』

（青木ほか, 2006）という本がある。心理臨

床家が沖縄のカミンチュウ（神事に関わる

職能者）との出会いの中で学び体験したこ

とをもとに「風土臨床」というアイデアを提

唱し、それについて各々の心理臨床家が「風

土臨床」ということを論考している。「風土

臨床」の「風土」という捉え方はそれぞれの

臨床家によって微妙に異なる（「風土」とい

うものを臨床家がどう扱っていくかという

なぜ、私は多重関係に関心を向けるのか 

「風土臨床」と私の苦しみ 
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視点については逆の考え方もあるようであ

る）ようだが、「風土臨床」とは自己を含む

関係概念として「風土」という言葉を使い、

その「風土」のなかで行う心理臨床と、心理

臨床を成立させる「風土」の調えも同様に捉

えていくような実践的な活動・研究のこと

（青木, 2006）である。心理臨床における多

重関係が生じやすいことに苦しむ、つまり

少なくとも臨床地域の性質というものに手

を焼いている私にとって、この文献に収め

られている先生方の論考は大いに刺激的で、

大変感銘を受ける内容となった。私の苦し

みについて、この「風土臨床」のアイデアを

通して考えてみたい。 

 第 2 章第 2 節「からだと風土」を執筆し

た橋本朋広氏は、カミンチュウと共に参加

した祭りの体験を通して「からだ」に注目す

るようになり、「からだ」について深めてい

くことで都市の生活と沖縄の生活の感覚の

違いなどを通し「風土臨床」について述べて

いる。哲学者の市川が主体によって生きら

れるからだを「身」とし、単なる客体として

の「肉体」と区別したことになぞられ、「身」

となるからだを「透明な身」と呼んだ。祭り

で体験した自然との関わりのなかで形作ら

れたからだは「透明な身」であり、集合的な

歴史的な身、共同体によって生きられた歴

史的な身であるとした。沖縄でその場に応

じた「透明な身」を生きた橋本は自身の生活

地域に戻るわけであるが、当然の事である

が、沖縄の「透明な身」を生きることができ

ず、また生活地域の「透明な身」を生きるこ

とにも抵抗することとなり、疲労が溜まっ

たと記している。私が多重関係に苦しむこ

とも同じようなことではないだろうか？週

末、その地域の一人の生活者として「透明な

身」を生きている。家族の中で振舞うべき態

度で生きている。そのリズムに乗っている。

しかし、Cl との突然の遭遇（例：スーパー

で会う）で、急に CP として「透明な身」を

生きなくてはならなくなる瞬間が訪れる。

でも、私は器用にそれができない。しんどさ

に変わる（家族の中での「私」も CP として

の「私」も紛れもなく「私」自身であり、そ

れが表面的にも一致していればよいのであ

るが、なかなかそうもいかない）。橋本は「透

明な身がどのようなものであれ、その場で

構成される透明な身から身を引き離そうと

すると、「わたし」や体は拠り所を喪失し、

孤立し、閉塞してしまう」と述べる。私が感

じているしんどさはには、まさしく、孤立感

や閉塞感が含まれているように思う。 

 結論として、一見対立して捉えられる物

事であっても、それらの特徴を見抜き、それ

らを繋げていくことが重要だとした。CP と

しての私/生活者としての私を分裂したり、

排除したりして、どちらかに閉じこもるの

でなく、相互に働きかけることが大切であ

ると理解する。 

修士研究においてサロンの参加者が私を

中に入れてくれたように、外者の私に働き

かけてくれたように（このようなサロンの

「風土」がまさしく活動維持要因であった

のだ！）、私も習ってきた事柄だけを正しい

ものと捉えるのではなく、それ以外の事柄

に関しても視野を広げ取り入れ、適切に扱

えるようになる努力をしなくてはならない。

（また、橋本の考えに沿うと、心理臨床の基

本的なルールが適応できなさそうな難しい

環境（地域性）がある時に、心理臨床の基本

的なルールだけを忠実に守っていくことは、

CP としての私が居心地のいい場所に閉じ
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こもるという結果になる危険性もあるとい

える。） 

第 3 章第 1 節「風土臨床の態度と実践」

を執筆した青木真理氏は、個人の生は自然

と繋がり成立するものであり、自然を世話

することで自然だけでなく人や共同体につ

いて理解していくことが可能となるとした。

また、そのような人や共同体が相互循環し

ている状態が健康や豊かさに繋がると述べ、

自然（地域）と分裂するのではなく、寄り添

いながら生きることの重要さを示した。つ

まり、心理臨床の文脈において考えると、そ

の地域に関心を持ち、意識し、世話（ケア）

することが CP にも大事だということだと

も理解できる。また青木は、共同体の中で生

活を営みながら自然を世話していくことな

どと里山の成立に似通う点があると述べる。

里山は「人の手が入ってこそ、人間以外の生

き物の営みが維持される」空間であり、自然

と人（人工的な要素）がちょうどいいバラン

スで保たれているという。私の心理臨床に

おいても、臨床地域という自然的なところ

と、習ってきた心理臨床の基礎（自然のもの

ではないもの、自然の外にあるものという

イメージ）がちょうどいいバランスで居る

ことができる地点を探していくことが重要

だと理解する。これまでは、習ってきた心理

臨床の基礎に沿って臨床を行っていきたい

という思いと、それを上手く活用していく

ことができない現実とを、それぞれ認めつ

つも、相互に繋げて捉えていくようなこと

はしていなかったと思う。繋げて捉えてい

く作業は容易なことではないと感じるが、

繋げていくという発想自体が私の中になか

ったことが、私が強いしんどさを抱くこと

に影響していたのではないかと考える。青

山は、里山成立時の自然と人がちょうどい

いバランスであるような時に創出される風

土を“よい”臨床的風土とし、そこで行われ

る創造的・治療的行為を「風土臨床」とする。

私が目指すべき心理臨床は、「風土臨床」で

あるのかと思う。 

 

 

心理臨床における多重関係について、な

ぜ私はこんなにも苦しんでいるのか。本論

では風土臨床というアイデアを通して考え

てき、言われてみれば当たり前だと思える

ような結論となった感覚もあるが、私の中

ではとてもすっきりした気持ちが生じてい

る。それはおそらく、自然（地域）に寄り添

うことの重要さや必要さを強く感じること

ができたからだと考える。これまでは、地域

に寄り添っていくことは必要ではあると感

じていたものの、そうすることは本当に心

理臨床に有効に働くのであろうかとかいう

ことを考え、自信を持てずにいた。しかし、

風土臨床というアイデアは、自然（地域）と

人などその他様々なものを繋げていくこと

を重要とするものであった。臨床地域に住

み、その中で心理臨床家として生きていく

うえでの明確な方針を得られたように感じ

る。 

─────────────────── 

箕浦康子 (編). (1999). フィールドワーク

の技法と実際──マイクロ・エスノグ

ラフィー入門── ミネルヴァ書房 

青木真理 (編). (2006). 風土臨床──沖縄

との関わりから見えて来たもの 心理

臨床の新しい地平を目指して── コ

スモス・ライブラリー 

─────────────────── 

地域に生きる心理臨床家を目指して 
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ものすごい、猛暑 
毎日熱中症警戒アラートが鳴る日々。外遊

びを仕事とする人間にとっては死活問題な気

候です。先日はプレーパークスタッフとして

出動。久しぶりに炎天下の中、１日中外にい

ました。子どもたちは猛暑でもお構いなし。

水遊び、生き物探し、木登りと大忙しです。

お昼ご飯前に少年が小川から小魚を獲ってき

て、その小魚を手に握ったままウロウロ。

「お魚弱っていくんとちゃうん～⁉」と声を

かけると「焼くねんこれ！」と堂々と宣言さ

れました！「え！マジで⁉」と思って観察を

続けましたがマジでした。少年がウロウロし

ていたのはなんと焼き場となる鉄板探しのた

め。アスファルトの上に置いてみたり、マン

ホールの上に置いてみたり、朽ちた鉄の看板

の上に置いてみたり…「嗚呼、かわいそうな

お魚…」と思いつつも、『絶対この魚を焼い

てみたい！』という強い思いが伝わる眼差し

を見ると、止めることはできませんでした。 

プレーパーク及び冒険遊び場のモットーは

第１回投稿で取り扱った森のようちえんと似

ています。森のようちえんとは違いプレイパ

ークの参加年齢に上限は無し。子どもがする

ことに大人は手出し、口出しはしません。自

由な遊びと失敗する権利を守るための合言葉

は「ケガと弁当は自分持ち。」子どもたちの

ちょっと危ないことも、変なことも、汚いこ

とも大人はとことん見守ります。 

次第にだんだんと手の中で魚が弱っていく

のを感じたのか、そこそこで踏ん切りをつけ

た少年。倉庫の前にある分厚めのマンホール

を鉄板代わりにすることになりました。うん

うん、大人がわざわざ「お魚がかわいそうだ

よ！」「命を大切に！」とヤイヤイ言わなく

ても、小さな手のひらの中で命がどうなって

いくのか感じることって大切なのかもしれな

い。小魚を握りながら歩く少年に「お魚が弱

っていくよ。」「かわいそうだよ」と思い声を

かけてしまうのは野暮だった…きっと彼はそ

んなことを分かった上で次の活動について考

えていたはず…と大人の考えで言葉がでてし

まった自分に少し反省です。 

「せっかく焼くなら美味しく食べたい！」

と感じた少年たちは大人の人差し指ほどの小

魚をアルミホイルに包み、塩をかけそれなり

に調理。少しでも早く火が通るように！と上

から朽ちた鉄板を乗せてサンドイッチしまし

た。「遊んでくるからたぴちゃん、魚見とい

てー！」と水遊びに戻って行った少年たちで

したが、自分たちがやりたいと思って実行し

たこと、気になるのか分刻みに様子を見にく

るんです（笑）肝心の魚はというと、だんだ

ん目が白〜く、体が生暖か〜くなって、匂い

はほぼ焼き魚…！『焼けるような日差し』と

いう言葉が比喩ではなくなってきている…！

と感じた出来事でした。（※マンホールクッ

キングでは生焼けだ！ということで安全のた

めにフライパンで再度焼いてから食べたとの

森で出会えば… 
～野山で感じるつながり記録～ 

田中 千晶 
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ことです。）猛暑日には猛暑日にしかできな

い刺激的な遊びがあることを子どもたちに教

えてもらった出来事でした。 

 

その季節だから、できること 
小学生が対象となると本人たちの工夫次第

でそれなりに夏の遊びを楽しむことができる

のですが、乳幼児を相手とするとそうはいか

ないのが現実。（小学生以上でも危険な暑さ

が故になんでも子どもの好きなように！とは

いかないのですが…）園に勤務していた４～

５年前は今よりも３度くらいは気温が低かっ

たはず。それでも、毎朝 30 分ほど前倒しで

出勤してプールの準備。熱中症計が警戒レベ

ルを示したら「今日は、お外に出られません

…。」と子どもに伝える心苦しさ…本当に暑

さに振り回される日々でした。それでも当時

は、なんとか曇りのタイミングを狙う、雨模

様の日こそ外に出ちゃおう！と機転を効かせ

るなどして、夏の自然と触れ合う体験をなん

とか提供しよう！と必死だったように思いま

す。 

しかし、大人が環境を構成して保育を計画

する現場から離れて数年、自然がフィールド

となるとここまでの準備は必要ではなかった

のかもしれない…と気づき始めました。６月

後半、じめっした気温の中でお散歩会があり

ました。「お散歩会」とは、主に０～２歳児

の子どもとその保護者を対象とした戸外遊び

の会。森のようちえんのプレ段階として位置

づけられることもあります。０歳児さんの親

子が参加する場合は、抱っこで参加の子も多

いです。抱かれている子どもも、抱っこして

いるお母さんもじわっと、もわっと気持ちの

悪い暑さからは逃げられません。この日もで

きるだけ涼しく活動できるようにと森林の中

で過ごしたり、小川で生き物探しをしたりし

ました。 

「おはよ～」とみんなが集合してからは日

当たりのいい広場で自然散策をしていまし

た。子どもたちと遊ぶ中でこれはすごいな…

と毎回感じることは好きなことへの集中力と

絶妙なタイミングでの活動に切り替え。遊び

が始まった瞬間から少しでも日陰を求めてし

まう大人とは違い、まずはお目当ての生き物

を探すぞ！と日差しの下で遊ぶ子どもたち。

大人が「そろそろ、お茶飲もうか。」「影のと

ころおいでよ。」と促すことで休憩ができる

子もいるのですが、見守りや観察を主とする

自然保育活動に携わるようになってからは、

意外とそんな声掛けなしでも子ども自らが調

節しているのでは…と気づきました。子ども

たちは遊びながらどのあたりの水が冷たい

か、日陰はどこか感じ取ることができている

様子。遊びはじめは「見つけたい！」という

欲を軸にバラバラの場所で遊んでいた子ども

たち。暑くなってくると上流や木陰に集ま

り、体が冷えてくると水のぬるい下流や日向

に歩いていきます。乳児さんは発達段階的に

も「平行遊び」ができるか、できないかとい

うところ。お互いの遊びを見て移動している

子もいるとは思いますが、どちらかというと

生き物としての勘を使い、「心地よく遊べる

場」に集まっているように見えるのです。 

小川や木陰など心地よく過ごすことのでき

る場所を有効活用しながら遊ぶ夏の戸外遊

び。大人はスズメバチなど危険な虫がいない

か、ヘビが出てくるリスクのある草むらがな

いか事前にフィールドチェックをする以外に

特に環境作りはしていません。子どもたちの

感じる力を大切に「心地いい」と感じる場で

たっぷり遊び、「ここは違う」と感じる場所

からは移動する。この遊び方、一見子どもに

振り回されているようにも感じますが、子ど

もが「いい！」と感じる環境って自然と大人

にも好感触。まっすぐ高く伸びた木々が作る

木陰、しっとり、ひんやりとしたおがくずの

地面、足を浸すだけで額の汗が引く山水の流

れる小川…保護者の方も「気持ちいい…。」

「外なのにしんどくない！」とほっとしてい

る姿を見ると、大人が用意し提供する環境な

んて、雄大な自然環境と比べたら足元にも及

ばないことを痛感します。 

「ここがいい。」「また来たい。」と心から

感じる環境も森が繋いでくれる出会いのひと

つなのかもしれません。 
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連載第 2 回では、前回とはモードを変えて、一篇の詩をお届けします。ここでは、「月」

と「地球」のあいだに生まれる感覚をオートエスノグラフィーiとして描きました。この詩

は、意味を論理的に読み解く必要はありません。私が月を眺めたり、宇宙開発のリアリテ

ィを考えながら感じた感覚を、メタファー（比喩・隠喩）的に思考し表現したものです。

心理的現実のなかで立ちあがる矛盾や揺らぎも、そのまま残したり、新たに矛盾を作り出

したりしています。読みながら浮かんでくるイメージや身体感覚にゆっくりと触れていた

だければと思います。 

 

 

第二の皮膚 

 

眺められ、触れられ、わたしと世界の間にある 

「無」との境界 

 

それは皮膚、わたしの外側 

それは風景、わたしの外側 

 

風景は 

傍らにある肌 

そこに浸りつづける情動 

破壊を拒む輪郭 

 

月を眺める私は、「ここ」にはいない、 

私の身体は、「そこ」にある 

そこは からだ表面を超えた 第二の皮膚 

 

バックムーンの光を待ちわびる私は 

いつからか、ガラス張りの小さな「地球」にいた。 

地球と宇宙の文化心理学 
第 2 回 宇宙の詩的探究 

 

土元哲平 
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その時、私は、月にいて 

地球の青い記憶のにじみに触れている 

 

 

その時、私は、地球にいて 

金属の影が、スイカに群がるアリのように 

私たちの 月を包囲する夢を見る 

 

 

ふと、見慣れた風景の崩壊を感じ、 

まだ予兆の中にある月の肌理に郷愁を抱く。 

 

未来の風景が、今の私を懐かしむ 

未来の私が、今の風景を懐かしむ 

 

地球の境界に 

名づけることも 

触れることもできない 

皮膚があった 

 

 

 

i オートエスノグラフィーについては、以下を参照： 

 土元哲平・桂 悠介・サトウタツヤ編（2025）『オートエスノグラフィー・マッピング：

「私」からはじめる研究手法を知るための地図』新曜社 

https://www.shin-yo-sha.co.jp/book/b667329.html
https://www.shin-yo-sha.co.jp/book/b667329.html
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編集後記 

 

編集長（ダン シロウ） 

 毎年のことだがマガジン September 号は、八月下

旬から九月上旬の編集になる。それは東日本大震災

家族応援プロジェクトの実施時期と重なる。 

その結果、編集作業を東北の旅先ホテルでするこ

とになる。今年も 15 年目の福島遠征最中に、白河市、

福島市、大熊町の夜のホテル自室でキーボードを叩

いていた。 

東日本大震災は 2010 年にマガジン創刊直後の

2011 年 3 月だから、あれからずっと続けてきたの

か・・・と、しみじみ振り返ったりする年齢になった。 

長期化すると何であれ、マンネリだ、専有だ、世代

交代を！等と一般論を吹聴する人に会う。ところがそ

ういう人に限って、何も長続きさせることのできない人

だったりするから苦笑いしかない。 

長い時間をかけて定着しているものの中に、継続

の秘訣は含まれている。それを共有できる次世代の

人たちは皆、知らず知らず学んでいるものだ。全く同

じものが続く必要などない。その時代に必然の形で、

持続展開するモノの継続力を信じている。 

 

編集員（チバ アキオ） 

 仕事で神奈川県海老名市へ。地域で活躍する対

人援助職の方々向けにお話を。そのためにも地域の

ことを少しでも知りたいので、はやく現地に行って海

老名市立郷土資料館「海老名市温故館」へ。ここでは

スタッフの方が丁寧に対応してくださった。資料館は

国分寺の遺構の前にあった。国分寺と国分尼寺が全

国に置かれたことは知っていたけど、よく考えると尼

寺もセット。僧侶同士でコンパしましたかね？とか軽

口をたたくと、そんな民話もあるんです、と教えてくれ

た。国分尼寺のある女性僧侶が地元の漁民の若い

男性と恋に落ちる。あるとき、その漁民が困っていた

そうで、理由を聞くと、国分寺ができたことで川に影響

が出て、魚が捕れなくなったと。それを聞いた尼僧は

国分寺に火をつける。そのため尼僧は死刑に。しかし

その場所からは水が湧き、尼の泣き水とされ、供養

のために碑も立てられた。同業よりも、力強い、生活

力のある男に惚れる、ありそうですよね～と話す。 

 こうした郷土資料館には縄文式土器や弥生式土器

がよく展示されている。それも結構大きな土器で、よく

考えるとなかなかの技。マガジン連載仲間の見野大

介さんのところで陶芸教室に先日はお邪魔。その時

に土器の話に。陶芸をしてみるとよくわかる。大作は

素人には難しいということ（当たり前）。土器の話をす

ると窯の話をしてくれた。縄文時代はろくろも便利なも

のもないのに、大きなものを作る、そして焼くには相

当な工夫がいる。なにより大きな窯がいる。大きな土

器を焼くには土の中に穴を掘って焼いていたのでは

ないかとも。でも入り口が一つだと空気が送れず、温

度が上がらず、土器の強度も上がらない。窯の温度

を上げるには穴が二つ、できれば煙突が必要になる

と。後年、登り窯というのがあるのは知っているけど、

そうした産地は斜面があり、粘土があり、技術があり、

需要がある、そんな場所に焼き物があるよねと。技術

は大陸に近く、鎖国中も開かれていた出島がある九

州はやはり多くて…と、「焼き物の社会学」のようで楽

しい。様々な条件が整ったからこそ、焼き物の名産地

に。 

同様にマガジン執筆をしている人たちのところにも多

くの条件や資源がそろっている。これを読んでいてそ

ろっている方々もぜひ執筆をどうぞ。 

 

編集員(オオタニ タカシ) 

今号から、原稿の提出先が従来の編集長宛だけであ

ったところから、私たち編集員も送付先に加わりまし

た。編集長と編集員 2 名の 3 か所に提出してもらう

形ですが、メールの CC に加えて頂ければ OK です。

これにより、編集作業も少し変わって、これまでは編

集長が全ての原稿を受け取り、そこから私たちは編

集担当の原稿だけをもらって、各々担当原稿の編集

作業…という段取りだったのですが、今回から原稿の

受け取り確認も行うようになりました。これが意外と大
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変で、これまでの編集長のご苦労がうかがわれまし

た。メール添付で届くものもあれば、クラウドの URL

が貼られているもの、大容量ファイルの転送サービス

のリンクが届くものなど、送信方法は執筆者によって

様々で、届くタイミングも締切のひと月前から、締切

日頃までと幅広く、手間はそれなりにあり、ミスが起こ

るリスクもあちこちに点在しています。 

 今回の編集作業で感じた一番の変化は、原稿を読

む機会が増えたことです。これまでもマガジン発刊日

の前に、担当原稿については事前に目を通す機会が

あったのですが、今はすべての原稿が事前に手元に

届きます。タイトルの確認のため、ひとまず全部のフ

ァイルを一度は開くのですが、そうすると最初の数行

で引き込まれて、気づけば最後まで…ということもし

ばしばです。読者としてはますます捗り、編集者とし

てはますます時間を要するようになりました。ともかく、

直に原稿を頂くとおひとりおひとりが締切を意識して、

着実に原稿を送ってくださるからこそ、毎号の定期刊

行ができているのだと改めて実感します。執筆者の

みなさま、いつもありがとうございます！ 

 

対人援助学マガジン 
通巻６２号 

第１６巻 第２号 

２０２５年０９月１５日発行 

http://humanservices.jp/ 

■ご意見・ご感想■ 

マガジンに対するご意見ご感想は 

danufufu@osk.3web.ne.jp 

マガジン編集部 

第６３号は２０２５年１２月１５日 

発刊の予定です。 

原稿締切２０２５年１１月２５日！ 

 

本誌は常に書き手に門戸を開いています。新たな

ジャンルからの、執筆者の登場に期待します。自身

の生活スケジュールに本誌「連載」を持ち、継続的に、

自分だからこそ描ける分野の記録を発信したいとい

う方からのエントリーを待っています。ページ制限な

しの連載誌です。必要な回数、心置きなく書いていた

だけます。ご希望の方、編集長まで執筆企画をお知

らせ下さい。執筆資格は学会員であること。 現在非

会員で書いていただく事になった方には、本誌は学

会ニュースレターの位置づけですので、対人援助学

会への入会をお願いしています。 

 

対人援助学会事務局 

540-0021 

大阪市中央区大手通2-4-1 

リファレンス内 

TEL&fAX学会専用 06-6910-0103 

 

表紙の言葉 
「木陰の物語」第２２７話の冒頭は、こん

なコマで始まる。これは有名な考え方だ。 

私はこのフレーズに出会って、実践してみ

た結果に驚いたことがあった。それまで、こ

んな風な考え方はあるなぁとは思っていた。 

だが実際の来談者に、想像以上に刺さると

ころがあって、その人が実践してみたら、現

実が驚異的な変化を作り出した。それを目に

して、はじめて「ことば」の持つ実用的な力

を実感した。 

「分かっている」とはよく言うが、本当に

分かっているとはどういうことかを、分かる

ようになった体験だった。 

       ２０２５／９／１５ 

 

http://humanservices.jp/
mailto:danufufu@osk.3web.ne.jp
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★ 2025 年 10 月は、大阪でリアルに対人援助学に浸ってみませんか！？ 

いつも対人援助学マガジンをお読み下さり、ありがとうございます。この記事は、対人援

助学会 17 回大会についてのお知らせです。Web マガジンの読者の皆様、今回は思い切って

大阪で対人援助学を巡って集まった仲間と、2 日間みっちり対人援助学に浸ってみませんか。 

期日は 2025 年 10 月 11 日（土）・12 日（日）、場所は大阪キリスト教短期大学です。 

 

記念講演に理事会企画、公募ワークショップ、ポスター発表などの学会定番メニューに加え、

マガジン編集長の団先生の「木陰の物語」の常設展示やマガジンの執筆者＆読者交流会など

も計画しています。 

 

2025 年秋の大阪で、対人援助学を巡ってまた新たな出会いと展開が生まれたらとても嬉し

いです。皆さんのご参加、心よりお待ちしております！ 

 

（大会事務局） 

◆プログラムはこちらから！ 

対人援助学会第 1７回大会のお知らせ 

https://humanservices.jp/meeting/meeting-program
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